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茨城県は，昭和38年に筑波研究学園都市計画地域の指定を受けて以

来，我が国最大のサイェソスシティとして，国や民間の研究機関，大

学，また関連の工場等を集中的に誘致し，日本の科学技術の研究開発

の核として，さらに，国際交流の拠点としての国際都市にふさわしい

町づくりを進めております。

この新しい町づくりに欠かせない交通検閲である常磐新線の整備

は，つくばと東京圏を直結し，人・物・情報の交流を盛んにするだけ

でなく，地域活性化の大きな力となります。そこで，平成6年7月に

県，市，地権者の三者協議が合意に達し，新線開発と沿線開発を一体

的に進める土地区画整理事業が進められております。

この予定地内に熊の山遺跡が存在していたため，財団法人茨城県教

育財団は，茨城県から埋蔵文化財発掘調査についての委託を受け，平
l

成7年4月から発掘調査を実施してまいりました0その成果の一部は，

既に平成8年度に「（仮称）島名・福田坪地区土地区画整理事業地内

埋蔵文化財調査報告書I」，平成9年度に「（仮称）島名・福田坪地区

特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅱ」として刊行しま

した。

本書は，平成9年度に調査を行った熊の山遺跡の調査成果を収録し

たものであります。本書が学術的な研究資料としてはもとより，教育・

文化の向上の一助として，御活用いただければ幸いです。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である茨城県

からいただいた多大なる御協力に対し，心から御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会をはじめ，関係各機

関及び関係各位から御指導，御協力をいただいたことに対し，衷心よ

り感謝の意を表します。

平成11年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本　　　昌



例　　　昌

1本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が，平成9年4月から平成10年3月まで発掘調査
くま　やま

を実施した茨城県つくば市大宇島名字香取1964番地ほかに所在する，熊の山遺跡の一部の発掘調査報告書で

ある。

2　熊の山遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。

理　　　 事　　　 長 橋　 本　　　 昌 平成 7 年 4 月 ～

副　　 理　　 事　　 長 中　 島 ．弘　 光 平成 7 年 4 月 ～

副　　 理　　 事　　 長 斎　 藤　 佳　 郎 平成 8 年 4 月 ～ 平成 10 年 3 月

副　　 理　　 事　　 長 川　 俣　 勝　 慶 平成 10 年 4 月 ～

常　　 務　　 理　　 事 斎　 藤　 紀　 彦 平成 9 年 4 月 ～

事　　 務　　 局　　 長 西　 村　 敏　 一 平成 9 年 4 月 ～

埋 蔵 文 化 財 部 長 沼　 田　 文　 夫 平成 8 年 4 月 ～

埋蔵文化財部長代理 河　 野　 佑　 司 平成 6 年 4 月 ～

企

課　　　　　 長 河　 崎　 孝　 典 平成 9 年 4 月 ～ 平成 10 年 3 月

課　　　　　 長 鈴　 木　 三　 郎 平成 10年 4 月～

画 課　 長　 代　 理 根　 本　 達　 夫 平成 7 年 4 月～

管 課　 長　 代　 理 清　 水　　　 薫 平成 9 年 4 月 ～平成 10 年 3 月

理 主 任 調 査 員 小　 高　 五十二 平成 8 年 4 月 ～平成 10 年 3 月

課 主 任 調 査 員 池　 田　 晃　 一 平成 10年 4 月 ～

主　　　　　 任 川　 崎　 敦　 司 平成 10 年 4 月 ～ （平成 10 年 4 月 ～ 9 月　 主事）

経

理

課

課　　　　　 長 鈴　 木　 三　 郎・ 平成 9 年 4 月 ～平成 10年 3 月　　　　　　 ノ

課　　　　　 長、 佐　 藤　　　 健 平成 10 年 4 月 ～

主　　　　　 査 田　 所　 多佳男 平成 8 年 4 月 ～

課　 長　 代　 理 清　 水　　　 薫 平成 10 年 4 月 ～

主　　　　　 一任 小　 池　　　 孝 平成 7 年 4 月 ～ 平成 10 年 3 月

主　　　　　 任 宮　 本　　　 勉 平成 9 年 4 月 ～
●

主　　　　　 任 木　 下　 光　 保 平成 10 年 4 月 ～

主　　　　　 事 小　 西　 孝　 典 平成 9 年 4 月 ～ 平成 10 年 3 月

調

査

第

課　　　　　 長 和　 田　 雄　 次 平成 8 年 4 月 ～ 平成 10 年 3 月

調 査 第 一 社 長 鶴　 見　 貞　 雄 平成 9 年 4 月 ～ 平成 10 年 3 月

首 席 調 査 員 吉．揮　 義　 一 平成 9 年 9 月 ～ 平成 10 年 3 月　 調査

課
主 任 調 査 員 吉　 原　 作　 平 平成 9 年 4 月 ～ 平成 10 年 3 月　 調査

主 任 調 査 員 原信田　 正　 夫 平成 9 年 4 月 ～ 平成 10 年 3 月　 調査



調‘

主 任 調 査 員 川　 上　 直　 登 平成 9 年 4 月～平成 10 年 3 月　 調査

主 任 調 査 員 川　 津　 法　 伸 平成 9 年 4 月～ 6 月　 調査

主 任 調 査 員 平　 石　 尚　 和 平成 9 年 4 月～ 8 月　 調査

査 主 任 調 査 員 川　 又　 清　 明 平成 9 年 4 月～ 8 月　 調査

第 主 任 調 査 員 仙　 波　　　 亨 平成 9 年 7 月～ 9 月　 調査

主 任 調 査 員 小　 林　　　 孝 平成 9 年 8 月　 調査

課 主 任 調 査 員 川　 村　 満　 博 平成 9 年 8 月　 調査

主 任 調 査 員 菱　 沼　 良　 幸 平成 9 年 9 月～平成 10 年 3 月　 調査

主 任 調 査 員 矢ノ倉　 正　 男 平成 9 年 10 月～平成 10 年 3 月　 調査

整

理

課

課　　　　　 長 川　 井　 正　 一 平成10 年 4 月～

首 席 調 査 員 萩野谷　　　 悟 平成10 年 4 月「

主 任 調 査 員 吉　 原　 作　 平 平成10 年 4 月～平成 11 年 3 月　 整理 ・執筆 ・編集

主 任 調 査 員 原信田　 正　 夫 平成10 年 4 月～平成 11 年 3 月　 整理 ・執筆 ・編集

3　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　本書の作成にあたり，第1章～第3章第1・2節，第3節3の（1）第111号住居跡～第649号住居跡，（2）～（7），

4，第4節は吉原が，第3章第3節1，2と3の（1）第650号住居跡～第724号住居跡は原信田が執筆し，編集

は，吉原・原信田が行った。

5　本書の作成にあたり墨書・刻書土器については，国立歴史民俗博物館教授の平川　南氏に御教示をいただ

いた。10世紀の土師器については，宮城県教育庁文化財保護課の村田晃一氏に御教示をいただいた。古墳時

代の土器については，北茨城市中妻小学校教諭の樫村宜行氏に御教示をいただいた。

6　熊の山遺跡出土の天部立像および耳環に関する自然科学的調査については，東京国立文化財研究所保存科

学部早川泰弘氏，榎本淳子氏，平尾良光氏に依頼した。

7　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。

8　遺跡の概略

ふ　 り　 が　 な （かしょう） しまな・ふくだつぼちくとくていとちくかくせいりじぎょうちないまいぞうぶんかざいちょうさほうこくしょ

書　　　　 名 （仮称） 島名 ・福 田坪地区特定土地区画整理事業 地内埋蔵文化財調査報告書

副　 書　 名 熊の山遺跡

巻　　　　 次 Ⅲ
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シリーズ番号 ・第 149 集

著　 者　 名 吉　 原　 作　 平　　 原信田　 正　 夫

編　 集　 機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310－0911 茨城県水戸市見和 1 丁目356 番地の 2　　 T E L O29－225－6587

発　 行　　 日 1999 （平成 11）年 3月 19 日



ふ　 り　が　 な

所　 収 遺　 跡

ふ　 り　が　な

所　 在　 地
コ　ー　 ド 北 緯 東 経 標 高 調査期間 調査面積 調査 原 因

ぐま　　　やま熊 の 山 遺 跡 いばらきけん　　　　　　　し茨城県つくば市 08220－214 36度 140度 19 19970401 33，421d （仮称）島名 ・

おおあざしま　な　あざか　とり
大字島名字香取 3分 3分 ～ ．′■ヽ．・．′ 福田坪地区特

ばんち
1964番地のほか 41秒 46秒 22m 19980331 定土地区画整

理事業に伴う

事前調査

所 収 遺 跡 名 種　 別 主な時代 主　 な　 遺　 構 主　 な　遺　物 特　 記　 事　 項

熊 の 山遺 跡 旧　 石　 器 剥片 熊の山遺跡は，平成9 年

度整理分を含めて過去3

か年間で∴古墳時代から

平安時代にかけて650軒

縄　　　 文 縄文土器片

石鉄　 石斧　 磨石

集落跡 古　　　 墳 竪穴住居跡　　　 50軒 土師器　 須恵器

掘立柱建物跡　 1棟 鉄鉱　 錬　 士錘

支脚　 紡錘車

勾玉　 砥石

石製模造品

以上の住居跡が調査され

ている。県内でも最大規

模の集落跡と言える。こ

の地域は，古代の行政組

織で常陸国河内郡島名郷奈良 ・平安 竪穴住居跡　　 182軒 土師器　 須恵器

掘立柱建物跡　 17棟 灰粕陶器　 銑鉄

刀子　 鎌　 土錘

腰帯具　 瓦

に属しており，熊の山遺

跡はその中心集落跡にな

るものと考えられる。

時 期 不 明 竪穴住居跡　　 11軒

墓地跡 中　　　 世 地下式墳　　　　 9基

火葬施設　　　　 5基

井　　 戸　　　 14基

方形竪穴状遺構　 5基

道路状遺構　　　 1条

天部立像　 陶器

磁器　 土師質土器

古銭

近　　　 世 道路状遺構　　　 1条 銅銭　 陶器　 磁器

土師質土器　 煙管

その他 時 期 不 明 土　　 坑　　　 352基

墓　　 墳　　　　 2基

溝　　　　　　 10条

不明遺構　　　　 2基

人骨片



凡　　　例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ⅹ軸二十57，400m，Y軸＝＋54，000mの交

1　　　　　　　2　　　　　　　3
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⑥

b
c
d
e
t
g
h

l
1

■
第1図　調査区呼称方法概念図

点を基準点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北

各々40m方眼の大調査区に分割し，さらに，この大調査

区を東西，南北に各々10等分し，4m方眼の小調査区を

設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，

北から南へA，B，C……，西から東へ1，2，3…

とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。大調査

区内の小調査区は，北から南へa，b，C……j，西か

ら東へ1，2，3……0とし，名称は，大調査区の名称

を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のように呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりであ

る。

遺構　住居－SI　掘立柱建物跡－SB　柵－SA　土坑－SK　井戸－SE　溝－SD

道路跡－SF　不明遺構－SX　ピットーP

遺物　土器・陶器rP　土製品－DP　石製品－Q　金属製品・古銭－M　拓本土器－TP

土層　　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

焼土・炉・粕 炭化物・繊維 黒色処理

●　土器　○　土製品　□　石製品　△　金属製品

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺跡の全体図は縮尺200分の1，住居跡や掘立柱建物跡，土坑，井戸，不明遺構は60分の1・80分の

1に縮尺し掲載した。

（2）　遣物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もある。

（3）「主軸方向」は，炉・竃をもつ住居跡ではそれらを通る線を主軸とし，他は長軸を主軸として，そ

の主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　N－100－E，

N－100－W）。なお，［］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A－口径　B一器高　C一底径　D一高台径　E一高台高　F－つまみ径　G－

つまみ高とし，単位はcmである。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（5）遺物観察表の備考の欄は，残存率，実測番号（Pなど），出土位置及びその他必要と思われる事項

を記した。



総　　目　　次

ー上　巻－

序

例　言

凡　例

第1章　調査経緯

第1節　調査に至る経過

第2節　調査経過

第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

第2節　歴史的環境

第3章　熊の山遺跡

第1節　遺跡の概要

第2節　基本層序

第3節　遺構と遺物

1　3区の遺構と遣物

（1）竪穴住居跡

①　古墳時代

②　奈良・平安時代

（2）溝

2　5区の遺構と遣物

（1）竪穴住居跡

①　古墳時代

②　奈良・平安時代

（諺　時期不明

（2）掘立柱建物跡

（3）柵列跡

（4）溝

（6）地下式痍

（7）土坑

①　火葬施設

（塾　墓境

③　その他

（8）遺構外出土遣物



3　7区の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

①　古墳時代

②　奈良・平安時代

②　奈良・平安時代

③　時期不明

（2）掘立柱建物跡

（3）溝

（5）道路状遺構

（6）地下式境

（7）土坑

①　方形竪穴状遺構

②　火葬施設

③　墓境

④　その他

（8）・遺構外出土遺物

第4節　まとめ

付　章

熊の山遺跡出土の天部立像および耳環に関する自然科学的調査

写真図版
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PL67　第533・535・536A・538A号住居跡出土遺物

PL68　第538A・538B・539A・539B・540号住居跡出土遺物

PL69　第542～545号住居跡出土遺物

PL70　第546・547・549～553・555号住居跡出土遺物

PL71第555・557号住居跡出土遺物



PL72　第559～562号住居跡出土遣物

PL73　第562～565・568～570号住居跡出土遺物

pL74　第574・578・583・585・588・590・591・594～597・599号住居跡出土遣物

PL75　第602・603号住居跡出土遺物

PL76　第604～606号住居跡出土遣物

PL77　第606～609号住居跡出土遺物

PL78　第610・612～615・616B・618号住居跡出土遣物

PL79　第618～620・622号住居跡出土遣物

PL80　第624・626・627B・629・631・632号住居跡出土遺物

PL81第632・634・635・637号住居跡出土遺物

PL82　第639・642・643・645号住居跡出土遣物

PL83　第646・647・649～652・654～656号住居跡出土遣物

PL84　第656～658号住居跡出土遣物

PL85　第658～660・677・678号住居跡出土遺物

PL86　第678～682・684号住居跡出土遣物

PL87　第685・687・688号住居跡出土遣物

PL88　第688・689・691～693号住居跡出土遺物

PL89　第694～699号住居跡出土遺物

PL90　第700・703・704・706～708号住居跡出土遣物

PL91第710・713号住居跡出土遣物

PL92　第714～717号住居跡出土遣物

PL93　第718号住居跡出土遺物

PL94　第718～720号住居跡出土遺物

PL95　第720・721号住居跡出土遺物

PL96　第721・722号住居跡出土遣物

pL97　第723号住居跡，第13・21・24号掘立柱建物跡，第20号溝出土遣物

pL98　第20号溝，第16号井戸，第321・435・517・518・576号土坑出土遺物

PL99　5区・7区遺構外出土遺物

PLlOO　5区・7区遺構外出土遣物

PLlO17区遣構外鉄製品，各遺構出土土製品・石製晶

PLlO2　各遺構，5区・7区遺構外出土石製品

PLlO3　各遺構外，5区・7区出土土器片，7区出土遣物

付

付図1熊の山遺跡3区遺構全体図

付図2　熊の山遺跡5区遺構全体図

付図3　熊の山遺跡7区遺構全体図



第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経過

茨城県では，首都とつくば研究学園都市を結ぶ常磐新線の早期開通をめざし，常磐新線の建設とそれに伴う

沿線開発に取り組んでいる。

当遺跡のある島名地区については，平成6年8月18日，茨城県知事は茨城県教育委員会あてに，常磐新線沿

線地域の土地区画整理事業地域内における埋蔵文化財の有無及びその取り扱いについて照会した0これに対し

て茨城県教育委員会は，平成6年9月19日から27日にかけて現地踏査を行った。平成7年3月8日，茨城県教

育委員会から茨城県知事に，常磐新線沿線地域の島名・福田坪地区一体型特定土地区画整理事業地域内に熊の

山遺跡が所在する旨回答した。同日，茨城県知事から茨城県教育委員会あてに，同事業に係わる熊の山遺跡の

取り扱いについて協議があり，文化財保護の立場から再三協議を重ねた。

その結果，現状保存が困難であることから，平成7年3月9日，茨城県教育委員会は茨城県知事あてに，熊

の山遺跡を記録保存とする旨回答し，調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県教育財団は，茨城県から埋蔵文化財発掘調査事業についての委託を受け，平成7年4月1日から熊の

山遺跡の発掘調査を開始した。平成7年度は，17，167謎までの調査を終了した。

同様に平成8年2月5日に，平成8年度の熊の山遺跡の取り扱いについて協議があり，平成8年2月9日，

31，0261逆を記録保存する事になった。しかし，遺構数が多いため平成8年9月，発掘調査計画を変更し，

16，050Ⅱfの調査を実施した。平成9年度は，当初調査予定面積は60，78接であったが8月1か月間の調査員2

名増員に伴い調査面積1，927I逆を追加することになり，合計の調査面積は62，71接となった。しかし，平成9

年9月の発掘調査計画の変更により，33，421I迂の調査を実施することになった。

第2節　調査経過

熊の山遺跡の発掘調査は，平成9年4月1日から平成10年3月31日までの1年間にわたって，3～9・11区

の調査を実施した。遺構番号については，昨年度からの継続である。以下，調査経過について，その概要を記

述する。

4月　初旬に平成9年度分の発掘調査を開始するため，調査器材の搬入，補助員投入等の諸準備を行った0中

旬から5区の西側の一部と7区の調査を開始した。24日に県南都市建設事務所と県教育庁文化課，茨城県

教育財団の三者による今後の調査の打ち合わせを行った。

5月　4月に引き続き5・7区の調査を行った。12日から4区の東側の一部の調査も並行して行った。

6月　引き続き4・5・7区の調査を行った。10日に県南都市建設事務所と今年度新たに表土除去し調査する

ェリアの境界確認を行った。下旬に4区東側の一部と5区西側の一部の調査を終了し，全員7区の調査に

入った。

7月　引き続き7区の調査を行った。1日に8区北側に投棄されていた産業廃棄物の処理を行った。7日から

重機による表土除去（3～9区の一部，10・11区）を開始した。

8月　当月に限り調査担当者の増員があり，計8名の調査員で調査を担当した。3区南側の一部と6区南側の
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一部と7区の遺構調査を引き続き行った。25日に重機による表土除去を終了した。月末までに3・6区の

調査は終了した。

9月　4日に業者委託による方眼杭打ちを開始した。今年度の調査区域は遺構が多く，重複が激しいた軌期

間内に調査を終了する事がかなり難しいとの見通しから対応策の検討を進め，29日に委託者である県南都

市建設事務所と県教育庁文化課，茨城県教育財団との三者協議を行い，調査面積の縮小が決定した。その

結果，平成9年度18，115Ⅱfの調査を行うことになった。

10月　5区東側の一部と7・11区の遺構調査を引き続き行った。特に7・11区は遺構の重複が激しいため，調

査が困難であった。

11月　上旬に5区の東側の一部，中旬に7区の調査は終了し，調査の主力は11区に入った。

12月　引き続き11区の調査を行った。11日から4区南側の一部の調査も並行して行った。

1月　引き続き4・11区の調査を行った。21日から8区北側の一部の調査も並行して行った。上旬から中旬に

かけて降雪が多かったため，調査が難航した。

2月　9区北側の一部の調査を開始した。他調査区と並行して行った。今までの調査で出土遣物が多量なため

注記が追いつかず，9日から自動注記機を導入することになった。12日に4区南側の一部の調査を終了し

た。

3月　2日から航空写真撮影のため，遺構清掃を調査と並行して行った。4日に航空写真撮影を実施した。11

日に委託者に対する報告会を実施し，14日に遺跡の現地説明会を行い，三百数十名を超える見学者が訪れ

た。16日から補足調査を行い，23日までに遺構調査を終了した。現場事務所で諸帳簿や諸記録の点検・調

査区の安全対策を行い，24日に現場での作業を終了した。
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第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

熊の山遺跡は，茨城県つくば市大宇島名字香取1964番地ほかに所在している。昭和62年11月の4町村合併（桜

村，谷田部町，大穂町，豊里町，昭和63年1月に筑波町も編入）によるつくば市誕生以前は，筑波郡谷田部町

に属していた。

っくぼ市は，茨城県南西部に位置し，北は真壁郡明野町，同郡真壁町，新治郡八郷町に，東は新治郡新治村，

土浦市，南は牛久市，稲敷郡茎崎町，筑波郡伊奈町，同郡谷和原村に，西は水海道市，結城郡石下町，同郡千

代川村，下妻市に接している。

っくぼ市の地形は，北は茨城県と福島県境にある八溝山から南に伸びる八溝山地の南端部に位置する筑波山

を中心とする筑波山塊に接し，東側を東流して霞ヶ浦に流入する桜川と，西端を緩流して利根川に合流する小

只川の低地，及びそれらに挟まれた，筑波・稲敷台地からなる0筑波・稲敷台地は常総台地の一部で，標高20

～25m前後の平坦な台地であるが，花室川，東谷田川，西谷田川などの小中河川によって，浅く開析されてい

る。この台地は，竜ヶ崎層と呼ばれる砂層・砂礫層が主体で，その上に板橋層または常総粘土層と呼ばれる灰

白色粘土層（0．3～5・Om），その上に関東ローム層（0・5～2・5m）が堆積し，最上部は腐植土層となっている0

当遺跡は，筑波研究学園都市の西部を北から南に流れる東谷田川右岸の標高約20mの台地上に立地している0

この台地は東を東谷田川，西を西谷田川に挟まれ，牛久沼まで南東方向に細長く舌状に伸びている。両河川の

沖積低地は，主に水田に利用されている。

水田との比高は約8mである。調査前の現況は畑であった。

参考文献

・大山年次，蜂須紀夫『茨城県　地学のガイド』コロナ社1977年

・蜂須紀夫，大森昌衛『茨城の地質をめぐって』築地書館1979年9月

第2節　歴史的環境

っくぼ市谷田部地区には，東谷田川，西谷田川流域の台地上縁辺部や中央部と，東谷田川支流の蓮沼川右岸

台地上に遺跡が数多く存在しているが，これまでの谷田部地区の遺跡分布調査の結果では，縄文時代以降の遺

跡のみで，旧石器時代の遺跡はまだ確認されていない。
さかいまつかいつか　　やまだ

縄文時代の遺跡は，境松貝塚く1〉，山田遺跡く3〉など中期から後期にかけての遺跡が中心である0境松貝

塚は谷田部地区の代表的な貝塚であり，縄文時代中期から後期の土器や石器が出土している。貝類は，オキシ

ジミ，ヤマトシジミ，ムラサキガイ，シオフキなどで構成されている0山田遺跡からは縄文時代中期から後期

の土器や石器が広範囲にわたって出土し，大規模な集落跡の可能性が予想される0熊の山遺跡周辺では，当遺
まえの

跡から約1血南下した東谷田川と西谷田川に挟まれた台地の中央部に前野遺跡く2〉，さらに500m南にタカド
いっちょうだ

ロ遺跡く22〉，一町田遺跡く23〉が確認されている0タカドロ遺跡と一町田遺跡からは中期から後期にかけての

遺物が出土しており，小貝川右岸の台地と東谷田川，西谷田川に挟まれた台地では縄文時代中期から人々の生
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活が営まれていたと考えられる。

弥生時代の遺跡は，谷田部地区には2か所確認されているが，熊の山遺跡周辺にはない。
しもよこば　　　おものいこふんぐん　　せきのだいこふんぐん　　しもかわらざきこふんぐん

古墳時代の遺跡は，下横場遺跡，面の井古墳群く10〉，関の台古墳群く9〉，下河原崎古墳群く12〉などの中小

の古墳群が数多く確認されている。古墳は大半が径7～25mの円墳である。熊の山遺跡周辺では，当遺跡のす
しまなくまのやまこふんぐん

ぐ北側に島名熊の山古墳群く17〉，約1血北に関の台古墳群と関の台遺跡く26〉がある。当遺跡の南東約500mに
やくし　　　　　　　　　　　えのきうち

は薬師遺跡く6〉，南東約1・5血には榎内遺跡く7〉がある。どの遺跡も東谷田川左岸の台地上に位置している。
みずほり　　　　　　　　　　　やぎはし

また，対岸の台地上には，東南東約1血に水城遺跡く28〉，南東約1．5血に柳橋遺跡く29〉がある。特に，島名熊

の山古墳群は，当遺跡のすぐ北に位置しており，径7～12m，高さ0．5～1．2mの円墳が11基群在している。
やたのわかのいらつめ

平安時代は，「和名類衆抄」によれば，谷田部地区は河内郡八部郷といい，仁徳天皇の妃，八田若郎女の

ため八田部を置いた所と言われる。また，島名も「和名類果抄」にある「嶋名郷」に比定されている。

奈良・平安時代の遺跡はこれまで確認されていなかったが，平成7年度，茨城県教育財団の調査により，熊
じんでん　　　　　　　　　　にしくりやま　　　　　ねさき

の山遺跡の他に，当遺跡から北東約3血の神田遺跡く30〉，約3．5血南の西栗山遺跡く32〉，根崎遺跡く31〉にこの

時代の遺構が存在することが明らかになった。平安時代末には苅間，谷田部，小野崎などに開発領主が出現し

たという言い伝えもあり，今後の調査の成果が期待できる。

12世紀後半には，常陸西南部をおおう広大な青菜嵐端磋とともに村田荘の一部であったが，南野牧の分

離とともに村田荘そのものになり，12世紀未にはさらに下妻荘，田中荘を分出し，八条院領として伝領された。
たいらのなおもと　　　　　　　　　　　　　げすしき

谷田部地区の大部分は田中荘域に入る。常安保の開発領主は平直幹と考えられ，下妻荘，村田荘の下司職は
たけよしもと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はったとも

下妻広幹に，田中荘の下司職は多気義幹に伝えられたと推測されている。しかし，鎌倉幕府の成立後，八田知

豪の入部により義幹は没落し，田中荘は小田氏の支配下に入る。岩斉藤義（1285年）により，一時先客梅崇
け

家の手に移るが，室町時代になり，また小田氏の手に戻る。当時，小田氏配下の土豪に小野崎の荒井氏，苅間
おものい　ひらいで

の野中瀬氏，島名・面野井の平井手氏がいたと伝えられる。

中世以降として確認された遺跡は城館跡がほとんどであるが，熊の山遺跡周辺では北北東へ約2血の位置に
おものいじょうあと

平井手氏の居城と伝えられる面野井城跡が確認されており，当遺跡との関連も考えられる。

註

（1）谷田部の歴史編さん委員会　『谷田部の歴史』　谷田部町教育委員会1975年9月

参考文献

・註（1）同掲書

・茨城県史編纂会　『茨城県史　中世編』1976年3月

・池遽爾　『和名類東抄郡郷里辟名考謬』　吉川公文館1981年2月

・竹内理三　『角川日本地名大辞典　8茨城県』　角川書店1973年12月

・中山信名　『新編常陸国誌』　谷書房　復刻版1964年11月

・鬼澤大海　『常陸旧地考』　文政十二年三月（複製）搭書房

・江原忠昭　『増補　茨城の地名』　耕入社1976年1月

・茨城県教育財団　「研究学園都市計画桜柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（I）」

『茨城県教育財団文化財調査報告第54集』1989年9月

・茨城県教育財団　「研究学園都市計画桜柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（Ⅱ）」

『茨城県教育財団文化財調査報告第63集』1991年3月
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・茨城県教育財団「研究学園都市計画桜柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（Ⅲ）」

『茨城県教育財団文化財調査報告第72集』1992年3月

・茨城県教育財団「研究学園都市計画桜柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（Ⅳ）」

『茨城県教育財団文化財調査報告第93集』1994年9月

・茨城県教育委員会『茨城県遺跡地図』2版1990年3月

表1熊の山遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

遺　 跡　 名

登
追
跡

時　　　　　　 代 番

号

遺　 跡　 名

畳

追
跡

時　　　　　　 代

旧 縄 弥 古 奈 鎌 江旧 縄 弥 古 奈 鎌 江

番
号 石 文 生 墳 平 室 戸 番

号
石 文 生 墳 平 室 戸

◎ 熊 の 山 遺 跡 ○ ○ ・○ ○ 18 ツ　バ ク　遺 跡 2906 ○

1 境　 松　 貝　 塚 2098 ○ 19 台 成 井 遺 跡 2910 ○

2 前 ・野　 遺　 跡 2100 ○ 20 福 田 討 遺 跡 2911 ○

3 山　 田　 遺　 跡 2101 ○ 21 福田坪池の台遺跡 2912 ○

4 高　 山　 遺　 跡 2103 ○ 22 タカ ドロ遺跡 2914 ○

5 和 田 台 遺 跡 2104 ○ 23 一 町 田 遺 跡 2915 ○

6 薬　 師　 遺　 跡 2105 ○ 24 真瀬新田谷津遺跡 2916 ○

7 榎　 内　 遺　 跡 2106 ○ 25 刈　 間　 遺　 跡 2917 ○

8 谷 田 部 城 跡 2110 ○ 26 関 の ．台 遺 跡 2919 ○

9 関の台古墳 群 2112 ○ 27 高　 田　 遺　 跡 2920 ・ ○

10 面の井古墳群 2113 ○ 28 水　 堀　 遺　 跡 5由8 ○

11 高 山 古 墳 群 2114 ○ 29 柳　 橋　 遺　 跡 5839 ○

12 下河原崎古墳群 2115 ○ 30 神　 田　 遺　 跡 5841 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 羽 成 古 墳 群 2116 ○ 31 根　 崎　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ‘○

14 道心塚古墳群 2117 P 32 西 栗 山 遺 跡 ○ ○ ○

15 台 町 古 墳 群 2118 ○ 33 三 度 山 遺 跡 ○ ○

16 榎 内 古 墳 群 2119 ○ 34 古 屋 敷 遺 跡 ○ ○ ○ ○

17 島名熊の山古墳群 2120 ○
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第2図　周辺遺跡位置図
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第3章　熊の山遺跡

第1節　遺跡の概要

調査区は，発掘年度の順に従い便宜上1～11区に分けられている。平成7年度の調査区は1～4区，平成8

年度の調査区は5～8区，平成9年度の調査区は2～11区である（2・3・4・5・6・8区は数年度に渡り

調査した）。2区の東側の一部は，遺構が確認されず，遺物も出土しなかった04区の一部と8区の一部，10

区については，遺構確認調査で終わった。

平成9年度遺構調査した面積は，総面積3告421諺である0その内今回報告するのは，18，151謎である0現況

は畑地で，主に芝畑として利用されていた。

今回の調査の結果では，古墳時代，奈良・平安時代の集落跡，中・近世の墓地跡の複合遺跡であることが確

認できた。遺構は，竪穴住居跡243軒（古墳時代50軒，奈良・平安時代182軒，時期不明11軒），掘立柱建物跡

18棟，土坑352基，地下式境9基，井戸14基，溝10条，道路状遺構2条，不明遺構2基を確認した0

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に298箱出土している0遺物の大部分は古墳時代から奈良・平

安時代にかけての土師器，須恵器（杯，椀，高杯，饗，壷，甑など）である0その他の遺物として，管状土錘，

支脚，紡錘車，砥石，腰帯具，石製模造品，天部立像，鉄錬，刀子，鎌，古銭などが出土している0

第2節　基本層序

調査区内（6区）にテストピットを掘り，基本土層

の観察を行った（第3図）。遺構は，第2層上に確認

できた。

第1層は，40～45cmの厚さの耕作土層で，暗褐色を

している。

第2層は，5～10cmの厚さで，褐色をしたソフトロ‾

ム層との漸移層である。

第3層は，15cmほどの厚さで，明褐色をしたソフト

ローム層である。

第4層は，30cmほどの厚さで，明褐色をしたハード

ローム層である。

第5層は，30cmほどの厚さで，暗褐色の粘土混じり

第3図　基本土層図

の層である。

第6層は，10。mほどの厚さで，にぷい黄橙色をした粘土層である。

第7層は，20cmはどの厚さで，砂粒を少量含む黄橙色をした粘土層である0

第8層は，60cmほどの厚さで，砂粒を大量含む明黄橙色をした粘土層である0
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第4回　熊の山遺跡調査区設定図



第3節　遺構と遺物

1　3区の遺構と遣物

（1）竪穴住居跡

①　古墳時代

第422A号住居跡（第5～8図）

位置　調査3区中央部，Kllh4区。

重複関係　北西部の上部が，第422B号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸7．00m，短軸6．58mの方形である。

主軸方向　N－320－W

壁　壁高は50～85cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。規模は，上幅17～37cm，下幅6～f9cm，深さ11cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。東壁下からP2に延びる溝aと西壁下からP3に延びる

溝b，同じく西壁下からP6に延びる溝Cの3条が検出された。いずれも上幅16～22cm，下幅5～13cm，深

さ10～25cmで，断面形はU字形をしている。覆土は単一層であり，性格は不明である。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで131cm，両袖部幅約127cmである。

火床部は，床面を約7cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，第3層は砂粒が多

量に検出されることから天井部の崩落土と考えられる。神都は良好に遺存しており，内側は火熱を受けて粘

土・山砂が赤変硬化してゴツゴツしている。煙道部は火床面から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1灰　黄　色　ローム粒子多量，砂粒・粘土ブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量
2　にぷい黄褐色　焼土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量

3　にぷい褐色　砂粒多量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　赤　褐　色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量，砂粒が火を受け赤変硬化している
5　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・粒子中量，砂粒が火を受け赤変硬化している

6　暗　褐、色　粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　黒　褐　色　粘土粒子・炭化粒子微量
8　黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子微量
9　黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット15か所（Pl～P15）。Pl～P4は径55～65cmの円形で，深さ60～80cmであり，各コーナーに寄った

位置で確認されている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。P5・P6は径55cmと40cmの円形で，

深さは37。皿と48cmである。P5はPlとP2の，P6はP3とP4の中間にあり，位置的にいずれも補助柱穴の

可能性がある。P7は径40cmの円形で，深さ38cmであり，P8は径25cmの円形で，深さ23cmである。いずれ

も南壁際中央に南北方向に並んだ状態で検出されることから，位置的に出入り口施設に伴うピットと考え

られる。その他は性格不明である。

貯蔵穴　北東コーナー部から検出された。長径96cm，短径65cmの楕円形で，深さ47cmである。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

覆土　8層からなる。各層からロームブロックが検出され，人為堆積と考えられる。
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第5図　第422A・422B号住居跡実測図
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第6図　第422A号住居跡出土遺物実測図（1）
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第7図　第422A号住居跡出土遺物実測図（2）
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第8図　第422A号住居跡出土遺物実測図（3）
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土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　暗褐色　ローム中ブロック・粒子中量，ローム小ブロック少量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロック・粒子中量

5　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

6　黒褐色　ローム小ブロック・粒子微量

7　黒褐色　ローム中・小ブロック・粒子少量

8　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・粒子微量

遺物　土師器片760点，須恵器片10点，灰粕陶器片1点，土製品1点（支脚），石製模造品1点，砥石1点，礫

6点が出土している。第6～8図1・6・10の土師器杯は正位で，8・9の土師器杯は逆位で，西壁際の覆

土下層から出土している。3の土師器杯は正位で，19の土師器饗は，横位で東壁際の覆土下層から出土して

いる。15の土師器杯は，西部の覆土下層から正位で出土している018の土師器聾は，土圧でつぶされた状態

で，21の土師器小形整，23の土師器小形壷は正位で，南西部の覆土下層から出土している020の土師器小形

聾は横位で竃前の覆土下層から出土している。12の土師器杯は正位で竃西側の覆土下層から出土している。

2・11の土師器杯は正位で，14の土師器杯は逆位で，竃東側の覆土下層から出土している。ほぼ同位置から，

24の土師器壷，25の土師器甑は正位で，土圧でつぶされた状態で出土している。4・13の土師器杯，17の土

師器聾，22の土師器小形聾は，竃に据えたままの状態で出土している05・7の土師器杯，16の須恵器杯，

27の須恵器短頸瓶は覆土中から出土している。26の土師器甑は東部の覆土下層から，土圧でつぶされた状態

で出土している。28の土製支脚は斜位で竃火床部から出土している029の剣形石製模造品は，P9の覆土中

から出土している。30の砥石は，竃東側の覆土下層から出土している。灰粕陶器片は混入したものと考えら

れる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して6世紀後葉から7世紀前葉と考えられる0重複している第422B

号住居跡より古い。
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第422A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器 ‘形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 6 図 杯

土　 師　 器

A　 13．4 完 形。丸底 。体 部は内攣気味 に立 体部外 面へラ削 り，内面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 300 7　 100 ％

1 B　　 4．2 ち上が り，口緑 部 との境に明瞭な 口緑部内 ・外面横 ナデ。内 ・外 面 にぷい赤褐色 P L 5 8

稜 を もつ。口緑 部は直立する。 黒色処 理。 普通 西壁際覆土下層

2

杯

土　 師　 器

A　 14．0 口緑 部「 部欠損 。丸底。体部は内 体 部外面 へラ削 り，内面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・石英 P 300 8　　 95 ％

B　　 4．6 攣気 味に立ち上 が り，口緑部 との 口縁部 内 ・外面横 ナデ。 内 ・外面 にぷい褐色 P L 5 8

境 に明 瞭な稜 を もつ。口緑 部は直

立す る。

黒色処理。 普通 竃東側覆土下層

3

杯

土　 師　 器

A　 13．2 完形。丸底 。体 部は内攣気 味に立 体 部外面へ ラ削 り， 内面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・石英 P 30 09　 10 0 ％

B　　 4．8 ち上が り，口緑 部 との境 に明瞭な 口緑部 内 ・外面横ナ デ。 内 ・外面 にぷい褐色 P L 58 、

稜 をもつ。 口緑 部は直立する。 黒色処理。 普通 東壁 際覆土下層

4

杯

土　 師　 器

A ［14．4］ 口緑部一部欠損。丸底 。体部 は内 体部外面へ ラ削 り後へ ラ磨 き，内 砂粒 ・雲母 P 30 10　　 90 ％

B　　 5．0 攣気味 に立 ち上が り，口緑部 との 両横 ナデ。 口縁 部 内 ・外 面横 ナ 明赤褐色 P L 58

境 に明瞭 な稜 をもつ。 口緑部 は直

立す る。

デ。 内 ・外面黒色処理。 普通 竃 覆土 中

5

杯

土　 師　 器

A　 13．0 口緑部一部欠損。丸底。体部 は内 体部外面へ ラ削 り，内面ナデ後へ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 30 11　　 70％

亭　 4・9 攣気味 に立 ち上が り， 口緑部 との ラ磨 き。口緑部内 ・外面横ナデ。 浅黄橙色 P L 58

境 に明瞭 な稜 をもつ。 口緑部 は直

立す る。

内 ・外面黒色処理。 普通 覆土 中

6

‘杯

土　 師　 器

A　 13．6 体 部か ら口緑 部 にか けて一 部欠 体部外面へ ラ削 り後丁寧なヘ ラ磨 砂粒 ・長石 P 30 12　　 90 ％

B　　 4．4 損。丸底。体部 は内攣気味 に立 ち き，内面丁寧なヘラ磨 き。口緑部 明褐色 P L 58

上が り，口緑部 との境 に明瞭 な稜

を もつ。口緑部 は直立す る。

内 ・外面丁寧なへラ磨 き。内 ・外

面黒色処理。

普通 西壁際覆土下層

7

ゴ不

土　 師　 器

A ［14．0］ 体 部か ら口縁部 にか けて一部 欠 体部外面へラ削 り後 へラナデ，内 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 30 13　　 50 ％

B　　 4．4 損。丸底。体部は内攣気味 に立ち 面ナデ。口緑 部内 ・外 面横 ナデ。 子 覆土中

上が り，口緑部 との境 に明瞭な稜

を もつ。口緑 部は直立す る。

内 ・外面黒色処理 。 にぷい橙色

普通

8

杯

土　 師　 器

A ［12．4］ 体 部か ら口緑 部 にか け て一部 欠 体 部外 面へラ削 り後 へラナデ，内 砂粒 ・雲母 ・長石 P 30 14　　 50 ％

B　　 4．2 損。丸底 。体 部は内攣気味に立ち 面ナデ。口緑部 内 ・外面横 ナデ。 にぷい黄橙色 西壁際覆土下層

上が り，口緑 部 との境に明瞭な稜

を もつ。 口緑 部は直立する。

内 ・外面黒色処理。 普通

9

ゴ不

土　 師　 器

A　 14．4 口緑部一部 欠損 。丸底 。体 部は内 体 部外面へ ラ削 り， 内面丁寧 なへ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 30 1 5　　 95 ％

B　　 5．0 攣気味 に立 ち上 が り，口縁 部 との ラ磨 き。 口緑部 内 ・外面横 ナデ。 小石 P L 58

境 にわずか に稜 を もつ。口緑 部は

やや外反す る。

橙色

普通

西壁 際覆土下層

10

杯

土　 師　 器

A ．14．6 完 形。丸 底 。 体部 は 内攣気 味 に 体部外面へ ラ削 り，内面ナデ。 口 砂粒 ・雲母 ・長石 P 30 16　 10 0 ％

B　　 4．8 立 ち上が り， 口緑部 は短 く直立す 緑部 内 ・外面横ナデ。内 ・外面黒 にぷい褐色 P L 58

る。 色処理。 普通 西壁際覆土下層

11

杯

土　 師　 器

A　 14．6 口緑部一部欠損。丸底。体部 は内 体部内 ・外面丁寧なヘ ラ磨 き。 口 砂粒 ・雲母 ・長石 P 30 17　　 95％

B　　 4．4 攣気味 に立 ち上が り， 口緑部 は短 緑部外面へ ラ磨 き，内面横ナデ。 にぷ い黄橙色 P L 58

く内攣す 畠。 内 ・外面黒色処理。 普通 竃東側覆土下層

12

13

14

1 5

16

杯

土　 師　 器

A　 14．5 体 部 か ら口縁 部 にか けて一 部欠 体部外面へ ラ削 り，内面ナデ。口 砂粒 ・雲母 P 30 18　　 95％

B　　 4．4

A　 13．8

損。丸底。体部 は内攣気味 に立 ち 緑部内 ・外面横 ナデ。内 ・外面黒 灰褐色 P L 58

上が り，口緑部は直立す る。 色処理。 普通 竃西側覆土下層

杯

土　 師　 器

口緑 部一部欠損。丸底。・体部は内 体部外面へラ削 り，内面ナデ。口 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 30 19　　 95 ％

B　　 4．6

A　 14．2

攣気 味に立ち上が り，口緑部は短 緑部内 ・外 面横 ナデ。内面黒色 処 赤色粒子 P L 5 8

く直立 する。 理。 浅黄橙色　 普通 竃覆土中

杯

土　 師　 器

体部 か ら口緑 部にかけての破 片。 体部外 面へラ削 り，内面横 ナデ。 砂粒 ・長石 ・小 石 P 302 0　　 50 ％

B　　 4．4

A　 13．4

丸底。体 部は内攣気 味に立ち上が 口縁 部内 ・外面横 ナデ。 内 ・外 面 浅黄橙 色 P L 5 8

り，口縁部 との境 にわずかに稜 を

もつ。 口緑部 は直立 する。

体 部 か ら口緑 部 にか け て一部 欠

黒色処理。 普通 竃東側覆土下層

j不

土　 師　 器

体部外面へ ラ削 り後へ ラナデ， 内 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 30 2 1　　 60 ％

B　　 4．8

A ［10．2］

損。丸底。体部 は内攣気 味に立ち 面 ナデ。 口緑部内 ・外面横 ナデ。 赤色粒子 P L 58

上が り， 口緑部 は短 く直立す る。 内 ・外面黒色処理。 橙色　 普通 西部覆土 下層

杯

須　 恵　 器

体部上端か ら口緑部 にかけての破 口緑部 内 ・外面横ナデ。 砂粒 P 30 22　　　 5 ％

B （2．1） 片。体部 と口緑部 との境 に明瞭 な 灰黄色 P L 58

稜 をもつ。口緑 部は内傾する。 良好 体部外面 自然粕

覆土 中
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成

砂粒 ・・雲母 ・長石 ・

赤色粒子

備　　　 考

P 302 3　 100 ％

P L 58
第 7 図 嚢 A　 21．3 完形。平底。体融 は内攣 して立 ち

や　　　　　　　」し　　　　　　　　　　　　」」　す　日

底部へラ削 り。体部外面へラ磨 き，

ヘ ーナ ‾中　ロ緑 部内 ・外面横17

土　 師　 器

B　 34．2

C　　 8．0
上が り，中位 よ りやや上位 に帝大

径を もつ。頚 部で くびれ，口縁部

内面　 フ　 ア。　 ′　ロ

ナデ。

にぷい黄橙色 体部外面煤付着

は外反する。

口唇部は上方につ まみ上げる。

普通 竃覆土中

P 3024　　 40 ％

18

嚢 A　 22 4 体部か ら口緑部 にかけ ての破 片。 口緑部内 ・外面横ナデ。

底部へラ削 り。体 部外面へラ削 り，

砂粒 ・雲母 ・長石

B （18．1） 体部 は内攣 して立ち上が る。頚部 赤褐色 体部内 ・外面摩滅

土　 師　 器 で くびれ， 口緑部 は外反す る。口

唇部 は上方 につ まみ上 げる。

普通 南西部覆土下層

砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 30 25　　 70 ％

19

嚢 B （27．0） 口緑部欠損 ，体部上位一部欠損。

C　　 7．2 平底 。体 部は内攣 して立ち上が り， 内面へ ラナデ。

体部外面へ ラ削 り，内面ナデ。口

小石 P L 58

土　 師　 器 中位 に最 大径 を もつ。
にぷい赤褐色　 普通

砂粒 ・雲母 ・赤色粒

東壁際覆土下層

P 30 26　　 70％

20

小　 形　 賓

土　 師　 器

A　 14．0 底部か ら体部にかけて一部欠損。

B　 15．6

C ［7．6］

平底。体部は内攣 して立ち上が り，

中位 に最大径 をもつ。頚部で くび

緑部内 ・外面横ナデ。

体部内 ・外面 ナデ。 口緑部 内 ・外

子

にぷい橙色

P L 59

二次焼成

れ， 口緑部 は外反す る。 普通

砂粒 ・長石 ・赤色粒

竜前覆土下層

P 302 7　　 20 ％
第 6 図 小　 形　 嚢

土　 師　 器

A ［13．8］ 体部か ら口緑部 にか けての破片。

21 B （8．0） 体部 は内攣 して立 ち上が る。頚部

で くびれ，口緑部 は外反す る。

両横 ナデ。 子

にぷい橙色　 普通

砂粒 ・雲母 ・長石 ・

二次焼成

南西部覆土下層

P 30 28　 10 0％

22

小　 形　 嚢 A　 13．0 完 形。平底 。体部 は内攣 して立 ち 底部へ ラ削 り，木葉痕 を残 す。体

B　 13．5 上が り，中位 に最大径 を もつ。 口 部外面へ ラ削 り後へラ磨 き，内面 ‘小石 P L 59

土　 師　 器 C　　 7．0 緑部はやや外 傾する。 ヘ ラナデ。口緑部内 ・外面横ナデ。

体部外面丁寧 なナデ，内面へ ラナ

にぷい赤褐色　 普通

砂粒 ・赤色粒 子

竃覆土中

P 3029　　 80 ％

23

小　 形　 壷 A　 12．0 体部か ら口緑部にかけて一部欠損。

B　 lO．5 丸底。体部 は内攣 して立ち上が り， デ。．口縁部内 ・外面横ナデ。輪積 灰黄褐色 P L 5 9

土　 師　 器 中位 に最大径 をもつ。頚部で くび

れ， 口緑部 は外反す る。

み痕。 普通

J一

南西部覆土下層

P 303 0　　 80 ％

24

小　 形　 壷 A　　 8．0 体部一部欠損。丸底。体部 は内攣 体部外 面丁寧 なヘ ラナデ後へ ラ磨 砂粒 ・雲母 ・長石 ・

B　 lO．2 して立ち上が り，中位 に最大径 を き，内面ナデ。口縁部外面丁寧 な 赤色粒子 P L 59

‘土　 師　 器 もつ。口緑部 は直立す る。 ヘ ラ磨 き，内面横 ナデ。内 ・外 面

黒色処理。

にぷい黄橙色

普通

竃東側覆土下層

P 30 3 1　　 95％

P L 59
第 7図 甑 A　 27．2 体部一部欠損。無底式。体 部は内

＿」」　　　　　・中　　　　　　　　立

体部外面丁寧なヘ ラ磨 き，内面へ

ー　 ‾中　　 線部内 ・外面横ナデ

砂粒 ・雲母 ・長石

にぷい橙色25

土　 師　 器

B　 31．0

C　 12．0

攣気味に止ち上が り，口緑 郡は外

反す る。口唇部 は上方につ まみ上

げる。

フナァ。 口′　口　　　　　　　　 ○ ．ヽ．＿
普通

JL　　　　　　　　　　　　　　　　ヽのし

竃東側覆土下層

P 303 2　　 90 ％

26

甑

土　 師　 器

A　 20．6 体部一部欠損。無底式。体部は内 体 部外面 へラ削 り，内面へラナデ。 砂粒 ・雲母 ・赤色粒

B　 21．6

C　　 4 9

攣気味 に立 ち上が り， 口緑部 は外

反す る。

口緑部内 ・外面横 ナデ。輪積み痕。 子

にぷい黄橙色　 普通

P L 5 9

東部覆土下層

27

短　 頸　 瓶

須　 恵　 器

B （3．8） 肩 部片。肩 部は内攣す る。 肩部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・長石

黄灰色

普通

P 30 33　　　 5％

体部外面 自然粕

覆土中

図版番号 種　　 別

計　　　 測　　　 値
出　　 土　 地　　 点 備　　　　　　　　　 考

径 （cm）

7．2～7．4

長 さ （cm）

（19．5）

重 量 （g）

第8図28 支　　　 脚 （1120．0） 竃火床部 D P 3001 土製

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ （cm）

3．9

厚 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

4．18 P g 覆土 中 Q 3 00 1 滑　 石
0．5 0．1第 8 図29 剣形模造品

670．0 竃東側覆土下層 Q 300 2　雲母片岩
13．3 3．1 －30 砥 ・　 石

－15－



②　奈良・平安時代

第419号住居跡（第9図）

位置　調査3区中央部，Kllh6区。

重複関係　北東コーナー部で第550号土坑を掘り込み，東壁部が第29号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．38m，短軸［2．3］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－920－E

壁　北壁から東壁は撹乱を受けているた釧こ，確認できなかった。西壁の壁高は約24cmで，外傾して立ち上が

る。

壁溝　西壁際に確認できた。上幅15～23cm，下幅5～8cm，深さ4cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　東壁中央やや南寄りに，砂質粘土で構築されている。煙道部は第29号溝による撹乱を受けているため，確

認できなかった。規模は，両袖部幅約90cmである。火床部は，床面を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化し

＿＿二〕

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　i　　　　！

旦2。．Om

車　；．m

第9回　第419号住居跡・出土遺物実測図

一16－

0　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　；　　二∃



ている。袖部は遺存している。

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土粒子少量

2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
3　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子少量
4　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・粒子少量

5　灰褐色　粘土粒子中量，焼土粒子微量
6　黒褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子微量
7　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材少量，粘土粒子微量

8　暗褐色　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

ピット　3か所（Pl～P。）。Pl～P3は径約30cmの円形で，深さ12～18cmであり，規模と配置からいずれ

も主柱穴と考えられる。

覆土　5層からなる。各層からロームブロックが検出され，人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム中ブロック少量，ローム粒子微量
2　褐　色　ローム粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量

4　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量
5　暗褐色　ローム小・中ブロック・粒子少量

遺物　土師器片66点，須恵器片13点，礫1点が出土している。第9図1の須恵器杯は，覆土下層から出土して

いる。2から4は須恵器肇片であり，いずれも覆土中から出土している。2は体部から口綾部にかけての破

片であり，体部外面に縦位の平行叩きが施されている。3は体部の破片であり，縦位の平行叩きが施されて

いる。4は口綾部の破片であり，外面に櫛措波状文と沈線区画文が施されている。

所見　本跡は覆土が薄く，撹乱を受けているために，出土遣物は細片が多い。時期は，出土遣物から判断して

9世紀中葉から後葉と考えられる。重複している第550号土坑より新しく，第29号溝より古い。

第419号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 9図 杯

須　 恵　 器

B （3．1） 底部から体部にかけての破片。平 底部へラ削り。体部外面下端手持 砂粒 ・雲母 ・長石 P 3001　 10％

1 C ［7．8］ 底。体部は外傾 して立ち上がる。 ちヘラ削り。内 ・外面ロクロナデ。 灰色

普通

覆土下層

第420号住居跡（第10図）

位置　調査3区南部，Kllj5区。

規模と平面形　長軸3．10m，短軸2．12mの長方形である。南東コーナー部に撹乱を受けている。

主軸方向　N－60－W

壁　南東コーナー部の壁の立ち上がりは確認できない。壁高は2～8cmである。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで98cm，両袖部幅110cmである。

火床部は，床面を約7。m掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，第1・3・5層は

山砂が検出されることから天井部の崩落土と考えられる。袖部は遺存している。煙道部は火床面から緩やか

に立ち上がる。

竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子・砂粒少量

2　黒褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒少量
3　暗褐色　砂粒少量，焼土中ブロック・ローム粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子少量

5　暗褐色　砂粒中量，焼土中ブロック少量
6　黒褐色　ローム粒子・炭化材・砂粒微量
7　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，砂粒微量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径約30cmの円形で，深さ41cmであり，P2は径55cmの円形で，深さ42cm

である。いずれも規模と配置から主柱穴と考えられる。P3は径約25cmの円形で，深さ14cmであり，やや南

壁側に傾斜しており，位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

－17－



覆土　4層からなる。各層にロームブロックが含まれ，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量　　　　　　　　3　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量　　　　　　　　4　暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子中量

遺物　土師器片96点，須恵器片3点，陶器片2点，鉄製品1点（刀子）が出土している。第10図1の土師器嚢

は，北壁際床面から逆位で出土している。2の刀子は，竃内から出土している。陶器片は混入したものと考

えられる。

所見　本跡では壁溝は確認できなかった。時期は，出土遣物から判断して8世紀前葉と考えられる。

吊　　⑥　　旦20・2m

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

Ll－一・十一　　」

第10図　第420号住居跡・出土遺物実測図

第420号住居跡出土遺物観察表

［

‖「「二＝コ㌻ふ
1　　　2

切

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第10図 嚢 A［22．4］体部上位から口緑部にかけての破体部上位内・外面ナデ。口緑部内・砂粒・雲母・長石・P3002　　10％

1 B（9．4）片。休部上位は内攣して立ち上が外面横ナデ。輪積み痕。 礫 休部外面煤付着

土　師　詰 る。頚部でくびれ，口緑部は外反

する。

にぷい褐色

普通

北壁際床面

図版番号種　　別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　土　地　点 備　　　　　　　　 考

長　さ（cm）幅（cm）厚　さ（cm）重量（g）

第10図2刀　　　子（7．2） 1．2 0．3 （15．0）竃内 M3001
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第421号住居跡（第11図）

位置　調査3区南東部，Klli9区。

規模と平面形　長軸3．18m，短軸2・68mの長方形である。

主軸方向　N－940－E

壁　壁高は17～26cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周している。規模は，上幅21cm，下幅6cm，深さ8cmで，断面形はU字形である0

床　ほぼ平坦で，特に中央部から南側にかけて，踏み固められている。

竃　東壁中央やや南寄りに砂質粘土で構築されている0規模は，焚口部から煙道部まで95cm，両袖部幅100cm

である。火床部は，床面をわずかに約4cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，

第8・9層は天井部の崩落土と考えられる。4層は焼土が多量に検出され，底面は火床面と考えられる0袖

部は良好に遺存している。煙道部は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

昌霊霊宝禁書霊㌶：霞警完警認空謂空中ブ。ック微量　　・
3　灰　褐　色　焼土中ブロック・粘土中ブロック中量，焼土粒子・灰粒子少量
4　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック㍗占土中ブロック中量，灰粒子少量
5　灰　褐　色　焼土中ブロック・灰粒子・粘土中ブロック少量，焼土粒子微量

∈

「、ヽ訂

第11図　第421号住居跡・出土遺物実測図

ーlp－

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L　　；　　！

0　　　　　　　　　　　　　　1m

】　　　；　　　！

lll≠、．＿＿三1・：

0　　　　　　　　　　　　10cm
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6　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・灰粒子・粘土中ブロック少量

7　灰　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・灰粒子・粘土中ブロック少量
8　灰　褐　色　焼土中ブロック・灰粒子・粘土中ブロック中量，焼土粒子少量
9　暗赤褐色　焼土中ブロック・灰粒子・粘土中ブロック中量，焼土粒子少量
10　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・灰粒子・粘土中ブロック少量

11暗赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土粒子・灰粒子・粘土中ブロック少量

ピット　Plは径約15cmの円形で，深さ12cmであり，西壁際中央に検出されている。位置的に出入り口施設に

伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南西コーナー部から検出された。径約65C皿の円形で，深さ21cmである。覆土中層から土師器片4点，

須恵器片2点が出土している。

貯蔵穴土層解説

1褐　色　ローム中・小ブロック多量 2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

覆土　7層からなる。各層からロームブロックが検出され，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化材微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量
3　黒褐色　ローム中ブロック・粒子中量
4　黒褐色　粘土粒子少量，ローム粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中量
6　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
7　黒褐色　ローム粒子微量

遺物　土師器片37点，須恵器片7点，礫16点が出土している。第11図1の土師器高台付杯は，竃覆土下層から

逆位で出土している。2の土師器小皿は，西壁際の床面から正位で出土している。3の土師器小皿は，北壁

溝から正位で出土している。4の土師器小皿は，竃前の覆土下層から逆位で出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して10世紀前葉から中葉と考えられる。

第421号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 11 図 高 台 付 杯

土　 師　 器

A ［15．6］ 高台部か ら口緑部 にかけての破片。 底部 回転へ ラ削 り後 ナデ。高台貼 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 3 00 3　　 50 ％

1 B　　 6．2 高台 は短 く 「ハ」の字状 に 開 く。 り付 け後 ナデ。体部か ら口緑部外 子 竃覆土下層

D　　 7．2 体部 は内攣気味 に立ち上が り，口 面 ロクロナデ， 内面丁寧 なヘ ラ磨 にぷい橙色 （外 面）

E　　 O．9 緑部 はやや外反する。 き。 内面黒色処理。 普通

2

小　　　 皿

土　 師　 器

A　　 9．1 体部か ら口緑部にかけて一部欠損。 底部 回転へ ラ削 り。体部か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 3 004　　 90 ％

B　　 2．0 平底。体部か ら口縁 部は外傾 して 部 内 ・外面 ロクロナ デ。 子 P L 5 8

C　　 6．6 立ち上が る。 橙色　 普通 西壁 際床面

3

小　　　 皿

土　 師　 器

A　　 8．2 体部か ら口緑部にかけて一部欠損。 底部 回転へ ラ削 り。体部か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 30 05　　 9 0 ％

B　　 l．9

C　　 6．0

平底。体部か ら口緑 部は内攣気味

に立ち上がる。

部内 ・外面 ロクロナデ。 子

橙色　 普通

北壁溝

4

小　　　 皿

土　 師　 器

A ［8．8］ 体部か ら口緑 部にかけて一部欠損。 底部回転へ ラ削 り。体部か ら口緑 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 30 06　　 5 0 ％

B　　 2．4

C　　 5．6

平底。体部か ら口縁部 は内攣気味

に立ち上がる。

部内 ・外面 ロクロナデ。 子

明赤褐色　 普通

竃前 覆土下層

第422B号住居跡（第5・12図）

位置　調査3区南部，Kllh3区。

重複関係　東部で第422A号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸（4．8）m，短軸（2．3）mである。撹乱が激しいために，平面形は推定できなかった。

竃　東壁に構築されていたと推定される。撹乱が激しく，北側袖部と火床部の一部が残存しているのみである。

袖の残存から砂質粘土で構築されていたと推定される。
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竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化材少量
2　暗褐色　粘土粒子・山砂中量

3　赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子中量，炭化粒子少量
4　赤褐色　焼土中ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量
6　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子少量

7焼土プロック

遺物　撹乱が激しいために，出土遣物は細片である0竃及び竃付近の覆

土中から土師器片265点，礫1点が出土している0第12図1の須恵器

杯は，竃付近の覆土下層から出土している0竃覆土中から赤く焼けた

雲母片岩が出土しており，支脚として使用したものと考えられる0

ヒ　一一十　　1

第12図　第422日号住居跡出
土遺物実測図

所見　本跡は撹乱が激しいために，壁の極一部と竃の一部しか確認でき

なかった。規模は，南壁と思われる掘り込みが，重複している第422A号住居跡の西壁上部にわずかに確認

でき，同様に東壁と思われる掘り込みが第422A号住居跡の北壁上部にわずかに確認できたことから推定し

た。時期は出土遣物から判断して9世紀中葉と考えられる0重複している第422A号住居跡より新しい0

第422B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

底部一方向のヘ ラ削 り。体部外面

へ ‾削 り　 体部か らロ

砂粒 ・長石 ・石英

灰色

P 30 34　　 9 0 ％

P L 5 9
第 12 図 杯

須　 恵　 器

A　 12．5 口緑部は一部欠損 。平底 。体部か

1 B　　 3．8

C　　 7．4

ら口緑部 は外傾 して且ち上が る。 下端手持 ち　 フ　 。　 ロ

緑部 内 ・外面 ロクロナ デ0
普通 竃付近覆土下層

（2）溝

第29号溝（第13図，付図1）

位置　調査3区中央部，Kllh6区～Klli6区。

重複関係　第419号住居跡と第550号土坑を掘り込んでいる0

規模と形状上幅45～73cm，下幅31～55cm，深さ13cmで，全長（6・64）mで

あり，断面形は卜一」状をしている。

方向　Klli6区から北方向に，直線的に延びている0

覆土　単一層である。

土層解説
1黒褐色　ローム中・小ブロック微量

旦20．0m

、＼こ＝＝＝7→
0　　　　　　　　　　　　　1m

←；　　＿i
第13図　第29号溝断面図

所見本跡は出土遺物がないため，時期や性格は不明である0重複している第419号住居跡と第550号土坑より

新しい。

（3）土　坑

第550号土坑（第9図）

位置　調査3区中央部，Kllh6区。

重複関係　南東部を第419号住居跡に，中央部を第29号溝に掘り込まれている0

規模と平面形　一辺［2．0］m，深さ17cmの方形と推定される0

長軸方向　N－320－E
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底面　ほぼ平坦である。

所見　本跡は出土遣物がないため，時期や性格は不明である。規模と平面形は床質から推定した。覆土の堆積

状況は不明である。重複している第419号住居跡，第29号溝より古い。
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2　5区の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

①　古墳時代

第354号住居跡（第14・15図）

位置　調査5区中央部，J13e6区。中央部から東部は，平成8年度に調査して

いる。

重複関係　西部が第424号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達してい

ない。

規模と平面形　長軸［8．8］m，短軸［7・8］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－180－W

壁　全面にトレンチャ一による撹乱を受けているため，西壁及び南壁は確認で

きず，北壁だけが確認できた。北壁の壁高は38cmで，外債して立ち上がる。

床　撹乱を受けているが，撹乱の間に踏み固められた面が検出された。ほぼ平

0　　　　　　　　　　5cm」
第14図　第354号住居跡

出土遺物実測図
坦である。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは平成8年度調査区に位置し，本跡の東部にある。P2は径約25cmの円形

で，深さ27。mである。P3は径約35cmの円形で，深さ64cmである。いずれもコーナーに寄った位置で検出さ

れ，規模と配置から主柱穴と考えられる。

遺物　土師器片298点，須恵器片7点，土製品1点（紡錘車），不明鉄製品1点，礫4点が出土している。第14

図1の土製紡錘車は，北西コーナー部P3付近の覆土下層から出土している。

所見　撹乱を受けているために，覆土の堆積状況は不明である。壁溝は検出されなかった。規模と平面形は床

質から推定した。竃は，平成8年度の調査時に北壁中央部で検出されている。時期は，出土遺物から判断し

て7世紀前葉と考えられる。重複している第424号住居跡より古い。

第354号住居跡出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 ‘土　 地　 点 備　　　　　　　 考

径 （cm） 厚 さ（cm） 孔 径 （皿） 重 量 （g）

第14図1 紡　 錘　 車 3．9 2．8 0．6 43．0 北西ヲーナ一部 P 3付近覆土下層 D P 5001　　　　　　　 P L lO2

第380号住居跡（第16・17図）

位置　調査5区北西部，I12i8区。

重複関係　北部を第17B号溝に，南部を第381号住居跡に，いずれも床面まで掘り込まれている。
．

規模と平面形　長軸［7．5］m，短軸6．88mの長方形と推定される。

主軸方向　N－230－W

壁　第17B号溝に掘り込まれた北壁と，覆土が薄い南西コーナー部の壁の立ち上がりは，確認できなかった。

西壁及び東壁の壁高は2～10cmである。

床　東壁際を除けばほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。東壁に沿って，長軸（4・7）m，短軸約

1．2mの長方形で，高さ約6cmのベッド状に高まった部分が検出された。地山を掘り残していると思われる。

上面は，ほぼ平坦で硬化していない。
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炉　中央部からやや北寄りに検出された。規模は，長径92cm，短径60cmの楕円形で，床面を約6cm掘りくぼめ

た地床炉である。火床部は，赤変硬化している。

炉土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
2　暗赤褐色　焼土中ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
4　暗赤灰色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量，焼土大・中ブロック・ローム粒子微量
5　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

6　極暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子微量

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P。は径約40cmの円形で，深さ13～45cmであり，各コーナーに寄った位

置で検出された。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。P5は径30cmの円形で，深さ12cmであり，

南壁に寄った位置で検出された。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は径35cmの円形で，

深さ28cmである。P3に接して検出されており，P3の補助柱穴の可能性がある。その他は性格不明である0

貯蔵穴　南東コーナー部で検出された。長軸116cm，短軸96cmの隅丸長方形で，深さ120cmである0覆土上層か

ら土師器相と土師器器台が，覆土下層から土師器柑片と土師器襲片が出土している。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・砂粒・礫少量，焼土粒子微量
3　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，砂粒少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

覆土　6層からなる。各層にロームブロックが含まれる堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色
2　極暗褐色
3　暗褐色
4　暗褐色
5　極暗褐色

6　暗褐色

ローム粒子中量，ローム大・中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子多量

遺物　土師器片426点，須恵器片2点，土製品1点（土玉），石製品1点（管玉），メノウ片1点，礫2点が出

土している。第17図1の土師器相と3の土師器執ま横位で，2の土師器相は正位で，南東コーナー部の覆

土下層から出土している。5の土師器器台は横位で，6の土師器器台は逆位で，南東コーナー部の床面か

ら出土している。4の土師器相と7の土師器器台は正位で，貯蔵穴の覆土上層から出土している08の土

玉は覆土中から，9の管玉は南東コーナー部の覆土下層から出土している。10・11は土師器襲片である0

10は中央部の覆土下層から出土した体部から口緑部にかけての破片で，口緑部内・外面と体部外面にパケ

目調整が施されている。11は中央部の床面から出土したロ綾部片で，内・外面にパケ目調整が施されてい

る。

所見　本跡の規模と平面形は，一部床質から推定した○時期は，出土遺物から判断して古墳時代前期と考えら

れる。重複している第17B号溝と第381号住居跡より古い。

第380号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 17 図 柑 A ［10．4］ 体部 か ら口緑部 にか けて の破 片 。 体部外面下位へラ削 り，上位パ ケ 砂粒 ・長石 P 50 06　　 3 0％

1 B （6．7） 体部 は内攣 して立 ち上が り， 口緑 目調整，内面へラナデ。口緑部外 にぷい赤褐色 P L 59

土　 師　 等 部はやや外傾す る。 内面 の体部 と 面横ナデ。内面パケ 目調 整。輪積 普通 南東 コーナー部覆

口緑 部との境 に稜 をもつ。 み痕。 土下層

2

柑 A　 14．0 体部 か ら口綾部 にかけて一部欠損。 底部か ら口緑部外面丁寧なヘラ磨 砂粒 ・雲母 ・小石 P 50 07　　 6 0％

B　　 8．4 平底 。体 部は内攣 して立ち上が り， き。体部内面へ ラナデ。口緑 部内 赤褐色 P L 59

土　 師　 器 C　　 5．3 口緑 部は内攣気 味に外傾 する。 内

面の体 部 と口緑 部 との境 に稜 をも

つ。

面丁寧 なヘ ラ磨 き。内 ・外面赤彩。 普通 南東 コーナー部 覆

土下層
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第16図　第380号住居跡実測図
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第17回　第380号住居跡出土遺物実測図

11

10cm

し　　；　　！

5cm

i　　；　＿」

0　　　　　　　2cm

！　：＿」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第17図 甜q A　14，8口緑部一部欠損。平底。体部は内底部へラ削り。休部外面下位へラ砂粒・雲母・長石
P5012　　70％

3 B　　8．0攣して立ち上がり，口緑部は外傾削り後へラ磨き，上位パケ目調整橙色 PL59

土　師　器C　　2．6する。内面の体部と口緑部との境後へラ磨き。内面へラナデ。口緑普通
南東コーナー部覆

に稜をもつ。 部内・外面ハケ目調整後丁寧なへ

ラ磨き。

土下層

4

柑

土　師　器

B（8．0）口綾部欠損。平底。体部は球形状底部ナデ。体部外面へラ磨き，内砂粒・赤色粒子 P5008　　60％

C　　3．5をしている。 面ナデ。 にぷい橙色

普通

PL59

貯蔵穴覆土上層

5

器　　　台A　　8．0脚部はラッパ状に開き，上半に3脚部外面丁寧なヘラ磨き，内面へ砂粒・雲母・石英
P5009　　95％

B　　6．8孔あり。器受部は内野気味に立ちラナデ。器受部内・外面丁寧なへ明赤褐色 PL59

土　師　器D　　9．8上がる。 ラ磨き。脚部外面，器受部内・外

面赤彩。

普通 南東コーナー部床

面

6

器　　　台A　　7．6脚部一部欠損。脚部はラッパ状に脚部外面丁寧なヘラ磨き，内面へ砂粒・雲母・石英
P5011　　80％

B　　6．8開く。器受部は内攣気味に立ち上ラナデ。器受部内・外面丁寧なへ橙色 PL59

土　師　器D　lO．0がり，端部は上方に突出する。ラ磨き。脚部外面，器受部内・外

面赤彩。

普通 南東コーナー部床

面

7

器　　　台A　　6．6脚部・器受部一部欠損。脚部はラツ脚部外面丁寧なヘラ磨き，内面へ砂粒・雲母・石英
P5010　　90％

B　　5．6パ状に開く。器受部は内攣気味にラナデ後ハケ目調整。器受部内・明赤褐色 PL60

土　師　器D　lO．8立ち上がり，端部は上方に突出す

る。

外面丁寧なヘラ磨き。 普通 貯蔵穴覆土上層
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図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
径 （cm ） 長　 さ （cm） 孔 径 （皿Ⅲ） 重 量 （g ）

第 17 図8 土　　　 玉 3．2 2．9 0．5 2 5．0 覆土中 D P 50 1 3　　　　　　　　　　　　 P L lO l

9 管　　　 玉 0．6 0．3 0．3 0．55 南東 コーナー部覆土下層 Q 50 0 1 滑　　 石　　　　　 P L lO l

第383号住居跡（第18図）

位置　調査5区北西部，I12a6区。

規模と平面形　長軸4．34m，短軸4．08mのほぼ方形である。

主軸方向　N－23。－W

壁　壁高は20～40cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。規模は，上幅15～30cm，下幅4～12cm，深さ5cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。はぼ全面が踏み固められており，中央部が特に踏み固められている。中央やや西側と南

壁際で，それぞれ長径116cm・短径75cm，長径60cm・短径45cmの楕円形のわずかな高まりが検出されている。

ノ

0　　　　　　　　　　　2m

！　；　二」

恥

第18図　第383号住居跡・出土遺物実測図
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竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで104cmで，両袖部幅は約125cmで

ある。第6層からは焼土が検出され，下面が火床面と考えられる。火床部は，床面を約3cm掘りくぼめてお

り，赤変硬化している。天井部は崩落しており，第1・2層が天井部の崩落土と考えられる。袖部は良好に

遺存しており，内側は火熱を受けて赤変硬化している○煙道部は火床面から緩やかに立ち上がる0

竃土層解説
1オリーブ褐色　粘土粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

2　暗赤褐色　粘土粒子多量，焼土粒子中量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子微量
4　暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土粒子微量
5　暗　褐　色　焼土粒子・粘土粒子少量

6　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子微量
7　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック微量
8　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土粒子・粘土粒子微量
9　極暗褐色　焼土粒子・灰粒子少量，炭化粒子微量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径約45cmの円形で，深さ24～55cmであり，各コーナーに寄った位

置で検出されている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。P5は径25cmの円形で，深さ20cmであ

り，南壁中央に寄った位置で検出されている。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　7層からなる。各層ともレンズ状の堆積をしていることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子微量

5　褐　色　焼土粒子・粘土粒子微量
6　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量

7　暗褐色　焼土粒子微量

遺物　土師器片519点，須恵器片7点，礫1点が出土している〇第18図1の土師器杯は，北東コーナー部の覆

土中から，2の土師器杯は逆位で，北西コーナー部付近の覆土中層から出土している。3の土師器杯と4

の土師器小形嚢は逆位で，北東コーナー部の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して6世紀後葉から7世紀前葉と考えられる。

第383号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 18 図 杯 A ［12．2］ 体部か ら口緑部にか け ての破片 。 体部外面へ ラ削 り，内面ナデ。口 砂粒 ・雲母 ・石英 P 5 0 13　　 10 ％

1 B （4．3） 体部 は内攣気味に立ち上が り，口 緑 部内 ・外面横 ナデ。 にぷい褐色 北東 コーナー部 覆

土　 師　 器 緑部 との境に明瞭な稜 を もつ。口

緑部 はやや内傾する。

普通 土 中

2

i不 A ［11．2］ 体部か ら口緑部に かけ ての破 片。 体 部外面 へラ削 り，内面へ ラ磨 き。砂粒 ・雲母 ・長石 P 5 0 14　　 10 ％

B （4．6） 体部 は内攣気味に立ち上が り，口 口緑 部内 ・外面横 ナデ。 にぷい黄橙色 北西 コーナー部 覆

土　 師　 器 緑部 との境 に明瞭な稜を もつ。口

緑部 は内傾する。

普通 土 中層

3

杯 A　 12．8 体部か ら口縁部 にかけて一部欠損。体 部外面 へラナデ，内面ナデ。 口 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 50 15　　 85 ％

B　　 3．7 丸底。体部か ら口緑部は内攣気味 緑 部内 ・外面横 ナデ。 内 ・外面黒 石英 P L 6 0　二次焼成

土　 師　 器 に立 ち上が る。 色 処理。 橙色

普通

北東 コーナー 部覆

土 中層

4

小　 形　 嚢 A ［12．8］ 体部上位か ら口緑部 にかけての破 体部外面上位 へラ削 り， 内面へ ラ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 50 16　　 1 5％

B （7．5） 片。体部上位 は内攣 して立ち上が ナデ。口緑 部内 ・外面横 ナデ。輪 赤色粒子 北東 コーナー部覆

土　 師　 器 り， 口緑部 は外反す る。 積み痕。 橙色

普通

土中層

第385号住居跡（第19・20図）

位置　調査5区北西部，J12b7区。

重複関係　南西部が，第386号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸6．66m，短軸6．42mの方形である。
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④

叫　　　sl385

第19図　第385・386号住居跡実測図
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第20図　第385号住居跡出土遺物実測図

一一一、

「。。m

ト　1－l　一・一・一1

冊
0　　　　　　　　　　　5cm

9　　！　i　　＿＿」

主軸方向　N－280－W

壁　壁高は24～38cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。規模は，上幅12～24cm，下幅4～10cm，深さ4cmで，断面形はU字形であるO

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

憲　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで120cmで，両袖部幅は約155cmで

ある。第7層の底面が火床部と考えられ，床面を約7cm掘りくぼめており，赤変硬化している。火床面から，

土製支脚が，赤変し立位で出土している。使用されていたままの状態と考えられる。天井部は崩落しており，

第2・3層が天井部の崩落土と考えられる。右袖部の一部にトレンチャ一による撹乱を受けているが，残存

部分の内側は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は，火床面から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1暗赤褐色　灰白色粘土小ブロック・粘土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　灰　褐　色　灰白色粘土粒子多量

3　灰　褐　色　灰白色粘土小ブロック・粘土粒子多量，炭化材微量
4　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量，炭化材微量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，灰粒子少量
6　赤　黒　色　焼土粒子・炭化物中量，灰粒子少量（灰層）

7　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子多量
8　極暗褐色　粘土粒子中量，廃土粒子・炭化物・ローム粒子微量
9　黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
10　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径約55cmの円形で，深さ35～48cmあり，いずれもコーナーに寄っ

た位置にあり，規模と配置から主柱穴であると考えられるo P5は径45cmの円形で，深さ32cmであり・南壁
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中央寄りに位置し，やや南壁側に傾斜している○位置や形状から出入り口施設に伴うピットと考えられる0

貯蔵穴竃東側で検出された。長径95cm，短径90cmのほぼ円形で，深さ36cmである0土師器杯と土師器片が覆

土中層から出土している。
′l▼

貯蔵穴土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，粘土小ブロック・粒子微量
5　オリーブ褐色　粘土多量

6　黒　褐　色　粘土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

覆土　7層からなり，自然堆積と考えられる〇第5層は壁側から流れ込んだ層と考えられ，その他もレソズ状

の堆積をしている。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物微量
4　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
5　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物土師器片1329点，須恵器片5点，磁器片3点，土製品1点（支脚），鉄製品2点（鎌1，楔1），炭化物

が出土している。第20図1の土師器杯は逆位で，貯蔵穴の覆土中層から出土している。2の土師器杯は正位

で，3の土師器杯は逆位で竃西側の北壁際の覆土下層から出土している。4の土師器杯は正位で中央部東側

の覆土下層から，5の土師器杯は斜位で南西コーナー部の覆土下層から，6の土師器杯は逆位で，北東コー

ナー部の覆土下層から出土している。7の土師器聾は逆位で，竃前東側の覆土下層から出土している。8の

土製支脚は，竃火床面から出土している09の鎌，10の楔は覆土中から出土している。なお，竃内の覆土と

6層の灰から炭化米が少量検出されている○磁器片は撹乱により混入したものと思われる0

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して7世紀前葉と考えられる0重複している第386号住居跡より古い0

第385号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第 20 図

器　 種

杯

計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

A　 12．8 丸底。体部 は内攣気味 に立ち上が 体部外面へ ラ削 り， 内面ナデ。 口 砂粒 ・雲母 P 5 0 19　 1 00 ％

1 B　　 5．2 り， 口縁部 との境 に明瞭 な稜 をも 縁部内 ・外面横 ナデ。内 ・外面黒 浅黄橙色 P L 6 0

土　 師　 器

杯

つ。 口緑部 は直立す る。 色処理。 普通 貯蔵穴覆土中層

2

A　 12．2 体部か ら口縁部 にかけて一部欠損。 体部外 面へラ削 り後へ ラ磨 き， 内 砂粒 ・雲母 ・長石 P 502 0　　 90 ％

B　　 4．4 丸底。体部 は内攣気味 に立 ち上が 面ナデ後へラ磨 き。 口緑部 内 ・外 にぷ い黄褐色 P L 60

土　 師　 器 り， 口緑部 との境 に明瞭 な稜 をも

つ。 口緑部 は内傾す る。

面横ナデ。内 ・外面黒色処理。 普通 竃西側北壁際覆土

下層

3

杯 A ［13．6］ 体部 か ら口緑部 にかけて一部欠損。 休部外面へラ削 り後 へラ磨 き，内 砂粒 ・雲母 P 50 2 1　　 60 ％

B　　 5．3 丸底。体部 は内攣気 味に立 ち上が 面ナデ後へ ラ磨 き。口縁部 内 ・外 にぷい黄橙色 竃西側北壁際覆土

土　 師　 器 り，口縁部 との境 に明瞭 な稜 をも

つ。口緑部 は直立す る。

面横ナデ。内 ・外 面黒色処理 。 普通 下層

4

ゴ不 ‘A　 13．9 口緑 部一部 欠損。丸底。体部 は内 体部外面へ ラ削 り後へラ磨 き，内 砂粒 ・雲母 P 50 22　　 9 5％

B　　 4．4 攣気 味に立 ち上 が り，口緑部 との 面丁寧 なヘ ラ磨 き。口緑 部内 ・外 にぷい黄橙色 P L 60

土　 師　 器 境に稜 を もつ。口緑 部はやや内傾

する。

両横ナデ。内 ・外面黒色処理。 普通 中央部東側 覆土

下層

5

i不 A ［14．0］ 体部か ら口縁 部にかけて一部欠損。 体部外面へ ラ削 り後へ ラ磨 き，内 砂粒 ・雲母 ・長石 P 5 02 3　　 6 0 ％

B　　 3．6 丸底。体部は内攣気 味に立ち上 が 面 ナデ。 口縁部内 ・外面横ナデ。 に ぷい黄橙色 南西 コーナー部 覆

土　 師　 器 り，口緑部は短 く直立する。 内 ・外面黒色処理。 普通

砂粒 ・雲母 ・赤色粒

土下層

P 5 02 4　　 60 ％

6

杯 A ［14．0］ 体部か ら口緑部にかけて一部欠損。 体部外面へ ラナデ，内面ナデ後へ

B　　 3．9 丸底。体部か ら口緑部は内攣気 味 ラ磨 き。 口縁部内 ・外面横ナデ。 子 P L 6 0　北東 コー

土　 師　 器 に立ち上がる。 内 ・外面赤彩。 にぷい橙色　 普通 ナ一部覆土下層

－32－



図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成

砂粒 ・雲母 ・長石 ・

備　　　 考

P 5025　　 10％
第20 図 嚢

土　 師　 器

A ［22．2］ 体部上位から口縁部にかけての破 体部外面上位ナデ，内面へラナデ0

7 B （7．9） 片。体部上位は内傾して立ち上が

る。頚部でくびれ，口緑部は外反

する。口唇部は上方につまみ上げ

る。

口緑部内 ・外面横ナデ。 石英

にぷい黄橙色

掌通

竃前東側覆土下層

図版番号 種　 別
計　　　 測　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　　　　 考

長 さ（cm）

10．2

径 （cm） 重 量 （g ）

第20図8 支　　　 脚 8．9 630．0 竃火床面 D P 5002　　 土製

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長 さ （cm）

（4．5）

幅 （cm ）

3．9

厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第 20 図 9

10

鎌

楔

0．5 （21．0） 覆土 中 M 502 3

4．3 1．5 1．2 2 1．0 覆土 中 M 502 4

第388号住居跡（第21・22図）

位置　調査5区中央部，J12co区。

重複関係中央部が第390号住居跡に，南東コーナー部が第413号住居跡に，竃左袖部が第221・227号土坑に，

西壁部が第217・219号土坑に，南西コーナー部が第218号土坑に掘り込まれている0第390号住居跡と各土坑

は床面を掘り込んでいるが，第413号住居跡の掘り込みは床面まで達していない。

規模と平面形　長軸［6．4］m，短軸5・86mの長方形と推定される。

主軸方向　N－190－W

壁北西コーナー部と，北壁中央部から東壁のみが確認できた0壁高は12～22cmで，外債して立ち上がる0

床中央部が第390号住居跡に掘り込まれているために確認できないが，それ以外はほぼ平坦で，中央部付近

が踏み固められている。

竃撹乱を受けているが，北壁中央部に砂質粘土で構築されていることが確認された0規模は，東袖部から北

壁煙道部までの遺存状況が良好であったので，計測できた0焚口部から煙道部まで97cm，両袖部幅約84cmで

ぁる。火床部は，床面を約4cm掘りくぼめており，赤変硬化している。煙道部は急な傾斜で立ち上がる0撹

乱を多く受けているため，覆土の堆積状況は確認できなかった0

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl・P3は径約16cmの円形で，Plは深さ36cm，P3は深さ21cmであり，P2

は径48cmの円形で，深さ23cmである○いずれもコーナーに寄った位置で検出されており，規模と配置から

主柱穴と考えられる。P4～P6は径約25cmの円形で，P4は深さ45cm，P5は深さ23cm，P6は深さ16cmで

ぁる。いずれも規模と配置からP4はPlの，P5・P6はP2の補助柱穴の可能性が考えられる0その他は

性格不明である。

貯蔵穴北東コーナー部から検出された0長軸86cm，短軸55cmの隅丸長方形で，深さ28cmである0

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，砂質粘土微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・砂質粘土微量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
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第22図　第388号住居跡出土遺物実測図

勤
／／

一9

5cm

［　；　一一二」

覆土　8層からなる。人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，砂質粘土微量
2　にぷい褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

褐　　　色

褐　　　色

褐　　　色

暗　褐　色

暗　褐　色

褐　　　色

焼土粒子多量，炭化粒子微量
焼土粒子多量，炭化粒子数量
ロー・ム

ローム

ローム

ローム

粒子少量，炭化粒子微量
粒子・廃土粒子少量，炭化粒子微量

小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
粒子少量，炭化粒子微量

10cm

l　　－l l　・」

㊦（∋

0　　　　　　　2cm

ト　十　一1

遺物　土師器片497点，須恵器片8点，土製晶4点（勾玉1，管玉1，土玉2），礫6点，炭化種子が出土して

いる。第22図1の土師器杯は正位で北東コーナー部の床面から・2の土師器杯は貯蔵穴の覆土中から出土し

ている。3の土師器杯は正位で西側の覆土下層から，4の土師器杯は逆位で竃東側北壁際の覆土下層から出

土している。5の土師器鉢は逆位で竃前西側の覆土下層から出土している。6の土師器小形嚢は竃覆土下層

と北東コーナー部の覆土中から出土した破片とが接合したものである07の土師器聾は土圧でつぶされた状

態で，竃西側の覆土下層から出土している。8の土製勾玉は，竃西側の覆土下層から出土している09の土

製管玉は貯蔵穴内から，10の土玉は覆土中から，11の土玉はP2の覆土中から出土している0炭化種子が覆

土中から出土しているが，種子の種類については不明である。

所見　本跡では壁溝は検出されなかった。規模と平面形は床質から推定した0時期は，出土遺物から判断して

6世紀後薬と考えられる。重複している第390・413号住居跡，第217～219・221・227号土坑より古い0
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第388号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

P 5 02 9　　 60 ％第 22 図 杯 A ［14．2］ 体部か ら口緑部 にかけて一部欠損。 体部外面へ ラ削 り後へ ラナデ，内 砂粒 ・雲母 ・長石 ・

1 B　　 5．0 丸底。体部は内攣気味に立ち上が 面 ナデ。 口緑部内 ・外面横 ナデ。 赤色粒子 北東 コーナー 部床

土　 師　 器 り，口緑部 との境 に明瞭な稜 を も

つ。口緑部 は内傾す る。

内 ・外面黒色処理。 橙色

普通

面

2

杯 A ［14．0］ 体部か ら口緑部 にか けての破片。 体 部外面へ ラ削 り後へ ラナデ，内 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 5 03 0　　 15 ％

B （4．5） 体部 は内攣気味 に立 ち上が り，口 面 ナデ。 口緑部 内 ・外面横 ナデ。 子 貯蔵穴覆土 中

土　 師　 器 緑部・との境 に明瞭 な稜 をもつ。口

緑部 は直立す る。

内 ・外面黒色処理。 にぷ い橙色

普通

3

杯 A ［14．0］ 体部か ら口緑部 にかけて一部欠損。 体 部外面 へラ削 り後 へラナデ，内 砂粒 ・雲母 P 50 31　　 50 ％

B　　 4．5 丸底。体部か ら口緑部 は内攣 して 面丁寧なヘラ磨 き。口緑部 内 ・外 にぷい褐色 西側覆土下層

土　 師　 器 立ち上 がる。 両横ナデ。内 ・外面黒色処 理。 普通

4

杯 A ［19．0］ 体 部か ら口緑部 にかけての破片。 体部外面へラ削 り後へラ磨 き，内 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 50 32　　 1 5％

B （8．9） 体 部は内攣気 味に立 ち上が り， 口 面ナデ。口緑 部内 ・外 面横 ナデ。 赤色粒子 竃東側北壁 際覆土

土　 師　 器 緑 部 との境 に明瞭な稜 をもつ。 口

緑部は内傾 する。

内 ・外面黒色 処理。 にぷい褐色

普通

下層

5

鉢 A ［14．8］ 体部か ら口縁 部にかけての破片。 体部外面へ ラ削 り後へ ラナデ，内 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 50 33　　 2 0 ％

B （7．8） 体部は内攣気 味に立ち上が り，口 面丁寧 なヘ ラ磨 き。．口緑部内 ・外 赤色粒 子 二次焼 成

土　 師　 器 緑部 との境に明瞭な稜 を もつ。口

緑部は内傾する。

面丁寧 なへ ラ磨 き。内面黒色処理。 にぷい褐色

普通

竃前西側覆土下層

6

小　 形　 嚢 A ［12．4］ 体部上位か ら口緑部にかけての破 体部上位内 ・外面へ ラナデ。 口緑 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 034　　 10 ％

B （5．2） 片。体部上位 は内傾 して立ち上が 部内 ・外面横ナデ。 石英 竃覆土下層 と北東

土　 師　 器 り，口緑部 は外反する。 にぷい黄橙色

普通

コーナー部覆土中

7

嚢

土　 師　 器

B （9．5） 底部か ら体部下位 にかけての破片。 底部へ ラ削 り。体部下位外面へ ラ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 03 5　　 10 ％

C　　 7．6 平底。体部下位 は内攣気味に立ち

上が る。

磨 き，内面へ ラナデ。 石英

にぷい橙色　 普通

竃西側覆土下層

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

径 （cm） 長 さ （cm ） 孔 径 （m m） 重 量 （g ）

第 22 図 8 勾　　　 玉 長 さ （1．9） 幅 （1．4） 0．2 （2．1） 竃西側覆土下層 D P 500 3　　　　　　　　　　 P L lO l

9 管　　　 玉 1．0 1．7 0．2 （1．1） 貯 蔵穴 D P 50 04　　　　　　　　　　 P L lO l

10 土　　　 玉 1．0 0．9 0．2 0．67 覆土中 D P 50 05　　　　　　　　　　 P L lO l

1 1 土 ．　 玉 1ユ 0．8 0．2 0．89 P 2覆土中 l D P 50 06　　　　　　　　　　 P L lO l

第391号住居跡（第23・24図）

位置　調査5区北西部，J12d8区。

重複関係　東部が第389号住居跡と第274号土坑に，南西コーナー部が第224号土坑に掘り込まれている0第389

号住居跡と第274号土坑の掘り込みは，床面まで達していないが，第224号土坑は床面まで掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．40m，短軸4・30mの方形である。

主軸方向　N－300－W

壁　壁高は22～30cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃東側に一部と竃西側から北西コーナー部の西壁際で検出された。規模は，上幅20～29cm，下幅4～14
J

皿，深さ5cmで，断面形はU字形である。

床　はぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで115cm，両袖部幅80cmである。

火床部は，床面を約5cm掘りくぼめており，赤変硬化している0天井部は崩落しており，第2層が天井部の

崩落土と考えられる。袖部は良好に遣存しており，西袖部の内側は赤変硬化している0煙道部は，火床面か

ら緩やかに立ち上がる。
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富士層解説
1黒褐色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量・焼土中ブロック・炭化物微量
3　暗褐色　焼土粒子多量，廃土小ブロック中量
4　極暗褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・粘土粒子中量

5　暗黒色　炭化粒子多量，焼土粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
7　暗褐色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
8　賠褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
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第24図　第391号住居跡出土遺物実測図
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ト一一一一一一一十一一一一一一一一一」

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径70cmの円形で，深さ24cmであり，北東コーナーに寄った位置にある。

規模と位置から主柱穴と考えられる。P2は径27cmの円形，深さ14cmで，南壁中央に寄った位置にある。位

置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。
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覆土　6層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
2　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
5　極暗赤褐色　焼土粒子多量，砂粒中量，ローム粒子少量

6粘土中ブロック多量

遺物　土師器片496点，須恵器片3点，鉄製品3点（鉄鉱2，手鎌1）が出土している。第24図1の土師器杯

は正位で，2～4・6の土師器杯は斜位で，竃東袖部上部の覆土上層から重なり合った状態で出土してい

る。棚に重ねて置いてあったものが，ずり落ちたような出土状態である。5の土師器杯は正位で，竃東袖

部前の床面から，7の土師器杯は正位で，中央部の覆土下層から出土している08・9の土師器賓は，竃

東袖部上部の覆土上層から出土した破片が接合したものである。10の鉄鉱と12ク手鎌は，東側の覆土下層

から出土している。11の鉄鉱は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して7世紀前葉と考えられる0重複している第389号住居跡，第224・

274号土坑より古い。

第391号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第 24 図

器　 種

杯

計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

A　 12．8 完形。丸底。体部は内攣気味に立 体部外面へ ラ削 り，内面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 5 04 3　 100 ％

1 B　　 4．1 ち上が り，口緑部 との境 に明瞭な 口緑部内 ・外面横 ナデ。内 ・外 面 子 P L 6 0

土　 師　 器 稜 をもつ。口緑部 は内傾す る。 黒色処理。 明赤褐色　 普通 竃東袖部上部覆 土

上層

2

杯 A　 13．8 口緑部一部欠損。丸底。体部 は内 体部外面へ ラ細 り，内面ナデ。口 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 04 4　　 95 ％

B　　 4．3 攣気味 に立 ち上が り， 口緑部 との 緑部 内 ・外面横ナデ。内 ・外面黒 石 英 P L 60

土　 師　 器 境 に稜 をもつ。 口縁部 はやや内傾 色処理。 にぷい橙 色 竃東袖部上部 覆土

する。 普通 上層

P 50 45　 10 0％

3

杯 A　 12．6 完形 。丸底。体部 は内攣気 味に立 体部外面へ ラ削 り後へ ラナデ，内 砂粒 ・雲母

B　　 5．4 ち上 が り，口縁部 との境 に稜 を も 両横 ナデ後へ ラ磨 き。 口緑部内 ・ にぷい橙色 P L 60

土　 師　 器 つ。口緑 部は内傾す る。 外面横 ナデ。 内 ・外面黒色処理。 普通 竃東袖 部上部 覆土

上層

4

杯 A　 1 2．8 口緑 部一部欠損。丸底 。体 部は内 体 部外面 へラ削 り，内面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 04 6　　 9 5 ％

B　　 5．4 攣気味に立ち上が り，口緑 部 との 口縁 部内 ・外面横 ナデ。 内 ・外面 石英 ・赤色粒子 P L 6 0

土　 師　 器 境に明瞭な稜 を もつ。口緑部は直 黒色処理。 橙色 竃東袖部上部覆 土

立す る。 普通

砂粒 ・雲母 ・赤色粒

上層

P 5 04 7　　 95 ％

5

杯 A　 11．2 口緑部一部欠損。丸底。体部は内 体部外面 へ ラ削 り，上 位 に木葉

B　　 4．1 攣気味 に立ち上が り，口緑部 との 痕。 内面 ・口緑 部内 ・外面 横 ナ 子 P L 6 0

土　 師　 器 境 に稜 をもつ。口緑部はやや外傾

す る。

デ。内 ・外面黒色処理。 にぷい橙色

普 通

竃東袖部前床面

6

杯 A　 14．0 口緑部一部欠損。丸底。体部 は内 体部外面へ ラ削 り，内面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 04 8　　 90 ％

B　　 3．9 攣気味 に立 ち上が り， 口緑部 は短 口緑部内 ・外面横ナデ。内 ・外 面 赤色粒子 竃東袖部上部 覆土

土　 師　 器 く直立す る。 黒色処理。 にぷい橙色　 普通

砂粒 ・雲母 ・赤色粒

上層

P 50 49　 10 0％

7

杯 A　 1 1．8 完形。丸底。体部 は内攣気味 に立 体部外面へ ラ削 り後へ ラナデ，内

B　　 4．1 ち上が り， 口縁 部 は短 く直 立す 面横ナ デ。 口縁 部 内 ・外 面横 ナ 子 P L 61

土　 師　 器 る。 デ。 内 ・外面黒色処理。 橙色　 普通 中央部 覆土下層

P 50 50　　 6 0％

8

嚢 A　 2 1．8 底 部か ら体部 にか けて一部欠損。 底部へ ラ削 り。 体 部外面 へ ラ磨 砂粒 ・雲母 ・石英

B　 33．2 平底 。体 部 は内攣 して立 ち上 が き，内面 へラナデ。 口緑部内 ・外 黄褐 色 P L 6 1

土　 師　 器 C ［5．6］ り，中位 に最大径 を もつ 。頚部 で

くびれ，口緑部 は外 反す る。口唇

部は上方につまみ上げる。

面横 ナデ。 普通 竃東 袖部上部覆 土

上層

9

嚢 B （2 9．0） 体部一 部欠損 ， 口緑 部 欠損 。 平 底 部へ ラ削 り。体 部外 面へ ラ磨 砂粒 ・雲母 ・長石 P 5 05 1　　 50 ％

C　　 8．0 底。体部は内攣 して 立 ち上が り， き，内面へラナデ。 褐色 P L 6 1

土　 師　 器 上位に最大径を もつ。 普通 竃東袖部上部覆 土

上層
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図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （cm ） 重 量 （g ）

第24図10 鉄　　　 鍍 （10，0） 4．8 0．4 （36．0 ） 東側覆土下層 M 50 05　　　　　　　　　　　　 P L 6 1

11 鉄　　　 傲 （3．0） 2．7 0．5 （5．50） 覆土中 M 50 25

12 手　　　 鎌 5．9 0．9 0．2 2．34 東側覆土下層 M 50 06　　　　　　　　　　　　 P L 6 1

第394号住居跡（第25図）

位置　調査5区南西部，J12d6区。

重複関係　西部が第24号溝に，床面まで掘り込まれている。

規模と平面形　南北［3．6］m，東西（3・4）mで方形と推定される。

主軸方向　N－130－W

床　ほぼ平坦である。

炉　中央部やや北寄りで床面が熱をうけ赤変硬化している部分が検出され，これを炉と判断した。長径41cm，

短径30cmの地床炉で，掘り込みは見られない。

ピット　4か所（P．～P。）。P．～P4は径約30cmの円形で，深さ12～24cmである。方形に配置されており，

規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

遺物　土師器片11点，須恵器片1点が出土している。第25図1は土師器饗の口緑部片である。南部の床面から

出土しており，内・外面にハケ目調整が施されている。その他，図示しなかったが，パケ目調整が施されて

いる土師器片は，P2の覆土中と床面から計3点出土している。須恵器片は混入したものと思われる。

所見　本跡は，床面がほぼ露出した状態で検出されたため，覆土の堆積状況は不明である。規模と平面形は床

質から推定したが，西側部分については第24号溝に掘り込まれていて，復元ができなかった。時期は，炉跡

がある遺構形態と，出土遺物にハケ目を施した土師器片が4点出土していることから判断して，古墳時代前

期と考えられる。重複している第24号溝より古い。
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第25図　第394号住居跡・出土遺物実測図
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第396号住居跡（第26図）

位置　調査5区南西部，J12co区。

規模と平面形　長軸5．84m，短軸4・82mの長方形である0

主軸方向　N－10。－W

】11④

寧…：…T、‘

主管肺

第26図　第396号住居跡・出土遺物実測図
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壁　壁高は4～10cmである。ローム層の掘り込みが浅いために，壁の立ち上がり状況は確認できなかった。

床　はぼ平坦である。

炉　中央やや北寄りに付設されている。規模は，長径60cm，短径45cmの楕円形で，床面を約4cm掘りくぼめて

いる地床炉である。第1・2層は焼土ブロックを含み，下面に赤変硬化部がみられるため，炉床部と考えら

れる。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック微量
2　極暗褐色　粘土中量，焼土中ブロック・粒子少量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　焼土粒子少量，炭化物微量
5　黒褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径約55cmの円形で，深さ18～50cmであり，各コーナーに寄った位

置で検出された。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

覆土　5層からなる。覆土が薄いため堆積状況は確認できない。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・粘土小ブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック微量
3　黒褐色　ローム粒子・粘土中ブロック少量，焼土中ブロック・粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　粘土中ブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片152点，須恵器片2点が出土している。第26図1の土師器相は逆位で，南東コーナー部の覆土

下層から出土している。2の相は北壁側中央部の覆土下層から，3の土師器相は北壁側とPlの覆土下層か

ら出土した破片が接合したものである。4の土師器器台は横位で，中央部の覆土下層から，5の土師器器

台は正位で，Plの覆土上層から出土している。6の土師器小形聾は，南東コーナー部の覆土下層から一括

して出土した破片が接合したものである。7の土師器小形聾は，北壁側の覆土下層から一括して出土した

破片が接合したものである。

所見　本跡では，壁溝は検出されなかった。時期は，出土遣物から判断して古墳時代前期と考えられる。

第396号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 26 図 柑 A ［18．0］ 底部か ら口緑部 にか けての破片。 全面ナデ。内 ・外面赤彩。 砂粒 ・長石 P 50 63　　 30 ％

1 B　　 6．1 平底。体部 は内攣気味 に立 ち上が 明赤褐色 P L 61

土　 師　 器 C ［3．4］ り， 口緑部 は外傾す る。内面の体

部 と口緑部 との境 に稜 をもつ。

普通 南東 コーナー部覆

土下層

2

柑 A　 15．6 口緑部一部欠損。平底。体部は内 全面ナデ。輪積 み痕。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 51 87　　 80 ％

B　　 4．8 攣 して立ち上が り，口緑部は外傾 石英 P L 61

土　 師　 器 C　　 2．4 す る。内面の体部 と口緑部 との境 にぷい橙色 北壁側 中央部 覆土

に稜 をもつ。 普通 下層

3

柑 B （12．1） 底部か ら口緑部にかけての破 片。 全面ナデ。輪積み痕。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 0 64　　 30 ％

C ［5．0］ 平底。体部は内脅 して立ち上が り， 石英 P L 61

土　 師　 器 口緑部は外傾する。内面の体部 と 橙色 北壁側 とP l覆土

口緑部 との境に稜 を もつ。 普通 下層

4

器　　　 台 A　　 6．6 裾融欠損。脚部は 「ハ」の 字状 に 脚部外面へ ラナデ，内面パケ 目調 砂粒 ・雲母 ・長石 P 5 0 65　　 80 ％

B （4．6） 開 く。器受部は内攣気 味に立ち上 整 。器受部外面パケ 目調整，内面 橙色 P L 6 1

土　 師　 器 がる。 ナデ。 普通 中央部覆土下層

5

器　　　 台

土　 師　 器

B （3．5）

D　　 8．0

脚部片。脚部はラ ッパ状 に開 く。 脚部 内 ・外面 ナデ。輪積み痕。 砂粒 ・長石 ・石英

浅黄橙色

普通

P 5 06 6　　 5．0 ％

P l覆土上層
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成

砂粒 ・雲母 ・赤色粒

備　　　 考

P 5067　　 40％第26 図 小　 形　 嚢 A ［13．8］ 体部から口緑部にかけての破片。 体部外面下位へラ削り，上位パケ

6 B （14．1） 体部は内攣して立ち上が り，中位 目調整。内面へラナデ。口緑部外 子 P L 62

土　 師　 器 に最大径をもつ。頚部で「く」の字 両横ナデ，内面パケ目調整。輪積 明赤褐色 体部外面煤付着

状に屈曲し，口緑部は外反する。 み痕。 普通 南東コーナー部覆

土下層

7

小　 形　 嚢

土　 師　 器

A ［14．2］ 体部上位から口緑部にかけての破 体部上位内 ・外面パケ目調整。口 砂粒 ・雲母 ・長石 P 5068　　 20％

B （9．5） 片。体部上位は内攣して立ち上が 緑部外面パケ目調整，内面横ナ 黒褐色 体部外面煤付着

る。頚部で 「く」の字状に屈曲し，

口緑部は外傾する。

デ。輪積み痕。 普通 北壁側覆土下層

第402号住居跡（第27～29図）

位置　調査5区中央部，J12fo区。

重複関係北東部で第414号住居跡を掘り込み，北西コーナー部が第284号土坑に掘り込まれている0第284号

土坑の掘り込みは，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸6．81m，短軸6・25mのほぼ方形と推定される。

主軸方向　N－280－W

壁南壁の立ち上がりは，撹乱を受けているために確認できない。北壁と東西壁の壁高は5～12cmで，外傾ぎ

みに立ち上がる。

壁溝竃の東側から東壁中央部にかけて検出された0上幅17～25cm，下幅5～10cm，深さ4～6cmである。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃北壁中央部に砂質粘土で構築されている0規模は，焚口部から煙道部まで97cm，両袖部幅約95cmである0

火床部は，床面を約7cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，第2・6層が天井

部の崩落土と思われる。神都の遺存状態は悪い0煙道部は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　褐　色

2　黒褐色

3　褐　色

4　褐　色

5　黒褐色

6　灰褐色

7　褐　色

8　暗褐色

9　暗褐色

10　褐　色

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子少量，粘土粒子微量
ローム粒子多量，焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
焼土大ブロック多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子少量，焼土大ブロック・粒子微量
ローム粒子・焼土粒子少量，粘土中ブロック・炭化粒子微量
焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量
焼土粒子・炭化粒子微量

炭化粒子中量，焼土粒子少量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　7か所（Pl～P7）。Plは径約55cmの円形で，深さ58cm，P2は径約82cmの円形で，深さ65cm，P3

は径約65cmの円形で，深さ76cm，P4は径約26cmの円形で，深さ36cmである0いずれも各コーナーに寄った

位置にあり，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は径約40cmの円形で，深さ47cm，P6は径約50cmの

円形で，深さ31cm，P7は径約32cmの円形で，深さ49cmである0いずれも主柱穴に寄った位置にあることか

ら，P5はP2の，P6はP3の，P7はP4の補助柱穴の可能性がある。

P－・P2土層解説
1黒褐色　ローム中ブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子少量，粘土小ブロック・粒子微量
4　黒褐色　粘土粒子少量，粘土小ブロック微量
5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量，粘土ブロック・粒子微量
6　暗褐色　粘土ブロック・粒子少量

7極暗褐色ローム粒子・粘土粒子少量

貯蔵穴　竃と東壁の中間から検出された○長径100cm，短径62cmの楕円形で，深さ36cmである0
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貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

2　褐　色　ローム大ブロック多量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
6　黒褐色　ローム粒子少量

7　黒褐色　粘土ブロック少量
8　暗褐色　ローム粒子微量

覆土　8層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量，粘土小ブロック微量
5　暗褐色　粘土粒子中量，焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
6　暗褐色　砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
7　黒褐色　粘土中ブロック・粘土粒子中量，焼土中ブロック・粒子少量
8　暗褐色　砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，焼土中ブロック微量

遺物　土師器片401点，須恵器片3点，鉄製品1点（刀子）が出土している。第29図1の土師器杯は正位で，

竃東側の覆土下層から出土している。2の土師器杯と6の土師器高杯は正位で，13の土師器聾は逆位で，

貯蔵穴の上面から出土している。3の土師器杯は，東側の覆土下層から出土している。9の土師器高杯は

逆位で，10の土師器肇は横位で，11の土師器聾は正位で，北東コーナー部の覆土下層から出土している。

4の土師器杯と12の土師器聾は正位で，7の土師器高杯は横位で，14の土師器小形聾は逆位で，Pl付近の

覆土下層から出土している。5の土師器杯は正位でPlの覆土中層から，8の土師器高杯は逆位で竃西側の

覆土下層から出土している。15の刀子は，中央部の床面から出土している。

所見　本跡は南壁に撹乱を受けているため，規模と平面形は床質から推定した。時期は，出土遺物から判断し

て6世紀後葉と考えられる。重複している第414号住居跡より新しく，第284号土坑より古い。

第402号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 29 図 ゴ不 A　 12．6 口緑部一部欠損。丸底。体部は内 体 部外 面へラ削 り，内面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 P 508 5　　 95 ％

1 B　　 4．1 攣気味 に立 ち上が り， 口緑部 との 口縁 部内 ・外面横 ナデ。 内 ・外面 にぷ い橙色 P L 62

土　 師　 器 境 に明瞭 な稜 をもつ。 口緑部は内

傾す る。

黒色処 理。 普通 竃東側覆土下層

2

杯

土　 師　 器

A ［13．4］ 体部か ら口緑 部 にかけ て一 部 欠 体 部外面 へラ削 り後へ ラナデ， 内 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 08 6　　 60 ％

B　　 4．4 損。丸底。体部 は内攣気味に立ち 面ナデ。口緑部 内 ・外面横 ナデ。 石英 貯蔵穴上面

上が り， 口緑部 との境 に明瞭な稜

をもつ。 口緑部 は内傾す る。

内 ・外面黒色処理。 にぷい橙色

普通

3

ゴ不

土　 師　 器

A ［14．0］ 体部か ら日録部 にかけての破片。 体 部外面 へラ削 り後へ ラ磨 き・，内 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 08 7　　 20 ％

B （3．9） 体部 は内攣気味 に立ち上が り，口 面丁寧 なヘ ラ磨 き。 口緑部内 ・外 石英 東側覆土下層

緑部 との境 に明瞭な稜 をもつ。口

縁部 は内傾する。

両横 ナデ。 内 ・外面黒色処理。 にぷい黄橙色

普通

4

杯

土　 師　 器

B （4．4） 体部か ら口緑部にかけての破 片。 体 部外面へ ラ削 り，内面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・石英 P 5 08 8　　 40 ％

口唇部欠損。丸底。体部は内攣気 口緑部 内 ・外面横 ナデ。内 ・外面 にぷい黄橙色 P l付近覆土下層

味 に立ち上がる。 黒色処理。 普通 ‘

5

杯

土　 師　 器

A　 14．4 体部 か ら口緑部 にか け て一部 欠 体部外面へ ラ削 り，内面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 08 9　　 60 ％

B　　 3．7 損。丸底。体部は内攣気 味に立 ち 口緑部 内 ・外面横ナデ。内 ・外面 石英 ・赤色粒子 P l覆土 中層

上が り，口緑 部は短 く直立する。 黒色処理。 明赤褐色

普通

6

高　　　 杯

土　 師　 器

A ［1 4．8］ 体部か ら口緑 部にかけての破片。 体部か ら口緑部内 ・外面丁寧なへ 砂粒 ・長石 ・赤色粧 P 5 09 0　　 30 ％

B （4．5） 体部は外傾 して立ち上が り，口緑 ラ磨 き， 内 ・外面黒色処理。 子 P L 6 2

部 との境に明瞭な稜 を もつ。 にぷい黄橙 色　 普通 貯蔵穴上面
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 29 図 高　　　 杯

土　 師　 器

E （7．1） 脚部片。 脚部外面へ ラナデ後へラ磨 き，内 砂粒 ・雲母 P 50 9 1　　 20％

7 面へ ラナデ。 にぷい黄橙色

普通

P l付近覆土下層

8

高　　　 杯

土　 師　 器

D ［13．4］ 脚部片。脚部はラ ッパ状 に開 く。 脚部内 ・外面へ ラナデ。裾部内 ・ 砂粒 ・雲母 P 5092　　 20 ％

E （5．0） 外面横 ナデ。 浅黄橙色

普通

竃西側覆土下層

9

高　　　 杯

土　 師　 器

D ［12．4］ 脚部片。脚部はラ ッパ状 に開 く。 脚部 内 ・外面へ ラ磨 き。裾部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 509 3　　 10 ％

E （6．5） 外面横 ナデ。 赤色粒子

にぷい橙色　 普通

北東 コーナー部 覆

土下層

10

嚢 A　 19．8 体部中位か ら口緑部 にかけての破 体部外 面へ ラ削 り， 内 面へ ラ ナ 砂粒 ・雲母 ・小石 ・ P 509 4　　 40 ％

B （17．1） 片。体部 は内攣 して立ち上がる。 デ。口緑部 内 ・外面横 ナデ。輪積 赤色粒子 P L 6 3　北東 コー

土　 師　 器 頚部で くびれ，口緑部 は外反する。 み痕 。 にぷ い橙色　 普通 ナ一部覆土下層

11

賓 A ［31．0］ 体部上位か ら口緑部 にかけての破 体部上位外 面 へ ラ削 り， 内 面へ 砂粒 ・雲母 ・石英 P 50 95　　　 5 ％

B （8．4） 片。体部上位 は内傾 して立 ち上が ラナデ。口緑 部内 ・外面横 ナデ。 にぷ い橙色 北東 コーナー 部覆

土　 師　 器 る。頚部で くびれ， 口緑部 は外反

す る。 口唇部 は上方 につ まみ上げ

る。

輪積 み痕。 普通 土下層

12

賓

土　 師　 器

A ［21．4］ 体部上位 か ら口縁部 にか けての破 体部上位内 ・外面へラナデ。口緑 砂粒 ・雲母 ・石英 P 50 96　　　 5％

B （8．0） 片。体部上位 は内傾 して立 ち上が

る。頚部 で くびれ，口緑部 は外反

する。

部内 ・外面横ナデ。輪積 み痕。 にぷい黄橙色

普通

P l付近覆土下層

13

嚢

土　 師　 器

A ［22．4］ 体 部上位か ら口緑 部にかけての破 体部上位外面へ ラ削 り。内面へ ラ 砂粒 ・雲母 ・石英 P 50 97　　 10％

B （10．1） 片。体 部上位 は内傾 して立 ち上 が

る。頚部で くびれ，口縁 部は外 反

する。

ナデ。 口緑部内 ・外面横ナデ。 にぷい赤褐色

普通

貯蔵穴上面．

14

小　 形　 嚢

土 ・師　 器

A ［16．4］ 体部上位か ら口緑部にかけての破 体部上位外面へ ラ削 り，内面 へ ラ 砂粒 P 509 8　　　 5 ％

B （5．7） 片。体部上位は内傾 して立ち上が

り，口緑部 は外反する。

ナデ。 口緑部 内 ・外面横ナデ。 にぷい赤褐色

普通

P l付近覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ （C皿） 重 量 （g）

第29図15 刀　　　 子 （11．3） 1．8 0．5
（12．0） 中央部床面 M 5013

第414号住居跡（第27・28図）

位置　調査5区中央部，J13dl区。

重複関係　南西コーナー部を第402号住居跡に，竃東側が第413号住居跡に掘り込まれている。第402号住居跡

は床面を掘り込んでいるが，第413号住居跡の掘り込みは，床面までは達していない0

規模と平面形　長軸［6．2］m，短軸5・28mの長方形と推定される。

主軸方向　N－220－W

壁　北西コーナー部から北東コーナー部にかけての北壁が検出され，壁高は4cmである0北壁以外の壁の立ち

上がりは確認できなかった。

床　南西部の床面は確認できなかったが，中央部から北壁にかけてが平坦であり，踏み固められている0

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている0規模は，焚口部から煙道部まで101cm，両袖部幅85cmである0

火床部は，床面を約16cm掘りくぼめており，赤変硬化している。袖部の遺存状態は不良でわずかに粘土を残

すのみである。煙道部は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・粘土粒子中量

2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土中ブロック・粘土粒子少量
3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，粘土中ブロック微量

ピット　6か所（Pl～P6）。Plは径42cmの円形で深さ73cm，P2は径36cmの円形で深さ44cm，P3は長径50
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cm，短径38cmの楕円形で深さ67cm，P4は径17cmの円形で深さ53cm，P5は径14cmの円形で深さ50cmである。

P4・P5は一カ所のピットに2本の柱が並立していたと思われる。いずれも各コーナーに寄った位置にあ

り，規模と配置から主柱穴と考えられる。P6は径38cmの円形で，深さ49cmであり，中央部から東に寄って

はいるが南壁際にあり，位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　北東コーナー部から検出された。長軸72cm，短軸57cmの隅丸長方形で，深さ47cmである。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒子・粘土小ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，粘土中・小ブロック・ローム小ブロック・粘土粒子少量

遺物　土師器片21点，磁器片1点，礫1点が出土しているのみである。磁器片は混入したものと思われる。

所見　本跡は竃と北壁部以外は，床面がほぼ露出した状態で検出されたため，覆土の堆積状況は確認できなかっ

た。壁溝は検出されなかった。規模と平面形は，南部については主柱穴の位置関係と床質から推定した。時

期は，出土遺物が細片で，判断できないため不明であるが，6世紀後葉の第402号住居跡と10世紀の第413号

住居跡に掘り込まれていることと，竃を有する遺構形態とから判断して，古墳時代後期でも第402号住居跡

より古い時期の住居跡と考えられる。

第423号住居跡（第30・31図）

位置　調査5区中央部，J13C3区。

重複関係　西部が，第435号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸［5．1］m，短軸［4．4］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－20－E

壁　東壁から南壁にかけて検出された。南壁の壁高は26cmであり，外債して立ち上がる。北壁と西壁の立ち上

がりは確認できなかった。

床　はぼ平坦で，竃前が踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで82cm，両袖部幅108cmである。

火床部は，床面を約3cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，第1～3層が天井

部の崩落土と考えられる。両袖部は上部にトレンチャ一による撹乱を受けており，遺存状況は悪い。煙道部

は火床面から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1　にぷい褐色　砂質粘土中量，ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量
2　褐　　　色　焼土中ブロック・炭化粒子・砂質粘土少量，ローム粒子微量
3　暗　褐　色　焼土中ブロック・炭化粒子・砂質粘土少量，ローム粒子・焼土粒子微量

4　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径約25cmの円形で深さ33cm，P2は径約25cmの円形で深さ34cm，P3は径

約18cmの円形で深さ12cmである。いずれもコーナーに寄った位置にあり，規模と配置から主柱穴と考えら

れる。

遺物　土師器片329点，須恵器片8点，陶器片4点，不明土製品1点，鉄浮1点，石製品1点（臼玉），礫1点

が出土している。第31図1と2の土師器杯は，竃西側の床面から正位で出土している。3の土師器小形賓は，

竃西側の覆土下層から逆位で出土している。4の臼玉は，竃西側の床面から出土しており，材質は滑石製で

ある。陶器片は混入したものと考えられる。鉄津は覆土中から出土している。
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④

第30図　第423・435号住居跡実測図
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第31図　第423号住居跡出土遺物実測図
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所見　本跡は，トレンチャ一による撹乱を受けているため，覆土の堆積状況は確認できなかった。規模と平面

形は床質から推定した。壁溝は検出されなかった。時期は，出土遺物から判断して6世紀後薬と考えられる。

重複している第435号住居跡より古い。鉄津が出土しているが鍛冶炉等は確認されていない。

第423号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 3 1 図 杯

土　 師　 器

A　 14．8 体 部から口綾部 にかけての破片。 体部外面へ ラ削 り後へラナデ，内 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 5 10 1　　 4 0％

1 B （3．2） 休 部は内管気味 に立ち上が り， ロ 面ナデ。口縁部内 ・外 面横 ナデ。 子 竃西側床面

緑部 との境 に明瞭 な稜 をもつ。 口

緑部 は外反す る。

内 ・外面黒色処理。 にぷい褐色

普通

2

杯

土　 師　 器

A ［12月］ 体部 から口緑部 にか けての破片。 体部外面へ ラ削 り，内面 ナデ。 口 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 51 02　　 10 ％

B （3．8） 体部 は内攣気味 に立 ち上が り，口 緑部内 ・外面横ナデ。 内 ・外面黒 子 竃西側床面

緑部 との境 に稜 をもつ。口縁部は

直立す る。

色処理。 灰黄褐色

普通

3

小　 形　 嚢

土　 師　 器

A ［16．2］ 体都か ら口緑部 にか けての破片。 体部 内 ・外面 へ ラ削 り後へ ラ磨 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 5 1 03　　　 40 ％

B （11．4） 体部 は内攣 して立 ち上が り，口緑

部は外反する。

き。口緑 部内 ・外面横ナ デ。 子

にぷい橙色　 普通

竃西側覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
径 （cIn） 厚　 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （の

第 3 1図 4 白　　　 玉 1．2 （0．9） 0．35 （1．58） 塩西側床面 Q 50 03　 滑　　 石　　　　　 P L lO 2

第424号住居跡（第15・32図）

位置　調査5区中央部，J13e5区。

重複関係　東部で，第354号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸6．37m，短軸6．15mのほぼ方形である。

主軸方向　N－150－W

壁　壁高は8～15cmであり，外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央からやや西寄りに砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで132cm，両袖部幅

130cmである。天井部は崩落しており，第5・7層が天井部の崩落土と考えられる。両袖部は南北方向の等

間隔のトレンチャ一による撹乱を受けているため，遺存状態は悪い。火床部は赤変硬化している。煙道部は

火床面から緩やかに立ち上がる。
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憲土層解説
1暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
2　暗　褐　色　焼土中ブロック・粒子少量，ローム粒子微量

3　暗　褐　色　焼土中ブロック・粒子少量，炭化粒子微量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子微量
5　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック・砂粒少量
6　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・粘土小ブロック微量
7　にぷい黄褐色　炭化粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・粒子数量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径45～65cmの円形で，深さ50～70cmであり，各コーナーに寄った

位置で検出されている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられるo P5は径22cmの円形，深さ23cmで，

南壁中央に位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる0

貯蔵穴竃と東壁の中間から検出された0長軸83C恥短軸53cmの長方形で，深さ43cmである。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム大ブロック・焼土粒子微量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子微量

4窯褐色ローム小プロック徴量

覆土　5層からなる。トレンチャ一による撹乱を受けているが，撹乱部以外はブロック状の堆積をしており，

人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　にぷい褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック微量
4　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・粘土大ブロック微量
5黒褐色焼土粒子・炭化粒子徴量

遺物土師器片426点，須恵器片4点，陶器2点，土製晶2点（土玉）が出土している0第32図1～3の土師

器恥4の土師器小形肇，5の土師器饗，6・7の土師器甑は覆土中から出土している。8・9の土玉は，

南東コーナー部の覆土下層から出土している0陶器片は混入したものと考えられる0
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第32図　第424号住居跡出土遺物実測図

－51－

0　　　　5cm

L＿　1一一一二∃

0　　　　　　　2cm

！　；　」



所見　本跡では，壁溝は検出されなかった。時期は，出土遺物から判断して7世紀前葉と考えられるが，ほぼ

同時期の第354号住居跡を掘り込んでいることから，7世紀前葉でもより新しいと考えられる。

第424号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 32 図 杯

土　 師　 器

A ［13．6］ 体部上端か ら口緑部 にかけての破 体部 上端外 面 へ ラ削 り， 内面 ナ 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 5 104　　　 5％

1 B （2．6） 片。体部 と口緑部 との境 に明瞭な デ。口緑部 内 ・外面横 ナデ。 内 ・ 子 覆土 中

稜 をもつ。口緑部は直立す る。 外面黒色処理。 にぷ い黄橙色　 普通

2

ゴ不

土　 師　 器

A ［12．6］ 体部か ら口緑部にかけての破片。 体部外面へ ラ削 り， 内面ナ デ。 口 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 51 05　　　 5 ％

B （3．1） 体部は内攣気味に立ち上が り，口 緑部内 ・外面横 ナデ。内 ・外面黒 子 覆土 中

縁部 との境に稜を もつ。口緑部は

直立する。

色処理 。 明赤褐色

普通

3

杯

土　 師　 器

A ［15．4］ 底部か ら口緑 部にかけての破 片。 体 部外面へ ラ削 り後へ ラ磨 き，内 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 510 6　　 30 ％

B　　 4．4 丸底 。 体部 は外 傾 して立 ち上 が 面ナデ。 口緑部内 ・外面横ナデ。 赤色粒子 覆土 中

り，口緑部は短 く直立する。 内 ・外面黒色処理。 橙色　 普通

4

小　 形　 嚢

土　 師　 器

A ［13．0］ 体 部上 位か ら口緑 部 にか け ての 体 部上 位外 面へ ラ削 り，．内面 ナ 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 5 10 7　　　 5 ％

B （4．8） 破 片。体 部上位は内偵 して立ち上 デ。 口緑部 内 ・外面横ナデ。輪積 赤色粒子 覆土 中

がる。頚部で くびれ，口緑 部は外

反する。口唇 部は上 方につまみ上

げる。

み痕。 橙色

普通

5

嚢

土　 師　 器

A　 21．2 口緑 部片。口緑 部は外 反す る。口 口緑部内 ・外面樺ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 10 8　　 20 ％

B （6．1） 唇 部は上方につまみ上 げる。 石英

赤褐色　 普通

覆土中

6

甑

土　 師　 器

A ［18．8］ 体 部上位 か ら口緑部 にかけての破 体部上位外面へ ラ削 り，内面へラ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 10 9　　 10 ％

B （7．9） 片 。口縁部 は外傾す る。 ナデ。口緑部内 ・外 面横 ナデ。輪

積み痕。

赤色粒子

浅黄樺色　 普通

覆土中

7

甑

土　 師　 器

A ［22．8］ 体部か ら口縁部 にか けての破片。 体部外面へ ラ削 り，内面丁寧 なへ 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 5 110　　 10 ％

B （15．1） 口緑部片。 口緑部 は外反す る。 ラ磨 き。口緑 部内 ・外 面横 ナデ。

輪積み痕。

子

にぷい橙色　 普通

覆土中

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
径 （cm） 長 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第 32 図 8 土　　　 玉 2．5 2．5 0．4 14．0 南東 コーナー部覆土下層 D P 50 08　　　　　　　　　　　 P L lO l

9 土　　　 玉 1．3 1．2 0．2 1．5 6 南東 コーナー部覆土下層 D P 5 0 09　　　　　　　　　　　 P L lO l

第426号住居跡（第33図）

位置　調査5区北部，J13i2区。

重複関係　南壁部で第439号住居跡を掘り込み，北部が第17B号溝に，北西コーナー部が第564号土坑に掘り込

まれている。第17B号溝の掘り込みは本跡の床面までは達していないが，第564号土坑は床面まで掘り込ん

でいる。

規模と平面形　長軸6．75m，短軸4．74mの長方形である。

主軸方向　N－140－W

壁　壁高は19～25cmであり，外債して立ち上がる。

床トレンチャ一により，ほとんど全面が床面まで撹乱を受けているが，撹乱以外の部分から推定して，ほぼ

平坦であり，中央部が踏み固められている。

竃　撹乱を受けているが，火床部と袖部の痕跡が北壁中央部で検出されている。火床部は，床面を約8cm掘り

くぼめており，赤変硬化している。煙道部は，火床面から緩やかに立ち上がる。
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ピット　2か所（Pl・一P2）。Plは径31cmの円形，深さ36cmで，西壁寄りに検出されている。規模と位置か

らみて主柱穴と考えられる。P2は径20cmの円形で，深さ18cmであり，南壁中央寄りで検出されている。位

置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土11層からなる。トレンチャ一による撹乱を受けているが，撹乱部以外はブロック状の堆積をしており，

人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土小ブロック微量
4　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　黒褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

6　黒褐色　焼土粒子少量

7　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

8　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
9　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
10　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量
11黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

遺物　土師器片529点，須恵器片28点，陶器片1点，礫5点が出土している。その他，炭化材が少量検出され

ている。第33図1の土師器杯は，覆土中から出土している。2の土師器杯は正位で，3の須恵器平瓶は斜

位で，竃前の覆土下層から出土している。陶器片は混入したものと思われる。

所見　本跡では，壁溝は検出されなかった。時期は，出土遺物から判断して7世紀前葉と考えられる。重複し

ている第439号住居跡より新しく，第17B号溝，第564号土坑より古い。

第426号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 33 図 J不 A ［1 3．6］ 体 部か ら口緑部 にかけての破片。 体 部上端 外面 へ ラ削 り， 内面 ナ 砂粒 ・雲 母 ・赤色粧 P 5 11 1　　 5 0％

1 B （4．7） 丸底 。体 部 は内攣 して立 ち上が デ。口緑部内 ・外面横 ナデ。内 ・ 子 P L 62

土　 師　 器 り，口緑 部 との境 に明瞭な稜 をも

つ。口緑 部は直立す る。

外面黒色処理。 にぷい橙色

普通

覆土中

2

杯

土　 師　 器

A ［1 3．2］ 体部上端 か ら口緑部 にかけての破 体部外面へ ラ削 り，内面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 P 5 112　　　 5％

B （312） 片。体部 と口緑部 との境 に稜 をも 口緑部内 ・外面横 ナデ。内 ・外 面 にぷい橙色 竃前覆 土下層

つ。口緑 部は直立す る。 黒色処理。 普 通

3

平　　　 瓶 B （1 1．4） 口緑 部欠損 。平底 。体部 は内攣 し ロクロ成形。天井部に 3 単位 の沈 砂粒 ・長石　 ＿ P 5 113　　 9 5％

C　　 7．8 て立ち上 が り，天井部 は ドーム状 線区画 による櫛 措波状 文が施 され 灰色 P L 62

須　 恵　 器 を している。口緑部 は頚部か ら外

反する。

てい る。 普通 竃前覆土下層

第427号住居跡（第34図）

位置　調査5区南部，J13g6区。

重複関係　北西コーナー部が第555号土坑に，南西コーナー部が第556号土坑に，竃の手前が第14号井戸に，南

部が第565号土坑に掘り込まれている。各土坑及び第14号井戸ともに，本跡の床面まで掘り込んでいる。

規模と平面形　一辺［4．9］mの方形と推定される。

主軸方向　N－110－W

壁　西壁と南壁は確認されなかったが，北壁から東壁にかけて検出されている。壁高は39cmで，外債して立ち

上がる。

床　はぼ平坦で，踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで117cm，両袖部幅113cmである。

第6～8層は，焼土ブロックと粘土ブロックからなり，構築時に埋め戻して火床部としたと考えられる。第

6層は粘土ブロックが火熱を受けて赤変しており，上面が火床面と考えられる。天井部は崩落しており，第

2・5層が天井部の崩落土と考えられる。袖部は良好に遺存している。両袖部の内側は，火熱を受けて赤変
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硬化している。火床面の西袖部寄りに，赤く焼けた土製支脚が出土していることから，二掛けロの可能性が

ある。煙道部は火床面から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

1褐　　　色　ローム粒子中量，粘土小ブロック少量
2　明　褐　色　粘土大ブロック多量，粘土が火熱を受けて，赤変している
3　暗　褐　色　焼土中ブロック多量

4　暗　褐　色　粘土ブロック多量，焼土中ブロック中量
5　にぷい橙色　粘土ブロックが火熱を受けて，赤変している
6　にぷい赤褐色　廃土粒子多量，粘土ブロックが火熱を受けて，赤変している
7　に∴ぷい橙色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，粘性あり
8　灰　白　色　粘土ブロック
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ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径20cmの円形，深さ26cmで，P2は径25cmの円形，深さ10cmで，いずれ

もコーナーに寄った位置から検出された。規模と配置から主柱穴と考えられる。

貯蔵穴　北東コーナー部から検出された。長軸96cm，短軸62cmの隅丸長方形で，深さ58cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
3　明黄褐色　粘土粒子多量，ローム粒子中量，炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量
5　浅黄橙色　粘土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片80点，須恵器片2点，土製品1点（支脚）が出土している。その他に竃内の灰層から小鳥の指

骨・獣骨・ヤマトシジミが出土している。第34図1・3の土師器杯は正位で，1の上に3が重なった状態で，

東壁寄りの覆土下層から出土している。2の土師器杯は正位で竃東袖前の覆土下層から，4の土師器杯は逆

位で東壁際の覆土下層から，5の土師器聾は竃西側の覆土中層から出土している。6の支脚は竃火床部から，

立位の使用されていたままの状態で出土している。

所見　本跡は，覆土が薄く撹乱を受けているため，堆積状況は確認できなかった。規模と平面形は床質から推

定した。西壁は重複が激しく，確認できなかった。壁溝は検出されなかった。時期は，出土遺物から判断し

て，6世紀後葉と考えられる。重複している第555・556・565号土坑，第14号井戸より古い。

第427号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 34 図 杯 A　 14．0 丸底。体部か ら口緑部は内攣気 味 体部外面へ ラ削 り，内面ナデ。口 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 5 114　 10 0％

1 B　　 4．1 に立ち上が る。 緑部 内 ・外面横ナデ。内 ・外面黒 子 P L 6 3

土　 師　 器 色処理。 にぷい橙 色　 普通 東壁際覆土下層

2

杯 A　 14．4 口緑部一部欠損。丸底。体部は内 体部外面へ ラ削 り，内面ナデ。口 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 5 11 5　　 9 5％

B　　 4．4 攣気味に立ち上が り，口緑部は短 緑部 内 ・外面横ナデ。内 ・外面黒 子 P L 6 3　竃東袖部

土　 師　 器 く直立する。 色処理。 浅黄橙色　 普通 前覆土下層

3

杯

土　 師　 器

A ［12．4］ 体部か ら口緑部にかけての破片。 体部外面へ ラ削 り，内面ナデ。口 砂粒 ・赤色粒子 P 5 11 6　　 10％

B （3．7） 体部 は外傾 して立ち上が り，口緑 縁部 内面横ナデ後磨 き，外面横ナ 橙色 東壁 際覆土 下層

部 との境に明瞭な稜 を もつ。口緑

部はやや外反する。

デ。 内 ・外面黒色処理。 普通

4

杯 A　 14．8 体部か ら口緑部にかけての破 片。 体部外面へ ラ削 り後へ ラナデ，内 砂粒 ・長石 ・赤色粧 P 5 117　　 6 0％

B （5．2） 丸底。体部は内攣気味に立ち上 が 面丁寧 なヘ ラ磨 き。口緑部内 ・外 子 P L 63

土　 師　 器 り，口緑部 との境 にわずかに稜 を

もつ。口緑 部はやや外反する。

両横 ナデ。内 ・外面黒色処理。 にぷい褐色

普通

東壁 際覆土下層

5

嚢

土　 師　 器

A ［16．0］ 体部上位か ら口緑 部にかけての破 体部上位内 ・外面ナデ。口緑部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 118　　　 5％

B （7．0） 片。体部上位は内傾 して立ち上 が

り，頚部で くびれ，口緑 部は外反

する。

外面横ナデ。輪積み痕。 石英

橙色

普通

竃西側覆土 中層

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 径 （cm） 重 量 （g ）

第34図6 支　　　 脚 19．3 6．5 852．0 竃火床部 D P 5010　　 土製

第429号住居跡（第35図）

位置　調査5区中央部，J13f3区。

重複関係　東部で第436号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸［5．2］m，短軸［5．1］mのほぼ方形と推定される。
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第35図　第429・436号住居跡実測図

主軸方向　N－2。－W

壁　北西コーナー部のみが検出され，壁高は10cmである。

床　はぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　撹乱を受けており，北壁中央部から火床部の痕跡のみが検出された。

ピット　5か所（Pl～P5）。P3・P。は径約40cmの円形で，深さ56・53cmであり，北西コーナーと南西コー

ナー寄りで検出されている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。P2は径20cmの円形で，深さ32

皿であり，中央から東に寄ってはいるが南壁際にあり，位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

Pl・P5は性格不明である。

遺物　土師器片69点，須恵器片4点が出土しているのみである。細片であるため図示はできなかったが，覆土

下層及び覆土中から出土している。

所見　本跡は，トレソチャーによる撹乱が激しく，床面がほぼ露出した状態で確認されたために，覆土の堆積

状況は確認できなかった。壁はわずかに北西コーナー部が確認できただけであり，壁溝は検出されなかった0

規模と平面形は，床質から推定した。時期は，出土遣物から判断して古墳時代後期と考えられる。重複して

いる第436号住居跡より新しい。

第432号住居跡（第36図）

位置　調査5区南部，J13h3区。

規模と平面形　一辺3．18mの方形である。

主軸方向　N－630－E

壁　ローム層への掘り込みが浅く，南壁から南東コーナー部にかけては，床面まで射Lを受けており，壁が検

出できなかった。残存部分での壁高は4～10cmである。

壁溝　上幅14cm，下幅7cm，深さ4cmで，西壁際に一部検出されている。
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第36図　第432号住居跡・出土遺物実測図
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床　はぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

炉　中央部やや西寄りに付設されている。長径60cm，短径45cmの楕円形で，床面を約4cm掘りくぼめている地

床炉である。

炉土層解説
1　暗褐色　焼土粒子中量，砂粒少量
2　黒褐色　廃土粒子・炭化粒子中量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子中量
4　黒褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
5　黒褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径40～60cmの円形，深さ11～37cmで，各コーナー寄りで検出され

ている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。P5は径28cmの円形，深さ33cmで，中央やや南寄り

ではあるが西壁側にあり，位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　単一層である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片11点が出土しているのみである。第36図1の土師器高杯は正位で，P5東側の床面から出土し

ている。2は土師器聾の複合口縁部である。口縁部内・外面にパケ目調整が施されている。

所見　本跡は，一部壁が確認できなかった部分があるが，床質から規模と平面形を推定した。時期は，炉をも

つ遺構形態と出土遺物から判断して古墳時代前期と考えられる。
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第432号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成

砂粒 ・雲母 ・赤色粒

備　　　 考

P 5018　　　 5％
第36図 高　　　 杯

土　 師　 器

D ［9．6］ 脚部片。 脚部外面縦位のヘラ削り，内面ナ

1 E （4．0） デ。裾部外面横ナデ，内面ナデ。 子

明赤褐色　 普通

P5東側床面

第433号住居跡（第37図）

位置　調査5区南部，J13i4区。

重複関係　竃部が第559号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．57m，短軸3・45mのほぼ方形である0

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は25～42cmで，外債して立ち上がる。

壁溝北壁際を除いて，巡っている0規模は，上幅17～30cm，下幅5～9cm，深さ7～11cmで，断面形はU字

形である。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている0

竃　北壁中央部に構築されているが，袖部の一部を残し，第559号土坑に掘り込まれている0

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径35～65cmの円形，深さ30～49cmで，各コーナー寄りに位置して

いる。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられるo P5は径23cmの円形，深さ58cmで，南壁中央寄りに位

置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる0その他は性格不明である0
1

覆土12層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1極暗褐色炭化物・炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
2　黒褐色炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子少量
4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子少量
5　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・炭化物・砂粒少量
6　暗褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
7　黒褐色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量

8　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
9　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
10　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・砂粒少量
11黒褐色　粘土中ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

12暗褐色ローム粒子・粘土粒子中量，炭化粒子少量

遺物土師器片357点，須恵器片2点，土製品1点（土玉）が出土している0第37図1の土師器杯は正位で，

南壁際の覆土下層から土圧で二つに割れた状態で出土している。2の土師器杯は，北西コーナー部の覆土

下層と東壁際の床面から一括で出土した破片が接合したものである。3の土師器杯は正位で，竃西側の覆

土中層から出土している。4の土師器肇は，覆土中と東壁際の床面から一括で出土した破片が接合したも

のである。5・6の土師器小形聾は，覆土中から出土している07の土師器甑は，竃西袖部前の覆土下層

と北東コーナー部の覆土下層から出土した破片が接合したものである08の土玉は覆土中から出土してい

る。

所見本跡の時期は，出土遺物から判断して7世紀前葉と考えられる0重複している第559号土坑より古い0
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第37図　第433号住居跡・出土遺物実測図
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第433号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 37 図 杯 A　 1 1．2 丸底。体部 は内攣気味 に立 ち上が 体部外面へ ラ削 り後へラナデ，内 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 5 124　 10 0％

1 B　　 5．6 り，口縁部 との境 に稜 をもつ。 口 面横 ナ デ。 口緑 部内 ・外 面横 ナ 子 P L 6 3

土　 師　 器 緑部 は直立す る。 デ。内 ・外面黒色 処理 。 にぷい褐色　 普通 南壁 際覆土下層

2

杯 A ．12．0 口緑部一部欠損。丸底。体部 は内 体部外面へ ラ削 り後へラナデ，内 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 12 5　　 7 0％

B　　 4．6 攣気 味に立 ち上が り， 口緑部 との 面ナデ。．口緑部内 ・外面横 ナデ。 石英 ・赤色粒子 P L 6 3

土　 師　 器 境 に稜 をもつ。 口縁部 はやや 内傾 内 ・外面黒色処理。 にぷい黄橙色 東壁 際床面 と北西

す る。 普通 コーナー部覆土下層

3

杯

土　 師　 器

A ［1 1．6］ 体部 か ら口緑部 にかけての破片。 体部 外面 へ ラナ デ， 内面 へ ラ磨 砂粒 ・‘雲 母 i長石 ・ P 5 12 6　　 2 0 ％

B ‘（3．8） 体部 は内攣気味 に立 ち上が り， 口

緑 部 との境 にわず かに稜 をもつ。

口緑 部は大 き く外 反す る。

き。口緑部内 ・外面横 ナデ。 赤色粒子

橙色

普通

竃西側覆土中層

4

嚢

土　 師　 器

A ［2 3．6］ 口緑 部片。 口緑部 は外反す る。 口 口緑部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 12 7　　　 5 ％

B ＿（5．0） 唇部 は上 方につ まみ上 げる。 石英

にぷい橙色　 普通

東壁際床面 と覆土

中

5

小　 形　 嚢

土　 師　 器

A ［11．0］ 体 部上位 か ら口緑 部にかけての破 体部内 ・外面ナデ。口緑部内 ・外 砂粒 P 5 12 8　　 10 ％

B （6．5） 片。体 部は内攣 して立 ち上が り，

口緑 部は外 反する。

面横ナデ。 にぷい赤橙色

普通

覆土中

6

小　 形　 嚢

土　 師　 器

A ［1 1．0］ 体 部か ら口縁 部にかけての破片。 体部内 ・外面ナデ。口緑部外面横 砂粒 ・赤色粒子 P 5 12 9　 10 ％

B （9．0） 体 部は内攣 して立ち上 が り，口緑

部は外反する。

ナデ， 内面へ ラナデ。 橙色

普通

覆土中

7

甑 A ［2 1．4］ 体 部か ら口縁 部にかけて一部欠損。 体部外面へ ラ削 り，内面へ ラナデ 砂粒 ・赤色粒子 P 5 13 0　　 50 ％

B　 2 2．6 無底式。体 部は外 傾 して立ち上 が 後へ ラ磨 き。口縁部内 ・外面横ナ にぷい褐色 P L 6 3

土　 師　 器

l
C　　 9．0 り，上位でやや内攣する。口緑部

は外反する。

デ。輪積み痕。 普通 竃西袖部前覆土下層と北

東コーナー部覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　 ・考

径 （cm） 長 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第37図8 土　　　 玉 （2．1） 2．6 0．6 （9．35） 覆土中 D P 5011　 土製　　　　　 P L lOl

第435号住居跡（第30・38図）

位置　調査5区中央部，J13C2区。

重複関係　東部で第423号住居跡を掘り込み，西部が第567号土坑に床面まで掘り込まれている。

規模と平面形　長軸7．68m，短軸6．83mの長方形である。

主軸方向　N－120－W

壁　西壁の一部と南東コーナー部から東壁の一部は確認できない○壁高は4～28cmであり，外債して立ち上が

る。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央やや西寄りに砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで113cm，両袖部幅120cm

である。天井部は確認できなかった。両袖部の上面に南北方向のトレンチャ一による撹乱を受けているため，

遺存状況は悪い。火床部は赤変硬化している。煙道部は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土中ブロック・炭化物微量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子微量
3　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化物微量
4　暗褐色　焼土中・小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化物微量

ピット　7か所（P．～P7）。Plは長径75cm，短径54cmの楕円形で，深さ71cm，P2は径約55cmの円形で，

深さ73cm，P3は長径80cm，短径54cmの楕円形で，深さ61cm，P4は径55cmの円形で，深さ70cmである。い

ずれも各コーナー寄りに検出されており，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は径46cmの円形，深さ

－61－



30cmで，南壁中央やや西寄りに位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は径約40cmの

円形，深さ57。皿，P7は径40cmの円形，深さ51cmであり，位置的に，P6はPlの，P7はP4のそれぞれ補

助柱穴の可能性がある。

貯蔵穴　北東コーナー部から検出された。長軸112C恥短軸66cmの隅丸長方形で，深さ59cmである。

貯蔵穴土層解説
1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム大・中ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム中ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

＼＼」＿主君

第38図　第435号住居跡出土遺物実測図
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遺物　土師器片553点，須恵器片7点，陶器片5点，鉄製品1点（刀子），石製品1点（臼玉），砥石1点，礫

3点が出土している。第38図1・3の土師器杯，5の土師器聾は逆位で竃西側の床面から出土している0

2の土師器杯は正位で，6の土師器賓は逆位で中央部の床面から出土している。4の須恵器特殊扁壷は，

竃西袖部前の覆土下層から，7の土師器甑は遺構確認面から出土している。8の刀子は中央部の床面から

出土している。9の臼玉は竃東側の覆土下層から，10の砥石は覆土中から出土している。11は土師器襲底

部片であり，木葉痕が認められる。

所見　本跡は，トレンチャ一による撹乱が激しいため，覆土の堆積状況は確認できなかった。壁溝は検出され

なかった。時期は，出土遺物から判断して7世紀前葉と考えられる。重複している第423号住居跡より新し

く，第567号土坑より古い。特殊扁壷については，全国での出土例が極めて少なく，県内では初めての出土

である。

第435号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 38 図 杯 A　 12．6 丸底。体部 は内攣気味 に立ち上が ・体 部外 面へラ削 り後へ ラ磨 き，内 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 5 13 1　　 95％

1 B　　 4．5 り，口緑部 との境 に明瞭 な稜 をも 両横 ナデ 。 口緑部 内 ・外 面横 ナ 子 P L 6 3

土　 師　 器 つ。 口緑部 は直立す る。 デ。内 ・外面黒色処理。 にぷい橙色　 普通 竃西側床面

2

杯 A　 lO．9 口緑部一部欠損。丸底。体部は内 体部 外面 へ ラ削 り後 ， 内面横 ナ 砂粒 ・長石 ・赤色粒 P 5 13 2　　 95 ％

B　　 4．2 攣気味 に立 ち上が り， 口緑部 との デ。白線 部内 ・外面横 ナデ。内 ・ 子 P L 6 3

土　 師　 器 境 に稜 をもつ。 口緑部 は直 立す

る。

外面黒色処理 。 にぷい黄褐色

普通

中央部床面

3

杯 A ［14．0］ 体 部か ら口緑部 にか けての破片。 体部 外面 へ ラ削 り後 へ ラ磨 き， 砂粒 ・雲母 P 5 13 3　　 20 ％

B （2．5） 体 部は外傾 して立 ち上が り， 口緑 内面横ナデ。口緑部 内 ・外面横 ナ にぷい橙色 竃西側床面

土　 師　 器 部は短 く直立す る。 デ。内 ・外面黒色処理。 普通

4

特 殊 扇 壷 B （9．5） 体部か ら口緑部 にかけての破片。 ロクロ成 形。 体部 外面 カキ 目調 砂粒 ・長石 P 5 13 4　　 10 ％

体部中央に 1 孔が認 め られる。体 整。 灰色 P L 6 3

須　 恵　 器 部の上部をヘラのようなもので切

り取 り，口緑 としている。

普通 竃西袖部前覆土

下層

5

嚢 A ［21．0］ 体部上位か ら口緑部 にかけての破 体 部外面 へ ラ削 り， 内面 へ ラナ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 51 35　　 20 ％

B （9．6） 片。体部は内攣 して立ち上が り， デ。 口緑部外面へラナデ，内面横 にぷ い黄橙色 竃西側床面

土　 師　 器 口緑部は外 反する。 ナデ。輪積み痕。 普通

6

嚢

土　 師　 器

A ［17．0］ 体部上位か ら口緑 部にかけての破 体部外面へ ラ削 り，内面ナデ。 口 砂粒 ・赤色粒子 P 5 136　　 10 ％

B （8．2） 片。体部は内攣 して立ち上 が り，

口緑部は外反する。

緑部 内 ・外面横ナデ。輪痛 み痕 。 橙色

普通

中央部床面

7

甑 B （16．9） 体部片。無底式。体部下位 か ら中 体部外面下位へ ラ削 り，′中位へラ 砂粒 ・長石 P 5 137　　 10 ％

C ［9．0］ 位 までは外傾 して立ち上が り，中 削 り後へ ラ磨 き。内面へ ラナデ。 にぷい橙色 遺構確認面

土　 師　 器 位か ら上位にかけて内攣する。 輪積 み痕。 普 通

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第38図8 刀　　　 子 （5．2） 0．8 0．3 （8．35） 中央部床面 M 5014

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

径 （cm） 長 さ（cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第38図9 臼　　　 玉 1．2 0．3 0．25 1 0．44 竃東側覆土下層 Q 5004　蝋　　 石　　　　　 P L lO2

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長 さ（C皿） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g）

第38図10 砥　　　 石 （6．6） 4．4 2．8 （92．0） 覆土中 Q 5005　凝 灰 岩
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第436号住居跡（第35図）

位置　調査5区中央部，J13f3区。

重複関係　西部が第429号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸［3．6］m，短軸［3．4］mのほぼ方形と推定される。

主軸方向　N－150－W

床　はぼ平坦である。

竃　袖部の痕跡のみが検出された。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径23cmの円形，深さ24cmで，中央部やや東寄りで検出されている。位置

的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。P2は径18cmの円形で，深さ18cmである。性格は不明である。

遺物　土師器の細片6点が出土しているのみである。

所見　本跡は，覆土が薄く，トレンチャ一による撹乱が激しいため，覆土の堆積状況は確認できなかった。規

模と平面形は床質から推定した。壁溝は検出されなかった。時期は，判断する遺物が出土していないため不

明であるが，竃を有しており，古墳時代後期以降と考えられる。しかし，重複している古墳時代後期の第

429号住居跡に掘り込まれていることから，それよりは古い。

第437号住居跡（第39・40図）

位置　調査5区南東部，J13i5区。

規模と平面形　長軸3．83m，短軸3．50mのほぼ方形である。

主軸方向　N－400－W

壁　壁高は10～17cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　竃西壁下から南西コーナーを経て，南東コーナー部にかけて検出されている。規模は，上幅7～15cm，

下幅約5cm，深さ8cmであり，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，周辺部を除き，ほぼ全面が踏み固められている。

竃　覆土が薄く，竃の遺存状態は悪いが，北壁中央部に砂質粘土で構築されているのが確認された。規模は，

焚口部から煙道部まで84cm，両袖部幅108cmである。天井部は確認できなかった。火床部は赤変硬化してい

る。煙道部は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1　暗赤褐色

2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　暗赤褐色
5　暗赤褐色
6　黒褐色

ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
焼土中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土少量
焼土粒子・炭化粒子少量

砂質粘土中量，焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒少量
ローム粒子・焼土粒子少量

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は径25～35cmの円形で，深さ14～40cmであり，いずれもコーナー寄

りの位置で検出されている。規模と配置から主柱穴と考えられる。

覆土　6層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1灰　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　にぷい褐色　焼土粒子少量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子中量
5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量
6　黒　褐　色　ローム粒子多量，褐色土中量，焼土粒子少量
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第40図　第437号住居跡出土遺物実測図（2）

遺物　土師器片161点，須恵器片2点，土製品1点（土玉）が出土している。第39・40図1・2の土師器杯は

正位で，4の土師器鉢は破片で，5の土師器賓は正位で，いずれも北西コーナー部の覆土下層から出土し

ている。3の土師器杯は正位で，中央部やや東側の覆土下層から出土している。6の土師器聾と8の土師

器甑は，土圧でつぶされ重なり合った状態で，北西コーナー部の覆土下層から出土している。7の土師器

聾は，遺構確認面から出土している。9の土玉は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して7世紀前葉と考えられる。

第437号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 39 図 J不 A　 12．2 完形。丸底。体部は内攣気 味に立 体 部外 面へ ラ削 り， 内面 へ ラ磨 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 51 38　 10 0％

1 B　　 5．0 ち上が り，口緑 部 との境 に稜 をも き。 口緑部内 ・外面横ナデ。内 ・ 子 P L 64　北西 コー

土　 師　 器 つ。口緑部はやや内傾す る○ 外面黒色処理。 褐色　 普通 ナ一部覆土下層

2

杯 A　 14．6 丸底。体師 ‘ま内攣気 味に立 ち上が 体部外面へ ラ削 り後へラナデ，内 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 51 39　 10 0％

B　　 4．3 り，口緑部は短 く直立す る。 両横 ナ デ。 口緑 部 内 ・外 面横 ナ 石英 ・赤色粒子 P L 64　北西 ロー

土　 師　 器 デ。内 ・外面黒色処理。 にぷ い黄橙色　 普通 ナ一部覆土下層

3

杯 A　 14．8 口緑部一部欠損。丸底。体部 は内 体部外面へ ラナデ，内面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 514 0　　 85％

B　　 3．7 攣気味に立ち上が り，口緑部 は短 口緑部内 ・外面横 ナデ。 赤色粒子 P L 6 4

土　 師　 器 く直立する。 にぷ い橙色　 普通 東側覆土下層

／ 鉢 A ［15．2］ 底部か ら口緑 部にかけての破片。 体 部外面 へ ラ削 り， 内面 へ ラナ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 514 1　　 40 ％

4 B　 lO．4 平底 。 体部 は内攣 して立 ち上が デ。口緑部内 ・外面横 ナデ。輪積 石英 ・赤色粒子 P L 6 4

土　 師　 器 C ［6．8］ り，口緑 部 との境 に稜 をもつ。 口 み痕。内 ・外面黒色処理。 にぷ い黄橙色 北西 コー ナー 部覆

緑部はやや外 反す る。 普通 土下層

5

襲 A ［22．0］ 体部上位 か ら白線部 にか けての破 体部外面へ ラナデ，内面 ナデ。 口 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 5 14 2　　 15 ％

B （15．3） 片。体 部は内攣 して立 ち上が る。 緑部内 ・外面横 ナデ。 赤色粒子 北西 コーナー 部覆

土　 師　 器 頚部 で くびれ ， 口緑部 は外 反す

る。口緑 直下に沈線が巡 る。 口唇

部は上方につまみ上 げる。

にぷい黄橙色

普通

土下層

第 40 図 嚢 B （23．2） 底部か ら口緑部 にかけての破片。 底部 へ ラナ デ。体 部外 面 へ ラ磨 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 14 3　　 30 ％

6 C　　 8．8 平底 。体 部 は内攣 して立 ち上が き，内面へ ラナデ。 石英 北西 コーナー 部覆

土　 師　 器 り，中位 に最大径 をもつ。 にぷい橙色　 普通 土下層
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図版番号

第 39 図

器　 種

聾

計測値 （cIn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

A ［13．4］ 体部か ら口緑 部にか けて の破片。 体 部外面 へ ラ削 り， 内面 へ ラナ 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 5144　　 30 ％

7 B （18．6） 休部は内攣 して立ち上 が り，上位 デ。 ロ緑部内 ・外面横 ナデ。輪積 赤色粒子 P L 63

土　 師　 器 に最大径を もつ。頚部で くびれ，

口緑部は外反する。

み痕。 にぷい黄橙色

普通

遺構確 認面

第 40 図 甑 A ［30．0］ 体部か ら口緑 部にか けて の破 片。 体 部外 面 へ ラ磨 き， 内面 へ ラナ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5145　　 30 ％

8 B　 27．4 無底式。体郡は内攣気味に立ち上 デ。 口緑部 内 ・外面横ナデ。輪積 石英 P L 6 3　北西 コー

土　 師　 器 C ［9．8］ が り， ロ緑部は外反する。 み痕。 にぷい褐色　 普通 ナ一部覆土下層

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

D P 5 0 12　　　　　　　　　 P L lO l

径 （cm ） 長 さ （cm） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第39 図9 土　　　 玉 2．0 1．6 0，3 4．96 覆土中

第438号住居跡（第41・42図）

位置　調査5区中央部，J13a2区。

重複関係竃を含む北東コーナー部で第439号住居跡を，東部で第442号住居跡を掘り込み，第443号住居跡に

南東コーナー部を掘り込まれている。第443号住居跡の掘り込みは，床面までは達していない0

規模と平面形　長軸3．70m，短軸［3・3］mの長方形と推定される0

主軸方向　N－120－W

壁　北東コーナー部と竃西側の北壁の一部は確認できなかった0南壁の壁高は15cmである0

くl　＼、　　　一
＼＿一一一’′

第41図　第438・443号住居跡実測図

、

ち／　2

第42図　第438号住居跡出土遺物実測図
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床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃トレンチャ一による撹乱を受けているために遣存状態は悪いが，竃のものと思われる砂質粘土が北壁中央

部で検出されている。火床部は，赤変硬化している。

遺物　土師器片137点，須恵器片6点，磁器片3点，陶器片1点，礫1点が出土している。第42図1・2の土

師器杯は，覆土中から出土している。磁器片，陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡は覆土が薄く，全面にトレンチャ一による撹乱を受けているため，覆土の堆積状況は確認できなかっ

た。壁溝，ピットは検出されなかった。壁の立ち上がりが確認できなかった部分の規模と平面形は，床質か

ら推定した。時期は，出土遣物から判断して7世紀後半と考えられる。重複している第439・442号住居跡よ

り新しく，第443号住居跡より古い。

第438号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第42図 杯

土　 師　 器

A ［11．8］ 体部から口緑部にかけての破片。 体部内 ・外面ナデ。口緑部内．・外 砂粒 P 5146　　　 5％

1 B （3．1） 体部は内攣気味に立ち上が り，口

緑部は短 く直立する。

面横ナデ。内 ・外面黒色処理。 黄橙色

普通

覆土中

2

杯

土　 師　 器

A ［11．4］ 体部から口縁部にかけての破片。 体部外面丁寧なヘラ磨 き，内面横 砂粒 P 5152　　　 5％

B （3．1） 体部は内攣気味に立ち上が り，口 ナデ。口緑部内 ・外面横ナデ。内 ・ にぷい黄橙色 覆土中

緑部は短 く直立する。 外面黒色処理。 普通

第439号住居跡（第43・44図）

位置　調査5区中央部，I13j3区。

重複関係　南東コーナー部で第441号住居跡を掘り込んでいる。北壁部が第426号住居跡に，南西コーナー部が

第438号住居跡，南部が第442号住居跡及び第443号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　他の遺構との重複やトレンチャ一による撹乱が激しかったが，わずかに残存する壁から，長軸

5．65m，短軸5．07mの長方形と推定される。

主軸方向　N－210－W

壁　北壁と南西コーナー部の壁は確認できなかった。東壁及び西壁の壁高は15～18cmで，外債して立ち上がる。

床　第438号住居跡と第442号住居跡に掘り込まれた南西コーナー部付近の床面は確認できないが，それ以外は

はぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　第426号住居跡に掘り込まれ，さらにトレンチャ一による撹乱を受けているが，北壁の中央東寄りで竃の

痕跡と思われる砂質粘土と焼土ブロックが少量検出されている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径25～75cmの円形で，深さ33～58cmである。いずれも各コーナー

寄りに位置し，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は径約30cmの円形，深さ29cmで，南壁中央寄りに

位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

遺物　土師器片128点，磁器片1点が出土している。第44図1・3の土師器杯は，覆土中から出土している。

2の土師器杯は，竃西側の床面から出土している。4の土師器聾は，竃西袖部前の床面から破片の状態で

出土している。磁器片は混入したものと思われる。

所見　本跡では，壁溝は検出されなかった。時期は，出土遺物から判断して，6世紀後葉と考えられる。重複

している第426・438・442・443号住居跡より古く，第441号住居跡より新しい。
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第439号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第 44 図

器　 種

杯

計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

A ［14．0］ 体部か ら口緑部に かけ ての破 片。 体 部外面へ ラ削 り， 内面 ナデ。 口 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 514 9　　 10 ％

1 B （4．1） 体部 は内攣気味に立ち上が り，口 緑部内 ・外面横 ナデ。 内 ・外面黒 子 覆土 中

土　 師　 器 緑部 との境 に明瞭な稜 をもつ。口

緑部 は直立す る。

色処 理。 にぷい黄褐色

普通

2

j不

土　 師　 器

B （3．6） 体部か ら口緑部 にか けての破 片。 体部内 ・外 面ナデ。口緑部 内 ・外 砂粒 ・雲母 ・長石 P 51 50　　　 5％

体部 は内攣気味 に立 ち上が り，口

緑部 は内傾す る。

面横ナデ。 にぷ い黄橙色

不 良

竃西側床面

3

杯

土　 師　 器

A ［12．6］ 体部 から口縁部 にか けての破 片 。 体部外面へ ラ削 り後へラナデ，内 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 5 15 1　 10％

B （3．8） 体部 は内轡気味 に立 ち上が り， 口

緑部 との境 に明瞭 な稜 をもつ。 口

緑 部は内傾す る。

面ナデ。口緑部内 ・外面横 ナデ。 子

にぷい赤褐色

普通

覆土中

4

嚢

土　 師　 器

B （12．8） 体 部片。体部 は内攣 して立 ち上が 体部外面へ ラ削 り後へ ラナデ，内 砂粒 ・雲母 †長石 ・ P 5 15 6　　 10 ％

る。 面 ナデ。 石 英 ・赤色粒子

にぷい橙色　 普通

竃西袖部前床面

第440号住居跡（第45図）

位置　調査5区中央部，I13jl区。

規模と平面形　長軸3．39m，短軸3・00mの長方形である。

主軸方向　N－140－W

壁　壁高は10cmである。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　覆土が薄く，トレンチャ一による撹乱を受けているために遺存状態は悪い。北壁中央部に竃の痕跡と思わ

れる砂質粘土が確認できたのみである。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径25cmの円形で，深さ32cmであり，南西コーナーに寄った位置で検出さ

れている。規模と位置から主柱穴と考えられる。P2は径22cmの円形，深さ41cmで，南壁中央寄りに位置し

ており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子中量，ローム小ブロック・炭化材少量
3　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化物少量
4　褐　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化物中量，焼土粒子・炭化粒子少量

5　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化物・粒子少量
6　にぷい褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

遺物　土師器片70点，須恵器片1点が出土している0第45図1・2の土師器杯は正位で，竃西側の床面から2

に1が重なった状態で出土している。3の土師器聾と5の土師器甑は，竃西側の覆土下層から横位で，土圧

でつぶされた状態で出土している。4の土師器鉢は正位で，竃東側の覆土下層から出土している0

所見　本跡では，壁溝は検出されなかった。時期は，出土遣物から判断して7世紀前葉と考えられる0

第440号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

P 5 157　　 98 ％第 45 図 杯 A　 13．0 口緑部一部欠損。平底。体部か ら 体部外面へ ラナデ，内面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石

1 B　　 4．5 底 部は内攣 して立 ち上が る。 口緑部内 ・外面横 ナデ。内 ・外面 にぷい褐色 P L 64

土　 師　 器 C　　 5．4 黒色処理。 底 部木 葉痕 。 輪 積 み

痕。

普通 竃西側床 面

口緑 部摩滅

－70－



第45図　第440号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　10cm

［一一一；　　」

図版番号 券　 種 計測値（cm）
器 形 の 特 徴　 l

ロ緑部一部欠損。丸底。体部は内攣

手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 者

体部外面へラ削り，内面横ナデ0

部内・外面横　 ‾。内・外面

砂粒・雲母・赤色粒

子

P 5158　　 98％

P L 64　竃西側床
第45図 杯 A　 13．0

2

土　 師　器

B　　 4．5 して且ち上がり，口緑部との境に明

瞭な稜をもつ。口緑部は直立する。

ロ緑部内・外面 、ナァ。

黒色処理。

にぷい橙色　 普通

砂粒・雲母・長石・

面　 口緑部摩滅

P 5159　　 15％

P L 64
3

襲

土　 師　 器

A ［17．6］体部上位からロ緑部にかけての破 ロ緑部内・外面横ナデ。

B （10．9） 片。体部は内攣して立ち上がり， 石英・小礫

ロ緑部は「く」の字状に外傾する。 にぷい赤褐色　 普通

砂粒・雲母・長石・

竃西側覆土下層

P 5160　　 40％

4

鉢

土　 師　 器

A ［20．4］ 底部から口縁部にかけての破片。 体部外面へラ削り後へラナデ，内

B　　 89 平底。体部は内攣して立ち上が 面ナデ。ロ緑部内・外面横ナデ。 赤色粒子 P L 64

C　　 8．4 り，口緑部はわずかに外反する。 にぷい橙色

普通

砂粒・雲母・長石

寵東側覆土下層

体邪外面煤付着

P 5161　　 50％

P L 64
5

甑 A　 19．6 無底式。体部から口緑部にかけての 体部外面横位の平行叩き後へラ削

B （17．8）破片。体部は内轡気味に立ち上がり，り，内面へラナデ。口縁部内・外 明赤褐色

土　 師　 器 頸部でくびれ，ロ緑部は外傾する。 面積ナデ。 普通 寵西側覆土下層
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第441号住居跡（第43・46図）

位置　調査5区中央部，J13a4区。

重複関係　北西コーナー部が第439号住居跡に掘り込まれている。第439号住居跡の掘り込みは，床面までは達

していない。

規模と平面形　長軸［4．9］m，短軸［4．6］mのほぼ方形と推定される。

主軸方向　N－73。－E

壁　覆土が薄く，トレンチャ一による撹乱を受けているため，西壁の一部以外は確認できなかった。西壁の壁

高は10cmである。

床　東部で撹乱を受けている床面は確認できなかった。それ以外ははぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　Plは径55cmの円形で，深さ44cmであり，北東コーナー寄りに位置する。規模と位置から主柱穴と考

えられる。本来，他にも主柱穴はあったものと推定されるが，撹乱のためか検出されなかった。

遺物　土師器片31点が出土している。第46図1の土師器饗は，覆土中から出土している。2・3は，覆土中か

ら出土した土師器嚢口線部片である。2は複合口縁であり，口縁部外面にへラ磨きが，複合口縁部直下には

パケ目調整後へラ磨きが施されている。3は内・外面にノ、ケ日調整が施されている。

所見　本跡は覆土が薄く，トレンチャ一による撹乱を受けているため，覆土の堆積状況と西壁以外の壁は確認

できなかった。撹乱は床面までは達しておらず，壁が確認できなかった部分の規模と平面形は，床質から推

定した。炉跡，壁溝は検出されなかった。時期は，出土遺物から判断して古墳時代前期と考えられる。

第46図　第441号住居跡出土遺物実測図

第441号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 46 図 要 B （3．2） 底 部 か ら体部 下位 にか けて の破 底 部へラ削 り。休 部外面パ ケ日調 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 516 2　　　 5 ％

1

土　 師　 器

C ［7．6］ 片。平底。休部下位は外傾 して立

ち上が る。

生後 へラ磨 き，内面 ナデ。 石英 ・赤色粒子

橙色　 普通

覆土中
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②　奈良・平安時代

第355号住居跡（第47図）

位置調査5区北部，I13g3区。平成8年度調査区と平成9年度調査区にまたがって位置していた0そのため，

竃を含む大半を平成8年度，南西コーナー部を平成9年度と，調査も両年度にわたった0

規模と平面形　長軸5．40m，短軸5・39mの方形である。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は18cmで，外債して立ち上がる。

壁溝全周している。規模は，上幅17～23cm，下幅4～10cm，深さ5～7cmで，断面形はU字形である0

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P3は平成8年度調査区で検出されているo P4は径約65cmの円形で，深

さは58cmである。Pl～P4はコーナー寄りに位置し，規模と配置から主柱穴と考えられるo P5は径約40cm

の円形，深さ39cmで，南壁中央寄りに位置し，南壁側に傾斜していることから，出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。

遺物平成9年度調査区からは，土師器片8点，須恵器片2点が出土しているのみである0第47図1の須恵器

杯は正位で，南壁際の床面から出土している。

所見本跡の南西コーナー部以外の部分は平成8年度に調査が終了しており，その部分については，『茨城県

教育財団報告書第133集』を参照されたい○時期については，第133集では古墳時代後期の7世紀後半とし

ているが，平成9年度調査で床面から出土した1の須恵器と第133集報告の須恵器とを考えあわせて，8世

紀前葉と変更したい。
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第355号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 47 図 i不

須　 恵　 器

A　 12．2 平底。体部か らロ緑部は外傾 して 底 部へラ削 り。体部か らロ緑部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 50 01　 10 0％

1 B　　 3．9

C　　 7．6

立 ち上が る。 外 面ロタロナデ。 石英

灰 白色　 普通

P L 59

南壁 際床面

第378号住居跡（第48図）

位置　調査5区北部，I12ho区。

重複関係　南部が第17B号溝に，南東コーナー部が第553号土坑に，いずれも床面まで掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4．78m，短軸（4．0）mで不整長方形と推定される。

主軸方向　N－50－W

壁　両壁は，第17B号溝に掘り込まれているため確認できない。壁高は6～10cmである。

床　中央部に長径約3．2m，短径約2．3mの不整形で，高さ約4cmの高まりがあり，貼床と考えられる。貼床部

は踏み固められており，上面はほぼ平坦である。

貼床土層解説　単一層である。
1褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，硬くしまっている

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで95cm，両袖部幅112cmである。

「‘′

「
第48図　第378号住居跡・出土遺物実測図
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火床部は，床面を約4cm掘りくぼめており，赤変硬化している0天井部は崩落しており，第6層が焼土ブロッ

クでゴツゴツして赤変硬化していることから，天井部の崩落土と考えられる0両袖部の遣存状態は悪い0煙

道部は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1極暗赤色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
2　極暗赤色焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量，焼土中ブロック・炭化物微量

3　暗褐色　焼土粒子・粘土小ブロック中量，炭化粒子・粘土粒子少量
4　極赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量・焼土中ブロック微量
6　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量
7　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック微量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P3は径約30cmの円形で，深さ28～48cmであり，いずれもコーナー寄り

に位置していることから主柱穴と考えられるo P4は径約26cmの円形で，深さ21cmであり，P5は径42cmの

円形で，深さ12cmである。P4はP3付近の北西コーナー部，P5はPl付近の北東コーナー部に位置してい

ることから，P4はP3の，P5はPlの補助柱穴の可能性がある0

覆土　4層からなる。覆土が薄いため堆積状況は，確認できない。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小・中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量
4暗赤褐色焼土粒子多量，焼土小ブロック徴量

遺物土師器片115点，須恵器片3点，陶器片1点が出土している0第48図1の須恵器杯は正位で，北東部の

覆土中から，2の土師器聾は横位で，P5の覆土中から出土している0陶器片は混入したものと考えられ

る。

所見本跡では，壁溝は検出されなかった0時期は，出土遣物から判断して9世紀前葉と考えられる。重複し

ている第17B号溝及び第553号土坑より古い。

第378号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第 48 図

器　 種

杯

須　 恵　 器

計測値 （cm）

A ［13．2］

器　 形　 の　 特　 徴

体部か ら口縁 部にかけての破片0

手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

体部か ら口緑部内 ・外面 ロクロナ 砂粒 ・雲母 P 50 0 2　　　 5 ％

1 B （3．9） 体部か ら口緑部は外傾 して立 ち上

が る。

デ。 灰 色

普通

砂粒 ・雲母 ・長石

北東部覆土中

P 5 00 3　　　 5 ％

2

嚢

土　 師　 器

A ［15 8］ 体部上位か ら口緑部にかけての破 体部 内 ・外面 ナデ。 ロ緑部内 ・外

B （7．5） 片。体部上位 は内傾 して立ち上が

り，口緑部 は外反す る。口唇部は

上方 につ まみ上 げる。

面横 ナデ。輪積 み痕。 にぷい赤褐色

普通

P 5覆 土中

第379号住居跡（第49図）

位置　調査5区の北部，I12io区。

規模と平面形壁と壁溝が検出されなかったが，竃と床質から，長軸［4・7］m，短軸［4・2］mの長方形と推定

される。

主軸方向　N－00

床ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。竃東神都前の床面から，焼土ブロックが検出されている。

竃北壁中央部に両袖部の一部と火床部が検出できた0規模は，両袖部幅約120cmであると推定される0火床

部は，床面を約7cm掘りくぼめており，赤変硬化している0天井部は崩落しており，第1層が天井部の崩落

土と考えられる。袖部の遺存状態は悪い○煙道部は火床面から緩やかに立ち上がる0
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第49図　第379号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　2m

l　　；　　！

0　　　　　　　　　　1m

l　　；　　＿i

竃土層解説
1　にぷい赤褐色　粘土粒子多量
2　黒　褐　色　炭化粒子多量，焼土粒子中量，粘土粒子少量
3　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・粒子多量
4　暗　赤褐色　焼土粒子・粘土中量，廃土小ブロック少量

5　極暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，炭化粒子少量
6　暗赤　褐　色　炭化粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・粘土ブロック少量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径約30cmの円形で，深さ40～58cmであり，方形に配置されている。

規模と配置から主柱穴と考えられる。

遺物　土師器片147点，須恵器片4点が出土している。第49図1の須恵器蓋は覆土中から，2の土師器饗は

P4の覆土中層から出土している。3は土師器饗底部で，北東コーナー部の覆土下層から横位で出土してお

り，木葉痕が認められる。

所見　本跡は床面がほぼ露出した状態で確認されたため，覆土の堆積状況は確認できなかった。壁溝は検出さ

れなかった。時期は，出土遺物から判断して8世紀後薬と考えられる。
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第379号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・‾色調 ・焼成

砂粒 ・雲母 ・長石 ・

備　　　 考

P 5 00 5　　 10 ％
第4 9 図 蓋

須　 恵　 器

A ［15．2］ 天 井部 か ら口縁部 にかけ ての破 天井部 内 ・外面 ロクロナデ。

1 B （2．1） 片。天井部は ドーム状 である。 口

緑部内面に短いかえ りを もつ。

小石

灰色　 普通

覆土中

P 5 00 4　　 30 ％

2

嚢 A　 23．3 体部か ら口緑部にかけての破 片。 体部外面へ ラナデ後へ ラ磨 き，内 砂粒 ・雲母 ・石英

B （18．9） 体部 は内攣 して立ち上が り，上位 面 ナデ。口緑部 内 ・外面横 ナデ。 赤褐色 P 4 覆土中層

土　 師　 器 に最大径 をもつ。頚部で くびれ，

口緑部 は外反す る。口唇部は上方

につ まみ上 げる。

輪積 み痕 。 普通

第386号住居跡（第19・50図）

位置　調査5区北西部，J12C8区。

重複関係　北部で第385号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸［3・7］m，短軸3・66mのほぼ方形と推定される0

主軸方向　N－960－E

壁　壁高は4～8cmである。

床　ほぼ平坦である。

竃東壁中央部で，北袖部の一部と火床部の一部が検出された0火床部は，焼土粒子と炭化物が検出され，赤

変硬化している。

竃土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
3　にぷい赤褐色　焼土中ブロック多量，ローム小ブロック中量

4　黒　　　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
5　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
6　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

覆土　6層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる0

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・スコリア微量
2　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　にぷい黄橙色　粘土塊
4　黒　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子微量

5　黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗　褐　色　焼土粒子中量，焼土中・小ブロック・炭化物微量

遺物土師器片272点，須恵器片5点，鉄製品1点（鉄鉱），礫3点が出土している。第50図1・2の土師器杯

は，南東コーナー部の覆土中から出土している03の土師器聾は竃内から，4の鉄鉱は北側の覆土下層から

第386号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 5 02 6　　　 5 ％
第 50 図 杯 A ［1 2．0］ 体部か ら口緑 部にかけての破片。 体部か ら口縁部外面ロ クロナデ，

1 B （2．9） 体部は外傾 して立 ち上が り， 口緑 内面丁寧 なヘ ラ磨 き。内面黒色 処 子　 にぷい橙 色 （外 南東 コーナー部 覆

土　 師　 器 部はやや外 反する。 理。 面）‾　普通

砂粒 ・．雲母

土中

P 5 02 7　　　 5 ％

2

杯 A ［13．0］ 体部か ら口緑部にかけての破片。 体部 から口緑部外面 ロクロナデ，

B （3．5） 体部 は外傾 して立ち上が り，口緑 内面丁寧 なヘ ラ磨 き。内面黒色処 にぷい褐色 （外 面） 南東 コーナー 部覆

土　 師　 器 部 はやや外反する。 理。

体 部内 ・外面 ナデ。 口緑部内 ・外

普通

砂粒 ・雲母 ・長石

土中

P 5 0 28　　　 5％

3

嚢

土　 師　 器

A ［2 0．4］ 体部上位か ら口緑部にかけての破

B （9．4） 片。体 部 上位 は内攣 して 立 ち上

る。頚部で くびれ，口緑部は外反

す る。 口唇部 は上方 につ まみ上げ

る。

面横 ナデ。輪積 み痕。 にぷい褐色

普通

竃 内
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図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長　さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g）

第50図4 鉄　　　 鉄 （7．2） 1．5 0．3 （8．85） 北側覆土下層 M 5001　　　　　　　　　　　　 P L 60

出土している。5は覆土中から出土した須恵器嚢の休部片で，外面には平行叩きが施されている。

所見　本跡では，壁溝とピットは検出されなかった。規模と平面形は床質から推定した。時期は，出土遣物か

ら判断して9世紀後葉と考えられる。重複している第385号住居跡より新しい。

第389号住居跡（第23・51図）

位置　調査5区中央部，J12d8区。

重複関係　南西コーナー部で第391号住居跡と第274号土坑を掘り込んでおり，北東コーナー部の壁の一部が第

219号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．00m，短軸［2．8］mのはぼ方形と推定される。

主軸方向　N－160－E

壁　南西コーナー部から西壁については確認できなかった。東壁部分の壁高は4cmである。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで72cm，両袖部幅60cmである。天

井部は崩落しており，第2・4層が天井部の崩落土と考えられる。両袖部の遺存状況は悪い。火床部は，赤

変硬化している。煙道部は火床面から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・廃土小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック少量，砂粒微量
3　黒褐色　焼土小ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量
4　暗褐色　焼土中ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・粘土小ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量，焼土中ブロック・粘土小ブロック微量
7　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径約60cmの円形で，深さ19cmであり，南東コーナーに寄った位置で検出

されている。規模と位置から主柱穴と考えられる。P2は径35cmの円形，深さ19cmで，南壁際中央部に位置
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し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　北東コーナー部で検出された。長径65cm，短径59cmの楕円形で，深さ21cmである0覆土中層から土師

器片が1点出土している。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子微量

3　黒褐色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
4　暗褐色　廃土粒子・炭化物微量
5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

覆土　2層からなる。覆土が薄いため堆積状況は，確認できない。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　にぷい褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片213点，須恵器片8点，鉄製品4点（刀子2，鉄錬2），礫2点が出土している。第51図1の土

師器高台付杯は竃前西側の覆土下層から斜位で，2の土師器高台付杯は西壁側の覆土下層から逆位で出土し

ている。3の土師器小皿は，Plの覆土中から出土している。4・5の刀子は西壁側の覆土下層から，6の

鉄鉱は中央部の覆土下層から出土している。7の鉄鉱は竃前の覆土下層から出土している0

所見　本跡の南西部は，壁の確認ができなかったが，その部分に関わる規模と平面形は床質から推定した0壁

溝は検出されなかった。時期は，出土遺物から判断して10世紀後葉と考えられる0重複している第391号住

居跡・第274号土坑より新しく，第219号土坑より古い。

二；才
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第51図　第389号住居跡出土遺物実測図

第389号住居跡出土遺物観察表

一n

甘
0

図版番号 器　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 51 図 高 台 付 杯 B （3，4） 高台部か ら体部にかけての破片。 底部 回転へ ラ削 り後ナデ。高台貼 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 50 36　　 40 ％

1 D　　 6．0 平底。高台は短 く 「ハ」の 字状 に り付 け後 ナデ。体部外面 ナデ，内 赤色粒子 竃前西側覆土下層

土　 師　 器 E　 1．0 開 く。体部は内攣気味に立ち上が

る。

面丁寧 なヘ ラ磨 き。 にぷい橙色

普通
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図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 51 図 高 台 付 杯

土　 師　 器

B （1．9） 高台部か ら底 部にかけての破片。 底部 回転へ ラ削 り後ナデ。高台貼 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 503 7　　 30 ％

2 平底。高台は短 く 「ハ 」の字 状 に り付 け後 ナデ。体部外面ナデ，内 赤色粒 子 西壁際覆土下層

開 く。 面丁寧 なヘ ラ磨 き。内面黒色処理。 にぷい褐色　 普通

3

小　　　 皿

土　 師　 器

A ［9．0］ 底 部か ら口緑 部にか けて の破片 。 底部 回転糸切 り。体部か ら口緑 部 砂粒 ・雲母 ・長石 P 503 8　　 30 ％

B　　 2．3

C ［4．6］

平底 。体 部か ら口緑部 は内攣気味

に立ち上がる。

内 ・外面 ロクロナデ。 にぷい褐色

普通

P l覆土 中

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 51図 4 刀　　　 子 18．1 1．2 0．4 35．0 西壁際覆土下層 ‘ M 50 02　　　　　　　　　　　　　 P L 6 0

5 刀　　　 子 （3．7） 1．0 0．3 （2．06） 西壁際覆土下層 M 502 2

6 鉄　　　 鉄 （11．0） 1．8 0．4 （12．45） 中央部覆土下層 M 500 3　　　　　　　　　　　　　 P L 60

7 鉄　　　 鉄 （11．3） （3．4） 0．3 （21．0 ） 竃前覆土下層 M 500 4　　　　　　　　　　　　　 P L 60

第390号住居跡（第52・53図）

位置　調査5区中央部，J12co区。

重複関係　第388号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．60m，短軸3．20mの長方形である。

主軸方向　N－90－E

壁　壁高は18～36cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　はぼ全周している。規模は，上幅15～29cm，下幅5～12cm，深さ7cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで119cm，両袖部幅128cmである。

第5層は焼土粒子・炭化粒子が多量に検出されることから，下面が火床面と考えられる。火床部は，床面を

約3cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は一部残存しているが，ほとんどは崩落しており，第

4・9・15・16・18層が天井部の崩落土と考えられる。袖部は良好に遺存しており，内側は赤変硬化してい

る。煙道部は火床面から急な傾斜で立ち上がる。第20層は砂質粘土で，煙道部を形成していたものと考えら

れる。
、

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化物微量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・粘土粒子中量

5　赤　黒　色　炭化粒子多量，焼土粒子中量
6　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
7　暗　褐　色　焼土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
8　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

9　黒　褐　色　焼土粒子・粘土粒子中量，焼土中ブロック・炭化物少量
10　黒　褐　色　砂粒多量，焼土粒子微量
11極暗褐色　炭化粒子多量，焼土粒子少量，炭化物微量
12　極暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子微量

13　黒　褐　色　炭化粒子多量，焼土粒子中量，炭化物・粘土粒子少量
14　暗　褐　色　砂粒中量，ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量
15　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック微量
16　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
17　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，焼土中ブロック少量

18　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・粘土粒子中量
19　粘土大ブロック多量
2015層に同じ

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径約25cmの円形で，深さ20～28cmであり，各コーナーに寄った位
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第52図　第390号住居跡・出土遺物実測図（1）

ー81－



二、五：ミ±‘∴
票≡薫芸葦ミ

10cm

！　　　；　　　！

第53図　第390号住居跡出土遺物実測図（2）

置で検出されている。規模と配置からいずれ

も主柱穴と考えられる。P5は径25cmの円形，

深さ19cmで，南壁際中央部に位置しているこ

とから，出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

覆土　5層からなる。第4・5層は壁側から流れ

込んだ層と考えられ，第1～3層はレンズ状の

堆積をしている。自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　暗褐色

4　褐　色

5　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭
化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物　土師器片230点，須恵器片23点，礫3点が出土している。第52・53図1の須恵器杯は斜位で南壁際中央

部の覆土下層から，2の須恵器杯は覆土中から出土している。3の土師器賓は竃前から，4の須恵器短頸

壷は北西コーナー部の床面から出土している。5は須恵器鉢の体部片で，中央部の覆土中層から出土して

いる。休部外面には横位の平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して8世紀中葉と考えられる。重複している第388号住居跡より新し

い。

第390号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 52 図 杯

須　 恵　 器

B （2．9） 底 部か ら体部 にか けての破片。平 底部回転へ ラ削 り。体 部内 ・外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 50 39　　 10 ％

1 C　　 8．4 底。体部 は外傾 して立 ち上がる。 ロクロナデ。 石英

浅黄色　 普通

南壁際 中央部覆土

下層

2

i不

須　 恵　 器

A ［13．6］ 底部 から口緑部 にかけての破片。 底部へラ削 り。体部から口緑部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 5 04 0　　　 5 ％

B　　 3．9

C ［8．0］

平底。体部か ら口緑部 は外傾 して

立 ち上が る。

外 面ロクロナデ。 黄灰色

普通

覆土中

3

整

土　 師　 器

A ［2 3．4］ 休部か らロ緑部にかけての破片。体 休 部外 面 へ ラナデ ，一 部へ ラ磨 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 5 04 1　　 20 ％

B （16．9） 部は内攣 して立ち上が り，上位に最 き。 内面へ ラナデ。 口緑部内 ・外 赤色粒子 P L 6 0

大径 をもつ。頚部で くびれ，ロ緑部

は外反する。 口緑部直下に稜が巡

る。口唇部は上方につまみ上げる。

面横 ナデ。 にぷい橙 色

普通

奄前

4

短　 頸　 壷

須　 恵　 器

A　　 6．8 完形。平底。体 部は外傾 して立 ち 底部へ ラ削 り後へ ラナデ。休部か 砂粒 ・長石 ・小石 P 50 4 2　 10 0 ％

B　　 6．5 上が り，肩部で内傾す る。 ロ緑部 ら口緑部内 ・外面 ロタロナデ。 灰 色 P L 60

C　　 5．0 は短 く直立する。 良好 北西コーナー部床

面

第392号住居跡（第54図）

位置　調査5区南西部，J12i6区。

重複関係　東部が第254・257号土坑に，西部が第253号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　本跡は床面が露出した状態で検出され，壁や壁溝が確認できなかった。また，土坑による撹乱

が激しく，規模や平面形は正確には把握できなかったが，床質から，長軸［3．5］m，短軸［2．7］mの長方形

と推定される。
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主軸方向　［N－96。－E］

床　撹乱部以外の部分はほぼ平坦で，踏み固められた面が西部及び南東コーナー部に確認された。

遺物　土師器片6点が出土している。第54図1の土師器高台付杯と，2の土師器杯は西部の床面から出土して

いる。3の土師器饗は，南東コーナー部の床面から出土している。

所見　本跡では，壁，壁溝，竃，ピットは検出できなかった。また，覆土の堆積状況も不明である。時期は，

出土遺物から判断して10世紀と考えられる。重複している第253・254・257号土坑より古い。
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第54図　第392号住居跡・出土遺物実測図

第392号住居跡出土遣物観察表

10cm

！　　　；＿＿＿　　」

図版番号券　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第54図高台付杯B（2．1）高台部から体部にかけての破片。底部回転へラ削り後ナデ。高台貼砂粒・雲母・長石P5053　　　5％

1 D［6．0］高台は「ハ」の字状に開く。休部り付け後ナデ。体部内・外面ナ橙色（外面） 西側床面

土　師　器E　　O．8は内攣気味に立ち上がる。 デ。内面黒色処理。 普通

2

士不

土　師　器

A［17．6］体部から口緑部にかけての破片。休部から口緑部外面ロクロナデ，砂粒・雲母・赤色粒P5054　　　5％

B（4．7）体部から口緑部は外傾して立ち上

がる。

内面へラ磨き。 子

明褐色　普通

西側床面

3

嚢A［20．6］体部上位から口緑部にかけての破体部外面へラ削り後へラナデ，内砂粒・雲母・石英・P5055　　　5％

B（11．8）片。体部は内攣して立ち上がる。面ナデ。ロ緑部内・外面横ナデ。赤色粒子 南東コーナー部床

土　師　器 頚部でくびれ，口緑部は外反する。

口唇部は上方につまみ上げる。

輪積み痕。 橙色

普通

面

第393号住居跡（第55図）

位置　調査5区南西部，K12a6区。

重複関係　北壁の一部が第244号土坑に，中央部が第279号土坑に，床面まで掘り込まれている。

規模と平面形　本跡は床面がほぼ露出した状態で検出され，壁や壁溝が確認できなかったが，床質と竃の痕跡

から，長軸［4．8］m，短軸［3．4］mの長方形と推定される。

主軸方向　［N－760－E］

床　ほぼ平坦である。
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竃　東壁中央部から，火床部と思われる廃土ブロックが検出された。

遺物　土師器片15点，礫2点が出土している。第55図1の土師器高台付杯は竃内から出土している。2の土師

器饗の口縁部片は，中央部の床面から出土している。

所見　本跡では，壁，壁溝，ピットは検出されなかった。覆土の堆積状況も不明である。時期は，出土遺物か

ら判断して10世紀と考えられる。重複している第244・279号土坑より古い。

0　　　　　　　　　　2m
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第55図　第393号住居跡・出土遺物実測図

第393号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

0　　　　　　　　10cm

！　　：　　！

図版番号券　種計測値（CⅡl） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第55図高台付杯

土　師　器

B（2．3）底部から体部にかけての破片。平底部回転糸切り後ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石P5056　　30％

1 底。体部は内攣気味に立ち上がロクロナデ，内面丁寧なヘラ磨にぷい褐色（外面）電内

る。 き。内面黒色処理。 普通

2

襲

土　師　器

A［24．0］頚部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。輪積み砂粒・雲母・長石・P5057　　　5％

B（6．2）頚部でくびれ，口緑部は外傾す

る。ロ緑部直下に稜が巡る。口唇

部は上方につまみ上げる。

痕。 赤色粒子

明赤褐色

普通

中央部床面

第395号住居跡（第56図）

位置　調査5区南西部，K12e7区。

重複関係　北東コーナー部が，第251号土坑に床面まで掘り込まれている。

規模と平面形　東壁がトレンチャ一による撹乱を受けているため確認できないが，長軸3．94m，短軸［3．7］m

のはぼ方形と推定される。

主軸方向　N－00

壁　西壁及び南北壁の壁高は18cmで，外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで111cm，両袖部幅110cmである。

両袖部の遺存状態は悪いが，内側部分は火熱を受けて赤変硬化している。竃の覆土からは，粘土粒子，焼土
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粒子が検出されている。

ピット　Plは径約37cmの円形，深さ12cmで，南壁中央やや東寄りに位置しており，出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。

覆土　暗褐色土で，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒を少量含んでいる。覆土が薄く，トレンチャ一によ

る撹乱を受けているために，堆積状況は確認できなかった。

遺物　土師器片193点，須恵器片68点，陶器片3点，土製品1点（紡錘車），鉄製品1点（門）が出土している。

第56図1の須恵器杯は正位で，3の須恵器杯は逆位で，中央部の覆土下層から出土している。2の須恵器杯

は，4の土師器高台付杯の上に正位で重なり合った状態で，Plの覆土中層から出土している。5の須恵器

甑は，竃内の覆土下層から逆位で出土している。6の紡錘車は，中央部の床面から出土している。7の門は，

南西コーナー部の床面から出土している。陶器片は，混入したものと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀後葉と考えられる。重複している第251号土坑より古い。

第395号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 56 図 杯

須　 恵　 器

A　 13．5 体 部か ら口緑 部 にか けて一 部欠 底部一方向のへラ削 り。体 部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 50 58　　 60 ％

1 B　　 4．4 損。平底。体部 か ら口緑部 は外傾 下端手持ちへラ削 り。体部 か ら口 石英 ・赤色粒子 P L 61

C　　 5．8 して立 ち上が る。 緑部内 ・外 面ロクロナデ。 灰色　 普通 中央部覆土下層

2

杯

須　 恵　 器

A　 13．4 体 部 か ら口緑 部 にか けて一部 欠 底部へラ削 り。体部外面下端手持 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 05 9　　 50 ％

B　　 4．1 損。平底。体部か ら口緑部 は外傾 ちヘラ削 り。体部か ら口緑部 内 ・ 石英 P l覆土 中層

C　　 6．0 して立 ち上が る。 外 面ロクロナデ。 灰色　 普通

3

杯

須　 恵　 器

A ［15．2］ 底部か ら口緑部 にかけての破片。 底部一方 向のヘ ラ削 り。体部か ら 砂粒 ・長石 ・石英 P 5 06 0　　 4 0 ％

B　　 5．0

C ［7．5］

平底。体部か ら口緑部は外傾 して

立ち上がる。

口縁部 内 ・外面 ロクロナデ。 褐色

普通

中央部覆土下層

4

高 台 付 杯

土　 師　 器

A　 1 3．8 体 部 か ら口縁 部 にか け て一部欠 底部 回転へ ラ削 り後ナデ。高台貼 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 50 6 1　　 7 0％

B　　 5．2 損。平底。高台は 「ハ」の字 状 に り付 け後ナデ。体部か ら口緑部外 石英 P L 6 1

D　　 6．6 開 く。体部は内攣気 味に立 ち上が 面 ロクロナデ，内面丁寧なヘ ラ磨 明赤褐色 P l覆土中層

E　　 l．3 り，口緑 部はやや外 反する。 き。内面黒色処理。 普通

5

甑

須　 恵　 器

B （12．3） 底 部か ら体部 にかけての破片。多 体部外面下位へラ削 り，中位斜位 砂粒 ・雲母 ・長石 P 50 62　　 15 ％

C ［15．4］ 孔 式 。体 部 は外傾 して立 ち上が の平行叩 き。 内面 ナデ 。輪 積 み 黄灰色 P L 61

る。 痕。 普通 竃 内覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
径 （cm） 厚 さ（cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第56図6 紡　 錘　 車 5．9 1．5 1．0 46．0 中央部床面 D P 5007　　　　　　　　　　　 P L lOl

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （C皿） 厚 さ（cm） 重 量 （g ）

第56図7 門 9．3 6．4 0．7 45．0 南西コーナー部床面 M 5007　　　　　　　　　　　　　 P L 61

第397号住居跡（第57・58図）

位置　調査5区南部，K13el区。

規模と平面形　長軸3．84m，短軸3．08mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は28～38cmで，外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦である。地山の粘土層まで掘り込み，そのうえで焼土と灰を多量に混ぜた土で床を貼っている。

湿り気がある時は粘性が強く，乾くと硬く締まる。
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第57図　第397号住居跡・出土遺物実測図（1）
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第58図　第397号住居跡出土遺物実測図（2）
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竃　北壁中央部に，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで135cm，両袖部幅100cmである。

天井部は崩落しており，第1～3層，第5～7層からは粘土粒子が検出されることから，これらの層が天井

部の崩落土と考えられる。8層下面が火床面と考えられ，火床部は赤変硬化している。両袖部は良好に遺存

しており，内側は赤変硬化している。煙道部は火床面から緩やかに立ち上がる。

富士層解説
1赤　黒　色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　極暗赤褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土中ブロック・粘土小ブロック微量
3　黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
5　暗　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子微量

6　黒　褐　色　粘土粒子・焼土粒子少量，粘土小・中ブロック微量
7　極暗褐色　粘土粒子少量，焼土中ブロック・粒子・炭化物微量
8　黒　　　色　焼土中ブロック・粒子少量，粘土粒子微量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径約25cmの円形で，深さ14～22cmである。いずれも各コーナーに

寄った位置で検出されており，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は径25cmの円形，深さ26cmで，南

壁中央西寄りに位置し，出入り口施設に伴うピットの可能性がある。

覆土12層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

9　黒　　　色　焼土粒子少量，炭化物・粒子微量
10　暗　褐　色　ローム大ブロック多量
11黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土中ブロック・粒子少量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量
12　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒千・秒質粘土ブロック少量

13　極暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土小ブロック微量
14　黒　褐　色　砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子微量
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15　黒　褐　色　焼土中ブロック・粒子多量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
16　極暗褐色　砂質粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
17　黒　褐　色　砂質粘土粒子中量，焼土中ブロック・粒子微量

18　極暗赤褐色　砂質粘土粒子・焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化物微量
19　極暗赤褐色　焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，焼土中ブロック微量
20　褐　　　色　粘土大ブロック多量

遺物　土師器片482点，須恵器片67点，鉄製品5点（角釘1，鎌1，刀子2，不明鉄製品1），砥石1点，礫2

点が出土している。第57・58図1の土師器杯，3の土師器高台付杯は，竃火床部から出土している。いずれ

も逆位で，3に1が重なった状態で出土しており，支脚に転用した可能性がある。2の須恵器杯は，南西コー

ナー部の覆土下層から逆位で出土している。4の須恵器盤は，中央部の覆土下層から正位で出土している。

体部を意図的に打ち欠いており，底部は擦れて，一部に墨が付着していることから，硯に転用したと考えら

れる。5の土師器鉢は斜位で北東コーナー部の覆土下層から，6の須恵器甑は正位で竃前の覆土下層から出

土している。7の角釘は，覆土中から出土している。8の不明鉄製品，9の鎌，11の刀子は，南東コーナー

部の覆土下層から重なった状態で出土している。10の刀子は東壁側の覆土下層から，12の砥石は南東コーナー

部の覆土下層から出土している。13・14は，須恵器賓の休部片である。13は，外面に斜位の平行叩きが施さ

れており，南東コーナー部の覆土下層から斜位で出土している。14は外面に横位の平行叩きが施されており，

北西コーナー部の覆土下層から出土している。

所見　本跡では，壁溝は検出されなかった。時期は，出土遺物から判断して9世紀後葉と考えられる。

第397号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 一種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 57 図 杯

土　 師　 器

A　 12．9 口緑部一部欠損。平底。体部か ら 底部へ ラ削 り。体部 か ら口緑部外 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 50 70　　 95 ％

1 B　　 4．1 口緑部 は内攣気味 に立 ち上が る。 面 ロクロナデ，内面丁寧 なヘ ラ磨 石英 P L 61

C　　 6．0 き。内面黒色 処理。 明赤褐色　 普通 竃火床部

2

杯

須　 恵　 器

B （3．6） 口緑部欠損。平底。体部 は外傾 し 底部一方向へラ削 り。体部外面下 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 50 69　　 80 ％

C　　 6．8 て立 ち上が る。 端手持ちへ ラ削 り。体部か ら口緑 石英 南西 コーナー部覆

部内 ・外面ロクロナデ。 灰黄色　 普通 土下層

3

高 台 付 杯

土　 師　 器

A　 15．0 口縁 部 一部欠損。平 底 。 高 台 は 底部回転へラ削 り後 ナデ。高台貼 砂粒 ・雲母 ・長石 P 50 71　　 95 ％

B　　 6．3 「ハ」の字状 に 開 く。 体 部か ら口 り付 け後ナデ。体部 から口緑部外 明褐色 P L 61

D　　 8．1

E　　 l．5

緑部 は外傾 して立 ち上が る。 面 ロクロナデ，内面丁寧 なへ ラ磨

き。

普通 竃火床部

4

盤

須　 恵　 器

B （2．6） 口緑部欠損。高台 は 「ハ 」の字 状 底部回転へラ削 り。高台貼 り付 け 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 50 72　　 80 ％

D　 12．0 に開 く。体部 は外傾す る。 後ナデ。体 部か ら口縁部 内 ・外面 石英 ‾ 転用硯

E　　 1．3 ロクロナデ。 灰色　 普通 中央部覆土下層

5

鉢

土　 師　 器

A ［32．6］ 体部か ら口緑部 にかけての破片。 体部外 面へラ削 り後丁寧 なヘ ラ磨 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 50 73　　 10 ％

B （12．9） 体部 はほぼ直立す る。口緑部は外 き，内面ナデ。口縁部 内 ・外面横 石英 北東 コーナー部 覆

反す る。 ナデ。輪積 み痕。 にぷい黄橙色　 普通 土下層

6

甑

須　 恵　 器

B （11．3） 底部か ら体部 にかけての破片。多 ．体部外 面下位 へラ削 り， 中位斜位 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 50 74　　 20 ％

C　 14．4 孔式。体部は内攣気味に立ち上が の平行 叩 き。 内面 ナデ。 輪 積 み 石英 竃前覆土下層

る。 痕。 灰黄褐色 ‘普通

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第58 図7 角　　　 釘 7．0 0．6 0．4 7．6 覆土 中 M 5 00 8　　　　　　　　　　　　 P L 62

8 不 明鉄製 品 7．3 4．9 0．4 2 7．0 南東 コーナー部覆土下層 M 5 00 9

9 鎌 16．7 3．2 0．3 3 9．0 南東 コーナー部覆土下層 M 5 01 0　　　　　　　　　　　　　 P L 62

10 刀　　　 子 16．7 1．8 0．4 2 8．0 東壁側覆土下層 M 5 0 11　　　　　　　　　　　　 P L 62

11 刀　　　 子 （11．0） 1．4 0．3 （10．17） 南東 コーナー部覆土下層 M 5 01 2　　　　　　　　　　　　　 P L 62
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図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考

長　 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第58 図12 砥　　　 石 9．2 4，3 5，4 2 15．0 南東 コーナー部覆土下層 Q 50 02　 凝 灰 岩

第399号住居跡（第59図）

位置　調査5区南部，J12ig区。

規模と平面形　長軸3．48m，短軸3．44mのほぼ方形である。

主軸方向　N－70－E

壁溝　はぼ全周している。規模は，上幅8～18cm，下幅3～9cm，深さ3cmである。

床　ほぼ平坦である。

竃　北壁中央部から，火床部の一部と袖部の痕跡のみが検出された。

ピット　Plは径約31cmの円形，深さ15cmで，両壁中央寄りに位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　竃東側から検出された。長径53cm，短径46cmの楕円形で，深さ8cmである。土師器小形餐3点が出土

している。

遺物　土師器片67点，須恵器片1点が出土している。第59図1～3の土師器饗は，貯蔵穴の覆土下層から出土

している。

ピー

fll．．

∈

誓
．．

寸

＝二二二　二　二　　　　l＝

第59図　第399号住居跡・出土遺物実測図
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所見　本跡は，床面がほぼ露出した状態で検出されたため，覆土の堆積状況は不明である。時期は，出土遺物

から判断して8世紀後葉と考えられる。

第399号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 59 図 嚢

土　 師　 器

A ［1 8．0］ 口緑 部片。口緑 部は外 反する。口 口緑部 内 ・外 面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 5 07 5　　　 5 ％

1 B （3．2） 唇 部は上方につまみ上 げる。 にぷい赤褐色

普通

貯蔵穴覆土下層

2

嚢

土　 師　 器

A ［14．8］ 体部上位 か ら口緑部 にかけての破 体部外面へ ラ削 り，内面ナデ。口 砂粒 ・雲母 ・長石 P 50 76　　　 5％

B （4．4） 片。体部上位 は内攣 して立 ち上が

る。頚部 で くびれ， 口緑部 は外反

す る。口緑端部直下 に沈線が巡 る。

縁部内 ・外面横 ナデ。 明赤褐色

普通

貯蔵 穴覆土下層

3

嚢

土　 師　 器

B （11．6） 底部か ら体部 にか けての破片。平 底部 へ ラ削 り。体 部外 面へ ラ削 砂粒 ・雲母 ・長石 P 50 77　　 25 ％

C　　 6．9 底。体部 は内攣 して立 ち上が る。 り，内面ナデ。

l

褐色

普通

貯蔵穴覆土下層

第400号住居跡（第60図）

位置　調査5区西部，J12e7区。

規模と平面形　長軸2．96m，短軸2．90mのほぼ方形である。

主軸方向　N－930－E

壁　壁高は4～20cmで，外債して立ち上がる。竃南側の壁面には，厚さ3～12cmで砂質粘土が貼られている。

壁溝　ほぼ全周している。規模は，上幅12～21cm，下幅4～11cm，深さ9cmで，断面形はU字形である。

床　はぼ平坦で，全面が硬化しており，北西コーナー部から西壁部にかけては，特に踏み固められている。南

東コーナー部が，赤変硬化している。

竃　東壁中央の南寄りに砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで118cm，両袖部幅56cmで

ある。火床部は，床面を約3cm掘りくぼめており，赤変硬化している。袖部は良好に遺存しており，内側は

赤変している。煙道部は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量

2　極暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量

3　黒褐色　炭化粒子多量，焼土粒子少量，炭化物少量

貯蔵穴　南西コーナー部から検出された。径55cmの円形で，深さ23cmである。土師質土器の小皿1点が出土し

ている。

覆土　4層からなる。各層とも壁際から流れ込んだものと思われ，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片222点，須恵器片4点，礫3点が出土している。第60図1の土師器杯は，竃前の覆土下層から

逆位で出土している。2の土師器高台付杯は，南東コーナー部の覆土下層から出土しており，底部外面に

「大」と刻書されている。3の土師器高台付杯は竃内覆土中から，4の土師器高台付杯は南東コーナー部

の覆土下層から出土している。5の土師器小皿は貯蔵穴内から逆位で，6の土師器小皿は竃火床面から逆

位で出土している。北東部から出土している7のミニチュア土器は混入したものと思われる。

所見　本跡ではピットは検出されなかった。時期は，出土遺物から判断して9世紀後薬と考えられる。
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第60図　第400号住居跡・出土遺物実測図

第400号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　1m

⊆ニー－十一一一一一一二∃

0　　　　　　　　　　　10cm

⊆∵一→－「二∃

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第60図 杯 A　15．1 口緑部一部欠損。平底。体部は内底部回転へラ削り。体部から口緑 砂粒・雲母・小石 P5078　　 95％

1 B　　4．2 攣して立ち上がり，口縁部はやや 部ロクロナデ。 暗赤褐色 PL62

土　師　器 C　　8．0 外反する。 普通 窺前覆土下層

2

高台付杯 A　14．3 体部から口緑部にかけて一部欠 底部回転へラ削り後ナデ。高台貼 砂粒・雲母・赤色粒 P5079　　 75％

B　　5．9 損。平底。高台は「ハ」の字状に り付け後ナデ。体部からロ緑部外 子 PL62　底部外面

土　師　器 D　　7．4 開く。体部は内攣気味に立ち上が 面ロタロナデ，内面丁寧なヘラ磨 橙色（外面） に刻書　南東コー

E　　O．9 り，口緑部はやや外反する。 き。内面黒色処理。 普通 ナ一部覆土下層

3

高台付杯 B （3．8）高台部から休部にかけての破片。 底部回転へラ削り後ナデ。高台貼 砂粒・雲母・長石 P5080　　　20％

D　　5．9 平底。高台は「ハ」の字状に開く。り付け後ナデ。体部内・外面ロク橙色 二次焼成

土　師　器 E　　O．8 休部は内攣気味に立ち上がる。 ロナチP。 普通 竃内覆土中
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図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

底部回転へ ラ削 り後ナデ。体 部か

立　　　　　　　　　　　　　　　　 ‾寸

砂粒 ・雲母 ・長石 ・

赤色粒子

P 508 1　　 40％

P L 62　煤付着
第 60 図 高 台 付 杯 A ［14．6］ 高台部欠損，体部か ら口緑部にかけ

左4

土　 師　 器

B （3．8） て一部欠損。平底。体部は内攣気味

に立ち上が り，口緑部は外反す る。

ら口緑 郡内 ・外面ロ クロナァ。 ′ヽ　　址

にぷい黄橙色　 普通

」」

南東 コーナー部覆

土下麿

の

5

小　　　 皿

土　 師　 器

A　　 9．0 体 部 か ら口緑部 にかけ て一部 欠 底部 回転へ ラ削 り。体部か ら口緑 砂粒 ・長石 ・赤色粒 P 508 2　　 55 ％

P ，L 6 2

貯蔵穴内

P 50 83　　 30 ％

竃 火床面

P 50 84　　 30％

北東部覆土中

B　　 2．0

C　　 5．2

損。平底。体部か ら口緑部は外傾

して立 ち上が る。

部内 ・外面 ロクロナ デ○ 子

にぷ い橙色　 普通

甚

6

小　　　 皿

土　 師　 器

A　　 9．0 底 部 か ら口緑 部 にか けて一部 欠 底部回転 へラ削 り。体部 から口緑 砂粒 ・長石 ・赤色粒

B　　 2．0

C　　 5．2

損。平底。体部か ら口緑部 は内攣

気 味に立ち上 がる。

部内 ・外面 ロクロナデ。 子

浅黄橙色　 普通

砂粒 ・長石

7

ミニチュア土器

土　 師　 器

A ［4．6］ 底部か ら口緑 部にかけての破片。 全面丁寧なヘラ磨 き。内 ・外面 黒

B　　 3．0

C ［3．4］

平底 。体部か ら口緑 部は内攣気味

に立ち上がる。

色処理。 にぷい黄褐色

普通

第403号住居跡（第61・62図）

位置　調査5区西部，J12f8区。

重複関係南東コーナー部から竃にかけて，第404号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸3・40m，短軸［3・2］mのほぼ方形と推定される。

主軸方向　N－1050－E

壁明確に検出されたのは北西コーナー部から北東コーナー部にかけての北壁部のみで，北壁の壁高は4cmで

ある。東西の壁は部分的に検出され，南部の壁の立ち上がりは確認できなかった0

床　ほぼ平坦であり，全体的にはあまり踏み固められていない。

竃東壁中央部からやや南寄りに，火床部の痕跡と掘り方の一部が検出された。火床部は赤変している0

覆土　3層からなる。覆土が薄いため堆積状況は，確認できない。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

2　暗褐色　ローム中・小ブロック少量，粘土粒子微量
3褐色ローム中ブロック中量，粘土粒子微量

遺物土師器片108点，須恵器片1点，鉄浮1点が出土している。第62図1は須恵器聾の体部片であり，覆土

中から出土している。外面には格子目の僻，内面には同心円状の当て具痕が認められる。鉄浮は覆土中

から出土している。

所見本跡は覆土が薄く，南部に撹乱を受けている0壁溝とピットは検出されなかった。規模と平面形は，北

壁と東西壁の残存部及び床質から推定した0時期は，出土遣物が細片であり，時期を判断できる出土遺物が

ないため不明であるが，9世紀後葉の第404号住居跡に掘り込まれているため，それ以前のものと考えられ

る。覆土中から鉄浮が出土しているが，鍛冶炉等は確認されていない。

第404号住居跡（第61・63図）

位置　調査5区西部，J12g9区。

重複関係北西コーナー部で，第403号住居跡を掘り込んでおり，南部が，第271A・271B・238・239・248～250

号土坑に，いずれも床面まで掘り込まれている0

規模と平面形　長軸3・74m，短軸［3・2］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－1030－E

壁　北壁は検出されたが，東西壁及び南壁は撹乱を受けているため，確認できなかった0
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床　確認できた北部は，はぼ平坦である。

竃　東壁中央から北寄りに，火床部の痕跡が検出された。火床部は赤変硬化している。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径28cmの円形で，深さ28cmである。P2は長径57cm，短径35cmの楕円形

で，深さ40cmである。いずれも性格は不明である。

遺物　土師器片33点が出土している。第63図1の土師器杯は覆土中から，2の土師器高台付杯は南東部の床面

から出土している。

所見　本跡は床面がほぼ露出した状態で確認され，南部は撹乱を受けている。壁溝は検出されなかった。規模

と平面形は，北壁と竃及び床質から推定した。時期は，出土遺物から判断して9世紀後葉と考えられる。重

複している第403号住居跡より新しく，第271A・271B・238・239・248～250号土坑より古い。

第404号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 ・徴 胎土 ・色調 ・焼成 債 ．　　 考

第 63 図 J不

土　 師　 器

A ［14．4］ 体部 か ら口緑部 にかけての破片。 体部か ら口緑部 ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 50 99　　 10％

．1 B （3．5） 体部 は内攣気 味に立ち上が り， 口

縁部 はやや外 反す る。

にぷい黄橙色

普通

覆土中

2

高 台 付 杯 B （1．1） 高 台部か ら底 部にかけての破片。 底部回転へ ラ削 り後ナデ。高台貼 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 5 100　　 10％

D　　 5．0 平底 。高台は短 く 「ハ」の字状 に り付け後ナデ。 子 南東 部床面

土　 師　 器 E　　 O．6 開 く。 暗灰色　 普通

第413号住居跡（第21・64図）

位置　調査5区中央部，J12cl区。

重複関係　南西コーナー部で第388号住居跡を，南東コーナー部で第414号住居跡を掘り込んでいる。東壁部が

第567号土坑に床面まで掘り込まれている。

規模と平面形　本跡は，竃を含む北部以外は床面が露出した状態で確認されたため，南部では壁が検出されず，

残存部分と床質及び出入り口施設に伴うピットにより，長軸［3・3］m，短軸2・47mの長方形と推定した。

主軸方向　N－230－E

壁　北西コーナー部から北東コーナー部にかけての北壁部が検出され，壁高は4cmである。北壁以外の壁の立

ち上がりは確認できなかった。

床　ほぼ平坦で，竃の前方が踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで95cm，両袖部幅65cmである。第

4層は焼土粒子・焼土ブロックが検出されることから，下面が火床面と考えられる。火床部は，床面を約6

。m掘りくぼめており，赤変硬化している。火床面から赤く焼けた雲母片岩が出土していることから，支脚と

して使用したものと考えられる。天井部は崩落しており，第2・3層が天井部の崩落土と考えられる。袖部

は良好に遺存し，内側は赤変硬化している。煙道部は火床面から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，炭化粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子少量，焼土大ブロック微量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土小ブロック少量，炭化粒子微量
4　赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土大ブロック微量
5　黒　色　炭化粒子多量，焼土粒子・炭化物少量

ピ、ソト　Plは径25cmの円形，深さ32cmで，やや南壁側に傾斜している。位置と形状から出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。

－95－
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第64図　第413号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　l l

遺物　土師器片52点，石製支脚1点が出土している。第64図1の土師器杯は，竃の覆土下層から出土した破片

が接合したものである。竃東袖の内側から斜位で出土した2の土師器嚢は，二次的に火熱を受けており，竃

東袖部の補強材に使用されたものと考えられる。3の土師器賓は竃の覆土中から，4の土師器婆は竃の覆土

下層から逆位で出土している。

所見　本跡では，壁溝は検出されず，覆土の堆積状況は確認できなかった。時期は，出土遺物から判断して10

世紀と考えられる。重複している第388・414号住居跡より新しく，第567号土坑より古い。

第413号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 64 図 杯

土　 師　 詳

B （2．1） 底 部か ら休 部下端 に かけ ての破 底部回転へ ラ削 り。体部外 面ロク 砂粒 ・雲母 P 5 188　　　 4 0％

1 C　　 5，0 片。平底。体 部は内攣気味 に立 ち ロナデ。内面丁寧なヘラ磨 き。 内 にぷい橙色 （外面） 應 覆土 下層

上がる。 面黒色処理。 普 通

2

襲

土　 師　 器

B （15．8） 休 部片。休部 は内轡気味 に立 ち上 体部外面へラ削 り後 へラナデ， 内 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 51 89　　 20 ％

がる。 面丁寧なヘラ磨 き。 石英

にぷい橙色　 普通

竃東袖部補強材

3

聾

土　 師　 器

A ［18．6］ 休部上位か ら口緑部 にかけての破 体 部上位内 ・外面ナデ。ロ緑部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 51 90　　　 5 ％

B （6．0） 片。体部上位 は内攣 して立ち上が

る。頚部で くびれ，口緑部は外傾

す る。

外 面横 ナデ。輪積み痕。 石英 ・赤色粒子

明赤褐色

普通

竃覆土中

4

嚢

土　 師　 器

B （7．3） 底 部か ら体 部下 位 にか けての破 底 部 へ ラ削 り。 体 部外 面へ ラ削 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 5 19 1　 10 ％

C ［6．8］ 片。平底。体部下位は外 傾 して立

ち上がる。

り，内面へ ラナデ。 赤色粒子

にぷい橙 色　 普通

竃覆土下層

第428号住居跡（第65図）

位置　調査5区南部，J13g3区。

規模と平面形　長軸3．47m，短軸［3．1］mのほぼ方形と推定される。

主軸方向　N－110－W
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第65図　第428号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

！　＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　　ト‥1　1

壁　両壁から南東コーナー部にかけては，撹乱のため壁の立ち上がりが確認できなかった。壁高は3cmである。

床　ほぼ平坦で，西部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央やや東寄りに火床部と東袖部の一部が検出された。上部に撹乱を受け，下部しか残存していない0

袖の残存からは，砂質粘土で構築されていたものと推定される。規模は，両袖部幅90cmと推定される。

ー（17－－



竃土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化物微量
4　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土ブロック微量
5　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，焼土中ブロック・炭化物微量
6　黒褐色焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
7　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化物微量

8　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
9　暗褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・粘土ブロック少量，炭化物微量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径約20cmの円形で，深さ10～13cmである。やや不規則ではあるが，

いずれもコーナー寄りで検出されており，規模と配置から主柱穴と考えられるo P5は径20cmの円形，深さ

10。皿で，南壁中央寄りに位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　7層からなる。各層からロームブロック及びローム粒子が検出され，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒千・秒粒少量
6　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子・砂粒少量
7　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

遺物土師器片59点，須恵器片19点が出土している0第65図1の土師器杯は，竃前の床面から逆位で出土して

いる。2の土師器杯，4の土師器高台付杯は，中央部の覆土下層から逆位で出土している。3の土師器杯は，

東壁側の覆土下層から正位で出土している○体部外面に「城内本」と墨書されている。5の土師器賓は，竃

東袖部前の床面から出土している。6は竃前の覆土下層から出土した須恵器襲体部片である。体部外面に縦

位の平行叩きが施されている。

所見本跡は，覆土が薄く撹乱を受けており，一部，壁が検出できない部分があった。その部分にかかる規模

と平面形は床質から推定した。壁溝は検出されなかった。時期は，出土遣物から判断して9世紀後葉と考え

られる。

第428号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手 ．法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成

砂粒 ・雲母 ・長石 ・

備　　　 考

P 5 119　　 3 0 ％
第 6 5 図 杯 A ［14．0］ 底部か ら口縁部 にか けての破片。 底部へラ削 り後へ ラナデ。体部か

1 B　　 4．6 平底。体部か ら口縁部 は外傾 して ら口緑 部内 ・外面 ロクロナデ。 石英 竃前床面

P 5 120　　 30 ％

土　 師　 器 C　　 6．0 立ち上がる。 にぷい橙色　 普通

砂粒 ・雲母 ・長石 ・

2

杯 A ［14．6］ 底部か ら口緑部にかけての破片。 底部回転へラ削 り。体部外面下端

B　　 4．6 平底。体部か ら口緑部 は外傾 して 手持ちへ ラ削 り。体部か ら口緑 部 赤色粒子 中央 部覆土下層

P 5 12 1　　 7 0％

土　 師　 器 C　　 7．8 立 ち上がる。 内 ・外面 ロクロナデ。 明赤褐色　 普通

砂粒 ・雲母 ・長石 ・

3

杯 A　 12．0 体 部 か ら口緑部 にか けて 一部 欠 底部一方向のヘ ラ削 り。体部外面

B　　 4．4 損。平底。体部は内攣気味に立ち 下端手持 ちへ ラ削 り。休部か ら口 赤色粒子 P L 63　体部外面

土　 師　 器 C　　 6．9 上が り， 口緑部はやや外反する。 緑部外面 ロクロナデ，内面丁寧な r橙色 （外面） 墨書 「城 内杢」

ヘ ラ磨 き。内面黒色処理。 普通

砂粒 ・雲母 ・赤色粒

東壁側覆土下層

P 5 12 2　　 10 ％

4

高 台 付 杯

土　 師　 器

B （2．5） 高台部か ら底部 にかけての破片。 底部 回転へ ラ削 り後ナデ。高台貼

D　　 6．8

E　　 l．2

平底 。高台 は 「ハ」の字状に開 く。 り付 け後 ナデ9 内面黒色処理。 子

橙色 （外面） 普通

中央部覆土下層

P 5 12 3　　 20 ％

5

嚢

土　 師　 器

B （7．5） 底 部か ら体部 下位 にか けて の破 底部木葉痕 。体部外面横位 のへ ラ 砂粒 ・長石 ・石英 ・

C　　 7．0 片。平底。体部下位 は外傾 して立

ち上がる。

削 り，内面 へラナデ。 赤色粒子

にぷい黄橙色　 普通

竃東袖部前床面
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第443号住居跡（第41・66図）

位置　調査5区中央部，J13a3区。

重複関係　北部で第438・439・442号住居跡を掘り込んで

いる。

規模と平面形　本跡は，床面がほぼ露出した状態で検出さ

れ，壁溝とピットは確認できなかったが，床質及び残存

している竃から，長軸［2．8］m，短軸［2・3］mのほぼ方

形と推定される。

主軸方向　［N－700－E］

床　ほぼ平坦で，竃の前に踏み固められた面の一部が検出されている。

竃覆土が浅く，トレソチャーによる撹乱が激しいた軌袖部と火床部の痕跡のみが検出されただけである0

遺物土師器片2点，雲母片岩1点が出土しているのみである。第66図1の土師器高台付杯が，竃内から出土

している。雲母片岩は，火床部から赤く焼けて出土しており，支脚として使用したものと考えられる0

所見本跡では，壁溝及びピットは検出されなかった0覆土の堆積状況も確認できなかった0時期は，出土遣

物がごく少なく，断定することは難しいが，東側に竃を持つ住居形態と出土遺物とから判断して10世紀中葉

と考えられる。重複している第438・439・442号住居跡より新しい0

第443号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成

砂粒 ・雲母 ・赤色粒

備　　　 考

P 5 16 3　　 4 0 ％
第 66 図 高 台 付 杯 A ［16．4］ 高 台郡 か ら口緑 部 にかけ ての破 底部 回転へ ラ削 り後ナデ。高台貼

1 B　　 6．8 片。平底。高台は 「ハ」の 字状 に り付 け後ナデ。休部か ら口緑郡内 ・ 子 竃内

土　 師　 器 D ［7．0］ 開 く。体部は内攣気味に立ち上が 外面丁寧 なヘ ラ磨 き。内 ・外面黒 にぷい褐色

E　　 l．0 り，口緑部 はやや外反する。 色処理。 普通

（諺　時期不明

第425号住居跡（第67図）

位置　調査5区南東部，J13g7区。

重複関係　竃部で第354号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形一辺［3・2～3月m程度の方形と推定される0撹乱が激しく，壁や壁溝が検出できなかったた

め，規模と平面形は床質から推定した。

主軸方向　N－190－W

床　撹乱は床面までは達しておらず，ほぼ平坦である。

竃撹乱を受け，火床部と東袖部の一部が北壁中央部から検出されたのみである0火床部は赤変硬化している。

富士層解説

1暗赤褐色　炭化粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量
2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　にぷい褐色　ローム粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

5　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
6　赤　褐　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒中量，ローム粒子少量
7　赤　褐　色　焼土中ブロック・ローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子少量
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第67図　第425号住居跡実測図

ピット　Plは径32cmの円形で，深さ26cmであり，床面南端の中央部付近で検出されている。位置的に出入り

口施設に伴うピットと考えられる。

遺物　土師器片86点，須恵器片2点，礫1点が覆土中から出土しているが，いずれも細片である。

所見　本跡は撹乱が激しく，壁・壁溝が検出できず，覆土の堆積状況も確認できなかった。時期は，判断でき

る出土遺物がないために不明であるが，7世紀前葉の第354号住居跡を掘り込んでいることから，それ以降

のものと考えられる。

（2）掘立柱建物跡

第15号掘立柱建物跡（第68図）

位置　調査5区西部，J12d7区。

重複関係　P8の上部が第291号土坑に掘り込まれている。

規模　9か所の柱穴からなる，2問×2間の総柱建物跡で，梁行長約4．8m，桁行長約5．0mである。柱穴の掘

り方は，平面形が径60～70cmの円形で，深さ40～74cmである。

桁行方向　N－320－W

柱穴覆土　P2・P3の覆土中に幅約25cmのやや軟らかい暗褐色土（第1層）があり，この部分が柱痕と考え

られる。第2～5層は，ロームブロック・粒子を版築した埋土である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量，やや軟らかい
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

3　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

遺物　土師器片144点が出土している。第68図1の土師器杯はP2の覆土中から出土しており，内・外面が赤

彩されている。2の土師器杯と3の土師器小形壷は，P6の覆土中から出土している。その他に各柱穴の覆
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第68図　第15号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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土中から，古墳時代後期のものと見られる土師器片が出土している。P2・P9の覆土中からは，パケ目調

整が施された土師器片各1点が出土しているが，これは混入したものと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して古墳時代後期と考えられる。桁行方向が第385・388号住居跡など，

付近の同時期の住居跡の主軸方向とはぼ一致している。P8が第291号土坑に掘り込まれており，本跡の方

が古い。

第15号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 68 図 杯

土　 師　 器

B （2．7） 体部から口緑部にかけての破片。体 体部外面へ ラ削 り，内面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 5 16 4　　　 5 ％

1 部は内攣 して立ち上が り，口緑部と 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内面 ・ にぷい黄橙色 P 2覆土 中

の境に稜をもつ。口緑部は内傾する。 口緑部外面赤彩。 普通

2

杯

土　 師　 器

A ［14．0］ 体 部か ら口緑 部にかけての破片。 体部外面へ ラ削 り，内面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 5 165　　　 5 ％

B （3．2） 体 部は内攣 して立ち上 が り，口緑 口緑部内 ・外面横ナデ。内 ・外面 赤色粒 子 P 。覆土中

部 との境 に明瞭な稜 を もつ。 口綾

部 は直立 する。

黒色処理。 にぷい橙色

普通

3

小　 形　 壷

土　 師　 器

A ［10．0］ 体部か ら口緑部 にかけての破片。 体部 外面 へ ラ削 り， 内面 へ ラナ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 166　　 20 ％

B （6．6） 体部 は内攣 して立 ち上が り，上位 デ。口緑 部内 ・外面横 ナデ。 内 ・ 石英 ・赤色粒子 P 。覆土中

に最大径 をもつ。頚部 は くびれ，

口緑部 は外反す る。頚部 に一つの

円孔が穿たれてい る。

外面黒色 処理。 にぷ い黄橙色

普通

（3）柵列跡

第1号柵列跡（第69図）

位置　調査5区中央部，G13gl区。

規模　直線上に，4か所のピット（Pl～P4）が検出された。Pl～P4は径約55cmの円形で，深さ20～43cm

である。柱間の寸法は2．0～2．3mである。

方向　N－480－E

覆土　Pl～P4とも単一層である。Pl～P3はローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量の黒褐色土であり，

P4はローム粒子・焼土粒子少量の暗褐色土である。柱痕は確認できなかった。

旦陳－㊨
旦18．6m

第69図　第1号柵列跡実測図
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遺物　覆土中から土師器片14点が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少なく細片であるため，不明である。

第2号柵列跡（第70図）

位置　調査5区南西部，K12b6区。　　　　　　　　　　　　、

規模　直線上に，3か所のピット（Pl～P3）が検出された。Pl～P3は長径60～70cm，短径45～55cmの楕

円形で，深さ25～35cmである。柱間の寸法は1．8・1．9mで，南北方向に延びている。

方向　N－80－E

覆土　5層からなる。PlとP3の覆土中に幅約20cmの，しまりの弱い黒褐色土（第1層）があり，柱痕と考

えられる。第2～5層はロームや粘土を版築した埋土である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，軟らかい
2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，ややしまりがある
3　黒褐色　粘土粒子少量，粘土小ブロック微量，ややしまりがある
4　暗褐色　炭化粒子・粘土小ブロック少量，粘土粒子微量，しまりがある
5　暗褐色　炭化粒子・粘土粒子少量，しまりがある

所見　本跡の時期は，出土遺物がないため不明である。

（4）溝

第17B号溝（第71図，付図2）

位置　調査5区中央部，I12区。

重複関係　第378・380・382・

426号住居跡，第6号地下式

境を掘り込んでおり，第553

・564号土坑に掘り込まれて

いる。

規模と形状　上幅65～140cm，

下幅45～60cm，深さ20～55

cm，全長（19．5）mであり，

断面形はU字形である。第

426号住居跡前で掘り込みが

浅くなり確認できなくなるが，

て接続する可能性がある。

主軸方向I12j5区から北東方向

旦20．。m
l

：‾→頓。

B

て＿一／√

C
－19．4m

‾＼＼＿ノ‾

E
－17．6m

‾で喜壷ヲ‾‾
3

F

＼し＿ノ／

SD17B

第71図　第17B・24号溝断面図
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5区の平成8年度調査区，東部に第17号溝が確認されており，位置的にみ

（N－600－E）に，直線的に延びている。

覆土　堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片299点，須恵器片10点，椀状鉄津1点，礫1点が覆土中から出土しているが，混入したものと

考えられる。

所見　本跡の性格は不明である。時期は，出土遣物が細片で判断できず，不明である。重複している第378・

ー103－



380・382・426号住居跡，第6号地下式境より新しく，第553・564号土坑より古い。したがって上限は，第

6号地下式境の時期である中世であるが，下限は両土坑とも時期が不明であるため決定できない。椀状鉄

浮は覆土中から出土しているが，鍛冶炉等は確認されていない。

第24号溝（第71図，付図2）

位置　調査5区南部，K12区～J12区。

重複関係　第394号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　上幅60～260cm，下幅50～90cm，深さ20～30cm，全長38．5mであり，断面形は逆台形状をしてい

る。

主軸方向　K12C6区から北東方向（N－800－E）に，直線的に延びている。

覆土　堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　土師器片172点，須恵器片16点，陶器片3点，不明鉄製品1点，椀状鉄浮1点，砂岩1点が覆土中から

出土している。いずれも本跡に伴うものではなく，混入したものと考えられる。

所見　本跡の性格は不明である。時期は，出土遺物が細片で，判断できる出土遺物がないため，不明である。

古墳時代前期の第394号住居跡を掘り込んでいることから，それより新しい。したがって，上限は古墳時代

前期と考えられる。椀状鉄津が覆土中から出土しているが，鍛冶炉等は確認されていない。

（5）井　戸

第11号井戸〔SK－237〕（第72・73図）

位置　調査5区南西部，J12i8区。

規模と形状　掘り方は漏斗状をしている。上部は平面形が長径2．18m，短径1．80mの楕円形で，確認面から約

1．25mの深さまですぼまっていき，下部は長径1．62m，短径1．33mの楕円筒形に掘り込まれている。本跡は，

ローム層と常総粘土層を掘り込み，さらに砂質粘土層まで掘り込んでいる。水の溶出により，確認面下2．15

mまでしか調査できなかったが，さらに下まで掘り込まれている。

長径方向　N－580－E

覆土　第1・2層は，廃棄後，埋没する段階での自然堆積と考えられる。第3～8層は，黒色土ブロック・粘

土ブロックが含まれる堆積状況から，廃棄のため，人為的に埋め戻した覆土と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
2　黒　　色　黒色土中ブロック・焼土粒子・炭化物・粒子少量，粘土小ブロック微量

3　黒褐色　炭化物多量，炭化粒子中量，焼土粒子・粘土小ブロック微量
4　黒　　色　黒色土ブロック
5　極暗褐色　黒色土ブロック・焼土粒子・砂粒少量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量
6　黒褐色　砂粒中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量

7　黒褐色　ローム粒子・黒色土ブロック・粘土小ブロック少量
8　極暗褐色　焼土粒子・炭化物・粘土粒子微量

遺物　土師器片67点，土師質土器片260点，須恵器片12点，陶磁器片3点，礫2点が出土している。第73図1

～11の土師質土器の皿は，第4層から出土している。土師質土器片は，いずれも皿の破片であり，そのほ

とんどが第4層及び第5層から出土している。いずれも一括投棄されたものと思われる。12・13は須恵器
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賓の体部片である。12は第4層から出土しており，外面に縦位の平行叩きが施されている。13は覆土中か

ら出土しており，外面に格子目叩きが施され，内面には同心円状の当て具痕が認められる。土師器片と須

恵器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期を断定することは難しいが，形状や出土遺物から判断して鎌倉時代（13世紀以前）と考えら

れる。
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第11号井戸出土遺物観察表
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1　　－－1　　　1

図版番号器　種計測値（CⅡl） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第73図 皿

土師質土器

A　　8．6 完形。平底。体部から口緑部は外水挽き成形。 砂粒 P5169　100％

1 B　　l．6

C　　6．4

傾して立ち上がる。 橙色

良好

PL64

第4層

2

皿

土師質土器

A ［13．4］体部から口緑部にかけての破片。水挽き成形。 砂粒 P5170　　10％

B　　3．5

C ［9．2］

休部から口緑部は外傾して立ち上

がる。

にぷい橙色

普通

第4層

3

皿

土師質土器

A ［13．6］休部から口緑部にかけての破片。水挽き成形。 砂粒 P5171　10％

B　　3，6

C ［9．2］

体部から口綾部は内攣気味に立ち

上がる。

にぷい橙色

普通

第4層

4

皿

土師質土器

A ［12月］体部から口緑部にかけての破片。水挽き成形。 砂粒 P5172　　10％

B　　2．7

C ［7．6］

体部からロ縁部は外傾して立ち上

がる。

にぷい橙色

普通

第4層

5

皿

土師質土器

A ［13．0］体部から口緑部にかけての破片。水挽き成形。 砂粒・赤色粒子 P5173　　10％

B （3．2）休部は内攣気味に立ち上がり，口

緑部はわずかに外傾する。

にぷい黄橙色

普通

第4層

6

皿

土師質土器

A　　8．3 ロ緑部一部欠損。平底。体部から水挽き成形。 砂粒 P5174　　　80％

B　l．9

C　　5．6

口緑部は外傾して立ち上がる。 にぷい橙色

普通

第4層

7

皿

土師質土器

A　　8．6 体都，口緑部一部欠損。平底。体水挽き成形。 砂粒 P5175　　　95％

B　　l．7 部から口緑部は外傾して立ち上が 橙色 PL64

C　　5．4 る。 普通 第4層

8

皿

土師質土器

A　　8．4 底部からロ緑部一部欠損。丸底。水挽き成形。 砂粒・赤色粒子・黒P5176　　　70％

B　　2．3 体部から口緑部は内攣気味に立ち 色粒子 PL64

C　　3．8 上がる。 にぷい橙色　普通 第4層

9

皿

土師質土器

A ［8．6］体部，口緑部一部欠損。平底。体水挽き成形。 砂粒 P5177　　60％

B　l．9

C　　6．0

部から口縁部は外傾して立ち上が

る。

にぷい橙色

普通

第4層

10

皿

土師質土器

A ［12．0］

B　　3．8

C ［8．0］

休部から口緑部にかけての破片。

体部から口緑部は外傾して立ち上

がる。

水挽き成形。 砂粒・雲母・赤色粒

子

橙色　普通

P5178　　　30％

第4層

11

皿

土師質土器

A ［12．8］体部から口緑部にかけての破片。水挽き成形。 砂粒・雲母 P5179　　　20％

B　　3．5

C ［7．6］

体部から口緑部は外傾して立ち上

がる。

にぷい橙色

普通

第4層
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第12号井戸〔SK－283〕（第72図）

位置　調査5区西部，J12d5区。

規模と形状　掘り方は漏斗状をしている。上部は平面形が径1．6mの円形で，確認面から約1・05mの深さまで

すぼまっていき，下部は長径1．25m，短径1．05mの楕円筒形に掘り込まれている。水の珍出により確認面

下約2．0mまでしか調査できなかったが，本跡はローム層と常総粘土層を掘り抜き，さらに下まで掘り込ん

でいる。

長径方向　N－00

覆土　調査できた範囲の覆土は，レンズ状に堆積しており，すべて自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　黒　　色

3　黒褐色
4　暗褐色
5　黒褐色
6　明暗褐色

黒色粒子多量，炭化物微量
黒色粒子多量，ローム粒子・砂粒微量
ローム粒子少量，粘土粒子微量

ローム粒子中量
ローム粒子・粘土粒子少量
粘土粒子多量

遺物　土師器の細片7点が覆土中から出土しているのみである。

所見　本跡の時期は，出土遺物が細片であるため不明である。

第13号井戸〔SK－378〕（第72図）

位置　調査5区南西部，J12h4区。

規模と形状　掘り方はほぼ漏斗状をしている。上部は平面形が径約115cmの円形をしており，確認面から約95

cmの深さまですぼまっていき，下部は径96cmの円筒形に掘り込まれている。本跡は，ローム層と常総粘土

層を掘り抜き，さらに下まで掘り込んでいる。確認面から2．0mの深さまで掘り下げた時点で水が珍出して

きたため，それより下は調査できなかった。

覆土　調査できた範囲の覆土は，廃棄時に南側から埋め戻したブロック状の堆積をしており，人為堆積と考え

られる。

土層解説
1黒　色　粘土粒子少量，粘土小ブロック微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，粘土粒子微量
3　黒　色　粘土粒子微量
4　黒褐色　砂質粘土小ブロック少量

遺物　土師器片24点，須恵器片3点，礫1点が覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物が細片であるため不明である。

第14号井戸〔SK－557〕（第72図）

位置　調査5区南部，J13g6区。

重複関係　第427号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　掘り方は漏斗状をしている。上部は平面形が径110～113cmの円形をしており，確認面から約75cm

の深さまですぼまっていき，下部は径75cmの円廟形に掘り込まれている。それより下部は，水の珍出により

調査できなかったが，覆土の状況から，さらに掘り込まれていると推定できる。

覆土　調査できた範囲の覆土は，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，ローム中ブロック微量　3　極暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量
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遺物　土師器細片49点が覆土中から出土しているのみである。

所見　本跡の時期は，出土遺物が細片であるため不明であるが，6世紀後葉の第427号住居跡を掘り込んでい

ることから，それ以降と考えられる。

第15号井戸〔SK－558〕（第72図）

位置　調査5区南部，J13g6区。

規模と形状　掘り方はほぼ円筒形であり，上部は平面形が長径85cm，短径74cmのほぼ円形，確認面下1・35mか

ら下は，径約75cmの円形をしている。水の珍出により確認面下約1．8mまでしか調査できなかったが，本跡

はローム層と常総粘土層を掘り抜き，さらに下まで掘り込んでいる。

長径方向　N－00

遺物　土師器細片14点が覆土中から出土しているのみである。

所見　本跡の時期は，出土遺物が細片であるため不明である。覆土は締まりが弱く，調査中に崩落してしまっ

たので確認できなかった。

（6）地下式境

第5号地下式場〔SK－216〕（第74図）

位置　調査5区西部，J12e4区。

重複関係　中央部を第225・226号土坑に掘り込まれている。

主軸方向　N－1300－W

竪坑　上面は長径1．75m，短径1．31mの楕円形，底面は長軸1．53m，短軸0．84mの長方形で，深さ1・36mであ

り，平坦である。壁は外傾して立ち上がる。上面・底面とも長径・長軸は，主軸に対し斜交している。

主室　平面形は長軸2．28m，短軸1．64mの長方形で，長軸は主軸に直交している。底面はほぼ平坦である。確

第74図　第5号地下式場実測図
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認面から底面までの深さは，1．50mである。主室底面は堅坑底面から，緩やかなスロープ状に下っている0

壁はほぼ垂直に立ち上がる。西側の天井部は一部遺存しており，底面から天井部までの高さは90cmで，天井

部はおそらくドーム状を呈していたものと考えられる。

覆土14層からなる。第1～4層は竪坑から傾斜した層であり，埋め戻した層と考えられる。その他の層から

は，ローム・粘土ブロックが検出され，天井部の崩落土と考えられる。

土層解説
1褐　　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム小ブロック・粘土小ブロック少量，炭化粒子微量
3　褐　　色　粘土小ブロック少量，ローム粒子微量

4　黒　褐　色　粘土小ブロック多量
5　黒　褐　色　粘土小ブロック微量
6　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　灰　褐　色　粘土多量，ローム粒子・砂粒・灰微量

8　暗　褐　色　粘土中ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・灰微量
9　褐　　色　粘土小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
10　橙　　色　砂粒多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
11暗　褐　色　砂粒中量，粘土粒子少量，炭化粒子微量
12　灰　褐　色　粘土中量

13　灰　褐　色　粘土・砂粒中量，ローム粒子微量
14　にぷい褐色　粘土・砂粒中量，ローム小ブロック少量

所見　本跡は，出土遣物がないために，時期を断定することは難しいが，地下式境という遺構の形態から判断

して中世と考えられる。重複している第225・・226号土坑より古い。地下式境の性格については諸説あるとこ

ろであるが，付近にほぼ同時期と思われる中世の火葬墓が確認されており，墓域との関連性を考える必要が

あろう。

第6号地下式場〔SK－235〕（第75図）

位置　調査5区西部，J12a4区。

重複関係　主室の北部を第7号地下式境に，竪坑から主室南部の上部を第17B号溝に掘り込まれている。

主軸方向　［N－580－W］

竪坑　平面形は，上面は長軸1・50m，短軸1・11mの隅丸長方形，底面は長径1・35m，短径0・75mの楕円形であ

る。長軸・長径をそれぞれ主軸に直交させている。深さは1・28mであり，底面は平坦である。壁は外債して

立ち上がる。

主室　北部を第7号地下式境に掘り込まれており，さらに，西部は調査区域外に位置しているために，全体は

確認できなかった。底面はほぼ平坦である。確認面から底面までの深さは1・15mである。竪坑底面から主室

底面までは，緩やかなスロープ状に下っている。

覆土10層からなる。第10層はソフトロームの純層であり，天井部の崩落土の可能性がある0第1～9層はブ

ロック状に堆積しており，天井部が崩落してから埋め戻したと考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック微量

2　黒褐色　粘土小ブロック中量，粘土中ブロック微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・粘土小ブロック微量
4　黒褐色　ローム中・小ブロック・焼土粒子微量
5　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・粘土中ブロック微量
6　黒　色　ローム粒子微量

7　黒褐色　ローム粒子・炭化物・粘土小ブロック微量
8　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・粘土大ブロック少量
9　黒色土
10ソフトローム

遺物　土師器片61点，須恵器片2点が覆土中から出土している○いずれも混入したもので，本跡に伴うもので

はない。
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所見　本跡の時期は，伴出遺物がなく，断定することは難しいが，地下式境という遺構の形態から判断して中

世と考えられる。重複している第7号地下式境，第17B号溝より古い。性格については，付近に中世の火葬

墓が確認されており，墓域との関連性を考える必要があろう。

ん　　　　　　ID

第75図　第6・7号地下式場実測図

旦19．2m

十

第7号地下式場〔SK－236〕（第75図）

位置　調査5区西部，J12j4区。

重複関係　南部で第6号地下式境を掘り込んでいる。なお，西部は調査区域外に延びている。

主室　本跡の西部は調査区域外に延びており，竪坑部分が確認できなかったが，調査できた範囲での形態的類

似から地下式境と推定される。主室の底面ははぼ平坦であり，確認面から底面までの深さは1．15mである。

壁はほぼ垂直に立ち上がる。天井部は確認できなかった。

覆土　6層からなる。ブロック状に堆積していることから，廃棄時に埋め戻したと考えられる。

土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　黒褐色

4　黒褐色

5　黒褐色

6　黒褐色

ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック微量

ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子少量

ローム小ブロック微量

粘土大ブロック少量

ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

遺物　土師器片78点，須恵器片2点が覆土中から出土している。いずれとも混入したもので，本跡に伴うもの

ではない。

所見　本跡の時期は，伴出遣物がなく，断定することは難しいが，地下式境という遺構の形態から判断して中
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世と考えられる。重複している第6号地下式境より新しい。

（7）土　坑

ここでは，特に時期や性格の分かるものについて解説を加え，その他の土坑については一覧表に記載する。

また，出土遺物については特徴的なもののみ掲載する。

①　火葬施設

第552号土坑（第76図）

位置　調査5区中央部，I13h4区。

主軸方向　N－1000－E

規模と形状　吸気坑と燃焼坑から構成されており，それらが連結されている。吸気坑は長径1・15m，短径0・53

mの楕円形で，深さ約22cmである。燃焼坑は長径0．60m，短径0・52mの楕円形で，深さ約18cmである。吸気

坑から燃焼坑に向かって，緩やかなスロープ状になっている。燃焼坑の底面は，火熱を受けて赤変硬化して

⑥　旦20・Om

d‖
1

SK251

第76図　第552・554・251号土坑実測図
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いる。いずれも壁は緩やかに外傾して立ち上がる。

ピット　吸気坑と燃焼坑との間にPlが検出された。平面形は径約18cmの円形で，深さ約25cmである。性格は

不明である。

覆土　単一層である。

土層解説

1暗褐色　焼土ブロック・炭化材多量，炭化粒子中量，ローム粒子・灰・骨片・骨粉少量

遺物　燃焼坑から炭化材・焼土ブロックが多量，人骨片・人骨粉・灰が少量検出されている。土師器片3点も

出土しているが，混入したものと考えられる。

所見　本跡は，遺構の形状と出土遣物から判断して，火葬のための施設と考えられる。時期は，判断できる出

土遺物がないが，遺構の形態から中世と思われる。

第554号土坑（第76図）

位置　調査5区中央部，I13i4区。

主軸方向　N－680－E

規模と形状　吸気坑と燃焼坑から構成されており，それらが連結されている。吸気坑は長径0．75m，短径0．63

mの楕円形で，深さ約15cmである。燃焼坑は長径0．50m，短径0．40mの楕円形で，深さ約18cmである。吸気

坑から燃焼坑に向かって，スロープ状になっている。燃焼坑の底面は，火熱を受けて赤変硬化している。い

ずれも壁は緩やかに外債して立ち上がる。

覆土13層からなる。各層から炭化粒子が検出されており，第11～13層からは焼土粒子が多量に検出されてい

る。各層ともブロック状に堆積しており，埋め戻したと考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
4　黒　褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・灰微量
6　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・灰・骨片・骨粉少量，焼土粒子微量
7　にぷい褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
8　暗　褐　色　ローム粒子少量
9　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

10　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
11暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
12　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
13　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，炭化物少量，ローム粒子微量

遺物　燃焼坑から炭化材が多量，人骨片・人骨粉及び灰が少量検出されている。土師器片18点，須恵器片1点，

礫1点も出土しているが，混入したものと考えられる。

所見　本跡は，遺構の形状と出土遣物から判断して，火葬のための施設と考えられる。時期は，判断できる出

土遺物がないが，遺構の形態から中世と思われる。

（塾　墓境

第251号土坑（第76図）

位置　調査5区南西部，K12e8区。

重複関係　第395号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸1．89m，短軸1．36mの長方形で，深さ30cmである。
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長軸方向　N－140－W

底面　はぼ平坦である。

覆土　6層からなり，人為堆積である。

土層解説
1極暗褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量，炭化物微量
2　黒　褐　色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
3　黒　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子微量
4　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量

5　極赤暗褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量
6　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，炭化物微量

遺物　土師器片52点，須恵器片17点が，覆土中から出土しているが，混入したものと思われる0他に，馬と思

われる，歯の付いた下顎などの骨4点が覆土中層から出土している。

所見　本跡の性格は，土坑の形状と馬骨が出土していることから，馬を埋葬した土坑と考えられる0時期は，

9世紀後葉の第395号住居跡を掘り込んでいるのでそれより新しいが，詳細は不明である。

③　その他（表4参照・第77図）

5区土坑出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 7 7 図 小　 形　 嚢 A ［12．4］ 体 部 上 位 か ら口緑 部 に か け て の破 体 部 外 面 横 位 の 平 行 叩 き， 内 面 ナ 砂粒 ・雲 母 ・赤 色 粒 P 5 167　　　 5 ％

1 B （6．9） 片 。 体 部 は内 攣 して 立 ち上 が り， デ 。 口縁 部 内 ，外 面 横 ナ デ 。 輪 積 子 S K －2 17 覆 土 中

土　 師　 器 頸 部 で くび れ ，口縁 部 は外 反 す る。 み 痕 。 に ぷ い橙 色　 普 通

2

杯

土　 師　 器

A ［13．6］ 体 部 か ら口 緑 部 に か け て の破 片 。 体 部 外 面 へ ラナ デ 後 へ ラ磨 き， 内 砂粒 ・長石 ・赤 色 粒 P 5 168　　　 5 ％

B （3．2） 体 部 か ら口 緑 部 は 内 攣 して立 ち上

が り， 口緑 部 との 境 に稜 を もつ 。

面 ナ デ。 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 子

黄 橙 色　 普 通

S K －2 22 覆 土 中

3

小　　　 皿

土　 師　 器

．A　　 8．2 平 底 。 体 部 は外 傾 し て 立 ち 上 が 底 部 回転 糸 切 り。 体 部 内 ・外 面 ロ 砂 粒 P 5 180　 1 00 ％

B　　 2．3

C　　 5．6

る。 ク ロ ナ デ。 にぷ い橙 色

普 通

P L 64

S K －2 3 8 覆 土 中

4

皿 A ［12．6］ 底 部 か ら 口緑 部 にか け て の破 片 。 水 挽 き成 形 。 砂 粒 ・黒色 粒 子 P 5 18 1　 10 ％

B　　 3 1 平 底 。 体 部 か ら口 緑 部 は 内攣 気 味 にぷ い 橙色 S K －23 9 覆 土 中

土 師質 土 器 C ［7血 に立 ち上 が る。 普 通

5

杯

土　 師　 器

A ［12．8］ 体 部 か ら 口緑 部 にか け て の破 片 。 体 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ。 砂 粒 ・雲 母 ・長石 ・ P 5 18 2　　　 5 ％

B （3．8） 体 部 は内 攣 気 味 に立 ち 上 が り， 口

縁 部 は わず か に外 反 す る 。

石 英

にぷ い 橙 色　 普 通

S K －23 9 覆 土 中

6

甑

土　 師　 器

B （6．6） 把 手 部 片 。 ．ナ デ。 砂 粒 ・雲 母 ・長石

にぷ い 黄 橙 色

普 通

P 5 18 4　　　 5 ％

P L 6 4

S K －24 1 覆 土 中

7

小　　　 皿 A ［10．0］ 底 部 か ら 口緑 部 にか け て の破 片 。 底 部 回転 糸 切 り。 体 部 内 ・外 面 ロ 砂 粒 ・雲 母 ・赤 色 粧 P 5 18 5　　 50 ％

B　　 l．6 平 底 。 体 部 は外 傾 して 立 ち 上 が ク ロ ナ デ。 子 S K －25 3 覆 土 中

土　 師　 器 C　　 5．2 り， 口緑 部 はわ ず か に 外 傾 す る 。 浅 黄 橙 色　 普 通

8

襲 A ［22．0］ 体 部 上 位 か ら口緑 部 にか けて の 破 体 部 内面 へ ラ ナ デ。 口緑 部 内 ・外 砂 粒 ・雲 母 ・長石 P 5 18 6　　 10 ％

B （12．8） 片 。体 部 は内 攣 して立 ち上が り， 頸 面 横 ナ デ。 輪 積 み痕 。 にぷ い 褐 色 P L 6 4

土　 師　 器 部 で くびれ ，口緑部 は外 傾す る。 口

唇 部 は上方 につ まみ上 げ られている。

普 通 S K －25 7 覆 土 中

9

皿

青　　　 磁

B （1．7）

D ［5．8］

E　　 O．7

底 部 片 。 高 台 部削 り出 し。 砂 粒

灰 オ リー ブ 色

P 5 20 8　　 20 ％

P L 6 4

S K －55 5 覆 土 中

図版 番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第77図 14 鉄　　　 鉄 （7．3） 1．4 0．5 （12．0） S K －2 54 覆土 中 M 5 0 16

15 釘 1．9 0．3 0．3 2．2 4 S K －5 55 覆土 中 M 5 0 18

16 砥　　　 石 （9．6） 5．2 1．2 （65．0） S K －2 65 覆土 中 Q 5 00 6　 ホ ル ン フ ェ ルス

17 砥　　　 石 （8‘．8） 7．1 6．8 （4 37．0） S K －5 55 覆土 中 Q 5 00 7　 砂　　 岩
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図版番号 鋳　　 名 初鋳年 （西暦） 鋳 造 地 名 出 土 地 点 嘩　　　 考

第77図18 淳　 化　 元　 賓 990 北　　　　 宋 SK －223覆土中 M 5015　　　　　　　　　　　 P L 64

19 元　 豊　 通　 賓 1078 北　　　　 宋 SK －284覆土中 M 5017　　　　　　　　　　　 P L 64

第77図10は，第251号土坑の覆土中から出土した須恵器鉢の体部から口緑部にかけての破片であり，体部

外面に縦位の平行叩きが施されている011は第270号土坑の覆土中から出土した土師器杯の底部であり，底

部は回転糸切りである。12は第555号土坑の覆土中から出土した土師器相の口縁部片であり，内・外面パケ

目調整が施されている。13は第555号土坑の覆土中から出土した土師器賓の口緑部片であり，内・外面パケ

目調整が施され，頚部に連続刺突文が認められる。

（8）遺構外出土遣物（第78・79図）

5区遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 78 図 柑 B （1 1．0） 体 部，口緑 部一部欠損。平底。体 底部へ ラ削 り。体部外面 ，口縁部 砂粒 ・雲母 ・長石 P 52 0 1　　 8 0 ％

10 C　 l．7 部は 「球状」を呈 し， 中位 に最大 内 ・外面丁寧 なへ ラ磨 き。体部 内 にぷい橙色 P L 99

土　 師　 器 径 を もつ。口緑部 は外傾す る。 面へ ラナデ。体部外面，口緑部内 ・

外面赤彩。

普通 S I－38 4 付近表採

古墳 時代 前期

1 1

小　 形　 柑 A ［8．2］ 体部か ら口緑 部にかけての破片。 体部外面下位へ ラナデ。上位へ ラ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 50 17　　 2 0 ％

B （8．0） 体部は 「球状」を呈 し， 中位 に最 磨 き，内面 ナデ。 口緑部 内 ・外面 赤褐色 P L 99

土　 師　 器 大径 をもつ。口緑 部はやや外傾す 丁寧 なヘ ラ磨 き。体部外面 ，口緑 普通 表採

る。 部 内 ・外 面赤彩 。 古墳 時代 前期

12

挙　　 台 B （3．0） 脚部片。脚部はラ ッパ状 に開 く。 脚 部外 面 ，器 受 部丁 寧 なヘ ラ磨 砂粒 ・雲母 ・長石 P 52 0 3　　 30 ％

器受部中心に一つの円孔 が穿 たれ き。脚部外 面，器 受部赤彩。輪積 赤褐色 表採

土　 師　 器 てい る。 み痕 。 普通 古墳 時代前期

13

器　　　 台

土　 師　 器

B （5．0）

C ［9．4］

脚部片。脚部は ラッパ状 に開 く。 脚 部内 ・外 面へラナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・

石英 ・黒色粒子

にぷい橙色

普通

P 5 20 2　　 30 ％

P L 9 9　表採

二次焼成

古墳 時代前期

14

杯 A ［10．6］ 低部か ら口緑部 にかけての破片。 体 部外面へラ削 り，内面ナデ。口 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 19 6　　 40 ％

B　　 3．6 丸底。体部か ら口縁部は内攣 して 緑 部内 ・外面横 ナデ。内 ・外 面赤 白色粒子 S I－3 80 付近表採

土　 師　 器 立 ち上が る。 彩 。輪積 み痕。 明赤褐色　 普通 古墳時代後期

15

杯 A ・ 11．2 体部， 口緑部一部欠損。丸底。体 体 部外面へ ラナデ，内面丁寧なへ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 19 7　　 75 ％

B　　 4ユ 部 は内攣 して立 ち上が り，口緑部 ラ磨 き。口緑部内 ・外面横ナデ。 赤色粒子 P L 9 9

土　 師　 器 との境 に明瞭 な稜 をもつ。口緑部 橙色 S I－4 32 付近 表採

は外反す る。 普通 古墳時代後期

1 6

杯 A　 11．4 ． 底部， 口緑部一部欠損。丸底。体 体部外面へ ラ削 り，内面ナデ。口 砂粒 ・雲母 ・．長石 P 5 19 2　　 85 ％

B　　 4．3 部 は内攣 して立 ち上が り，口緑部 緑部内 ・外面横ナデ。内 ・外面黒 にぷい橙色 P L 9 9

土　 師　 器 との境 に明瞭 な稜 をもつ。口緑部

は直立す る。

色処理。 普通 表採

古墳時代後期

17

ゴ不 A ［14．4］ 底部 か ら口緑部 にか けての破片。 体部外面へ ラ削 り，内面ナデ。口 砂粒 ・雲母 ・赤色粒 P 5 19 3　　 30 ％

B （4．3） 丸 底。 体 部 は内攣 して立 ち上 が 縁部内 ・外面横ナデ。内 ・外面黒 子 S I－4 3 9 付近表採

土　 師　 器 り，口緑部 との境 に明瞭 な稜 をも

つ。 口緑部 は直立す る。

色処理。 にぷい黄橙色

普通

古墳時代後期

1 8

塔 A ［13．6］ 底部 か ら口緑部 にか けての破片。 体部外面へ ラ削 り後へ ラナデ，内 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 5 194　　 4 0％

B　　 4．0 丸 底。 体 部 は内攣 して立 ち上が 面 ナデ。 口緑部 内 ・外面横ナデ。 赤色粒子 S I－4 0 1 付近表採

土　 師　 器 り，口縁部 との境 にわずか に稜 を

もつ。口緑部 はほぼ直立す る。

内 ・外面黒色処理。 にぷい橙色

普通

古墳時代後期

1 9

杯 A ［13．6］ 底部 か ら口緑部 にかけての破片。 体部外面へ ラ削 り後へ ラナデ，内 砂粒 ・零母 P 5 195　　 4 0 ％

B　　 3．4 丸 底 。体 部 は内攣 して立 ち上が 面 ナデ。 口緑部 内 ・外面横 ナデ。 にぷい黄橙色 表採

土　 師　 器 り，口緑 部 との境 にわず かに稜 を

もつ。ロ緑 部はほぼ直立す る。

内 ・外面黒色処理。 普通 古墳 時代後期

第 7 9 図 甑 B （1 9．1） 底 部か ら体 部中位 にかけ ての破 体部外面へ ラ削 り，内面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 5 20 6 30 ％ 表採

2 0 C ［ 7．0］ 片。単孔 式。体 部は内攣気味 に立 にぷい橙色 古墳 時代後期

土　 師　 器 ち上がる。 普通 体部外 面煤付 着
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第79図
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5区遺構外出土遺物実測図（2）
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図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第79回高　　　杯B（8．0）脚部から杯部にかけての破片。脚脚部内・外面，杯部内・外面ロク砂粒・長石・赤色粒P5200　　20％

21 部は円柱状を呈し，上下二段三方ロナデ。 子・小礫 SI－381付近表探

須　恵　器 に三角形透かしをもつ。杯部はや 灰色 古墳時代後期

や外傾して立ち上がる。 良好 （6世紀後半）

22

高　　　盤

須　恵　器

B（7．7）脚部片。脚部は円柱状を呈し，三脚部内・外面ロクロナデ。 砂粒・白色粒子 P5199　　20％

C　ll．4 方に三角形透かしをもつ。裾部は 褐灰色． PL99　SI－424

強く開く。 普通 付近表採　奈良時代

（8世紀複葉）

23

杯 A［15．0］底部から口緑部にかけての破片。底部回転へラ削り。体部内・外面砂粒・雲母 P5198　　20％

B　　48 平底。体部からロ緑部は外傾してロクロナデ。 にぷい橙色 SI－440付近表採

須　恵　器C［8．0］立ち上がる。 普通 奈良時代（8世紀後菓）

24

椀

灰粕陶器

B（1．6）高台部から底部にかけての破片。底部は回転へラ削り後ナデ，角高砂粒・長石 P5207　　　5％

D［8．4］

E　　O．5

平底。短い高台が付く。 台部貼り付け後ナデ。 胎土　にぷい橙色

粕　　灰白色

普通

SI－425付近表採

平安時代（9世紀中葉）

猿投窯黒笹14号窯式

25

小　　　皿A［9．4］底部から口縁部にかけての破片。底部回転糸切り。体部内・外面ロ砂粒・雲母・長石・P5205　　25％

B　　2．0 平底。体部からロ緑部は外傾してクロナデ。 赤色粒子 表採　平安時代

土　師　器C　　5．0 立ち上がる。 浅黄橙色　普通 （10世紀後葉）

26

皿 A［12．8］底部からロ緑部にかけての破片。水挽き成形。 砂粒・雲母・赤色粒P5204　　40％

B　　32 平底。体部から口緑部は外傾して 子 表採

土師質土器C［9．4］立ち上がる。 にぷい褐色　普通中世
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図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （cm ） 厚　 さ （cm） 重 量 （g ）

第78図 1 剥　　　 片 5．9 5．6 2．2 58．0 表採 Q 5 00 8　安 山 岩　　　　　　　　 旧石器時代

6 石　　　 銀 2．5 1．7 0．4 1．06 表採 Q 50 0 9　P L lO2　 チ ャー ト　　　　 縄文時代

7 石　　　 鉄 （2．7） 1．6 0．4 （1．22） 表採 Q 50 10　 PL lO 2　 頁　　 岩　　　　 縄文時代

8 石　　　 鉄 （2．4） 1．9 0．4 （1．36） 表採 Q 50 1 1 チ ャー ト　　　　　　　　 縄文時代

9 石　　　 棒 21．2 4．8 2．3 23 5．0 表採 Q 50 12　 PL lO O　緑 泥片岩 砥石転用　 縄文時代

第79 図27 刀　　　 子 （8．1） 0．9 0．3 （9．35） 表採 M 50 19　 鉄　　 製

28 鍬 3．1 1．3 0．2 8．1 表採 M 50 20

29 不明金属製品 3．0 1．1 0．5 4．22 表採 M 5 02 1

第78図2から5は縄文土器の深鉢形土器片である。2は早期後葉の口緑部片と考えられ，条痕文が施文さ

れている。口唇部は棒状工具による押圧が施されている。3は口緑部片で茅山下層式と考えられる。条痕文を

地文に隆帯が貼り付けられ，隆帯上に連続刺突文が施文されている。ロ縁部には補修孔が認められる。4の口

緑部片は加曽利EⅢ式と考えられ，隆帯により楕円形に区画し，区画内には単節縄文が施文されている。5

の胴部片は堀ノ内I式と考えられ，単節縄文が施されている。
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3　7区の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

①　古墳時代

第529号住居跡（第80・81図）

位置　調査7区中央部，Mllf6区。

規模と平面形　長軸4．90m，短軸4．75mの方形である。

主軸方向　N－170－W

壁　壁高は35～40cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　上幅20cm，下幅10cm，深さ6cmで，断面形はU字形をしており，全周している。

床　ほぼ平坦で，全体的によく踏み固められている。特に，東側が硬化している。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅100cmである。

天井部は崩落しており，第3層と第4層が崩落土と考えられる。火床部は赤変硬化している。袖部は良好に

遺存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化しゴツゴツしている。煙道は火床面から急な傾斜で立

ち上がる。

富士層解説
1　明褐灰色　砂粒多量

2　暗　褐　色　褐色土中量
3　明黄橙色　粘土ブロック・砂粒多量
4　にぷい橙色　粘土粒子・砂粒多量
5　にぷい橙色　砂粒多量，焼土粒子中量

第80図　第529号住居跡実測図

6　黒　褐　色　焼土・炭化粒子中量，焼土中ブロック少量
7　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム小ブロック微量
8　褐　　色　ローム小ブロック中量，灰微量
9　にぷい橙色　粘土粒子多量，焼土・炭化粒子中量

10　粘土
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ピット　4か所（Pl～P4）。北東コーナーにあるPlは径30cmの円形で，深さ25cmであり，規模と配置から

主柱穴と考えられる。南壁際にあるP4は径40cmの円形で，深さ18cmである。位置的に出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。P2とP3は，性格不明である。

覆土　5層からなり，各層にロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。第3層と第4層から土師器片が

多量に出土している。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中・小ブロック微量，軟らかい
3　褐　色　ローム小ブロック・粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，軟らかい
4　暗褐色　ローム小ブロック・焼土粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片500点，須恵器片14点，炭化物が出土している。図示した土器はいずれも土師器である。第81

図1の杯は南壁際の床面から逆位で出土している。2と3の杯は北西コーナー部の覆土下層から出土して

いる。4の椀は正位で，5の椀は逆位で中央部の床面から出土している。6と7の聾は中央から南側の覆

土中層から土圧で押しつぶされた状態で出土している。8と9の賓は中央部からやや南東側の覆土中層か

ら出土している。竃火床部からは炭化した種子が出土している。種子の種類は不明である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して6世紀後葉と考えられる。

第529号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法 ．の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 81 図 ゴ不

土　 師　 器

A　 13．0 口緑部一部欠損。丸底。体部は内攣 し 体部外面へ ラ削 り，内面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 70 08　 ・8 0 ％

1 B　　 5．0 て立ち上がり，口縁部との境に稜 をも 口緑部 内 ・外 面痍 ナ デ。 内 ・外 橙色 P L 65

つ。口緑部は直立する。 面黒色処理。 普通 南壁際床面

2

杯

土　 師　 器

A　 12．4 体 部か ら口緑部 にか けての破 片。 体部外面へ ラ削 り後，ヘラ磨 き。 砂粒 ・雲母 ・小石 ・ P 70 09　　　 70 ％

B （4．5） 体 部は内攣 気味 に立 ち上 が り， 内面へ ラ磨 き。 口緑 部内 ・外 面 白色粒子 P L 65

口緑 部 との境 に わずか に稜 を も 丁寧なヘ ラ磨 き。 内 ・外 面黒色 にぷい褐色 北西 コーナー部覆

つ。口緑部 はやや外反す る。 処理。 ・普通 土下層

3

杯

土　 師　 器

A ［18．0］ 体部 か ら口緑部 にか けての破 片。 体 ・口緑部外面へ ラナデ後，丁寧 砂粒 ・雲母 ・石英 P 70 10　　　 20 ％

B （3．8） 体部 は内攣 して立 ち上 が る。 口 なヘラ磨 き。 内面横 ナ デ。 内 ・ にぷ い赤褐色 北西 コーナー覆土

緑部 はほぼ直立す る。 外面黒色処理。 良好 下層

4

椀

土　 師　 器

A　 1 3．4 平底。 体 部 は内攣 して立 ち上 が 底 ・体部外面へラ削 り，内面 へ ラ 砂粒 ・小石 ・長石 P 70 11　　 95 ％

白　 9．4 り，口緑部 との境 にわずかに稜 を ナデ。口緑部 内 ・外面横 ナデ。 にぷい赤褐色 P L 65

C　　 5．0 もつ。 口緑部 は外反する。 普通 中央部床 面

5

椀

土　 師　 器

A ［14．4］ 底部か ら口緑 部 にか けの破 片。 体部外面へ ラ削 り，内面へラナデ。 砂粒 ・雲母 ・小石 ・ P 7 0 12　　　 60 ％

B　　 8．8 丸底。 体 部 は内攣 して立 ち上 が 口緑部 内 ・外面横 ナデ。 輪 積み 赤色粒子 中央 部床 面

り，口緑部 との境に稜 を もつ。 口

緑部 はやや外反する。

痕。 明黄褐色

普通

6

嚢

土　 師　 器

A　 17．0 体部一部欠 損。 平底 。 体 部 は内 底部へ ラ削 り後丁寧 なヘ ラ磨 き。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 0 13　　　 70 ％

B　 23．8 攣気味 に立 ち上が り，中位 に最大 体部 外面 縦位 のヘ ラ削 り後 へ ラ 赤色粒子 P L 6 5

C　　 8．2 径 をもつ。頚部で くびれ，口緑部 磨 き；内面へ ラナ デ。 口緑部 内 ・ 明赤褐色 南側覆土 中層

は外反する。 外面横ナデ。輪積み痕。 普通

7

嚢

土　 師　 器

A　 18．5 体部一部欠損。平底。体部は内攣気味 底部へ ラ削 り。 体 部外 面下位 へ 砂粒 ・雲母 ・小石 ・ P 7 014　　　 70 ％

B　 30．6 に立ち上がり，中位に最大径をもつ。 ラ磨 き，内面へラナデ。口緑部内 ・ 赤色粒 子 P L 6 5

C　　 8．0 頚部でくびれ，口縁部は外反する。 外面横ナデ。輪積み痕。 にぷい褐色　 普通 南側覆土 中層

8

嚢

土　 師　 器

A　 14．8 体部から口緑部にかけての破片。体部 体部上位外面へ ラ削 り，中位 へ ラ 砂 粒 ・長石 ・赤 色 P 70 15　　　 50 ％

B （15．5） は内攣して立ち上がり，最大径を中位 ナデ。内面へ ラナデ。口緑部内 ・ 粒 子 P L 65 ．

にもつ。口緑部は外反する。 外面横ナデ。輪積 み痕。 にぷい赤褐色　 普通 南東側覆土中層

9

甑

土　 師　 器

A　 2 7．5 体部か ら口緑 部にかけて の破 片。 体部外面縦位のへ ラ削 り，一部 へ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 70 16　　　 60 ％

B （2 1．5） 体 部は内攣 して立 ち上が る。 口 ラ磨 き。 内面 へ ラナ デ。 口緑 部 橙色 P L 65

緑 部は大 きく外反す る。 内 ・外面横 ナデ。 普通 南東側覆土中層
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第533号住居跡（第82～84図）

位置　調査7区西部，Mllel区。

重複関係　南東部が第534号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない0

規模と平面形　長軸3．42m，短軸3・35mの方形である0

主軸方向　N－340－W

壁　壁高は30～55cmで，外債して立ち上がる。

壁溝西壁下から南壁下にかけて確認されたO上幅20～30cm，下幅7～10cm，深さ約8cmで・断面形はU字形

をしている。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている0

竃北西壁中央部に砂質粘土で構築されている0規模は，焚口部から煙道部まで90cm，両袖部幅80cmである0

火床部は，床面を約8cm掘りくぼめており，赤変硬化している0天井部は崩落しており，第5層が崩落土と

第82図　第533・534号住居跡実測図
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考えられる。袖部は良好に遣存している。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がる0覆土から多量の土師器

片が出土している。

竃土層解説
1橙　色　焼土粒子少量
2　橙　色　焼土粒子中量

3　褐　色　焼土粒子多量

4　褐　色　砂粒多量，焼土粒子中量
5　暗褐色　砂粒中量，焼土粒子少量
6　赤褐色　焼土粒子・砂粒中量

ピット　4か所（Pl～P4）。南東コーナーにあるPlは径30cmの円形で，深さ12cmであり，規模と配置から

主柱穴と考えられる。南東壁際にあるP4は径20cmの円形で，深さ11cmである。位置的に出入り口施設に伴

うピットと考えられる。P2とP3は，性格不明である。

覆土　4層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。第1層は第534号住居跡の覆土である0

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量（第534号住居跡の覆土）
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，軟らかい
4　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
5　明褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物土師器片429点，須恵器片23点，土製品（紡錘車）1点，銅製品（耳飾り）1点，礫1点，炭化米が出

土している。図示した土器はいずれも土師器である0第83図1の杯は南西コーナー部の覆土中層から出土

している。2の杯は正位で竃西側の床面から出土している。3の椀と4の聾，9の小形聾は竃内から出土

している。5と6の賓は土圧で押しつぶされた状態で中央部の床面から出土している。7と8の小形聾は

横位で，10の小形壷は正位で，12と13の甑は逆位で北東コーナー部の床面から出土している。7と8の西

側から炭化米が出土している。11の鉢は逆位で南西コーナー部の床面から，14の紡錘車は西壁際の覆土下

層から，15の耳飾りは覆土中層から出土している。

所見本跡の時期は，出土遣物から判断して6世紀中葉から後葉と考えられる0重複している第534号住居跡

より古い。

第533号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成

砂粒 ・雲 母 ・赤 色

備　　 考

P 7 02 2　　　 60 ％
第 8 3 図 杯 B （5．0） 口唇部欠損 。 丸底 。体 部 は内攣 体部外 面へ ラ削 り後 へ ラ磨 き。

して立 ち上が り　口緑部はやや 内 内面丁 寧 なヘ ラ磨 き。 口緑 部外 粒子 P L 6 6

1
土　 師　 器

，　 ／　ロ
傾す る。

面横 ナデ，内面丁寧 なヘ ラ磨 き。 赤褐色 南西 コ＿－ナー覆土

内 ・外面黒色処理。 普通

砂粒 ・雲母 ・石英 ・

中層

P 7 0 23　 10 0 ％

2

j不 A　 12 0 丸底。 体 部 は内攣 して立 ち上 が 体部外面へ ラナデ後へ ラ磨 き，内

B　　 3．9 り，口緑部 は直立する。 面ナデ後 へ ラ磨 き。 口緑部 内 ・ 赤色粒子 P L 66

土　 師　 器 外面横 ナデ。 にぷ い褐色　 普通 竃西側床面

P 70 24　　　 95 ％

3

椀

土　 師　 器

嚢

A　　 9 1 丸底 。体 部 は内攣 して立 ち上 が 体部外面へ ラ削 り後へ ラ磨 き，内 砂粒 ・雲母 ・石英

B　　 7．5 り，口縁 部 との境 に段 を有す る○

口緑部はほぼ直立す る。

面ナデ。口緑部内 ・外面横ナデ。 橙色

普通

P L 66

竃内

4

A　 20．4

B　 36 6

体部一部欠 損。 平底 。 体部 は 内

攣気味 に立 ち上が り，最大径 を中

底部へ ラ削 り。 体 部外面 へ ラ磨 砂粒 ・長石 ・石英 P 7 02 5　　　 80 ％

き，内面へ ラナ デ。 口緑部内 ・外 橙 色 P L 6 6

土　 師　 器 C　　 7．4 位 にもつ。頚部で くびれ，口緑部

は外反す る。

両横 ナデ。 普通 竃 内

5

嚢 A　 2 2．1

B　 3 6 3

体部一部 欠損。 平 底。 体 部 は内

攣気 味に立 ち上が り，最大径 を中

底部 へ ラ削 り。 体 部外 面へ ラ磨 砂粒 ・長石 ・石英 P 7 02 6　　　 90 ％

き，内面 へラナデ。 口緑部 内 ・外 橙色 P L 66

土　 師　 器 C　　 8．5 位 に もつ。頚部 で くびれ，口緑 部

は外反す る。

面横 ナデ。 普通 中央部床面
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第83回　第533号住居跡出土遺物実測図（1）
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴

体部外面へラ削り．内面へラナデ0

ロ緑部内 ・外面横ナデ。輪積み

胎土・色調・焼成

砂粒・雲母 ・石英

明赤褐色

備　　 考

P 7027　　　 50％
第83 図 聾 A ［17．2］ 休部からロ縁部にかけての破片。

立　　　　　　 1　 中位に最
P L 66

6

土　 師　 器
B （23．0） 休部は棒形をしており，　 止一

大径をもつ。頚部でくびれ，口緑

部は外反する。

J　P
痕。

普通

砂粒 ・小石 ・赤色

粒子　 にぷい橙色

中央部床面

P7028　 100％

7

小　 形　 嚢

土　 師　 器

A　 ll．5 平底。休部は球体状で，中位に最大

立と　治にわずかに

底部外面へラナデ。体部内 ・外

面へラナデ　 ロ緑部内 ・外面横
P L 伍　東コーナー

B　 ll．4

C　　 5．4
径をもち，ロ縁部　 の兄－

稜をもつ。ロ緑部はやや内傾する。

ナデ。 普通

砂粒 ・石英 ・赤色

粒子

床面　 外面煤付着

P 7029　 100％

北東コーナー床面

8

小　 形　 賓 A　 14．4 平底。体部は内轡気味に立ち上

がり　口緑部との境にわずかに稜

底部木葉痕。体部外面下位へラ

削り　中位から上位へラナデ。内

土　 師　 器
B　 16．8

C　　 6．0

1　ロ　　　　　兄　－
をもつ。口縁部は外反する。

面へラナデ。口緑部内・外面横

ナデ。輪積み痕。

にぷい褐色

普通

雲母・長石 ・小石・

赤色粒子

外面煤付着

00％
第84図 小　 形　 要 A　 13．6 平底。体部は内攣気味に立ち上

立

底部へラ削り。休部外面縦位の

ヘー削り　内面へラナデ　 ロ縁部

P 7030　　 1　 ク

P L 66
9

土　 師　 器

B　 14．0

C　　 6．5
がる。ロ緑郡は外反する。 フ

内・外面横ナデ。輪積み痕。
橙色　 普通 奄内
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図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 84 図 小　 形　 壷 A　 12．2 平底。体部 は横長の球形で，中位 底部へ ラ削 り。 体 ・口緑 部外 面 長石 ・小 石 ・赤 色 P 703 1　　 90 ％

10 B　 12 7 に最大径 をもつ。頚部で くびれ， 摩滅が甚 だしい。 内面ナデ。 粒 子　 にぷい褐色 P L 6 6

土　 師　 器 C　　 6．6
ヽ

口緑部は外 反する。 普通 北東 コーナー床面

11

鉢 A　 llJ 平底。 体部 は 内攣 気 味 に立 ち上 底部木葉痕。体部 内 ・外 面 ナデ。 砂粒 ・長石 ・小石 ・ P 703 2　　　 80 ％

B　　 7 1 が り　 口緑部 との境 に段 を有する。 口緑部 内 ・外面横 ナデ。 赤色粒子 P L 6 6

土　 師　 器 C　　 7．4 I
口緑部は内偵する。

明赤褐色　 普通 南西 コーナー床面

12

甑 A　 21．4 無底式。 体 部 はわず か に内攣 し 体 部外 面へラ削 り後 へラ磨 き，内 砂粒 ・赤色粒子 P 703 3　　 100 ％

B　 22 7 て立ち上が り，口緑部 は外反する。 面へ ラナ デ後へ ラ磨 き。 口緑 部 にぷい橙色 P L 6 6

土　 師　 器 C　　 7．0 外面横ナデ，内面丁寧なヘラ磨 き。

輪積 み痕。

普通 北東 コーナー床面

13

甑 A　 33．2 無底式。 体 部 は外 傾 して立 ち上 体 部外 面下位 へラ削 り，内面 へ ラ 砂粒 ・雲母 ・石英 P 703 4　　　 80 ％

B　 31 3 が り，上位でやや内攣す る。 口緑 ナデ。 口緑部 内 ・外面横ナデ。 明赤褐色 P L 6 7

土　 師　 器 C　 lO．8 部 は外傾する。 普通 北東 コーナー床面

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
径 （cm） 厚さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

14 紡　 錘　 車 4．4 2．8 0．8 61．0 西壁際覆土下層 D P 7001　　　　　　　　　　　　 P L lO2

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

15 耳　 飾　 り 3．0 2．9 0．5 6．45 覆土中層 M 7001　　　　　　　　　　　　　　 P L 66

第538A号住居跡（第85～87図）

位置　調査7区中央部，Mlle3区。

重複関係　西部が第536A・536B・538B号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸5．40m，短軸［4．9］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－380－W

壁　壁高は30～38cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　北壁下から東壁下にかけて確認された。上幅20～30cm，下幅6～10cm，深さ約8cmで，断面形はU字形

をしている。

床　はぼ平坦で，よく踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで100cm，両袖部幅100cmである。

天井部は崩落しており，第2層から第4層が崩落土と考えられる。火床部は赤変硬化している。袖部は良好

に遺存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化しゴツゴツしている。煙道は火床面から急な傾斜で

立ち上がる。

竃土層解説
1極暗褐色　焼土粒子多量，砂粒少量
2　橙　　　色　山砂が焼けている
3　秒　　　層

4　にぷい橙色　砂粒多量
5　橙　　　色　砂粒多量，焼土中ブロック・焼土粒子中量
6　にぷい褐色　焼土粒子中量
7　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子中量

ピット　4か所（Pl～P4）。PlからP3は径約20cmの円形で，深さ20～30cmであり，規模と配置から主柱

穴と考えられる。南壁際にあるP4は径50cmの円形で，深さ36cmである。位置的に出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。
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覆土　9層からなる。各層にロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量
2　明褐色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量，軟らかい
3　明褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　明褐色　ローム小ブロック少量
5　黒　色　ローム中ブロック・粒子少量，炭化粒子微量
6　黄褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
7　黄褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，ローム中・小ブロック微量，軟らかい

8　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子微量
9　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片283点，須恵器片26点，礫1点，骨片が出土している0図示した土器はいずれも土師器である。

第87図1の杯は正位で南壁際の床面から，2の椀は竃東側の床面から，3の小鉢と5の甑は逆位で中央部の

床面から，4の小形聾は竃内から出土している。6の甑は土圧で押しつぶされた状態で竃西袖部前から出土

している。火床部から獣骨と思われる骨片が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して6世紀と考えられる0西部が掘り込まれているため，わずかに残

存していた北西と南西コーナーを手がかりに規模と平面形を推定した0重複している第536A・536B・538B号

住居跡より古い。

第538A号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第 87 図

器　　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

杯 A ［13．0］ 体部か ら口緑 部にかけて の破片 。 体 部外面へラナデ，内面横ナデ。 砂粒 ．・赤色粒子 P 705 0　　　 40 ％

1 ° B　　 5．0 丸底。 体部 は 内攣 して立 ち上が 口緑部 内 ・外面 横 ナデ。 内 ・外 にぷい橙色 南壁 際床 面

土　 師　 器 り，口縁部 との境 に稜 を もつ 。 口

緑部 はやや内傾する。

面黒色処理 。 普通

2

椀 A ［12．2］ 体部か ら口緑部一部欠損 。 平底 。 底 部へ ラ削 り。体 部外 面下位 へ 砂粒 ・雲 母 ・白色 P 70 51　　 50 ％

B　　 9．4 体部 は内攣 して立 ち上が り，口緑 ラ削 り。体部外面へラナデ，内面 粒子 P L 67

土　 師　 器 C　　 6．0 部 との境 にわずか に稜 を もつ。 横 ナデ。口緑 部内 ・外 面横 ナデ 。 にぷい橙色 竃東側床面

口緑部 はやや内傾する。 内 ・外 面黒色処 理。 普通

3

小　 形　 鉢 A　 11．5 底部 か ら口緑 部 にかけ て一部 欠 底 部へ ラ削 り。体 部 内 ・外 面へ 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 70 52　　　 50 ％

B　　 6 5 損。平底 。 体 部 ・口緑部 は ほぼ ラナデ。口緑部内 ・外 面横 ナ デ。 赤色粒子 P L 67

土　 師　 器 C ［8．4］ 直立 し，体部 と口緑部の境に稜 を

もつ。

内面黒色処理。 にぷい橙色

普通

中央部床面

4

小　 形　 嚢 A　 14．4 平底 。体 部 は内攣 して立 ち上 が 底部へ ラ削 り後 ナデ。 体 部外面 砂粒 ・小 石 ・赤 色 P 70 53　　　 60 ％

B　 12．2 る。頚部で くびれ，口緑部 は外 反 縦位 のヘ ラ削 り，内面ナデ。口縁 粒子 P L 67

土　 師　 器 C　　 6．0 する。 部内 ・外面横ナデ。輪積 み痕 。 橙色　 普通 竃内

5

甑 A ［27．6］ 無底 式。 体部 か ら口緑 部 にかけ 体部内 ・外面 丁寧 なヘ ラ ナデ。 砂粒 ・雲母 ・石英 P 70 5 4　　　 45 ％

B　 24 5 ての破 片。 体 部 は外傾 して 立 ち 口緑部 内 ・外 面横 ナ デ。 輪積 み 橙色 P L 6 7

土　 師　 器 C ［8．4］ 上 が り，口緑部 との境 に稜 をもつ。

口緑 部は垂直 に立 ち上が る。

痕。 普通 中央部床面

6

甑

土　 師　 器

B （14．5） 無底式。体 部片 。 体部 は 内攣気 体部外面縦位 のヘ ラ削 り，内面横 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 705 5　　　 50 ％

C　　 8．4 味に立ち上 がる。 位 のへ ラナデ。 赤色粒子

橙色　 普通

P L 6 8

竃西袖部前
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第85図　第536A・536B・538A・538B号住居跡実測図（1）
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第86図　第536A・536B・538A・538B号住居跡実測図（2）

第87図　第538A号住居跡出土遺物実測図
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第543号住居跡（第88・89図）

位置　調査7区中央部，Mllg2区。

重複関係　北東部が第542号住居跡に掘り込まれている0

規模と平面形　長軸3．80m，短軸3・25mの長方形である。

主軸方向　N－30－E

旦20．0m

第88図　第542・543号住居跡実測図

－130－

J

0　　　　　2m

ヒ＝＿　「一一二二∃

一＿、崖謬γ

0　　　　　　　　　　　1m

l　－lll・一　一」



∠⊃　3

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一一一一・－－－＋－－一一一一一一一一一一」

第89図　第543号住居跡出土遺物実測図

壁　壁高は22～32cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　第542号住居跡と重複している部分は確認できなかったが，全周していたと推定される。上幅15～20cm，

下幅4～10cm，深さ約5cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，よく踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。東袖部外側の一部は，第542号住居跡に掘り込まれている。規

模は，焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅100cmと推定される。火床部は，床面を約6cmほど掘りくぼめ

ており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，第2層と第4層が崩落土と考えられる。西袖部は良好

に遺存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化してしている。煙道は火床面から急な傾斜で立ち上

がる。竃構築材として炭化材が使用されている。

富士層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粘土ブロック多量，焼土粒子中量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量

4　暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土ブロック中量，ローム小ブロック・
ローム粒子少量

5　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

ピット　南壁際にあるPlは径20cmの円形で，深さ13cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

覆土　4層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子中量
2　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，軟らかい

4　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量

遺物　土師器片163点，須恵器片28点，石製模造品1点，礫1点，陶器片1点，炭化材が出土している。図示
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した土器はいずれも土師器である。第89図1の聾と2の甑は竃前の覆土下層から，3の石製模造品は竃西

側の覆土中層から出土している。竃構築材として炭化材が使用されている。陶器片は混入したものと考え

られる。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して6世紀と考えられる。重複している第542号住居跡より古い。

第543号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第 89 図

器　　 種

嚢

計測値 （cm）

A ［15．0］

器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

体部か ら口縁部 にか けての破 片 。 体部外面縦位のヘ ラ削 り，内面 横 砂粒 P 70 78　　 1 0 ％

＿1上＿
1 B （16．0） 体部 は内攣 して 立 ち上が る。 頸 ナデ。 口縁部 内 ・外 面横 ナ デ。 にぷい橙色 竜 削覆土下層

土　 師　 器 部で くびれ，口縁部は外反する。 輪積み痕。　　　 ′ 普通

2

甑

土　 師　 器

A ［23．8］ 体部下位欠損，体部 ・口緑部 一部 体部外面へ ラ削 り，内面へラナデ。 砂粒 ・雲 母 ・赤 色 P 70 7 9　　　 60 ％

B （19．1） 欠損。 体 部 は外傾 して立 ち上が

り，口緑部 は外反す る。

口緑部 内 ・外面横ナデ。 粒子

橙色　 普通

竃前覆土下層

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

3 石製模造品 10．2 4．9 2．7 180．0 竃西側覆土中層 Q 7001　 滑石　　　　　　　 P L 69

第544号住居跡（第90・91図）

位置　調査7区中央部，Mllh4区。

重複関係　第13号掘立柱建物跡の柱穴に掘り込まれている○

規模と平面形　長軸3．45m，短軸3・28mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は10～30cmで，外傾して立ち上がる。

床　南壁際の一部が撹乱を受けている。ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている0

竃北壁中央からやや東寄りに砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで60cm，両袖部幅80

cmである。火床部は，床面を約6cm掘りくぼめており，赤変硬化している0第5層がこれに相当する。天井

部は崩落しており，第2層が崩落土と考えられる0東袖部は地山を土台にして砂質粘土を貼り，さらに外側

に補強材として土師器聾片が使用されている0煙道は火床面から急な傾斜で立ち上がる。覆土から多量の土

師器片が出土している。

竃土層解説
1褐　色　ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

2　褐　色　砂粒多量，焼土粒子中量
3　赤褐色　砂粒・焼土粒子多量
4　暗褐色　焼土粒子中量

5　赤褐色　焼土ブロック
6　赤褐色　焼土粒子・砂粒中量
7　橙　色　焼土粒子多量

覆土　3層からなり，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，軟らかい

遺物　土師器片336点，須恵器片18点，陶器片1点が出土している。図示した土器はいずれも土師器である0

第90・91図1の杯は正位で東壁際の覆土下層から，2の杯は逆位で南東コーナー部の床面から，3の杯は

逆位で竃西側の床面から出土している。4の小形聾は竃東袖部の補強材として使用されたと考えられる0

5の賓は東袖部から，9の甑は竃西側の床面から，6の聾が竃の火床部から，7と8の鉢は横位で竃東側

の床面から出土している。10は器種不明である。陶器片は混入したものと考えられる。
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第90図　第544号住居跡・出土遺物実測図（1）
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第91図　第544号住居跡出土遺物実測図（2）

所見　本跡では，壁溝とピットは確認できなかった。時期は，出土遺物から判断して6世紀と考えられる。10

の土器の作りは，第435号住居跡から出土している須恵器特殊扁壷に類似している。重複している第13号掘

立柱建物跡より古い。

第544号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第90図 杯

土　 師　 器

A　 13．7 口緑部「部欠損。丸底。体部は内攣 体部外面へラ削 り，内面横 ナ デ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 70 80　　　 95 ％

1 B　　 4．6 気味に立ち上が り，口緑部 との境 に 口縁部内 ・外面横 ナデ。 にぷい橙色 P L 69

稜をもつ。口緑部はやや外反する。 普通 東壁際覆土下層

2

杯

土　 師　 器

A ［1 5．2］ 体部か ら口緑部一部欠損。 丸 底。 体部外 面 へ ラ削 り後 ナ デ， 内面 砂粒 ・小 石 ・赤 色 P 70 81　　 60 ％

B　　 4．9 体部 は内攣気 味 に立 ち上 が り， ヘラ磨 き。 口緑 部外 両横 ナデ ， 粒子 P L 69

口縁部 との境 にわず か に稜 を も

つ。口緑部はやや外 反する。

内面丁 寧なへ ラ磨 き。 橙色

普通

南東 コーナー床面

3

杯

土　 師　 器

A　 lO．0 丸底。 体部 は 内攣 して立 ち上 が 体 部外 面へ ラ ナデ， 内面 丁寧 な 砂粒 ・雲母 P 7 08 2　　 100 ％

B　　 4．0 り，口緑部はほぼ直立する。 へラ磨 き。 口緑 部外 面横 ナデ ， にぷい橙色 P L 6 9

内面丁 寧 なヘ ラ磨 き。 内 ・外 面

黒色処理。輪積み痕。

普通 竃 西側床面

4

小　 形　 嚢

土　 師　 器

A　 13．0 底部か ら口緑部にか けての破 片。 体部 内 ・外 面へ ラナ デ。 口緑 部 砂粒 ・赤色粒 子 P 7 08 3　　　 50 ％

B　 16．2 平底。体部 は内攣 して立ち上が り， 内 ・外面横ナデ。輪積み痕 。 にぷい褐色 P L 6 9

己 ［4．6］ 頚部で くびれ，口緑部は外反する。 普通 竃東袖部 内

第91図 嚢

土　 師　 器

A ［15．8］ 体 部か ら口緑部 にか けて の破片 。 体部外 面へ ラ削 り， 内面 へ ラナ 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 08 4　　　 40 ％

5 B （24．5） 体 部は内攣 して立 ち上が り， 頸 デ。 口緑 部 内 ・外 面横 ナデ 。輪 にぷい黄橙色 P L 6 9

部で くびれ，一　口緑部は外反する。 積み痕。 普通 竃東袖部

6

嚢

土　 師　 器

B （2 1．8） 底部 か ら体 部 にか けての破 片 。 底部丁寧 なヘ ラ磨 き。 体 部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 70 8 5　　　 50 ％

C　　 8．9・ 平底。 体 部 は内攣 して立 ち上が 丁寧なヘ ラ磨 き，内面へ ラナ デ。 にぷ い橙色 P L 6 9

る。 普通 竃火床部

第 90図 鉢

土　 師　 器

A ［19．7］ 体部か ら口縁部一部欠損 。 平底 。 底部へ ラナ デ。体 部外 面へ ラ削 砂粒 ・赤色粒子 P 70 8 6　　　 60 ％

7 B　　 9．2 体部 は内攣気 味 に立 ち上 が り， り後へ ラナデ ， 内面丁 寧 なヘ ラ にぷ い橙色 P L 69

C　　 8．0 口緑 部 との境 にわず か に稜 を も

つ。 口緑部 は外反す る。

磨 き。 口緑 部内 ・外面 丁寧 なへ

ラ磨 き。内 ・外面黒色処理。

普通 竃東側床面

8

鉢

土　 師　 器

A ［2 1．3］ 体部か ら口緑部一部欠損。 平 底。 底部へ ラナデ。 体 部外 面へ ラ削 砂粒 ・小 石 ・赤 色 P 70 87　　　 50 ％

B　 l l．2 体部 は内攣気 味 に立 ち上が り， り後へ ラナデ， 内面丁 寧 なヘ ラ 粒子 P L 69

C　　 7．6 口緑部 との境 にわず か に稜 を も 磨 き。 口緑部 内 ・外 面 丁寧 なへ にぷい橙色 竃東側床面

つ。口線部は外反する。 ラ磨 き。内 ・外面黒色処理。 普通

第91図 甑

土　 師　 器

A ［2 1．0］ 体部か ら口緑 部にかけ ての破 片。 体 部外面縦位 と横位の ヘ ラ削 り。 砂粒 ・長石 ・石英 P 708 8　　　 20 ％

9 B （24．1） 体部は 内攣気 味 に立 ち上が り， 内面下 位へ ラ削 り， 中位 か ら上 橙色 竃西側 床面

口緑部は外 反する。 位横位 のへ ラナ デ。 口縁 部 内 ・

外面横 ナデ。輪積み痕。

普通
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第550号住居跡（第92図）

位置　調査7区西部，NlOa8区。

規模と平面形　長軸5．70m，短軸5・45mの方形である。

主軸方向　N－240－W

壁　壁高は45～65cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　上幅20～30cm，下幅9～15cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をしており，全周している。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで120cm，両袖部幅100cmである0

火床部は，床面を約7cm掘りくぼめており，赤変硬化している0天井部は崩落しており，第2層が崩落土と

考えられる。袖部はトレンチャ一による撹乱を受けているため，遺存状態が悪い0煙道は火床面から急な傾

斜で立ち上がる。

竃土層解説
1にぷい褐色　焼土粒子・砂粒少量
2　にぷい褐色　砂粒・粘土ブロック多量，焼土中ブロック中量
3赤褐色焼土粒子・砂粒中量，ザクザクしている

ピット　6か所（Pl～P6）。PlからP4は径60cmの円形で，深さ60cmであり，規模と配置から主柱穴と考

ぇられる。南壁際にあるP5とP6は径約40cmの円形で，深さ約25cmであ’る。位置的に出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。

覆土14層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる0第14層は焼土ブロックと粘土ブロックが混じり

合った覆土であり，竃袖部の一部が流れ込んだものと考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒　9　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量　　　　　…

10　黒褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭
化粒子微量

11褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子多量
12　褐　色　黒色土多量，ローム粒子・焼土粒子少量
13　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子中量
14　褐　色　焼土中ブロック・粘土ブロック・砂粒多量，焼土粒子・

炭化粒子中量

子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量，軟らかい
4　褐　色　黒色土多量，ローム粒子少量
5　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
6　明褐色　褐色土多量

7　暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子微量
8　橙　色　ローム小ブロック多量

遺物　土師器片582点，須恵器片35点，礫14点が出土している0図示した土器はいずれも土師器である。第92

図1の杯は正位でP4の東側の床面から，3の小形聾は逆位で竃前の床面から，2の杯は南西側の覆土中層

から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して7世紀前葉と考えられる。

第550号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第 92 図

器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

杯 A　 14．1 丸底。 体 部 は内攣 気 味 に立 ち上 体部外面へ ラ削 り，内面 横 ナデ。 砂粒 ・赤色粒 子 P 7 10 5　　 1 00 ％

1 ．B　　 3．4 が り，口緑部 は直立す る。 口縁部 内 ・外 面横 ナ デ。 内 ・外 橙色 P L 7 0

土　 師　 器 面黒色処理。 普通 P 4東側床面

2

杯 A ［14．0］ 体 部か ら口緑 部にかけて の破 片。 体部外面へ ラ削 り後，ヘ ラナデ。 砂粒 P 7 10 6　　　 5 ％

B （2．9） 体 部は内攣 気 味 に立 ち上が り， 内面横 ナ デ。 口縁 部内 ・外面 横 にぷい褐色 南西部覆土中層

土　 師　 器 口緑 部 との境 にわず か に稜 を も

つ。口緑 部はやや外 傾する。

ナデ。 内 ・外面黒色処理。 普通

3

小　 形　 嚢 A　 14．4 口緑 部一部 欠損 。 平底 。 体部 は 底 部へ ラ削 り。 体 部外面 へ ラ削 砂粒 ・雲母 ・小石 ・ P 710 7　　　 95 ％

B　 14．3 内攣気 味 に立 ち上 が り， 最大径 り，内面 へ ラナデ。 口緑 部 内 ・ 赤色粒子 P L 70

土　 師　 器 C　　 7．6 を中位に もつ。 頚 部で くびれ，

口緑 部は外 反する。

外面横 ナデ。輪積 み痕。 橙色

普通

竃前床面

－135－
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第92図　第550号住居跡・出土遺物実測図
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第553号住居跡（第93図）

位置　調査7区西部，MlOh9区。

重複関係　北部を第19号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸［4．3］m，短軸［4．1］mの方形と推定される。

主軸方向　N－290－W

0　　　　　　　　　　1m

！　　；　　！

0　　　　　　　　　　2m

！　　；＿＿　」

苛酷観、1　　　、、

第93図　第553号住居跡・出土遺物実測図
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壁壁高は43～53cmで，外債して立ち上がる〇第19号溝と重複している部分は確認できなかった0

床　ほぼ平坦である。中央から南側にかけて，特に踏み固められた硬化面が残存している。

竃北西壁中央部に砂質粘土で構築されている。トレンチャ一による撹乱を受けているため，遣存状況は悪い。

規模は，焚口部から煙道部まで95cm，両袖部幅95cmと推定される0第5層の下部が焼土ブロックでゴツゴツ

しているため，火床部と考えられる。火床部は赤変硬化している。天井部は崩落しており，第2層と第4層

が崩落土と考えられる。

亨土莞冤≡藍杢蓋董葱芸…君子晶呈蒜㌘炭莞孟誓言呈量；蓋褐≡写三三藍圭三重竿蓋警蓋重言去粘土中量
4　褐　色　砂粒多量，焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4はいずれも径約18cmの円形で，深さ約50cmであり，規模と配置か

ら判断して主柱穴と考えられる。南壁際にあるP5は径25cmの円形で，深さ14cmである。位置的に出入り口

施設に伴うピットと考えられる。

覆土　7層からなる。各層にロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。第7層は竃袖部の一部である0

土層解説

1褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量
3　明褐色　ローム小ブロック多量
4　明褐色　ローム大・中ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量

5　褐　色　ロームブロック

6　褐　色　ローム小ブロック多量

7　明褐色　ローム大・中ブロック・ローム粒子・粘土ブロック中量

遺物土師器片402点，須恵器片17点，陶器片18点，礫31点が出土している0図示した土器はいずれも土師器

である。第93図1と2の杯，5の聾は中央部の床面から，6の聾は竃内から，3と4・の杯は覆土中層から

出土している。陶器片は混入したものと考えられる。

所見本跡では，壁溝は確認できなかった○壁が確認できなかった部分は，床質から規模と平面形を推定した。

時期は，出土遺物から判断して6世紀中葉から後葉と考えられる。重複している第19号溝より古い。

第553号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第 93 図

器　　 種

杯

計測値 （cm）

A　 14．0

器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

丸底 。体 部 は内攣 して立 ち上が 体部外面 へ ラ削 り後 へ ラ磨 き， 砂粒 ・雲母 P 7 116　　　 95 ％

1 B　　 4．9 り　 口緑 部 との境 に稜 を もつ 。 内面横 ナデ。 口緑 部 内 ・外 面横 にぷい黄橙色 P L 70

土　 師　 器 I
口緑 部はほぼ垂 直に立 ち上 が る。

ナデ。内 ・外面黒色処理 。 普 通 中央部床面

2

1不 A ［17．0］ 体部か ら口縁部にか けての破 片。 体部外面 へ ラ削 り後へ ラ磨 き， 砂粒 ・雲母 P 7 117　　　 30 ％

B　　 4．4 丸底。体部 は内攣気味 に立 ち上 が 内面横 ナデ。 口緑部 内 ・外面横 にぷい黄橙色 中央部床面

土　 師　 器

ゴ不

り，口緑部は垂直に立ち上が る。 ナデ。内 ・外面黒色処理。 普通

3

A ［11．0］ 底部か ら口緑部にかけ ての破 片。 底部へ ラ削 り。 体部 外面 へ ラ削 砂粒 P 7 11 8　　　 50 ％

B　　 4 9 平底。 体部 は 内攣気 味 に立 ち上 り，内面丁 寧 なヘ ラ磨 き。 口緑 灰褐色 P L 7 0

土　 師　 器

杯

土　 師　 器

C ［5．4］ が り，口緑部は外反する。 部内 ・外面横ナデ。 普通 覆土 中層

4

A ［12．2］ 体部か ら口緑部にかけての破片。 体 部外面へ ラ削 り，内面 横 ナデ 。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 1 19　　　 30 ％

B　　 4．7 丸底。体部は内攣気味 に立 ち上が

り，口緑部はほぼ垂直 に立 ち上が

る。

口緑 部内 ・外面横 ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土中層

5

嚢 A ［1 2 4］ 体部 から口縁部 にか けての破 片 。 体部外面 へ ラ削 り後 へ ラナ デ， 砂 粒 ・雲 母 ・赤 色 P 71 20　　　 30 ％

B （1 5．1） 体部 は内攣 して立 ち上が り， 上 内面へ ラナデ 。 口緑部 内 ・外面 粒子 P L 70

土　 師　 器 位 に最 大径 を もつ。 頚 部 で くび

れ，口縁部 は外反す る。

横ナデ。 橙色

普通

中央部床面

6

嚢

土　 師　 器

A ［19 8］ 体部 か ら口緑部 にかけて の破片 。 体部内 ・外面 へ ラナデ 。 口緑 部 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 12 1　 10 ％

B （12．6） 体部 は内攣 して立 ち上 が り，頚

部 で くびれ，口緑 部は外 反す る。

内 ・外面横ナデ。 にぷい黄橙色

普通

竃内

一138－



第559号住居跡（第94～96図）

位置　調査7区西部，Nllcl区。

重複関係　南西コーナー部が第571号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．62m，短軸5．10mの長方形である。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は18～48cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅8～20cm，下幅4～10cm，深さ約6cmで，断面形はU字形をしている。

床　はぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで100cm，両袖部幅95cmである。

天井部は崩落しており，第2層が崩落土と考えられる。第6層の下部がゴツゴツしているため，火床部と考

えられる。火床部は，赤変硬化している。袖部は良好に遣存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬

化している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1褐　　　色　焼土中ブロック・焼土粒子少量
2　にぷい黄橙色　粘土・焼土ブロック多量

3　褐　　　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ザクザクしている
4　焼土ブロック
5　にぷい黄橙色　焼土ブロック中量
6　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ゴツゴツしている
7　褐　　　　色　焼土粒子・砂粒中量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は径約20cmの円形で，深さ約55cmであり，規模と配置から主柱穴

と考えられる。南壁際にあるP5は径24cmの円形で，深さ28cmである。位置的に出入り口施設に伴うピット

と考えられる。

覆土　4層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，硬い
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　橙　色　焼土中ブロック多量
4　褐　色　暗褐色土多量，ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　土師器片801点，須恵器片38点，土製品（管玉，支脚）2点，鉄津4点，陶器片3点，礫8点が出土し

ている。出土遣物のほとんどが南西部の覆土上層に集中しており，出土状況から判断して，投棄されたも

のと考えられる。図示した土器はいずれも土師器である。第94～96図2の小形襲，4，5，6，7，8，

9，10，11の賓，12の甑，3の小形襲；鉄浮は集中して出土したものの一部である。1の杯は南東側の覆

土下層から，13の管玉は竃南東側の覆土下層から，14の支脚は南西側の覆土下層から出土している。陶器

片は混入したものと考えられる。

所見　本跡の覆土上層から鉄津が出土しているが，出土状況から判断して，本跡に伴う遺物とは考えられない。

時期は，出土遺物から判断して7世紀中葉から後葉と考えられる。重複している第571号住居跡より古い。

第559号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第94 図 杯 A ［12．0］ 体部から口緑部にかけての破片。 体部外面へラ削 り後へ ラ磨 き， 砂粒 ・雲母 ・赤色 P 7146　　 10％

1 B （3．0） 体部は内攣して立ち上がり　口緑 内面横ナデ。口緑部内 ・外面横 粒子 南東側覆土下層

土　 師　 器
I

部 との境に稜をもつ。口緑部は

直立する。

ナデ。 明赤褐色

普通

ー139－
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第94図　第559号住居跡・出土遺物実測図（1）
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第95図　第559号住居跡出土遺物実測図（2）
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第96図　第559号住居跡出土遺物実測図（3）
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第94図小　形　嚢A　12．8 底部から体部下半欠損。体部は体部外面へラ削り，内面へラナ砂粒・石英・小石・P7147　　　30％

2

土　師　器
B（10．2）外傾して立ち上がり，最大径をデ。口緑部内・外面横ナデ。 赤色粒子 南西コーナー覆土

上位にもつ。口緑部は．垂直に立

ち上がる。

にぷい橙色

普通

中層

3

小　形　嚢A　11．4 体部から口緑部にかけての破片。体部外面へラナデ後，ヘラ磨き。砂粒・雲母 P7148　　　30％

土　師　器
B（7．3）体部は内攣して立ち上がる。頚内面横ナデ。口緑部内・外面横にぷい橙色 PL72

部でくびれ，口緑部は外反する。ナデ。輪積み痕。 普通 南西部覆土中層

4

嚢 A　16．4 底部欠損。体部は内攣して立ち体部外面へラナデ後，ヘラ磨き。砂粒・石英・小石 P7149　　　70％

土　師　器

B（17．0）上がる。頚部でくびれ，口緑部内面へラナデ。口緑部内・外面明赤褐色 PL72　南西コー

は外反する。 横ナデ。輪積み痕。 普通 ナー覆土上層

第95図 嚢 A［21．6］底部から口緑部にかけて一部欠底部へラ削り。体部外面へラ磨砂粒・雲母・長石・P7150　　　40％

5

土　師　器

B　34．2 損。平底。体部は内攣して立ちき，内面へラナデ。口縁部内・石英 PL72
C［7．2］上がり，中位に最大径をもつ。外面横ナデ。 にぷい橙色 南西コーナー覆土

頚部でくびれ，口緑部は外反す

る。口唇部は上方につまみ上げる。

普通 中層

6

嚢 A　22．0 体部から口緑部にかけての破片。体部外面へラ磨き，内面ナデ。砂粒・雲母・長石P7151　　25％

土　師　器

B（22．7）体部は内攣して立ち上がり，中口緑部内・外面横ナデ。 にぷい黄橙色 PL72
位に最大径をもつ。頚部でくび

れ，口緑部は外反する。口唇部

は上方につまみ上げる。

普通 南西コーナー覆土

中層

7

嚢 A　24．3 体部から口緑部にかけての破片。体部外面へラ磨き，内面へラナ砂粒・雲母・長石・P7152　　　25％

土　師　器
B（24．5）体部は内攣して立ち上がり，中デ・指頭押圧。口緑部内・外面石英 南西コーナー覆土

位に最大径をもつ。頚部でくび

れ，口緑部は外反する。口唇部

は上方につまみ上げる。

横ナデ。 橙色

普通

上層

8

嚢 A　22．2 体部上位から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。 砂粒・雲母・石英・P7153　　　30％

土　師　器
B（8．2）頚部でくびれ，口緑部は外反する。

口唇部は上方につまみ上げる。

小石・赤色粒子

にぷい赤褐色　普通

南西部覆土中層

9

嚢 B（26．6）底部から体部にかけての破片。体部外面へラ磨き，内面へラナ砂粒・雲母・長石P7154　　　60％

土　師　器
C　　9．8 平底。体部は内攣して立ち上が

る。

デ。 明赤褐色

普通

PL72　南西コー

ナー覆土上層

10

嚢 B（29．4）底部から体部にかけての破片。底部へラ磨き。体部外面へラ磨砂粒・雲母 P7155　　　30％

土　師　器
C　　9．0 平底。体部は内攣して立ち上が

る。

き，内面へラナデ・指頭押圧。にぷい褐色

普通

PL72　南西コー

ナー覆土中層
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図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 95 図 嚢 B （18．3） 底部 か ら体 部 にか けての破 片 。

立　　　　　　■　慶　　　 一」」

底部へ ラ削 り後，ヘラナ デ。体部

‾　 ‾噛 ・ ‾「盛実 へ ‾磨

砂粒 ・雲母 ・長石 ・

石神

P 7156　　　 40 ％

P L 72　 南西 コー
11

土　 師　 器
C　　 6．8 平底。 体 郡 は内攣気 味 に且 ち上

がる。

外面へ フナ ァ後， 丁草 よ　 フ

き。内面ナデ。輪積 み痕。

共

にぷい褐色　 普通
ナー覆土上層

第 96 図 甑 A ［23．0］ 体部 か らロ緑 部 にか けて一 部欠

立　　　　　　　 左　　　 す

体部外面 縦位 のヘ ラ削 り， 内面

⊥　　 ‾　 ‾中　　 線 部 内 ・外

砂粒

にぷ い橙色

P 7157　　　 60 ％

P L 72　 南西 コー12

土　 師　 器
B　 21．8

C　　 6．8

損 。無 底式 。 体 郡は 内攣気 味 に

立ち上が り，口緑部 は外反 す る。

横位の ヘ フナァ。 口′　日

面横ナデ。

」　　　　　盟
普通 ナー覆土中層

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ（cm） 重 量 （g ）

13 管　　　 玉 0．8 1．7 0．15 1．34 竃南東側覆土下層 D P 7002　　　　　　　　　　　 PL lOl

図版番号 種　　 別
計　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　　　　 考

長 ‾さ（cm） 径 （cm） 重 量 （g ）

14 支　　　 脚 15．3 6．2 538．0 南西部覆土下層 D P 7003　　 土製

第566号住居跡（第97・98図）

位置　調査7区西部，NlOc6区。

重複関係　南西部が第567号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　北西コーナー部が調査区域外のため，確認できなかったが，長軸6・58m，短軸6・53mの方形と

推定される。

主軸方向　N－240－W

壁　北西側壁は確認できなかった。壁高は10～18cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北西側壁下は確認できなかった。上幅約40cm，下幅10～15cm，深さ約18cmで，断面形はU字形をしてい

る。

床　北西部は確認できなかったが，それ以外はほぼ平坦で踏み固められている。竃東袖部の右側に長径160cm，

短径80。皿の楕円形で，深さ20cmの掘り込みが確認できた。覆土から多量の灰が出土しているため，灰を貯め

て置いた施設あるいは土坑と考えられる。

竃　北壁に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで150cm，両袖部幅110cmである0火床部

は，床面を約10。m掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，第3層が崩落土と考えら

れる。袖部は良好に遣存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化している0煙道は火床面から緩や

かに立ち上がる。

竃土層解説
1極暗赤褐色　粘土ブロック・焼土粒子少量
2　暗赤褐色　粘土ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
3　暗赤褐色　粘土大ブロック多量
4　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量

ピット　5か所（P，～P5）。PlからP。は径約80cmの円形で，深さ約60cmであり，規模と配置から主柱穴

と考えられる。南壁際にあるP5は径50cmの円形で，深さ21cmである0位置的に出入り口施設に伴うピット

と考えられる。PlとP2の土層断面中央に柱の痕跡が見られる0柱痕部分は黒褐色土で軟らかく，柱の抜

き取りが行われたと考えられる。また，堆積状況から判断しても柱抜き取り後の堆積と考えられるo

Pl・P2土層解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
2　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量

4　明褐色　ローム小ブロック・焼土粒子多量
5　黒褐色　黒褐色土多量，焼土粒子少量，軟らかい
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第98図　第566号住居跡出土遺物実測図
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覆土　6層からなり，各層にロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。第2層の上面が第567号住居跡

の床面に当たる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子中量
2　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・炭化材多量
3　明褐色　ローム中・小ブロック多量，炭化粒子中量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化材少量
5　褐　色　ローム大ブロック多量
6　褐　色　ローム中ブロック多量，焼土粒子・炭化材少量

遺物　土師器片243点，須恵器片1点，土製品（支脚）1点，陶器片1点，磁器片1点，礫1点が出土してい

る。図示した土器はいずれも土師器である。第98図1と2の杯は竃東側の覆土下層から，3の杯は南西側
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の覆土中層から，支脚の細片が竃前の覆土上層から出土している。陶器片と磁器片は混入したものと考え

られる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して7世紀後葉と考えられる。重複している第567号住居跡より古い。

第566号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 98 図 杯

土　 師　 器

A ［11．0］ 体部か ら口緑部 にか け七の破 片 。 体部 か ら口緑 部 内 ・外 面摩 滅が 砂粒 ・雲 母 ・赤 色 P 71 94　　　 50 ％

1 B　　 3．9 丸底。 体 部か ら口緑 部 は 内攣気

味 に立 ち上が る。

甚だ しい。輪積 み痕 。 粒子

にぷい赤褐色　 普通

竃東側覆土下層

2

杯

土　 師　 器

A ［11．8］ 体部か ら口緑部 にか けて の破 片 。 体部外面へ ラ削 り， 内面 ナ デ。 砂粒 ・雲 母 ・赤 色 P 7 195　　 15 ％

B （4．1） 体部 は内攣 気味 に立 ち上 が り，

口縁部 との境 に稜 を もつ 。 口緑

部 はやや 内傾す る。

口縁部内 ・外 面横 ナデ。 粒子

赤褐色

普通

竃東側覆土下層

3

杯 A ［9．8］ 体部 か ら口緑部 にか けて の破片 。 体部外面ベ ラ削 り，内面横 ナ デ。 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 196　　　 25 ％

B （2．4） 体部 は内攣 気味 に立 ち上 が り， 口緑部 内 ・外 面横 ナデ 。 内 ・外 にぷい褐色 （外面 ） 南西部覆土中層

土　 師　 器 口緑 部 との境 に わず かに稜 をも

つ。口緑部 は直立す る。

面黒色処理。 普通

第590号住居跡（第99図）

位置　調査7区南部，011e5区。

重複関係　中央部から西部にかけて，第20号溝によって掘り込まれている。

規模と平面形　中央部から南側が調査区域外のため，平面形は確認できなかった。東西4・80m，北西（3・1）m

である。

主軸方向　［N－200－W］

壁　壁高は3～9cmである。

壁溝　上幅約30cm，下幅10～20cm，深さ約10cmで，断面形はU字形をしている。

床　第20号溝に掘り込まれている部分は確認できなかったが，硬化面の範囲から判断して，ほぼ平坦で全体的

に踏み固められていたと推定される。北東コーナー部に長径150cm，短径80cmの不整形で，深さ16cmの掘り

込みが確認できた。覆土から多量の灰が出土していることから判断して，灰を貯めて置いた施設あるいは土

坑と考えられる。

竃　北壁中央部に構築されている。西袖部は第20号溝に掘り込まれているため，確認できなかった。さらに，

覆土が薄いため，東袖部の痕跡と火床部しか確認できなかった。火床部は，床面を約8cm掘りくぼめており，

赤変硬化している。

竃土層解説

1暗褐色　焼土粒子少量，粘土粒子微量
2　灰褐色　焼土粒子・粘土粒子微量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子中量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量

ピット　2か所（Pl・P2）。PlとP2は径約30cmの円形で，深さ約50cmであり，規模と配置から判断して

主柱穴と考えられる。

覆土　6層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。第6層は壁溝の覆土である。

土層解説

1褐　色　焼土中ブロック中量

2　褐　色　ローム小ブロック中量

3　褐　色　焼土粒子少量

4　褐　色　ローム大ブロック多量

5　黒褐色　ローム大ブロック・ローム粒子少量

6　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子多量
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第99図　第590号住居跡・出土遺物実測図

遺物　土師器片275点，須恵器片18点，鉄製品（刀子）1点，礫5点が出土している。図示した土器はいずれ

も土師器である。第99図1の杯は南部の覆土下層から，4の聾は西壁際の床面から，5の甑は竃東側の覆

土下層から，2の杯，6の刀子は北東部の覆土中から，3の杯は南東部の覆土中から出土している0　7は

賓底部片で，底部に木葉痕が認められる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して7世紀と考えられる。重複している第20号溝より古い。

第590号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 血 ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 9 9 図 杯 A　 ll．6 口緑部一 部 欠損。 丸 底。 体 部 は 体部外 面へ ラ削 り後 へ ラ磨 き， 砂粒 ・雲母 P 72 49　　　 6 0 ％

1 B　　 4．1 内攣 して立 ち上 が り， 口緑 部 は 内面 ナデ。 口緑 部内 ・外 面横 ナ 橙色 P L 74

土　 師　 器 直立す る。 デ。 内 ・外面黒色処理。輪積み痕。 普通 南部覆土下層

2

杯

土　 師　 器

A ［1 1．6］ 体部か ら口緑部 にかけて の破片 。 体部外面へ ラ削 り後 ， ナデ。 内 砂 粒 ・雲 母 ・赤 色 P 72 50　　 10 ％

B （3．0） 休部は内攣 気味 に 立 ち上 が り，

口緑部 は直立す る。

面 ナデ。口緑部内 ・外 面横 ナ デ。 粒子

にぷ い橙色　 普通

北東部覆土中

－146－



図版番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 99 図 杯 A ［13．4］ 体部から口緑部にかけての破片。体部は 体部外面 へ ラ削 り， 内面 ナ デ。 砂粒 ・雲母 P 725 1　　　 5 ％

3 B （3．6） 外傾して立ち上がり　 口緑部との境に明 口緑 部内 ・外面横 ナデ。 内 ・外 にぷい橙色 南東部覆土 中

土　 師　 器 I
瞭な稜をもつ。口緑部はほぼ直立する。 面黒色処理。 良好

4

嚢

土　 師　 器

A ［26．8］ 体部 上位 か ら口緑 部 にか けての 体部上位外 面 ナデ， 内面へ ラナ 砂粒 ・雲 母 ・赤 色 P 725 2　　 10 ％

B （9．2） 破片。 体 部 は内攣 して立 ち上 が

る。頚 部 で くびれ， 口緑 部 は外

反す る。

デ。口緑部 内 ・外面横 ナデ。 粒子

明赤褐色

普通

西壁 際床面

5

甑

土　 師　 器

A ［18．0］ 体部 上位 か ら口緑 部 にか けての 体部外 面上 位へ ラ削 り， 内 面ナ 砂粒 ・長 石 ・赤 色 P 725 3　　　 5 ％

B （6．3） 破片。 体 部 は外傾 して立 ち上が

り，．口緑部 は外反す る。

デ。口緑部 内 ・外面横 ナデ。 粒子

にぷい赤褐色　 普通

竃東側 覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 者

長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

6 刀　　　 子 （4．3） 1．5 0．4 （4．12） 北東部覆土中 M 7013

第623号住居跡（第100図）

位置　調査7区東部，N13i3区。

重複関係　西部が第624号住居跡に，南部が第625号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

中央部が第462号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸6．90m，短軸6．40mの方形である。

主軸方向　N－60－W

壁　西壁と南壁の一部は確認できなかった。壁高は31～47cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　南西コーナー壁下では確認されなかった。上幅17～20cm，下幅6～9cm，深さ約6cmで，断面形はU字

形をしている。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は焚口部から煙道部まで約130cm，両袖部幅約140cmである。

火床部は，床面を約4cm掘りくぼめており，赤変硬化しゴツゴツしている。天井部は崩落しており，第2層

が崩落土と考えられる。神都は良好に遺存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化している。煙道

は火床面から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量

2　暗　褐　色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子中量
3　黒　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量
4　黒　褐　色　粘土ブロック多量，炭化粒子中量
5　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

6　赤　褐　色　焼土粒子・焼土中ブロック多量，炭化粒子中量
7　にぷい橙色　焼土粒子・炭化粒子多量，灰少量

8　にぷい橙色　焼土粒子多量
9　にぷい赤褐色　灰多量，焼土中ブロック・焼土粒子中量
10　赤　黒　色　焼土粒子多量，炭化粒子中量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4の上端は径80～100cmの円形，下端は径20～30cmの円形で，深さ55

～70。mであり，規模と配置から判断して主柱穴と考えられる。南壁際にあるP5は長径80cm，短径60cmの楕

円形で，深さ40。mである。位置的に出入り口施設に伸うピットと考えられる。P2の土層断面の第2層は柱

の痕跡と考えられる。柱痕部分は暗褐色土で軟らかく，柱の抜き取りが行われたことが考えられる。

P2土層解説
1黒褐色　ローム大ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量（柱痕）

3　暗褐色　ローム大ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
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覆土　3層からなり，堆積状況から自然堆積と考えられる0

土層解説
1褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
2　褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
3褐色ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物土師器片346点，須恵器片5点，骨片が出土している。第100図1から4の土師器杯，5の土師器椀は覆

土中から出土している。6と7の土師器片には，外面に砥石に使用したと思われる痕跡がある0竃火床部か

ら骨片が出土している。種類は不明である。

所見本跡の時期は，出土遺物から判断して7世紀と考えられる0重複している第624・625号住居跡，第462

号土坑より古い。

第623号住居跡出土遺物観察表

胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考
図版番号

第 100 図

1

口　　 重 計測値 （ ） 器　 形　 の　 特　 徴

体部か ら口緑 部にかけて の破片 。

丸底。 体部 は 内攣気 味 に立 ち上

手　 法　 の　 特　 徴

券　　 種一

杯

ロマ　匝　Cm

A ［13．0］

B （4．1）

体部外面 へ ラ削 り， 内面 へ ラ磨 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 74 17　　　 30 ％

き。口緑部内 ・外面横ナデ。内 ・ 赤色粒 子 覆土中

P 7 41 8　　 10 ％

土　 師　 器 が り，口縁部 との境に稜 を もつ○

口緑部は直立す る。

外面黒色処理。輪積み痕。 にぷい橙色

普通

2

杯 A ［10．6］

B （3．4）

体部か ら口緑部 にかけ ての破 片。

丸底。 体 部 は内攣気 味 に立 ち上

体部外面へ ラ削 り後， ヘ ラ磨 き○ 砂粒 ・雲 母 ・赤色

内面 ナデ。 口緑部 内 ・外 面横 ナ 粒子 覆土 中

∂

土　 師　 器 が り，口緑部 との境 に稜 を もつ。

口緑部 は直立す る。

デ。内 ・外面黒色処理。 にぷ い黄橙色

普通

J＿

3

ゴ不 A ［14．4］

B （4．0）

体 部か ら口緑 部にかけて の破 片 。

丸底 。体 部 は内攣 気 味に立 ち上

体部外面へ ラ ナデ， 内面 ナ デ○

口緑部 内 ・外 面横 ナデ 。 内 ・外

砂粒 ・雲母

にぷい橙色

P 74 19　　 10 ％

覆土中

％

土　 師　 器 が り， 口緑 部 との境 にわず か に

稜 をもつ。口緑部は外 反する。

面黒色処理。 普通

、′上　　帝 ・

4

杯 A ［18．4］

B （4．1）

体部か ら口緑部 にかけ ての破 片。

丸底。 体 部 は内攣気 味 に立 ち上

体部外面 へ ラナデ ， 内面 ナデ○

口縁部 内 ・外 面横 ナ デ。 内 ・外

砂粒 ・芸母 ・長石 ・

赤色粒子

P 74 20　　　　 5　0

覆土 中

25 ％

土　 師　 器 が り， 口縁 部 との境 にわずか に

稜 をもつ。 口緑部 は外傾す る0

面黒色処理。

嶽

にぷい赤褐色

普通

、′上　　帝 、

5

椀

土　 師　 器

A ［18 0］ 体部か ら口緑部 にか けての破 片。 体部か ら口緑 部 内 ・外 面丁 半 な 砂粒 ・義母 P 7 42 1　　　　　 0
B （5．8） 丸底。 体 部 は内攣 して立 ち上が

り，口緑 部は直立す る。

ヘラ磨 き。 明赤褐色

普通

覆土中

第632号住居跡（第101図）

位置　調査7区東部，N13i5区。

規模と平面形　長軸4．60m，短軸4・35mの方形である0

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は約15cmで，外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は焚口部から煙道部まで110cm，両袖部幅100cmである0火

床部は赤変硬化している。第101図8の高杯の脚部を支脚に転用している0覆土が薄いため，天井部は確認

できなかった。袖部は遣存している。

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量
2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量
3　赤褐色　焼土中ブロック多量，ローム粒子少量
4　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
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第101図　第632号住居跡・出土遺物実測図

覆土　単一層である。覆土が薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説

1褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片48点，須恵器片3点が出土している。図示した土器はいずれも土師器である。第101図1と2

の杯，6の椀は正位で北西部の床面から，3の杯は正位で竃東側の床面から，4の杯と7の椀は正位で中

央部の床面から，5の杯は正位で竃西神都前の床面から出土している。8の高杯は，竃火床部と覆土中か

ら出土した破片を接合したものである。8は，火床部から正位で，支脚として使用された状態で，火熱を

受け赤く焼けて出土している。

所見　本跡のピットと壁溝は確認できなかった。時期は，出土遺物から判断して7世紀と考えられる。
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第632号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第101 図

器　　 種

杯

土　 師　 器

計測値 （cm）

A　　 9．4

器　 形　 の　 特　 徴

丸底 。体 部 か ら口緑部 は内攣 気

手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

体 部外 面へ ラ削 り， 内面 ナ デ。 砂粒 ・長石 P 7 47 0　　 100 ％

1 B　　 3．8 味に立ち上がる．。 口緑 部内 ・外面横 ナデ。 にぷい黄橙色

普通

P L 8 0

北西側床 面

2

杯

土　 師　 器

A　 ll．4 丸底。 体部 か ら口緑部 は 内攣気 体部外面 へ ラ削 り， 内面 へ ラナ 砂 粒 ・長 石 ・赤 色 P 74 71　 100 ％

B　　 5．1 味に立ち上がる。 デ。口緑部内 ・外面横 ナデ。 粒子

にぷい黄橙色　 普通

P L 80

北西側床面

3

杯 A　 lO．9 丸底。 体部 か ら口緑 部 は内攣気 体部外面 へ ラ削 り， 内面 へ ラナ 砂粒 ・長石 ・赤色粒子 P 74 72　 10 0 ％

土　 師　 器 B　　 4．3 味 に立 ち上が る。 デ。 口縁部内 ・外面横ナデ。 にぷい黄橙色　 普通 竃東側床面

A　 l O．4 丸底。 体 部か ら口緑 部 は内攣気 体部外 面へ ラ削 り， 内面 へ ラナ 砂粒 ・長石 P 74 7 3　　 10 0 ％

4

ま不

土　 師　 器

B　　 4．7 味 に立 ち上が る。 デ。・口緑部 内 ・外面横 ナデ。 にぷい黄橙色

普通

中央部床面

5

ゴ不 A　 lO．7 平底。 体 部 か ら口緑 部 は内攣 気 底 部へ ラ削 り。 体 部外 面へ ラナ 砂粒 ・雲 母 ・赤 色 P 7 47 4　　　 90 ％

B　　 4．0 味に立 ち上が る。 デ，内面 ナデ。 口緑部 内 ・外面 、粒子 P L 8 0

⊥Lと▲
土　 師　 器 C　　 7．0 横 ナデ。 橙色　 普通 竃酉袖 部削床面

6

杯 A　 11．5 平底 。体 部 は内攣 気 味に立 ち上 底部へ ラ削 り。体 部外 面 へ ラナ 砂 粒 ・雲 母 ・赤 色 P 747 5　　　 80 ％

B　　 6．2 が り， 口緑 部 との境 に明瞭 な稜 デ，内面 ナ デ。 口縁 部内 ・外 面 粒子 P L 80

土　 師　 器 C　　 5．9 をもつ。口縁 部は直立する。 横ナデ。 にぷい黄橙色　 普通 北西側床面

7

杯

土　 師　 器

A　 1 1．4 口緑部一部 欠損 。 平底 。体 部 か 底部へ ラ削 り。 体 部外 面 ナデ， 砂 粒 ・雲 母 ・赤 色 P 74 76　　　 80 ％

B　　 5．1 ら口緑 部 は内攣 気味 に立 ち上が 内面ナ デ。 口緑 部 内 ・外 面横 ナ 粒 子 P L 80

C　　 6．6 る。 デ。 にぷい橙色　 普通 中央部床面

8

高　　　 杯 A　 2 0．0 杯部一 部欠 損。 脚部 は ラ ッパ状 裾部 内 ・外 面横 ナデ 。脚 部 か ら 砂粒 P 74 77　　　 70 ％

B　 1 6．6 に開 く。 杯部 は内攣 気味 に立 ち 杯部外 面へ ラ削 り。 杯 部内 面ナ 赤橙色 P L 8 1

土　 師　 器 D　 13．2

E　 lO．2

上が り，口緑部は大きく外反する。 デ。 口緑部 内 ・外面横ナ デ。 普通 竃火床部 と覆土 中

第634号住居跡（第102・103図）

位置　調査7区東部，013a2区。

重複関係　西部が第636・637号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸5．50m，短軸5・32mの方形である。

主軸方向　N－300－W

壁　西壁の一部は立ち上がりは確認できなかった。壁高は約65cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅12～20cm，下幅4～10cm，深さ約15cmで，断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている0精査したところ，Pl・P2から南東壁下にかけて，P3

・P4から南西壁下にかけての間に溝が検出できた0いずれも長さ約80cm，上幅18～20cm，下幅6～10cm，

深さ約10cmで，断面形はいずれもU字形をしている。性格は不明である0

竃北西壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで130cm，両袖部幅120cmである。

火床部は，床面を約8cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，第2層と第5層が

崩落土と考えられる。袖部は良好に遣存している0両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化している。煙道は

火床面からほぼ垂直に立ち上がる。第11層の灰の中に獣骨や魚骨片が含まれていた0

竃土層解説
1黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量

2　褐　　色　粘土ブロック多量，焼土中ブロック・焼土粒子中量
3　暗　褐　色　粘土ブロック・炭化粒子中量
4　極暗褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量
5　極暗褐色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量

6　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量
7　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量

8　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
9　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
10　にぷい褐色　粘土粒子少量
11明褐灰色　灰多量
12　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量

13　暗赤褐色　焼土粒子中量
14　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量
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第103図　第634号住居跡出土遺物実測図

ピット　6か所（Pl～P6）。PlからP4の上端は径70～80cmの円形，下端は径約20cmの円形で，深さ40～

50cmであり，規模と配置から判断して主柱穴と考えられる。南東壁際にあるP5とP6については，P5が径

40cmの円形で，深さ30cm，P6が径30cmの円形で，深さ52cmであり，いずれも位置的に出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。

覆土　6層からなり，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子微量
6　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片553点，須恵器片25点，土製品（支脚）1点，礫5点，骨片が出土している。図示した土器は

いずれも土師器である。第103図1の杯は，南壁際の覆土中層と覆土中から出土した破片を接合したもので

ある。2の杯は覆土中から，3の杯は南部の覆土下層から斜位で出土している。4の聾は，南部の覆土中

層と覆土中から出土した破片を接合したものである。5の賓は南部の覆土下層から出土している。6の賓

は竃西側の覆土下層と南西部の覆土下層から出土した破片を接合したものである。竃西側の覆土下層から

支脚の破片が出土している。竃火床部から鮒・鯉・絵・雀などの骨片が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して7世紀前葉と考えられる。重複している第636・637号住居跡より

古い。
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第634号住居跡出土遺物観察表

図版番号 轟　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第10 3図 杯 A　 15．0 底部から口緑部にかけての破片。丸酷 体 部外 面 へ ラ削 り後 へ ラナ デ， 砂粒 ・小石 P 7 47 8　　　 50 ％

1 B　　 4．7 体部は内攣して立ち上が り　口緑部と 内面横 ナ デ。 口縁 部 内 ・外 面横 にぷい赤褐色 P L 8 1

土　 師　 器 I
の境に稜をもつ。口緑部は直立し， 口

緑部直下内面に沈線が巡る。

ナデ。内 ・外面黒色処理。 普通 南壁 際覆土中層

2

i不 A ［14．0］ 体部 か ら口緑 部 にかけ て一部 欠 体 部外 面 へ ラ削 り後 へ ラナ デ， 砂粒 ・雲母 P 7 47 9　　　 50 ％

B　　 4．4 損。丸 底。 体 部 は内攣気 味 に立 内面へ ラナデ。 口緑 部内 ・外面 にぷい橙色 P ・L 8 1

土　 師　 器 ち上が り， 口緑 部 との境 に明瞭

な稜 を もつ 。 口緑 部 はやや 内傾

す る。

横 ナデ。内 ・外面黒色処理。 普通 覆土 中

3

杯 A　 14．1 体部 か ら口緑 部 にかけ て一部 欠 一体 部外 面へ ラ削 り後 へ ラナ デ， 砂粒 ・長石 ・石英 P 7 48 0　　　 80 ％

B　　 4．2 損。丸 底。 体 部 は内攣気 味 に立 内面横 ナ デ。 口縁 部 内 ・外 面横 にぷい橙色 P L 8 1

土　 師　 器 ち上が る。 口緑 部 はほ ぼ直立 す
l

る。

ヽ
ナデ。 内 ・外面黒色処理。 普通 南部覆土下層

4

嚢 A　 1 5．4 体部一部 欠損 。 平底。 体 部 は内 底 部へ ラ削 り後 へ ラナ デ。 体部 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 74 8 1　　 80 ％

B　 1 7 1 攣 して立 ち上が り， 最大 径 を中 外面縦 位 のへ ラ削 り， 内面 へ ラ 赤色粒子 P L 8 1

土　 師　 器 C　　 7．3 位 にもつ 。 頚部 で くびれ， 口緑 ナデ。 口緑 部 内 ・外 面横 ナ デ。 橙色 南部覆土 中層

部 は外反す る。 輪積 み痕。 普通

5

嚢 A　 1 5．8 体部か ら口縁部 にかけ ての破 片。 体部外 面斜 位 のヘ ラ削 り， 内面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 74 8 2　　 15 ％

B （1 5．1） 体部 ‾は内攣 して立 ち上 が る。頸 ヘラナデ。 口緑部 内 ・外 面横 ナ 赤色粒子 ・南部覆土下層

土　 師　 器
ヽ

部 で くびれ， 口緑部は外 反す る。 デ。輪積 み痕。 褐色　 普通

6

嚢 B （1 3．8） 底部か ら体 部 にかけ ての破 片。 底部へ ラナデ。 体 部 内 ・外 面へ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 74 8 3　　　 5 0 ％

C　　 8．0 平底。 体部 は内攣 して立 ち上 が ラナデ。 褐灰色 P L 8 1

．土　 師　 器 る。 普通 覆土下層

第641号住居跡（第104・105図）

位置　調査7区南東部，012b7区。

重複関係　全体的に第639号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸4．20m，短軸3．80mの長方形である。

主軸方向　N－180－W　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

壁　南西コーナー部から南壁西部にかけて確認できた。壁高は約60cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　西壁下から南壁下にかけてと東壁下において確認できた。上幅約20cm，下幅5～10cm，深さ約12cmで，

断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦で，中央部から北側にかけて特に踏み固められている。

竃　北壁中央部に構築されていたと推定される。第639号住居跡に掘り込まれているが，床面北部に火床部と

思われるゴツゴツした赤変硬化面が検出できた。

遺物　土師器片41点，石製品（紡錘車）1点が出土している。第105図1の土師器杯は覆土中から，2の紡錘

車は南壁際の床面から出土している。

所見　本跡は全体的に第639号住居跡に掘り込まれているため，覆土の堆積状況は確認できなかった。ピット
l

は確認されなかった。時期は，判断する出土遺物がないため不明である。しかし，8世紀前葉の第639号住

居跡に掘り込まれているため，8世紀前葉以前と考えられる。
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第104図　第639・641号住居跡実測図
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第105図　第641号住居跡出土遺物実測図
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第641号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 10 5 図 杯

土　 師　 器

A ［16．4］ 体部か ら口緑部 にかけ ての破 片。 体部外面 へ ラナ デ， 内面 ナデ。 砂粒 ・赤色粒子 P 7 5 11　　　 5 ％

1 B （3．8） 休部は 内攣気 味 に立 ち上が り， 口緑部 内 ・外面 横ナ デ。 内 ・外 明赤褐色 覆土中

ロ緑部は直立する。 面黒色処理。 普通

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
径 （cm） 厚 さ （cm） 孔径 （CⅢ） 重量 （g ）

2 紡　 鐘　 車 4．5 2．1 0．9 5 0．0 南壁際床面 Q 70 12　　 滑石　　　　　　　　 P L lO 2

第648号住居跡（第106図）

位置　調査7区南部，012d7区。

重複関係　西壁際が第22号掘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4．00m，短軸3．92mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は25～33cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅20～25cm，下幅6～12cm，深さ約8cmで，断面形はU字形をしている。

」
こ・／／l

10cm

！　　　士　　　」

第106図　第648号住居跡・出土遺物実測図
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床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで150cm，両袖部幅100cmである。

火床部は，床面を約10。m掘りくぼめており，赤変硬化しゴツゴツしている。天井部は崩落しており，第2層

から第4層が崩落土と考えられる。袖部は良好に遣存している。両袖部の内側は，火を受けて赤変硬化して

いる。煙道は火床部から緩やかに立ち上がる。第7層に灰が多量に含まれている。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

2　黒　褐　色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　粘土ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子多量
4　暗赤褐色　粘土ブロック・焼土中ブロック多量
5　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量

6　黒　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
7　にぷい赤褐色　灰多量，焼土粒子少量
8　極暗赤褐色　焼土中ブロック中量，ローム粒子微量

9　暗赤褐色　焼土中ブロック多量，焼土粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。PlからP4は，径30～40cmの円形で，深さ30～50cmであり，規模と配置から

判断して主柱穴と考えられる。P5は径30cmの円形，深さ45cmであり，位置的に出入り口施設に伴うピット

と考えられる。

覆土　5層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量
5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量

遺物　土師器片163点，須恵器片12点が出土している。図示した土器はいずれも土師器である。第106図1と2

の杯は覆土中から，3の聾は竃内から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して6世紀中葉と考えられる。重複している第22号掘立柱建物跡より

古い。

ゝ

第648号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第10 6 図 杯 A ［12．8］ 体部か ら口緑部 にかけ ての破 片。 体 部外 面 へ ラ削 り後 へ ラ磨 き， 砂粒 ・雲母 P 7 54 7　　　 20 ％

1 B （3．7） 体部は 内攣気 味 に立 ち上が り， 内面ナデ。 口緑 部 内 ・外 面横 ナ にぷい橙色 覆土中

土　 師　 器 口緑部 との境 に明瞭な稜 をもつ。

口緑部は直立す る。

デ。内 ・外面黒色処理。 普通

2

杯 A ［15．4］ 体部か ら口緑部 にかけ ての破 片。 体 部外 面へ ラ削 り後 へ ラナデ ， 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 54 8　　 10 ％

B （4．0） 体部は 内攣気 味 に立 ち上が る。 内面横 ナ デ。 口緑 部 内 ・外 面横 赤色粒子 内面漆付着

土　 師　 器 口縁部は短 く直立す る。 ナ車。 黒褐色　 普通 覆土中

3

嚢

土　 師　 器

A ［2 1．8］ 頚部か ら口緑部 にかけ ての破 片。 口緑 部外両 横 ナデ， 内面へ ラ ナ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 5 49　　 10 ％

B （8．4） 頚部で くび れ， 口緑 部 は外反 す

る。口唇部は上方につまみ上げる。

デ。 にぷ い橙色

普通

竃内

第653号住居跡（第107・108図）

位置　調査7区南東部，013dl区。

重複関係　北部が第654号住居跡に，北部から中央部が第652号住居跡に床面まで掘り込まれている。

規模と平面形　長軸6．00m，短軸5．60mのはぼ方形である。

主軸方向　N－50－E

壁　壁高は45～50cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。規模は，上幅18～31cm，下幅6～15cm，深さ11cmで，断面形は逆台形状である。
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第107図　第653・654号住居跡実測図
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第108回　第653号住居跡出土遺物実測図
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床　第652号住居跡に掘り込まれている中央部以外は，ほぼ平坦で，踏み固められている。

憲　竃の痕跡と思われる粘土と焼土粒子・炭化粒子・灰が北壁中央部で検出された。火床部は，床面を約12cm

掘りくぼめている。

竃土層解説
1晴赤褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック∵焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム中・小ブロック微量
3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・灰少量，炭化粒子微量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径35～50cmの円形，深さ90～103cmで，いずれも各コーナーに寄っ

た位置で検出されており，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は径24cmの円形，深さ35cmで，P6ほ

径53cmの円形，深さ33clnである。P5・P6とも南壁中央部で南北方向に並んで検出され，P5は両壁側に傾

斜している。位置と形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　8層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量

2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，焼土中ブロック・砂粒少量
5　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

6　黒褐色　焼土粒子中量，炭化粒子微量
7　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
8　暗褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片136点，須恵器片2点が出土している。第108図1の土師器杯は正位で，3の土師器杯は逆位で

南東コーナー部の覆土下層から出土している。2の土師器杯は東壁際中央部の覆土下層から正位で出土して

いる。4の土師器杯，5の土師器ミニチュア土器は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して7世紀前葉と考えられる。重複している第652・654号住居跡より

古い。

第653号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 10 8 回 杯 A ［13月］ 丸底 。 体部 は 内攣 して立 ち上 が 体部外面へ ラ削 り，内面 横 ナデ。 砂粒 ・雲 母 ・赤 色 P 7 56 7　　　 40 ％

1 B　　 4．4 り，口緑 部は内傾 する。 口緑部 内 ・外面横 ナ デ。 内 ・外 粒子 南東 コーナー覆土

土　 師　 器 面黒色処理。 にぷい橙色　 普通 下層

2

杯 A ［14．4］ 底部か ら口緑 部にかけて の破 片。 体部外面へ ラ削 り，内面 横 ナデ。 砂粒 ・雲 母 ・白 色 P 7 56 8　　 15 ％

B （3．9） 丸底。 体部 は 内轡気 味 に立 ち上 ロ縁部 内 ・外面横 ナ デ。 内 ・外 粒子 ・赤色粒子 東壁 際中央 部覆土

土　 師　 器 が り，ロ緑部は直立する。 面黒色処理。 灰褐色　 普通 下層
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図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第108 図 杯

土　 師　 器

A ［14月］ 底部か らロ緑部にかけ ての破 片。 体 部外面へラ削 り， 内面横 ナ デ。 砂 粒 ・雲 母 ・赤 色 P 75 69　　 10 ％

3 B （3．4） 体部 は内攣 して立 ち上が り，口緑 口緑 部内 ・外面 横 ナデ。 内 ・外 粒子 南東 コーナー覆土

部 との境 に明 瞭 な稜 を もつ 。 ロ

緑部は直立する。

面黒色処理 。 にぷい褐色

普通

下層

4

杯

土　 師　 器

A ［13月］ 体部か ら口緑 部にかけて の破 片。 休部外 面へ ラ削 り， 内面 横 ナデ 砂粒 ・雲 母 ・赤 色 P 75 70　　　 20 ％

B （3．5） 体部は内攣 気 味に立 ち上が り， 後 ，放 射状 にヘ ラ磨 き。 口緑 部 粒 子 覆土中

口緑 部 との境 にわず か に稜 を も

つ。口緑部 は直立す る。

内 ・外面横 ナデ。 灰 褐色

普通

5

ミニチュア土器

土　 師　 器

A ［8．4］ 底部 から口縁部 にかけて の破片 。 底部外面 へ ラ削 り後， 丁 寧 なへ 砂粒 ・赤色粒子 P 757 1　　 30 ％

B　　 3．2 平底。 体 部 は内攣 気味 に立 ち上 ラ磨 き。 体部 外面 へ ラナデ ， 内 にぷい橙色 覆土 中

C ［4．6］ が る。 面丁寧 なヘ ラ磨 き。 口緑 部外面

へ ラ磨 き，内面ナデ。

普通

第656号住居跡（第109・110園）

位置　調査7区南東部，012fo区。

重複関係　北東コーナー部で，第657号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南部が調査区域外に位置しているため，平面形は不明である。東西9．25m，南北（6．0）mであ

る。

主軸方向　N－600－E

壁　壁高は約50cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　調査区域外の南部は確認できなかったが，それ以外は巡っている。規模は，上幅11～31cm，下幅3～14

蝕，深さ11cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。中央部から東側にかけて南北方向に伸びる溝3条が検出

された。各溝は約1．5mの等間隔に位置し，上幅20～40cm，下幅7～16cm，深さ10～17cmで，断面形はほぼ

U字形である。性格は不明である。東壁と溝，溝と溝の問の床面はあまり踏み固められていない。竃東側か

ら焼土・灰・粘土が検出された。

溝土層解説

1極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量
3　黒褐色　ローム粒子中量

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，

焚口部から煙道部まで170cm，両袖部幅約197cmである。

火床部は，床面を約6cm掘りくぼめており，赤変硬化

している。天井部は崩落しており，第2～6・1ト13

・14・17層が天井部の崩落土と考えられる。袖部は良

好に遣存しており，内側は火熱を受けて，粘土・山砂

が赤変硬化してゴツゴツしている。第8層は灰の層で

あることから，下面が火床面と考えられ，第18層は火

熱を受けて赤変硬化している。火床面から赤く焼けた

土製支脚が立位の状態で出土している。煙道部は火床

面から外債して立ち上がる。第19層は竃構築時に埋め

戻した層と考えられる。
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第109回　第656号住居跡実測図
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第110図　第656号住居跡出土遺物実測図

竃土層解説

1褐　　　　色　ローム粒子中量
2　褐　　　　色　山砂中量，ローム小ブロック徽量
3　褐　　　　色　山砂中量，ローム粒子少量

4　褐　　　　色　山砂中量，ローム粒子微量
5　にぷい黄褐色　山砂多量
6　暗赤　褐色　焼土粒子・灰中量，山砂大ブロック数量
7　にぷい黄橙色　灰多量，焼土粒子微量
8　赤　褐　色　灰多量

9　暗　褐　色　灰中量，焼土粒子・炭化粒子微量
10　褐　　　　色　灰中量，廃土粒子少量，ローム粒子微量
11極　暗　褐　色　砂質粘土少量，焼土中ブロック・放土粒子・炭化粒

子微量
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12　暗　褐　色　焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
13　暗赤褐　色　焼土粒子多量，焼土大・小ブロック微量
14　褐　　　　色　砂質粘土中量，焼土粒子少量

15　灰　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・砂質粘土少量
16　暗赤　褐色　焼土粒子多量
17　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土少量，焼土中ブロッ

ク微量
18　焼土ブロックで，ゴツゴツしている

19　褐　　　　色　ローム粒子多量，やや締まりがある

ピ、ソト　4か所（Pl～P4）。Pl・P2は径約80cmの円形で，深さ108cmであり，いずれも規模と配置から主

柱穴と考えられる。底面には硬化面が確認された。Pl土層断面の柱痕部は，暗褐色土で軟らかく抜き取ら
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れたと考えられる。P2土層断面の柱痕部から，柱の直径は約40cmと考えられる。掘り方の調査をしたとこ

ろ，底面から住居の中央部に向かって，片口状の溝がのびているのが確認された。溝の規模は，Pl側が上

幅45～70cm，下幅20～30cm，長さ1・75mで，断面形は緩やかなU字形であるo P2側は上幅40～53cm，下幅

15～28。皿，長さ0．75mで，断面形は緩やかなU字形である。スロープ状の底面はやや硬化している。なお，

溝の上の底面は踏み固められていた。P3・P4の性格は不明である。

Pl・P2土層解説
1極暗褐色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化物微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
4　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
5　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量
8　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量
9　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・中・小ブロック中量

覆土16層からなる。ロームブロックが含まれていることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
4　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量
5　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量

6　暗褐色　ローム粒子少量
7　暗褐色　ローム粒子少量
8　晴褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

9　暗褐色　ローム粒子中量，粘土粒子微量
10　暗褐色　ローム粒子中量
11黒褐色　ローム粒子中量，粘土粒子微量

12　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
13　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
14　暗褐色　ローム粒子少量
15　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
16　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片1038点，須恵器片2点，土製支脚1点，鉄製品6点（刀子3‾，手鎌3），礫1点が出土してい

る。第110図1の土師器杯は中央部やや東側の床面から斜位で，2の土師器杯は竃西袖部前の床面から正位

で，3の土師器杯はPlの覆土上層からそれぞれ出土している。4・5・6の土師器杯は覆土中から出土し

ている。7の須恵器平瓶は竃西袖部前の覆土下層から出土している。8の支脚は竃火床面から立位で出土

しており，使用されたままの状態と考えられる。9の刀子は北東コーナー部の床面から，10の刀子，12の

手鎌は中央部東側の覆土下層から出土している。13の手鎌は中央部の覆土下層から，14の手鎌は竃西袖部

前の覆土下層から出土している。11の刀子は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して7世紀前葉と考えられる。重複している第657号住居跡より新しい0

第656号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第110 図 杯 A　 l l．8 底部か ら口緑部 にか けての破 片 。 体部外面 へ ラ削 り後 へ ラナ デ。 砂粒 ・雲 母 ・赤 色 P 75 84　　　 70 ％

1 B　　 4．3 丸底。 体 部 は内攣 して立 ち上が 体部内面 ， 口緑部 内 ・外面横 ナ 粒子 中央部やや東側床

土　 師　 器 り， 口緑部 との境 に明瞭 な稜 をも

つ。口緑部は疲やかに外反する。

デ。内 ・外面黒色処理。 灰褐色

普通

面

2

ゴ不 A　 12．0 丸底。 体 部 は内攣 して立 ち上が 体部外面 へ ラ削 り後 へ ラ磨 き。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 75 85　　 100 ％

B　　 4．4 り， 口緑部 は直立す る。 体部内面 ， 口緑 部内 ・外面 横 ナ 赤色粒子 P L 84

土　 師　 器 デ。内 ・外面黒色処理。 にぷ い褐色　 普通 竃西袖部前床面

3

杯 A　 11．4 底部か ら口縁部 にか けて の破 片 。 体部外面 へ ラ削 り後 へ ラ磨 き。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 75 86　　　 5 0 ％

B　　 3．9 丸底。 体 部 は内攣 して立 ち上が 体部内面 ， 口縁 部内 ・外面 横 ナ 赤色粒子 P L 84

土　 師　 器 り，口緑部 は直立す る。 デ。内 ・外面黒色処理。 にぷい褐色　 普通 P l覆土上層

4

杯 A　 15．0 口緑部一 部欠 損。 丸 底。 体 部 は 体部外面 へ ラ削 り。 体 部 内面横 砂 粒 ・雲 母 ・赤 色 P 75 87　　　 8 0 ％

B　　 4．7 内攣気 味 に立 ち上が り， 口縁 部 ナデ後， 放射状 にへ ラ磨 き。 口 粒子 ・黒色粒子 P L 84

土　 師　 器 は直立す る。 緑部内面 ・外 面横 ナデ。 橙色　 普通 覆土 中

5

杯 A　 13．4 体部か ら口緑部 にかけて の破 片 。 体部外面 へ ラ削 り。体 部 内両横 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 75 88　　　 5 0 ％

B　　 4．8 体部 か ら口緑 部 は内攣 して立 ち ナデ。 口緑 部 内 ・外 面横 ナ デ。 赤色粒子 P L 84

土　 師　 器 上が る。 内面黒色処理。輪積 み痕。 橙色　 普通 覆土 中

－163－



図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 ・胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第110図 杯

土　 師　 器

A ［13．8］ 底部から口緑部にかけての破片。 体部外面へラ削 り。体部内面， 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7589　　　 30％

6 B　　 4．9 丸底。体部は内攣して立ち上が

り，口緑部は短く外反する。
口緑部内 ・外面横ナデ。 赤色粒子 ・石英

明赤褐色　 普通

覆土中

7

平　　　 瓶

須　 恵　 器

B （11．2） 体部片。底部，頚部欠損。＿体部 体部内 ・外面ロクロナデ。一擬口 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 7590　　　 40 ％
はわずかに内攣 しながら立ち上 緑貼 り付け後ナデ。 白色粒子 PL84 竃西袖部覆土
がり，肩部で稜をもち内攣する。 灰色　 良好 下層体部外面自然粕

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
径 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

8 支　　　 脚 5．3～ 12．8 23．5 1490．0 竃火床面 D P 7011　 土製

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

9 刀　　　 子 （5．6） 1．3 0．4 （7．10） 北東 コーナー部床面 M 70 57

10 刀　　　 子 （4．6） 0．9 0．3 （3．84） 東壁側 中央部覆土下層 M 70 58

11 刀　　　 子 （12．7） 1．5 0．2 （13．15） 覆土 中 M 70 19　　　　　　　　　　　　　　 P L 8 3

12 手　　　 鎌 （7ユ） 1．9 0．2 （5．95） 東壁側 中央部覆土下層 M 705 9

13 手　　　 鎌 （3．1） 1．5 0．2 （2．10） 中央部覆土下層 M 706 0

14 手　　　 鎌 （4．0） 1．4 0．2 （2．76） 竃西袖前覆土下層 M 706 1

第657号住居跡（第111・112図）

位置　調査7区南東部，013fl区。

重複関係、南西コーナー部が，第656号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．39m，短軸5．29mの方形である。

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は35～45cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　全周している。規模は，上幅11～22cm，下幅4～10cm，深さ8cmで，断面形はU字形である。

床　はぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで117cm，両袖部幅約100cmである。

火床部は，床面を約13cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は一部崩落しているが，袖部ともに

遣存状態は良好である。袖部の内側は火熱を受けて粘土・山砂が，赤変硬化してゴツゴツしている。煙道部

は火床面から外債して立ち上がる。竃の構築は土層断面からみると，一部掘り残したハードローム層の地山

を基礎にし，袖部を構築したと考えられる。竃内の焼土から炭化材が少量検出されている。

竃土層解説

1褐　　　色　砂質粘土多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　褐　　　　色　焼土粒子中量，砂質粘土少量
3　褐　　　　色　焼土粒子中量，砂質粘土少量
4　赤　褐　色　焼土大ブロック多量，灰少量

5　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，灰中量，軟らかい
6　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼けた山砂少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量，軟らかい
7　褐　　　　色　山砂多量

8　暗　褐　色　焼土粒子・焼けた山砂中量，焼土中ブロック微量
9　暗赤褐　色　焼土ブロック
10　褐　　　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
11褐　　　　色　ローム粒子・焼土粒子・山砂少量

12　橙　　　色　山砂多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子少量
13　褐　　　色　山砂多量，ローム粒子中量，ローム小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
14　橙　　　　色　砂粒多量，粘土ブロック少量
15　赤　褐　色　焼けた砂のブロック
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第112図　第657号住居跡出土遺物実測図（2）

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径35～55cmのほぼ円形，深さ50～75cmであり，規模と方形に配置

されていることから主柱穴と考えられる。P5は南壁際中央部に位置し，出入り口施設に伴うピットと考え

られる。

貯蔵穴　北東コーナー部から検出された。長径89cm，短径72cmの楕円形，深さ35cmで，断面形は緩やかなU字

形状をしている。覆土下層から土師器片2点が出土している。

貯蔵穴土層解説

1　褐　色　ハードロームブロック

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・山砂微量
3　褐　色　ローム大ブロック中量

覆土　6層からなる。各層からロームブロックやローム粒子が検出され，不規則な堆積状況から人為堆積と考

えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　褐　色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　褐　色

6　褐　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム中ブロック・ローム粒子中量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

ローム粒子中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

焼土粒子中量

遺物　土師器片186点，土製晶1点（支脚），鉄製品1点（刀子），礫1点が出土している。図示した土器は，

すべて土師器である。第111・112図1・2の杯，9の聾，10のミニチュア土器，11の支脚，12の刀子は中

央部の覆土下層から出土している。3の杯は中央部やや東側の覆土中層から，4の杯は北東コーナー部の

覆土中層から出土している。5の杯は中央部の床面から正位で出土している。6の杯，7の鉢は竃東側の

覆土下層から逆位で出土している。8の嚢は中央部の覆土下層と北東コーナー部の覆土下層から出土した

破片が接合したものである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して6世紀後葉と考えられる。重複している第656号住居跡より古い。
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第657号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 11 1図 杯 A　 14．0 体部 ・口緑 部一 部欠損 。 丸底 。 体部外 面へ ラ削 り後へ ラ磨 き。 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7 59 1　　 70 ％

1 B　　 4．8 体部は内 攣 して立 ち上 が り， 口 体部 内面， 口緑 部 内 ・外 面横 ナ 灰褐色 P L 8 4

土　 師　 器 緑部 との境 に明瞭 な稜 を もつ 。

口緑部は直立する。

デ。 内 ・外面黒色処理。 普通 中央部覆土下層

2

杯 A ［14．0］ 体部か ら口緑 部にかけて の破片 。 体部外 面へ ラ削 り後へ ラ磨 き。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 59 2　　　 20 ％

B （4．0） 丸底。体 部 は内攣 して立 ち上が 体部 内面， 口緑 部 内 ・外 面横 ナ 石 英 P L 8 4

土　 師　 器 り， 口緑 部 との境 に明瞭 な稜 を

もつ。口緑 部は直立 する。

デ。 内 ・外面黒色処理。 にぷい黄橙色

普通

中央部覆土下層

3

杯 A ［15．0］ 体部か ら口緑 部にかけて の破片 。 体部外面 へ ラ削 り。体 部 内面， 砂 粒 ・雲 母 ・赤色 P 7 59 3　　 15 ％

B （4．4） 体部は 内攣 して立 ち上 が り， 口 口緑部 内 ・外 面横 ナ デ。 内 ・外 粒 子 ・石英 P L 8 4

土　 師　 器 緑部 との境 に明瞭 な稜 を もつ 。 面黒色処理。 にぷい黄橙色 中央部 やや東寄 り

口緑部はわずかに内傾す る。 普通 覆土 中層

4

杯 A ［12．4］ 体部か ら口緑 部にかけて の破片 。 体部外面 へ ラ削 り。体 部 内面， 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 59 4　　　 30 ％

B （3．9） 体部は 内攣 して立 ち上 が り， 口 口緑部 内 ・外 面横 ナ デ。 内 ・外 褐灰色 P L 8 4

土　 師　 器 緑部 との境 に明瞭 な稜 を もつ。

口緑部はわずかに外傾 する。

面黒色処理。 普通 北東 コーナー部覆

土中層

5

j不 A ［1 1．4］ 口緑部一部欠損。丸底。体部は内攣 し 体部外面へラ削 り後へラ磨 き。体部 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 59 5　　　 90 ％

B （4．9） て立ち上がり　 口緑部との境に明瞭な 内面横ナデ後へラ磨 き。口緑部内 ・ にぷい黄橙 色 P L 8 4

土　 師　 器 I
稜をもつ。口緑部は直立する。 外面横ナデ。内 ・外面黒色処理。 普通 中央 部床面

6

杯 A　 13．8 口緑部一部 欠損 。 丸底 。体 部 は 体部外面 へ ラ削 り。体 部 内面， 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 59 6　　　 90 ％

B　　 4．5 内攣 して立 ち上が り， 口緑 部 は 口緑部 内 ・外 面横 ナ デ。 内 ・外 にぷい橙色 P L 8 4

土　 師　 器 短 く内傾する。 面黒色処理。 普通 竃東側 覆土下層

7

鉢 A ［1 5．6］ 底部か ら口緑部にかけて の破 片。 体部外面下位横方 向の 人 ラ削 り， 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 59 9　　 40 窄

B　 lO．8 平底。 体部 は 内攣 して立 ち上 が 中位 か ら下位 にか けて縦 方 向の 石英 ・赤色粒 子 P L 8 4

土　 師　 器 C　　 8．4 り，口緑部は短 く外 反する。 ヘラ削 り。体部 内面， 口緑部内 ・ にぷい橙 色 竃東側 覆土下層

外面横 ナデ。輪積み痕。 普通 二次焼成

第112図 嚢 A　 1 6．8 底部 ・体 部 ・口緑 部一 部欠扱 。 体 部下位 横方 向の ヘ ラ削 り後 へ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 59 8　　　 60 ％

8 B －　1 9 7 平底。 体部 は 内攣気 味 に立 ち上 ラ磨 き。 体部 外面 上位 か ら下 位 褐 色 P L 8 4　 中央部覆

土　 師　 器 C ［1 1．7］ が り，口緑部は外 反する。 にかけて縦 方 向のヘ ラ削 り。 口

緑部 内 ・外面横 ナデ。

普通 土下層 と北東 コー

ナー部覆土下層

9

嚢 A ［30．4］ 体部上 位 か ら口緑 部 にか けて の 体 部外 面 へ ラ削 り後 へ ラ磨 き。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 59 7　　　 5 ％

B （1 0．0） 破片。 体部 は 内攣 して立 ち上 が 口緑 部内 ・外面横 ナデ。 輪積 み 石英 中央 部覆土下層

土　 師　 器 り，口緑部は強 く外 反する。 痕 。 橙色　 普通

第111図 ミニチュア土器 A ［4．4 ］ 底部か ら口緑部にかけて の破 片。 体 部内 ・外面へ ラ削 り。 砂粒 ・雲 母 ・赤色 P 7 60 0　　　 30 ％

10 B　　 5 8 平底。 体部 か ら口縁 部 は直立 し 粒 子 中央 部覆土下層

土　 師　 器 C （4．4） て立 ち上がる。 灰色　 普通

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

径 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第112図11 支　　　 脚 5．4～8．2 （9．7） （392．0） 中央部覆土下層 D P 7012　　 土製

図版番号 種 ・別

計　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 ・備　　　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

12 刀　　　 子 （4．9） 0．8 0．2 （2．0 6） 中央部覆土下層 M 70 62

第658号住居跡（第113～115図）

位置　調査7区南東部，013f3区。

重複関係　南部が第30号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　南部が調査区域外に位置しているため，平面形は確認できなかった。東西10・69m，南北（7・2）

mである。

主軸方向　N－110－W
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1110　　　　　　　　　　910

第113図　第658号住居跡実測図（1）

一168－

旦20．6m　＿

J
O

二√
2m

L一十一一一一二∃



ノ

「l二‾二一一‾ニー；：IlT：‾妄ノ

ノ
こここここテニ‘‘－r‘II

ノ

‾、＼

一一一一一＼

＿　＿＼J

第114図　第658号住居跡・出土遺物実測図（2）
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0　　　　　　　　　　10cm

！　　t　　」

第115図　第658号住居跡出土遺物実測図（3）

激：
0　　　　　　　　　　5cm

！　i　　！

壁　壁高は40～50cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　調査区域外の南部は確認できなかった。それ以外は上幅35～65C恥下幅15～30cm，深さ約12C皿で，断面

形は逆台形状である。壁溝底面から壁に沿って，ピットが15か所検出された。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

憲　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで255cm，両袖部幅215cmである。

火床部は，床面を約15cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，第1～4・10層が

天井部の崩落土と考えられる。袖部は良好に遺存しており，袖部の内側は，火熱を受け，粘土・山砂が赤変

硬化してゴツゴツしている。第7層は焼土ブロック・焼土粒子が多量に検出されることから，下面は火床面

と考えられる。煙道部は火床面から外債して立ち上がる。竃の構築は，袖部の土層断面からみると，下層部

は粘土ブロックと粘土粒子を多量に使用し，中層部から上層部にかけては粘土粒子と山砂を混ぜて使用して

おり，上層部から天井部では山砂の割合が増している。

竃土層解説
1灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子・粘土ブロック少量，焼土中ブロック微量
2　灰　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子・粘土ブロック中量，焼土中ブロック微量
3　灰　赤　色　焼土粒子・粘土粒子中量，焼土中ブロック少量，焼土中ブロック微量

4　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子少量
5　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量，灰微量
6　赤　灰　色　灰多量，焼土粒子少量，軟らかい
7　暗赤褐色　焼土粒子多量，廃土小ブロック中量，焼土中ブロック少量，灰微量

8　赤　灰　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・灰少量
9　暗赤灰色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
10　灰　褐　色　粘土粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子微量
11黒　褐　色　灰中量，焼土粒子微量
12　暗赤　褐　色　焼土粒子多量，灰少量

13　暗赤褐色　焼土中ブロック・灰中量，焼土粒子少量
14　粘土

ピット　22か所（Pl～P22）。Pl～P5は径80～110cmのほぼ円形，深さ70～95cmで，いずれも規模と配置か

ら主柱穴と考えられる。P7は位置的にP4の補助柱穴の可能性がある。P6は性格不明である。P8～P22

は径15～35cmの円形，深さ15～35cmで，ほぼ等間隔に検出された。いずれも壁からやや中央よりに傾斜し

ており，位置的に壁柱穴の可能性がある。

ー170－



Pl・P2・P5土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　極暗褐色
4　極暗褐色

5　褐　　色
6　黒褐色
7　極暗褐色
8　ロームプロ

9　黒褐色
10　暗褐色

ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大・中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子少量，ローム大・中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム大・中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック・焼土粒子微量

ローム粒子少量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ック層

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

覆土15層からなる。第15層は壁溝の覆土であり，単一層であることから自然堆積と考えられる。第1～14層

には，ロームブロックが多量に検出されていることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・中・小ブロック中量，焼土粒子・炭化材・炭化粒子・粘土粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土中ブロック・炭化材・粘土粒子・砂粒少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多量，焼土中ブロック・炭化材・粘土ブロック・砂粒中量
4　晴褐色　ローム粒子多量，焼土大・小ブロック・焼土粒子・炭化材・粘土ブロック・砂粒中量，炭化粒子少量
5　褐　色　ローム中ブロック・粒子多量，ローム大ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
6　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・粘土粒子少量

7　褐　色　ローム大・中ブロック・粒子多量
8　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
9　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土大ブロック多量，焼土中ブロック・炭化粒子少量
10　暗褐色　ローム中・小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
11黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土ブロック・粘土粒子・砂粒少量

12　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量
13　明褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・焼土粒子少量
14　褐　色　ローム粒子多量
15暗褐色ローム粒子中量

遺物　土師器片1542点，須恵器片48点，陶器片1点，土製晶1点（勾玉），石製品1点（丸玉），鉄製品2点（錐，

釘），礫5点が出土している。その他，竃の灰から魚・獣・小鳥と思われる骨片が少量，Plから炭化種子

が1点検出されている。骨片及び種子の種別については不明である。第114・115図1の土師器杯，17の土師

器聾は，竃東袖部の上面からいずれも正位で出土している。2の土師器杯は，中央部やや北西側の覆土下層

から正位で出土している。3・4・6・11の土師器杯は，竃東側の覆土下層から出土している。5の土師器

杯は，竃西側の北壁寄りの覆土中層から出土している。7・8の土師器杯は，覆土中から出土している。9

の土師器杯は，竃内から出土している。10の土師器杯は中央部やや北東部の覆土下層から，12の土師器杯は

北西部西壁側の覆土下層から出土している。13の須恵器蓋は正位で竃東側の覆土下層から，14の土師器賓は

東壁際の中央部やや北側の覆土下層から出土している。15の土師器賓は竃東側の床面から，16の土師器聾は

覆土中から出土している。18の土師器賓は，北東部の覆土上層から出土している。19の勾玉は竃前の覆土中

層から，20の丸玉は北西部西壁側の床面から出土している。21の錐は，中央部やや西側の覆土中層から出土

している。22の釘は覆土中から出土している。23は土師器饗の体部片であり，外面に刃を研いだ痕跡が縦方

向に三筋認められる。陶器片は混入したものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して7世紀前葉と考えられる。重複している第30号溝より古い。

第658号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第114図 杯 A　 11．9 口縁部一部欠損。丸底。体部は 体部外面へラ削 り後ナデ，内面 砂粒 ・雲母 ・赤色 P 7601　　 98％

1 B　　 4．1 内攣して立ち上が り， 口緑部は 横ナデ。口緑部内 ・外面横ナデ。 粒子 P L 84

土　 師　 器 直立する。 内 ・外面黒色処理。 にぷい褐色　 普通 竃東袖部上面

2

杯 A　 11．8 体部 ・口緑部一部欠損。丸底。 体部外面へラ削 り後へ ラナデ。 砂粒 ・雲母 ・赤色 P 7602　　　 70％

B　　 4．0 体部は内攣 して立ち上が り　‾口 内面横ナデ。口緑部内 ・外面横 －粒子 P L 84

土　 師　 器 1
線部はわずかに内傾する。 口緑 ナデ。内 ・外面黒色処理。 にぷい橙色 中央部やや北西側

部内側に沈線が巡る。 普通 覆土下層
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図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第114 図 ゴ不

土　 師　 器

A　 l1．0 体 部 ・口緑部 一部 欠損 。 丸底 。 体部外面 へ ラ削 り。 体部 内面 ， 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 760 3　　　 80 ％

3 B　　 3．5 体部 は内攣 して立 ち上が り， 口 口緑部 内 ・外面横 ナデ。 石英 竃東側覆土下層

緑部 と・の境 に稜 を もつ。 口緑 部

はわずか に内傾す る。

にぷい赤褐色

普通

二次焼成

4

杯

土　 師　 器

A　 ll．4 体部 ・口緑 部 一部 欠損。 丸 底。 体部外面 へ ラ削 り。体 部 内面 ， 砂粒 ・雲 母 ・白 色 P 76 04　　　 80 ％

B　　 4．2 体部 は内攣 して立 ち上 が り， 口 口緑部 内 ・外 面横 ナ デ。 内 ・外 粒子 P L 84

緑部 との境 に弱 い稜 を もつ 。 口

緑部 はわずかに外傾する。

面黒色処理。 にぷい橙 色

良好

竃東 側覆土下層

5

ゴ不

土　 師　 器

B （4．3） 口緑部欠損 。 丸底 。体 部 は 内攣 体 部外面 へ ラ削 り後 へ ラ磨 き， 砂 粒 ・雲 母 ・赤 色 P 70 65　　　 60 ％

して立 ち上が り， 口緑 部 との境 内面横 ナデ後 へ ラ磨 き。 口緑 部 粒 子 P L 8 4

に明瞭 な稜 を もつ 。 口緑 部 はわ 内 ・外面横ナデ。 にぷい黄橙色 竃西側 北壁 寄 り覆

ずかに外傾 する。 やや不 良 土 中層　 二次焼成

6

杯

土　 師　 器

B （2．7） 底部か ら体 部 にか けて の破片 。 体部外 面へラ削 り，内面横 ナ デ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 760 6　　　 50 ％

丸底 。体 部 は内攣 して立 ち上が

る。

内 ・外面 黒色処 理。 灰黄褐色

普通

竃東側覆土 下層

7

杯

土　 師　 器

A ［10．0］ 体部 か ら口緑部 にか けて の破 片 。 体部外 面 へ ラ削 り後 へ ラナ デ， 砂粒 ・雲母 P 760 7　　　 40 ％

B （3．8） 体部 か ら口縁 部 は内攣 して 立 ち 内面へ ラ磨 き。 口緑部 内 ・外面 にぷい橙色 覆土 中

上が る。 横 ナデ。 内 ・外面黒色処理。 普通

8

杯

土　 師　 器

A ［12．0］ 体部か ら口緑部 にか けての破 片。 体部へ ラ削 り， 内面横 ナデ。 口 砂粒 ・雲 母 ・赤 色 P 76 08　　　　 8 ％

B （3．5） 体部 は内攣 して 立 ち上 が り， 口 緑部内 ・外 面横 ナ デ。 内 ・外 面 粒子 覆土中

緑部 との境 に明 瞭 な稜 をもつ。

口緑部 はわずかに外傾する。

黒色処理。 にぷい橙色

普通

9

杯

土　 師　 器

A ［11．0］ 体部か ら口緑部にかけ ての破 片。 体部外面へ ラ削 り，内面 横 ナデ。 砂粒 ・赤色粒 子 P 76 09　　　 5 ％

B （3．1） 体部 は内攣 して立 ち上 が り， 口 口縁部 内 ・外 面横 ナ デ。 内 ・外 明赤褐色 竃内

緑部 との境 に明瞭 な稜 を もつ。

口緑部はわずかに外傾 する。

面黒色処理。 普通

10

杯

土　 師　 器

A ［13．2］ 体部か ら口緑 部にかけて の破片 。 体 部外 面 へ ラ削 り。 口緑 部内 ・ 砂 粒 ・雲 母 ・白色 P 76 10　　 10 ％

B （3．2） 体 部は 内攣 して立 ち上 が り， 口 外 面横 ナデ。内 ・外 面黒 色処 理。 粒子 中央部 やや北東側

緑 部 との境 に稜 を もつ。 口緑部

は直立する。

輪積 み痕 。 にぷい橙色

普通

覆土下層

11

杯

土　 師　 器

．A ［12．4］ 体 部か ら口緑部 にか けて の破 片 。 体部外 面 へラ 削 り。 口緑部 内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 761 1　　　 5 ％

B （2．9） 体部 か ら口緑 部 は内攣 して立 ち

上が る。

外面横 ナデ。 内 ・外面 黒色 処理 。 にぷ い橙色

普通

竃東側覆土下層

12

ゴ不

土　 師　 器

A ［10．6］ 体部か ら口緑部 にか けての破 片 。 体部外 面へ ラ削 り。 口緑 部 内 ・ 砂粒 ・雲母 P 76 12　　　 5 ％

B （3．3） 体部 は内攣 して立 ち上 が り， 口 外面横 ナデ。 内 ・外面黒 色処 理 。 にぷい黄橙色 北西部西壁側覆土

縁部 との境 に明 瞭な稜 を もつ。

口緑部 は直立する。

普通 下層

13

蓋

須　 恵　 器

A ［10．0］ 天井部 か ら口緑 部 にか けての破 内 ・外面 ロクロナデ。 砂粒 ・長石 P 76 13　　 15 ％

B （3．3） 片。天 井部 か ら口緑 部 にか けて 灰色 竃東側覆土下層

ドーム状を している。 普通 口緑 部 自然粕付着

第 115 図 嚢

土　 師　 器

A ［22．4］ 口緑 部片。 口縁 部 は外 反 し， 口 口緑 部内 ・外 面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 76 14　　 10 ％

14 B （4．3） 唇 部 は上方 につ まみ上 げ られ て 石英 東壁 際中央やや北

いる。 にぷい赤褐色

普通

側覆 土下層

第114図 嚢

土　 師　 器

嚢

A ［17．4］ 口緑部片 。 口緑 部 は外 反 し， 口 口緑部 内 ・外面横 ナデ。

口緑部 内 ・外 面横 ナデ。 輪 積み

砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 76 15　　　 5 ％

15

16

17

18

B （6．0）

A ［16．0］

唇部 は わずか につ まみ 上 げ られ

ている。

口緑部片。 口緑部 は外反す る。

底部か ら体部 にか け ての破 片。

赤色粒子

明赤褐色　 普通

砂粒 ・雲 母 ・赤 色

竃東側床面

P 76 1 6　　 10 ％

土　 師　 器

嚢

土　 師　 器

嚢

土　 師　 器

B （5．4）

B （10．8）

痕。

体部外面縦方向のヘ ラ削 り。

体 部外面横 方 向 のヘ ラ削 り。 輪

準子

橙色　 普通

砂粒 ・雲母 ・長石 ・

覆土 中

P 76 17　　　 30 ％
C　　 8．4

B （5．4）

平底。 体部 は外傾 して立 ち上 が

る。

底 部か ら体部 下位 にか けての破

石英 ・赤色粒 子

にぷい橙色　 不 良

砂粒 ・雲母 ・長石 ・

P L 85

竃東袖部上面

P 76 18　　　 20 ％

C　　 5．8 片。平 底。 体 部 は内攣 気味 に外

傾す る。

積 み痕。内 ・外 面黒色処 理。 石 英 ・赤色粒子

灰色　 普通

北東 部覆土上層
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図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長さ（C皿） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第115図19 勾　　　 玉 2．7 1．7 1．1 0．2 3．36 竃前覆土中層 D P 7013　　　　　　　　　　　 P L lOl

図版番号 種　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

径 （cm） 長さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第115図20 丸　　　 玉 1．4 1．3 0．4 3．18 北西部やや西壁側床面 Q 7039　　　　　　　　　　 P L lO2

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第115図21 錐 11．9 0．4 1．5 14．0 中央部 やや西側覆土中層 M 70 63

22 釘 （3．0） 0．5 0．5 （3．02） 覆土 中 M 71 15

第694号住居跡（第116・117図）

位置　調査7区東部，N13d2区。

重複関係　北部が第693号住居跡，第479号土坑に，東部が第692号住居跡に，南西コーナー部が第688号住居跡

に掘り込まれている。

規模と平面形　南北（3．9）m，東西（1．3）mである。撹乱がはなはだしいため平面形は不明である0

床　現存する面はほぼ平坦で，西部が特に踏み固められている。

覆土　2層からなる。

土層解説
1褐色　ローム粒子少量

2褐色ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片139点，須恵器片15点，灰粕陶器片1点，陶器片3点，不明鉄製品1点が出土している0第117

図1の土師器相は中央部西側の覆土下層から，2の土師器器台は中央部北側の覆土下層から，3の土師器賓

は西壁側やや南寄りの覆土下層から出土している。4の不明鉄製品は覆土中から出土している。

所見　本跡では壁溝・ピットは検出されなかった。時期は，出土遣物から判断して古墳時代前期と考えられる0

重複している第688・692・693号住居跡，第479号土坑より古い。

第694号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第 11 7図

券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

柑 A ［13．0］ 体 部か ら口緑部 にか けての破 片 。 体部外 面へ ラナ デ， 内面 パ ケ 目 砂 粒 ・石 英 ・赤 色 P 7 72 4　　 10 ％

1 B （9．5） 体 部は内攣 して立 ち上が り， 口 調整。 口緑部内 ・外面へ ラ磨 き。 粒 子 中央 部西側覆土下

土　 師　 器 緑 部は外 反す る。 口唇部横ナ デ。輪積み痕。 にぷい橙色　 普通 層

2

器　　　 台 B （7．2） 脚部片。脚部 はラ ッパ 状 に開 き， 脚部 内 ・外 面 パケ 目調整 後へ ラ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 72 5　　 10 ％

D ［12．0］ 中位に 3 孔 を有 す る。 器受 部 は 削 り。 器受 部 内面ナ デ， 外面 ハ にぷい橙色 P L 8 9　 中央 部北

土　 師　 器 E　　 6．3 わずかに外傾 する。 ケ目調整後へ ラ削 り。 普通 側覆 土下層

3

嚢

土　 師　 器

A ［13⊥8］ 口緑部片。口緑部 は外反す る。 口緑 部 内 ・外 面パ ケ 目調 整後 ナ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 72 6　　　 5 ％

B （4．1） デ。 石英

橙色　 普通

西壁側 やや南側 覆

土下層

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （C皿） 重量 （g ）

4 不明鉄製 品 3．2 1．2 0．7 3．02 覆土 中 M 7 113
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第116図　第692・694・696号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　2m

「　＿」　　」

0　　　　　　　　　　1m

ト　　　ト　　」
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0　　　　　　　　　　10cm　　0　　　　　　　　5cm

⊆二一　；　一丁」＋＋L　；；＋」

第117図　第694号住居跡出土遺物実測図

第701号住居跡（第118図）

位置　調査7区東部，N13e5区。

重複関係　南部が第700号住居跡に，東部が第707号住居跡に掘り込まれている0

規模と平面形東部は調査区域外に位置している。南北［4・4］m，東西（1・9）mである0第700・707号住居跡

に掘り込まれているために，北西コーナー部のみ遺存している0

壁　壁高は23cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　上幅12～18。m，下幅約5cm，深さ8cmで，断面形はU字形をしている0

床　ほぼ平坦である。

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl・P2は径25cmの円形，深さ60cm・42cmである0規模と配置から主柱穴と

考えられる。

覆土　6層からなる。各層からロームブロックが検出され，人為堆積と考えられる0

土層解説
1　暗褐色
2　暗褐色

3　暗褐色
4　黒褐色
5　暗褐色
6　暗褐色

ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
。－ム中・小ブロック・廃土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
。－ム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

。－ム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

遺物土師器片90点が出土しているが，細片である0ノ、ケ目調整を施した土師器賓のロ縁部片2点が出土して

いる。

所見本跡の時期は，出土遣物から判断して古墳時代前期と考えられる。重複している第700・707号住居跡よ

り古い。

第710号住居跡（第119・120図）

位置　調査7区中央部，Mllc7区。

重複関係　南壁上部が第528B号住居跡に掘り込まれている0

規模と平面形　長軸3．78m，短軸2・98mの長方形である。

主軸方向　N－120－E

壁　壁高は27～40cmで，外債して立ち上がる。

壁溝上幅14～32cm，下幅4～12cm，深さ4cmで，断面形はU字形であり，東西壁下の一部と南壁下から確認

されている。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。
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第118図　第700・701・707号住居跡実測図
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第119図　第710号住居跡・出土遺物実測図（1）

－177一
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0　　　　　　　　　10cm

！　　：　　！

第120図　第710号住居跡出土遺物実測図（2）

0
7

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

竃　北壁中央部やや東寄りに砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで114cm，両袖部幅90

cmである。火床部は，床面を5cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は一部崩落しており，第2

・4・8層は山砂と粘土の層であることから，天井部の崩落土と考えられる。袖部は良好に遺存しており，

内側は火熱を受けて赤変硬化している。西袖部内から赤く焼けた支脚が出土しており，補強材として使用し

た可能性がある。煙道部は火床面から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　山砂・粘土多量，ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

3　黒　褐　色　焼土粒子少量
4　暗　褐　色　焼土粒子微量
5　にぷい黄褐色　焼土粒子少量
6　赤　褐　色　山砂多量
7　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

8　黒　褐　色　砂質粘土少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土ブロック微量
9　極　暗褐　色　炭化粒子・砂質粘土微量
10　にぷい黄褐色　ローム小ブロック・焼土粒子少量

11暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量
12　にぷい黄褐色　山砂・粘土多量，焼土粒子少量
13　極　暗　褐　色　ローム小ブロック・黒褐色土中ブロック中量
14　黒　褐　色　黒褐色土中ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量
15　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

16　褐　　　　色　ローム中・小ブロック中量，黒褐色土中ブロック少量

ピット　Plは径25cmの円形で，深さ21cmであり，南壁際に位置していることから，出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。

覆土　8層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗褐色　ローム粒子中量
2　黒褐色　ローム粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7
4　黒褐色　黒色土中ブロック少量，ローム小ブロック微量　　　　　　8

黒

黒

褐色　ローム粒子中量
褐色　ローム粒子・粘土小ブロック中量

遺物　土師器片87点，須恵器片2点，土製品2点（支脚），椀状鉄津2点，礫1点が出土している。第119・

120図1の土師器杯は南東コーナー部の覆土下層から正位で出土している。2の土師器杯は竃内と竃西側の

覆土下層から出土した破片が接合したものである。3の土師器杯は北東コーナー部の覆土下層から出土し

ている。4の土師器小形肇は東袖部の上面から正位で，5の土師器嚢は竃に据えられた様に正位の状態で

出土している。6の土師器甑は竃東側の床面から逆位で出土している。7の支脚は竃火床面から斜位で，
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5の下部を支えるような状態で出土している。椀状鉄浮は覆土中から出土している0

所見本跡の時期は，出土遣物から判断して6世紀後葉と考えられる。重複している第528B号住居跡より古い。

椀状鉄浮が出土している′が，鍛冶炉等は確認されていない0

第710号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第 119 図

器　　 種

杯

計測値 （ ） 器　 形　 の　 特　 徴

口緑部一部欠損。丸底。体部は内攣

⊥　　 ミ　　 緑部との境に明

手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

P l、匝　Cm

A　 13．6

底部　 体部 外面 へ ラ削 り後へ ラ 砂 粒 ・雲 母 ・赤 色 P 77 83　　　 95 ％

I
ナデ　 内面 ナデ　 ロ緑部 内 ・外

粒 子 P L 9 1 南東 コー

1

土　 師　 器
B　　 4．9 して且ち上カ り，口′　ロ　　　 ー

瞭な稜をもつ。口緑部は直立する○

底部，体 部， 口緑 部一 部欠損 。

立　　　 一・して ⊥ち上 が

I　　　　　　　　　　 O
両横ナデ。内 ・外面黒色処理○

にぷい褐色　 普通 ナ一部覆土下層

2

杯 A　 12．8
底部　 体 部外 面へ ラ削 り後 へ ラ 砂粒 ・雲 母 ・赤色 P 7 78 4　　 90 ％

！
ナデ　 内面 ナ デ　 ロ緑 部 内 ・外

粒子 P L 9 1 竃 内 と竃

土　 師　 器
B　　 4．6 丸底。 体 部 は内攣 して立

り，口緑 部 との境 に明瞭 な稜 を

もつ。口緑部 はほぼ直立す る。

0　　　　　　　　　　　　0
面横 ナデ。内 ・外面黒色処理 0

にぷい赤褐色

普通

西側 覆土下層

二次焼 成

P 77 85　　 4 0 ％

3

j不 A ［15 4］ 底部か ら口緑 部にかけての破 片。 底部，体部へ ラ削 り後へ ラナデ， 砂粒 ・雲母

B　　 3．2 丸底。 体部 か ら口緑部 は 内攣 し

て立ち上がる。

内面ナデ。口緑部外面へ ラナデ， にぷい黄橙色 北東 コーナー部覆

土　 師　 器
内面横ナデ。内 ・外面黒 色処 理。

輪積み痕。

普通

砂粒 ・雲母 ・長石

土下層

P 7 78 6　　　 95 ％

4

小　 形　 嚢

土　 師　 器

A　 16．8 底部か ら体 部下位 一部 剥離 。・平

底　 底部 か ら体 部 は内攣 して 立

体部外 面へ ラ削 り後 へ ラナ デ，

内面 ナデ。 口緑部 内 ・外面 横 ナ にぷい黄褐色 P L 9 1 竃東袖部上面

B　 16．9

C ［6．5］

A　 22．5

氏。 坑口　　　　　 口

ち上 が り，口緑部 は外反する。

口緑 部一部 欠損。 平 底。 体部 は

⊥　　　　　　　や　　　　　　　　」L ・，日

デ。 普通 体 部外面煤付着

5

嚢
底部一方 向 のへ ラナ デ。体 部外 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 77 87　　　 98 ％

面中位 か ら下位 に縦 方 向のヘ ラ 石英 ・赤色粒子 P L 9 1

土　 師　 器
B　 34．6

C　　 9．2
内攣 して止ち上 が り， 中位 に京

大径 をもつ 。 頚部 は くびれ， 口

緑部 は外 反す る。 口唇 部 はわず

かに上方につ まみ上げ られている○

止　　　　　　　　 －J、
磨 き　 内面 ナデ。 口緑部 内 ・外

にぷい黄橙色 竃掛け口

I
面横ナデ。体部内面 に指頭痕。

良好 体部外面煤付着

P 7 78 8　　　 98 ％

P L 9 1
第 120 図 甑 A　 2 5．3 口緑部一 部欠損 。 無底 式。 体部

、、　　　　 ロ　　　　　　　　　　　 ・た

底部 内面 へ ラ削 り。 体 部外 面縦

‾磨 き　 内面 へ ‾ナ デ

砂粒 ・雲母 ・長石 ・

石英 ・赤色粒子
6

土　 師　 器

B　 2 4．9

C　　 8．2
は砲弾 型 を王 す る。 口縁 部 は外

反 し　 口唇部 は上 方 につ まみ上

方 向のヘ フ　 ，　　　 フ　 。

口緑 部内 ・外面 横 ナデ 。体 部 内

橙色 竃東側床 面

I
げ られている。　　　　　　 面 に指頭 痕。

良好 体部外 面煤付 着

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

さ （ ） 径 （cm） 重量 （g ）

152．0
長　　 cm

（192）
5 0～6 1 竃火床面 D P 7021　 土製

7 支　　　 脚

第718号住居跡（第121～123図）

位置　調査7区北部，Llle7区。

重複関係　南西コーナー部が，第717号住居跡に床面まで掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5・66m，短軸5・53mの方形である。

主軸方向　N－390－W

壁　壁高は25～36cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝全周している。上幅13～25cm，下幅4～8cm，深さ6cmで，断面形は逆台形状である。

床ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている0西壁下からP3に延びる溝aとP6の北側にP6を半周囲

んだ状態の溝bの2条が確認され，いずれも上幅15cm，下幅5cm，深さ5cmであり，断面形は逆台形状をし

ている。性格は不明である。貯蔵穴の南側を土手状に囲む硬化した高まりが確認され，幅35cmで床面からの

高さは5cmである。

竃北壁中央部に砂質粘土で構築されている0規模は，焚口部から煙道部まで135cm，両袖部幅140cmである。

天井部は一部崩落しており，第1～3，6層は山砂が多量に出土していることから，天井部の崩落土と考え
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第121図　第718号住居跡・出土遺物実測図（1）
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第122図　第718号住居跡出土遺物実測図（2）
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第123図　第718号住居跡出土遺物実測図（3）

られる。袖部は良好に遣存しており，内側は火熱を受けて赤変硬化している。第12層は廃土ブロック・粒子

が多量に含まれ，下面がゴツゴツしていることから，下面が火床面と考えられる。火床部は赤変硬化してお

り，土師器賓が2点並んで据えられた状態で出土しており，掛けロが二つと考えられる。煙道部は火床面か

ら緩やかに立ち上がる。神都は，地山を土手状に掘り残し，その上面に粘土と砂粒及びローム粒子をそれぞ

れ多量に混ぜたものを積んで構築している。

富士層解説

1褐　　色　山砂中量，ローム小ブロック・ローム粒子・廃土粒子少量
2　にぷい橙色　山砂多量

3　にぷい橙色　山砂多量，焼土粒子中量，ローム粒子少量
4　褐　　　色　山砂中量，ローム粒子・粘土粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子・廃土粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，軟らかい
6　褐　　色　ローム粒子・山砂多量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
7　明赤褐色　炭化粒子多量，焼土粒子・山砂中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量
8　黒　褐　色　ローム粒子少量

9　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
10　褐　　　色　砂粒・粘土粒子多量，焼土粒子少量

11褐　　色　ローム粒子・砂粒多量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
12　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒多量，ゴツゴツしている

13　極暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・黒色土中量，ローム粒子少量，軟らかい

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径約55cmの円形で，深さ51～74cmであり，いずれも規模と配置か

ら主柱穴と考えられる。P5・P6は径55cmと35cmの円形で，深さは38cmと23cmである。いずれも南壁際に

位置し，南北方向に並んでいる。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。
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貯蔵穴　北東コーナー部で確認された。長軸75cm，短軸70cmの隅丸方形で，深さ53cmであり，断面形は逆台形

状をしている。覆土は暗褐色であり，ローム粒子が多量，ローム小ブロックが微量含まれていた。覆土下層

から土師器杯2点と土師器甑が1点出土している。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
4　褐　色　ローム粒子多量

覆土11層からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，黒色土ブロッ

ク少量
2　極暗褐色　ローム粒子中量，黒色土ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・黒色土ブロック少
量

4　褐　　色　ローム粒子多量，黒色土ブロック少量
5　暗褐色　ローム粒子多量
6　暗褐色　ローム粒子中量

7　黒　　色　ローム粒子中量
8　黒褐色　ローム小ブロック・粒子中量

9　暗褐色　ローム粒子多量
10　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・黒色土ブロック少

量
11暗褐色　ローム粒子多量，砂粒中量

遺物　土師器片94点，土製晶8点（土玉7，支脚1），砥石1点が出土している。図示した土器はすべて土師

器である。第121～123図1～3，5～7の杯は正位で，4の杯は逆位で竃西側の床面から出土している。

1は2の上に重なった状態で出土している。8の杯は逆位で，9の杯は破片で竃前の床面から，8が9の

上に重なった状態で出土している。10・11の杯は貯蔵穴の覆土上層から，ともに横位で重なった状態で出

土している。12の杯は北東コーナー部の床面から正位で出土している。13・14の杯，19・20の賓は竃内か

ら，13は20の上部に斜位で，14は19・20の下部に横位で，19・20はともに斜位で出土している。15の杯は

横位で，16の杯は逆位で，23の甑は横位で，貯蔵穴の覆土下層から出土している。17の杯，30の土玉は南

壁際西側の覆土下層から出土している。18の鉢は中央部，21の賓は北東コーナー部と中央部の床面から出

土している。22の鉢は南壁側中央部の覆土下層から出土している。24の土玉はP3の覆土中から出土してい

る。25～29の土玉は南壁側中央部の床面から出土している。31の支脚は竃火床部の西袖際から横位で出土

している。32の砥石は南壁際中央部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して6世紀後葉と考えられる。重複している第717号住居跡より古い。

第718号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第121 図 杯 A　 12．8 口緑 部一 部 欠損 。丸 底。 底 部 と 口緑部 内 ・外 面横 ナ デ。 底部 外 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 85 0　　　 9 5 ％

1 B　　 3．8 の境 は鈍 い稜 を な して屈 曲 し， 面不定 方向 のヘ ラ削 り。 内面 へ ス コリア P L 9 3

土　 師　 踪 口縁部 はほぼ直立す る。 ラ磨 き。内 ・外面黒色処理。 にぷい褐色　 普通 竃西側床面

2

杯 A　 14．0 口縁部一部欠損。丸底。底部との境は 口緑部外 面横 ナ デ。 底部 外面 不 砂粒 ・雲母 P 7 85 1　　 9 8 ％

B　　 5．1 稜をなして屈曲し　 口緑部は直立する。 定方向 のヘ ラ削 り。 内面粗 いへ にぷい黄橙色 P L 9 3

土　 師　 器 I
端部は丸 く収めている。 ラ磨 き。内 ・外面黒色 処理。 普通 竃西側床面

3

杯 B （5．2） 口緑部欠 損。 丸 底。 底 部 との境 口緑部 内 ・外 面横 ナ デ。 底部 不 砂粒 ・長石 ・ス コ P 7 85 2　　　 9 5 ％

は稜 をな して屈 曲 し 口緑部 は軽 定方向のヘ ラ削 り。内面横 ナ デ。 リア P L 9 3

土　 師　 器
Iく外反 してほぼ直立す る。 内 ・外面黒色処理。 にぷい黄橙色　 普通 竃西側床面

4

杯 A　 13．1 口緑部「 部欠 損。 丸 底。 底 部 と 口緑部 内 ・外 面， 底 部 内面横 ナ 砂粒 ・雲母 ・ス コ P 7 85 3　　　 9 0 ％

B　　 5．1 の境 は稜 をな して屈 曲 し　 口緑 デ。底 部外 面不 定方 向 のヘ ラ削 リア P L 9 3

土　 師　 器 I
部 は内傾 して立 ち上が る。 り。内 ・外面黒色処 理。 にぷい黄橙色　 普通 竃西側床面

5

杯 A　 1 3．4 口緑部一 部欠 損。丸 底。 底 部 と 口縁部 内 ・外 面， 底 部 内面横 ナ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 854　　　 9 0 ％

B　　 5．3 の境 は稜 をな して屈 曲 し　 口緑 デ。底 部外 面不 定方 向の ヘ ラ削 石英　 にぷい褐色 P L 9 3

土　 師　 器 I
部 は若干 内傾 して立 ち上が る。 り。内 ・外面黒色処 理。 普通 竃西側床面

6

杯 A　 1 3．2 口緑部一 部欠 損。 丸 底。 底 部 と 口緑部 内 ・外 面， 底 部内 面横 ナ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 85 5　　　 9 0 ％

B　　 4．4 の境 は稜 をな して屈 曲 し　 口緑 デ。底部外面不定方向のヘラ削 り。 にぷい黄橙色 P L 9 3

土　 師　 器 I
部 は若干 内傾 して立 ち上が る。 内面中央ナデ。内 ・外面黒色処理。 普通 竃西側床面
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図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第121図 ゴ不

土　 師　 器

A　 14．4 口緑部 一部 欠損 。 丸底 。底 部 と 口緑 部内 ・外 面横 ナデ。 底 部外 砂粒 ・小石 ・長石 P 785 6　　　 95 ％

7 B　　 4．7 の境 は稜 を有 して屈 曲 し， 口緑 面へラ削 り，内面横 ナデ 後，放射 にぷい橙色 P L 9 3

部 は段 をな して直立す る。 状のヘラ磨 き。 内 ・外面黒色処理。 普通 竃西側床面

8

j不

土　 師　 器

A　 ll．4 口緑部一部欠損。丸底 。底 部 との 口緑部 内 ・外 面 ， 底部 内面横 ナ 砂粒 ・雲 母 ・ス コ P 785 7　　　 95 ％

B　　 4．6 境は稜 をなして屈 曲し，段 をな し デ。底 部外 面へ ラ削 り， 内 面中 リア ・チ ャー ト P L 9 3

て口緑部は若干内傾 して立ち上がる。 央部へ ラナデ。内 ・外面黒色処理。 にぷい黄橙色　 普通 竃前床面

9

ゴ不

土　 師　 器

A　 12．0 底部 ・口緑 部 一部 欠損 。 丸底 。 口緑部 内 ・外 面 ，底 部 内面横 ナ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 78 58　　　 80 ％

B　　 4．8 底部 との境は稜 をなして屈 曲 し， デ。底 部外面 へ ラナ デ， 内面 へ ス コリア P L 93

段 をな して口緑 部 は若干 内傾 し

て立ち上がる。

ラナデ。内 ・外面黒色処理。 灰黄褐色

普通

竃前床面

第 122図 杯

土　 師　 器

A　 14．8 口緑 部一部 欠損 。 丸底 。 底部 か 口緑部 内 ・外 面横 ナデ 。底 部外 砂粒 ・雲 母 ・長石 P 78 59　　　 95 ％

10 B　　 4．2 ら内攣 して ロ緑 部 に いた る。 端 面へ ラ削 り， 内 面パ ケ状工 具 に 灰褐色 P L 93

部は軽 く外 反する。 よるナデ。内 ・外 面黒色処理。 普通 貯蔵 穴覆土上層

11

杯

土　 師　 器

A　 13．8 口緑部 一部 欠損 。 丸底 。底 部 と 口緑 部内 ・外面 横 ナデ。 底 部外 砂 粒 ・雲 母 ・ス コ P 786 0　　　 93 ％

B　　 5．1 の境 は稜 をな して屈 曲 し， 口緑 面へラ削 り，内面横 ナデの後，放 リア P L 9 3

部 はほぼ直立 して立 ち上が る。 射状のへラ磨き。内 ・外面黒色処理。 にぷ い褐色　 普通 貯蔵穴 覆土上層

12

杯

土　 師　 器

A　 13．8 口緑部一 部欠 損。 丸 底。 底 部 か 口緑部 内 ・外面 ， 底部 内面横 ナ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 786 1　　 95 ％

B　　 4．9 ら内攣 して 口緑 部 にい たる。 口 デ。 底部 上位 は輪積 み 痕 を残 す ス コリア P L 9 3

緑部 は直立 し， 端 部 は丸 く収 め ナデ。 下位 はヘ ラ削 り。 内 面へ にぷい橙色 北東 コーナー部床

てい る。 ラナデ。内 ・外面黒色処理。 普通 面

13

杯

土　 師　 器

A　 13．0 口緑部一部 欠損 。 丸底 。 体部 と 口緑部内 ・外面，底部内面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 78 62　　　 95 ％

B　　 5．1 の境 は稜 をな して屈 曲 し，口緑 部 体部は輪積み痕を残すナデ。底 部は 右英 ・ス コリア P L 93

は直立する。 木葉痕を残すヘラ削り。内面中央 は

へラナデ。内 ・外面赤彩後黒色処理。

にぷい橙色

普通

竃内

14

j不

土　 師　 器

A　 14．4 口緑 部一部 欠損 。 丸底 。 体部 は 口緑部 内 ・外 面横 ナデ 。体 部 は 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 78 63　　　 90 ％

B　　 5ユ 内攣 して 立 ち上が り， 口緑 部 は 輪積み痕 を残 すヘ ラナ デ。 底．部 スコ リア P L 93

直立す る。 は木葉痕 を残す ヘ ラ削 り。 内面

へラナデ。内 ・外面黒色処理。

明褐灰色

普通

竃 内

15

杯

土　 師　 器

A　 13．3 完形。 丸底 。 底部 との境 は段 を 口緑部 内 ・外面 横 ナデ。 底 部外 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 786 4　　 100 ％

B　　 4．7 なして屈 曲 し， 口緑部 は ほぼ直 面不定 方 向のヘ ラ削 り。 内面放 ス コリア P L 9 3

立す る。端部 は丸 く収 め てい る。 射状 のヘ ラ磨き。内 ・外面黒色処理。 褐灰色　 普通 貯蔵穴覆土下層

16

杯

土　 師　 器

A　 12．8 口緑部一部 欠損 。 丸底 。 底 部 と 口緑部外 両横 ナ デ。 底 部外面 不 砂粒 ・雲 母 ・ス コ P 78 6 5　　　 95 ％

B　　 5．5 の境 は段 をな して屈 曲 し， 口緑 定方向 のヘ ラ削 り。 内面 へ ラナ リア P L 93

部はや や内傾 す る。 端 部 は本 来

の面 を残 していない。

デ。内 ・外面黒色処理。 にぷい黄橙色

普通

貯蔵穴覆土下層

17

18

1 9

20

第12 3 図

杯

土　 師　 器

A　 12．8 完形。丸底 。 底 部 との境 は鈍 い 口縁部 内 ・外 面横 ナ デ。 底部外 砂 粒 ・雲 母 ・‘ス コ P 78 66　　 10 0 ％

B　　 4．6

A ［18．4］

稜 をな して屈 曲 し， 口緑 部 はほ 面不定方 向 のヘ ラ削 り。 内面 へ リア P L 93　 南壁際西側

ぼ直立する。端部は丸く収めている。 ラナデ。内 ・外 面黒色処 理。 にぷい黄橙色　 普通 覆土下層

鉢

土　 師　 器

体部 か らの口緑部 にかけての破片。 口緑 部内 ・外 面横 ナデ 。体 部外 砂粒 ・雲母 ・長石 P 78 67　　 15 ％

B （9．7）

A　 21．4

体部は内攣して立ち上が り，軽 く屈曲 面横位 の ヘ ラ削 り。 内面横 位 の にぷ い橙色 中央 部床面

P 78 6 8　　 100 ％

して口緑部は外反する。器壁は厚い。 ヘラナデ。 普通

嚢

土　 師　 器

嚢

土　 師　 器

完形。 平底 。縦 長 の球 形 を呈す 口緑部 内 ・外面横 ナデ。頚部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・

B　 31．4 る体部 か ら，頚 部 は健 やか に く 外面 ナデ。 体 部外 面縦位 の ヘ ラ 小礫 P L 9 3

C　　 7．6

A　 22．5

びれ， 口緑部 は 強 く外 反 す る。

端部は外方へつまみ出されている。

体部 ・口緑 部一 部欠 損。 平 底 。

磨 き。内面ナデ。

口緑部 内 ・外 面 ，頚 部外 面横 ナ

にぷい橙色

普通

砂粒 ・雲母 ・石英 ・

竃内

P 78 69　　　 85 ％

B　 33．5 縦長の球 形を呈する体部から，頚部 デ。体部上位ナ デ。 中位以下斜位 ス コリア P L 93

C　　 8．1 は綾やかにくびれ，口緑部は外反する。 のヘラ磨き。体部内面横位のヘラナテ㌔ にぷい黄橙色　 普通 竃内

嚢

土　 師　 器

鉢

土　 師　 器

A ［13．2］ 体部 ・口緑部一部欠損。平底。縦長 口緑部内 ・外面，頸部外両横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 78 70　　　 60 ％

21

第 12 2図

B　 32．6 の球形を呈する体部から，頚部 は穫 体部外面ナデおよびヘラナデ。頚部 石英 北 東 コーナー部 と

C　　 8．0

A ［20．8］

やかにくびれて，口緑部は外反する。 内面へラナデ。体部内面ナデ。底部 にぷい褐色 中央部床面

P 787 2　　　 25 ％

端部は外方へつまみ出されている。 内面へ ラナデ。輪積み痕。 普通

底部か ら口緑部 にか けて の破 片 。 口緑部 内 ・外面 横 ナデ。 体 部外 砂粒 ・石英

22

第 123 図

B　 11．8 平底。体部は内攣気味に外傾 して立 面斜位のヘラ削り。内申横ナデの後， にぷ い黄橙色 P L 9 4

C　　 7．4 ち上がり，口緑部は軽く外反する。 放射状のヘラ磨き。内面黒色処理。 普通 南壁側中央部覆土下層

甑

土　 師　 器

A　 25．6 体部一部欠 損。 無 底式 。 体部 は 口緑部 内 ・外 面横 ナ デ。 体部 外 砂粒 ・雲母 ・長石 P 78 73　　　 95 ％

23 B　 24．0 外 傾 して立 ち上が り， 口緑部 は 面縦位 のヘ ラ削 り。 内面 ナ デの にぷい橙色 P L 94

C　 lO．7 軽 く外 反 す る。 端部 は上 方へ つ

まみ出されている。

後，縦位のヘ ラ磨 き。 普通 貯蔵穴覆土下層
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図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

径 （cm ） 長 さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第123図24 土　　　 玉 2．2 2．1 0．7 8．4 P 3覆土中 D P 70 22　　　　　　　　　　　　 P L l Ol

2 5 土　　　 玉 2ユ 1．9 0．6 6．45 南壁側 中央部床面 D P 70 23　　　　　　　　　　　　 P L l Ol

2 6 土　　　 玉 2．2 2．1 0．6 8．5 南壁側 中央部床面 D P 70 24　　　　　　　　　　　　 P L l Ol

27 ・ 土　　　 玉 2．4 2．1 0．7 10．0 南壁側 中央部床面 D P 70 25　　　　　　　　　　　　 P L lO l

28 土　　　 玉 2．2 1．8 0．7 7．05 南壁側 中央部床面 D P 70 26　　　　　　　　　　　　 P L lO l

29 土　　　 玉 2．2 1．9 0．7 7．15 南壁側 中央部床面 D P 70 27　　　　　　　　　　　　 P L lO l

30 土　　　 玉 2．5 2．1 0．7 1 1．0 南壁際西側覆土下層 D P 70 28　　　　　　　　　　　　 P L lO l

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
長さ （cm） 径 （cm） 重量 （g ）

第122図31 支　　　 脚 20．3 4．6～ 5．2 411．0 竃火床面 D P 7029　　 土製

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第122図32 砥　　　 石 17．0 7．4 7．4 1060．0 南壁際中央部覆土下層 Q 7027　　 砂岩

第721号住居跡（第124～127図）

位置　調査7区北西部，LlOe7区。

重複関係　北部で第723号住居跡を掘り込み，西部の上位が第19号溝に，北東コーナー部の上位が第722号住居

跡に掘り込まれている。さらに，中央部が第575～584号土坑に床面まで掘り込まれている。

規模と平面形　北西コーナー部が調査区域外に位置している。長軸7．23m，短軸7．17mの方形である。

主軸方向　N－310－W

壁　壁高は35～53cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　上幅17～30cm，下幅4～10cm，深さ4～8cmで，断面形は逆台形状である。北西コーナー部は確認でき

なかったが，全周していたと推定される。

床　土坑に掘り込まれている部分は確認できないが，それ以外はほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められてい

る。

竃　西袖部から煙道部にかけての上部が第19号溝に掘り込まれているが，それ以外は残存しており，北壁中央

部に砂質粘土で構築されている。規模は，両袖部幅113cmであり，火床部は，床面を5cm掘りくぼめており，

赤変硬化しゴツゴツしている。天井部は崩落しており，第7～9層は砂粒が多量に検出されることから，天

井部の崩落土と考えられる。西袖部の遺存状況は悪いが，両袖部の内側は火熱を受けて赤変硬化している。

第14層は地山が火熱を受けて赤変硬化しゴツゴツしていることから，上面が火床面と考えられる。煙道部は

確認できない。第1～13層は竃の覆土であり，第14・15層は袖部断ち割りの火床部土層である。

竃土層解説
1　暗　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・廃土

小ブロック微量
3　晴赤褐色　焼土粒子多量，焼土ブロック中量，炭化物・炭化粒

子少量
4　暗赤　褐色　焼土中ブロック中量，炭化粒子少量

5　にぷい褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・砂粒少量
6　黒　褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量
7　暗赤　褐色　焼土粒子・砂粒多量，炭化粒子少量
8　黒　褐　色　砂粒多量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

9101112131415
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暗
黒

赤褐色　焼土粒子多量，砂粒中量
褐　色　砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量

にぷい黄褐色　砂粒多量，焼土粒子微量

暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
暗赤褐色　焼土粒子中量，砂粒少量，焼土中ブロック微量
地山が赤変硬化しゴツゴツしている
にぷい褐色　砂粒多量
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第124図　第721・722・723号住居跡実測図（1）
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第125図　第721・722・723号住居跡実測図（2）
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第126図　第721号住居跡出土遺物実測図（1）
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第127図　第721号住居跡出土遺物実測図（2）

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は径75～90cmの円形で，深さ65～99cmであり，いずれも規模と配置

から主柱穴と考えられる。P4は底面に柱を据えた痕跡が2か所あり，同時に柱が2本あった可能性がある。

P5・P6は径40cmと33cmの円形で，深さ26cmと50cmであり，いずれも規模と配置から，補助柱穴と考えら

れる。P7は径55cmの円形で，深さ47cmであり，南壁側に傾斜していることから出入り口施設に伴うピット

と考えられる。

Pl～P4・P6土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム中・小ブロック少量

－188－



貯蔵穴　北東コーナー部で確認され，一辺55cmの方形で，深さ50cmである。断面形は長方形状である。覆土下

層から土師器片ど第126図20の土師器小形直口壷が出土している。

覆土16層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子・粘土大ブロック少量，ローム中ブロック微量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
5　黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

少量

6　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土
中ブロック微量

7　暗褐色　炭化粒子少量，焼土粒子・粘土中ブロック微量

8　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

黒
暗
黒
黒
暗
暗
暗
褐

9

1

0

日

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

褐
褐
褐
褐
褐

褐
褐

色
色
色
色
色
色

炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子少量
ローム中・小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム中・小ブロック・焼土粒子微量
ローム粒子・炭化粒子少量

色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
色　仁一ム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化

粒子微量

遺物　土師器片1153点，土製品2点（土玉），鉄製品1点（刀子）が出土している。図示した土器はすべて土

師器である。第126・127図1の杯は南東コーナー部の床面から逆位で，5の杯も1と同位置の覆土下層か

ら正位で出土している。2は斜位で，4は正位で南壁側中央部のほぼ床面から出土している。3の杯は南

壁側やや西寄りの床面から，6・7の杯は中央部やや西寄りの床面から正位で出土している。8の杯は南

壁際中央部やや東寄りの覆土下層から正位で出土している。9の大形の杯は東壁側中央部やや北寄りの覆

土中層から，10の鉢は竃東側の覆土下層から出土している。11の小形鉢は南壁側中央部の床面から，16の

聾は11と同位置から土圧でつぶされた状態で，18の聾は覆土中層からそれぞれ出土している。12の高杯は

竃前の西部の覆土下層から出土している。13の小形聾は西壁側中央部北側の覆土下層から正位で，14・15

の聾は南壁側中央部やや西寄りの床面から，土圧でつぶされた状態で出土している。17の聾は竃東側の覆

土下層から土圧でつぶされた状態で出土している。19は竃前から中央部にかけての覆土下層にかけて出土

した破片が接合したものである。20の直口壷は貯蔵穴の覆土下層から横位で出土している。21の甑は竃前

西側の覆土下層から横位で出土している。22の土玉は竃東側の北壁際の覆土下層から出土している。23の

土玉はP4の覆土中から出土している。24の刀子は中央部やや北東寄りの覆土上層から出土している0

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して6世紀中葉と考えられる。重複している第723号住居跡より新し

く，第19号溝，第722号住居跡，第575～584号土坑より古い。

第721号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第126 図 杯 A　 12．8 口緑部一 部 欠損 。丸 底。 底 部 か 口縁部 内 ・外 面 ，体 部 内面横 ナ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 905　　　 9 5 ％

1 B　　 4．5 ら内攣 して口緑 部 にい たる。 口 デ。底 部外 面不 定方 向 のヘ ラ削 石 英 P L 95

土　 師　 器 療部 は短 く直立す る。 り。底 部内面 中央 ナ デ， 内面 の にぷい橙色 南東 コーナー部床

中央部 を除いて赤彩。 普通 面

2

杯 A　 12．4 底部 ・口緑 部一 部欠損 。 丸底 。 口緑部内 ・外面，体部内面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 90 6　　　 7 5 ％

B　　 4．5 底部 か ら内攣 して口緑 部 にい た 底部外面横位のヘ ラ削 り。内面中央 石英 P L 9 5

土　 師　 器 る。 口緑端部 は丸 く収 めている。 ナデ。口緑部外面 ・体部内面赤彩。 浅黄橙 色　 普通 南壁側中央部ほぼ床面

3

杯 A　 13．8 底部 か ら口緑 部一部欠損 。 丸底 。 口緑部 内 ・外 面横 ナ デ。底 部外 砂 粒 ・長石 ・ス コ P 7 90 7　　　 7 0 ％

B （3．5） 底 部 との境 は稜 をな して屈 曲 し， 面横位 のヘ ラ削 り。 内面磨 き状 リア ・小礫 P L 9 5

土　 師　 器 口緑部 はわずかに外傾す る。 のヘ ラナデ。内 ・外面黒 色処 理。 にぷい橙 色　 普通・ 南壁側やや西寄り床面

4

杯 A　 13．6 口緑 部一部 欠損 。丸 底 。底 部 か 口緑部内 ・外面横ナデ。底部外面へ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 90 8　　　 9 5 ％

B　　 4．6 ら内攣 して 口緑 部 にい た る。 口 ラ削 りの後，へラ磨 き。内面横位 の 石英 ・小礫 P L 9 5

土　 師　 器 緑端 部は丸 く収めている。 ヘ ラ磨 き。内 ・外面黒色処理。 にぷい褐色　 普通 南壁側中央部ほぼ床面

5

杯 A　 12．8 底 部 ・口緑 部一 部欠損 。 丸底 。 口緑部内 ・外面横ナデの後，ヘラ磨 砂粒 ・雲 母 ・ス コ P 7 90 9　　　 55 ％

B　　 4．8 底 部 との境 は稜 をな して屈 曲 し， き。底部外面へラナデ。内面放射状 リア P L 9 5　南東 コー

土　 師　 器 口緑 部は直立する。 のヘラ磨き。内 ・外面黒色処理。 にぷい赤褐色　 普通 ナ一部覆土下層
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図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第126図 ゴ不

土　 師　 器

A　 13．6 底部 ・口緑部 一部 欠損 。 丸底 。 口緑部 内 ・外面 横 ナデ。 底 部外 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 79 10　　　 70 ％

6 B （4．7） 底部 との境 は稜 をな して屈 曲 し， 面横位 のヘ ラ削 り。 内面横 位 の 小礫 P L 9 5

口緑部 はほぼ直立す る。 ヘ ラ磨 き。 内 ・外面黒色処理。 浅黄橙色　 普通 中央部やや西寄り床面

7

杯

土　 師　 器

A　 14．0 底部か ら口緑部 にか けて の破片 。 口緑部 内 ・外 面横 ナ デ。 底 部外 砂粒 ・長石 P 791 1　　 45 ％

B （4．5） 丸底。 底 部 との境 は稜 を な して 面不定 方向 のヘ ラ削 り。 内 面へ にぷ い橙色 P L 9 5

屈曲 し，口緑部 は直立す る。 ラ磨 き。内 ・外面黒色処理。 普通 中央部やや西寄り床面

8

杯

土　 師　 器

A ［12．8］ 底 部か ら口縁部 にか け七の破 片 。 口緑部， 体部 内 ・外面 横 ナデ 。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 79 12　　　 45 ％

B　　 3．7 丸底 。 底部 との境 は稜 を な して 底部外面 不定 方 向のヘ ラ削 り。 にぷ い橙色 南壁際中央部やや

屈 曲 し，口緑部は直立す る。 内面中央ナデ。内 ・外面黒色処理。 普通 東寄 り覆土下層

9

大　 形　 杯

土　 師　 器

A　 19．8 体部 か ら日録 部にかけ ての破 片。 口緑 部 内 ・外 面横 ナデ 。 体部 外 砂粒 ・雲 母 ・ス コ P 79 13　　 15 ％

B （6．7） 丸底 。体 部 は内 攣 して立 ち上 が 面横位 の磨 き状 へ ラナ デ。 内 面 リア P L 95

り，口緑 部 との境 は段 を な し， 横 ナデの後 ， 放射 状 の粗 いヘ ラ にぷい黄橙色 東壁 側中央 部やや

口緑部 はやや内傾 する。 磨 き。 普通 北廃 り覆土中層

10

鉢

土　 師　 器

A ［23．2］ 底部か ら口緑部 にかけて の破 片。 口緑部 内 ・外面 横 ナデ。 体 ・底 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 79 14　　　 25 ％

B　　 9．1 底部 か ら内攣 して口緑 部 にい た 部外面 横位 のヘ ラ削 り。 内面磨 石英 竃東側覆土下層

る。体 部 と口緑部 との境 にあ ま

い稜 を有す る。

き状 のナデ。輪積み痕。 橙色

普通

11

小　 形　 鉢

土　 師　 器

A　 12．6 体部 ・口緑 部 一部 欠損 。 平底 。 口縁部 内 ・外 面横 ナ デ。 体 部外 砂粒 ・雲母 P 791 5　　　 50 ％

B　　 9．8 体部 は内攣 して 立 ち上 が り， 口 面横位 の磨 き状 へ ラナデ 。 内面 黒褐色 P L 95

C　　 7．4 緑部は 内偵す る。体 部 と口緑 部 磨 き状ナデ。底部租い ヘ ラ磨 き。 普通 南壁側中央部床面

との境にあ まい稜 を有す る。 内 ・外面黒色処理。 二次焼成

12

高　　　 塀

土　 師　 器

A ［14．8］ 杯部片。 杯 部 は ラ ッパ状 に問い 口緑部 内 ・外 面横 ナ デ。 杯部 下 砂粒 ・長 石 ・ス コ P 79 16　　 10 ％

B （4．5） て立ち上 が り， 口緑 部 は外反 す 位か ら脚部 にか けて の縦 位 のへ リア 竃前西部覆土下層

る。 ラ削 り。 内面 へ ラ磨 き。 口綾 部

外 面 ・体 部内面黒色処理 。

にぷい橙色

普通

13

小　 形　 嚢

須　 恵　 器

A ［11．4］ 底部 か ら口緑 部にかけ ての破 片。 口縁 部内 ・外面 横 ナデ。 体 部外 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 79 17　　　 30 ％

B　　 9．8 平底。 体 部 はや や内攣 して上 方 面斜位 お よび横 位 のヘ ラ削 り。 スコ リア P L 9 6　西壁側 中

C　　 5．0 へ立ち上が り， 口緑部は外反する。 内面横位 のヘラナデ。輪積 み痕。 橙色　 普通 央部北側覆土 下層

第127図 嚢

土　 師　 器

A　 16．8 底部 ・体部 一 部欠 損？ 平 底。 体 口縁部 内 ・外 面横 ナ デ。 体 部外 雲 母 ・石 英 ・ス コ P 791 8　　　 95 ％

14 B　 22．1 部 は，倒 卵 形 を呈 し， 頚部 は ゆ 面磨 き状 のヘ ラ削 り。 内面横 位 リア ・小礫 P L 9 5　 両壁側中

C　　 7．6 るやか に くびれ ， 口緑 部 は外反 のヘ ラナデ。 にぷ い橙色 央部やや西寄り床面

する。 普通 二次焼成

15

嚢

土　 師　 器

A　 15．4 底部 ・体 部 ・口緑 部 一部 欠損 。 口緑部 内 ・外 面横 ナ デ。 体 部外 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 79 19　　 95 彰

B　 22．0 平底。体 部 は ，倒 卵形 を呈 し， 面上位縦 位 のヘ ラ磨 き， 中位 か 石英 P L 96

C　　 6．4 頚 部は ゆるや か に くびれ ， 口縁 ら下位にかけて斜 位のヘ ラ削 り。 にぷい橙色 両壁側中央部床面

部は外 反する。 内面横 位のヘラナデ。輪積 み 痕。 普通 二次焼成

16

1 7

18

19

第 12 6図

嚢

土　 師　 器

嚢

土　 師　 器

嚢

土　 師　 器

嚢

土　 師　 器

直　 口　 壷

土　 師　 器

甑

土　 師　 器

A　 17．4 底部 ・体 部 ・口緑 部一 部欠 損。 口緑 部内 ・外 面横 ナデ 。体 部外 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 792 0　　　 85 ％

B　 21．5 平底。体 部 は， 倒卵 形 を呈 し， 面へラ削 り， 内面 へ ラナデ 。輪 ス コリア P L 9 6 体部外面摩滅

C ［6．9］

A　 16．7

口緑部 は外反す る。

体部 ・口緑 部 一部 欠損 。 平底 。

積 み痕 。

口緑部，頸部内 ・外面ロクロナデ。

にぷい赤褐色

普通

砂粒 ・雲母 ・長石 ・

南壁側 中央 部床 面

二次焼成

P 792 1　　 60 ％

B　 19．0 体部 は倒 卵 形 を呈 し， 頚部 で屈 体部外面上半部へ ラナ デ， 下半部 石英 ・赤色粒子 P L 9 6

C　　 6．8

A　 16．0

曲 し， 口緑 部 は外 反 す る。 端部 横位のヘラ削 り。 内面横位 のへラ にぷ い橙色 竃東側覆土下層

P 79 22　　　 60 ％

はやや尖 る。 ナデ。底部不定方向のヘ ラ削 り。 普通

体 部 ・底 部 ・口緑 部一 部 欠損 。 口縁部 内 ・外 面横 ナ デ。 体部 外 砂粒 ・雲母 ・長石 ・

B　 19．1 平底 。体 部 は倒卵 形 を呈 し， 頸 面へ ラ削 り， 内面 へ ラナ デ。 底 ス コリア P L96 底部外面，体部外

C　　 7．0

A ［18．8］

部はゆ るやか に くび れ， 口緑 部 部不定方向のヘラ削 り。

口緑 部内 ・’外面 横 ナデ 。体 部外

にぷい橙色 面下位煤付着 南壁側中央

は外 反す る。 普通 部覆土中層二次尭誠

体部 ・口緑部 一 部欠損 。 平 底。 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 79 23　　　 65 ％

B　 26．4 体部 は倒卵 形 を呈 し， 頚 部 はゆ 面上位 か ら中位縦位 のヘ ラ削 り， 赤色粒 子 P L 96

C　　 7．8

A　　 6ユ

るやか に くび れ， 口緑 部 は外 反 下位斜 位 のヘ ラ削 り。 内面 横位 黄褐色 竃前 か ら中央部に

す る。 のへラナデ。底部へ ラナデ。 普通 かけての覆土下層

完形。丸底。体部 は内攣 して立ち 口緑部， 頚 部外 面横 ナ デの後 ， 長石 ・石英 P 792 4　　 100 ％

20

第127 図

B　 ll．7

A　 25．6・

上が り，肩部がやや張 り，頚 か ら 輝位の ヘ ラ磨 き，体 部外 面横 位 にぷ い橙色 P L 9 6

口緑部はやや内傾 して立ち上 がる。

口緑部直下に一状の沈線を巡 らす 。

底部 ・体部 ・口緑部一部欠損。無底

のへ ラ磨 き。 頚 部， 体 部内 面 ナ

デ。内 ・外面黒色処理。

口緑部内 ・外面横ナデ。 体部外 面

良好

砂粒 ・長石

貯蔵穴覆土下層

P 79 25　　　 70 ％

21 B （23．9） 式。体部はやや内攣気味に外傾して 縦位のヘ ラ削 り。内面上 半横位 の にぷい橙色 P L 96

立ち上が り，口緑部は外反する。 へラナデ。下位斜位 のヘラ削 り。 普通 竃前西側覆土下層
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図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

径　 （cm ）

3．0

長さ （cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第127図22 土　　　 玉 2．2 0．9 2 5．0 竃東側北壁際覆土 下層 D P 7 03 1　　　　　　　　　　 P L lO l

23 土　　　 玉 0．9 0．9 0．3 0．68 P 4覆土 中 D P 7 03 2

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅　 （cm ） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第127国別 刀　　　 子 （8．4） 1．3 0．3 （15．0） 中央やや北東側覆土上層 ‾M 709 6

第723号住居跡（第124・125・128図）

位置　調査7区北西部，LlOd6区。

重複関係　南東コーナー部の上部が第722号住居跡に，南部が第721号住居跡に床面まで掘り込まれている0さ

らに，中央部の上面が第19号溝に，竃前面が第585号土坑に床面まで掘り込まれている0

規模と平面形　北西コーナー部は調査区域外に位置している0長軸5・47m，短軸（5・2）mである0

主軸方向　N－55。－W

壁　壁高は18cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　上幅12～26cm，下幅4～11cm，深さ4cmで，断面形はU字形である0

床　土坑に掘り込まれている部分は確認できないが，それ以外はほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められてい

る。

竃撹乱を受けており遺存状態は悪いが，北壁のほぼ中央部から袖部と思われる砂質粘土が確認された0規模

は，両袖部幅100cmである。天井部は確認できなかった0袖部の内側からほ焼土ブロックが検出されている0

火床部は赤変硬化している。煙道部は確認できなかった。

－191－
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第128図　第723号住居跡出土遺物実測図



竃土層解説
1暗赤褐色　砂粒・粘土・焼土粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子少量

3　暗褐色　焼土粒子少量，ローム小ブロック微量
4褐色ローム粒子中量

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は径50～60cmの円形で，深さ30～60cmであり，いずれも規模と配置

から主柱穴と考えられる。覆土はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を少量含む黒褐色土である。

貯蔵穴　北東コーナー部から確認され，長軸73cm，短軸60cmの隅丸長方形で，深さ34cmである0

覆土　8層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる0

土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　暗褐色

4　褐　色

5　黒褐色

6　暗褐色

ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量
ローム中・小ブロック・ローム炭化粒子少量
ローム小ブロック・粒子少量，焼土中ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
ローム小ブロック・粒子少量

7　黒褐色　ローム中・小ブロック微量
8　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片235点，須恵器片14点，土製晶1点（支脚），礫1点が出土している0第128図1・2の土師器

杯は正位で，5の土師器鉢は土圧でつぶれた状態で竃西側の覆土下層から出土している03の土師器聾は

竃の覆土中から，4の土師器聾は竃東側の覆土下層から横位で出土している06の支脚は竃西側の床面か

ら出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して6世紀中葉と考えられる0重複している第721・722号住居跡，第

19号溝，第585号土坑より古い。

第723図住居跡出土遺物観察表

図版番号

第12 8図

券　　 種

杯

計測値 （cm）

A ［1 4．4］

器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

体部 ．・口緑 部 一部 欠損 。 丸底。 口緑部内 ・外面横 ナデ。底部内 ・ 砂粒 ・長石 P 79 28　　　 90％

1 B　　 4．3 底部 との境 は稜 をな して屈 曲し： 外面横 位 の雑 なヘ ラ磨 き。 内 ・ にぷい橙色 P L 97

土　 師　 器 口緑部 は外反気味 に直立す る。 外面黒色処 理。 普通 竃西側覆土下層

2

杯 A　 13．0 口縁部一 部 欠損。 丸 底。 底 部 と 口緑部 内 ・外面 横 ナデ。 底 部外 雲 母 ・長 石 ・ス コ P 79 29　　　 70 ％

B　　 4．8 の境 は稜 をな して屈 曲 し， 口緑 面磨 き状 のヘ ラナ デ， 内面 放射 リア P L 97

土　 師　 器 部 はやや外傾 して立 ち上が る。 状のヘラ磨き。内 ・外面黒色処理。 にぷい褐色　 普通 竃西側覆土下層

3

嚢

土　 師　 器

A ［2 1．0］ 口緑部 片。 口緑部 は外反す る。 口緑部 内 ・外 面横 ナデ 。体 部外 砂粒 ・雲母 ・長石 P 79 3 1　　　 5 ％

B （4．7） 面縦位のヘ ラ削 り。 浅黄橙色

普通

竃覆土中

4

嚢 A　 2 0．7 口緑 部一部欠損。平底。休部 はや 口緑部 内 ・外 面横 ナ デ。 頚部 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 79 32　　　 98 ％

B　 33 3 や縦長の球形を呈 し，頚部は ゆる 体部外面 上半 ナ デ。 中位 以下 縦 石英 P L 97

土　 師　 器 C　　 8．1 やか にくびれ， 口緑部は外反する。 位 のヘ ラ磨き。内面横位のヘラナデ。 橙色　 普通 竃東側覆土下層

5

鉢 A ［17．0］ 底部から口緑部にかけての破片。わ 口緑部 内 ・外 面横 ナ デ。 体部 外 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 7 930　　　 40 ％

B　　 8 1 ずかに突出する平底。体部は内攣 し 面横位 のヘ ラ削 り， 内面 横位 の ス コリア P L 9 7

土　 師　 器 C ［9．2］ て立ち上が り，口緑部 は軽 く外反す へ ラ磨 き。底部へ ラナデ。 橙色 竃西側覆土下層

る。体部 と口緑部の境に稜を有する。 普通 二次焼成

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考

長さ （cm） 径 （cm） 重量 （g ）

6 支　　　 脚 （14．9） 3．7 ～7．3 （552．0） 竃西側床面 D P 7033　　 土製
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②　奈良・平安時代

第111号住居跡（第129図）

位置　調査7区中央部，Mllg9区。

重複関係　西部が第340号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸2．95m，短軸2．90mの方形である。

長軸方向　N－100－E

壁　壁高は20～28cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　西壁下から南壁下にかけてと北東コーナー壁下に確認できた。規模は，上幅10cm，下幅5cm，深さ5cm

で，断面形はU字形である。

床　西部が撹乱を受けている。ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

ピ・ソト　南壁際にあるPlは径約20cmの円形で，深さ14cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考え

られる。

覆土　4層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・炭化物微量
3　褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
4　褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，やや軟らかい

遺物　土師器片89点，須恵器片53点，礫1点が出土している。第129図1の土師器高台付杯と2の須恵器高台

付杯は北東側の覆土中層から出土している。3と4は須恵器整体部片で，いずれも外面に横位の平行叩き

が施されている。

三二二‾‘ ：ニ

一軍こ、：・
＼ふ．

第129図　第111号住居跡・出土遺物実測図
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所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀と考えられる。重複している第340号土坑より古い。なお，

竃を含む北部は，平成7年度に調査されており，『茨城県教育財団文化財調査報告第120集』で第111号住居

跡として報告されているので，今回も同じ番号で報告する。

第111号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備 ‘　 考

第 129 図 高 台 付 杯

土　 師　 器

B （1．4） 高台部か ら底 部にかけて の破 片 。 底部外面 ナデ ， 内面 丁寧 なへ ラ 砂 粒 ・雲母 ・白色 P 70 48　　　 2 0 ％

1 D　　 5．7

E　　 O．7

高台は短 く 「ハ」 の字 状 に開 く。 磨 き。高 台貼 り付 け後 ナデ 。 内

面黒色処理。

粒 子

橙色　 普通

北東部覆土中層

2

高 台 付 杯

須　 恵　 器

B （2．5） 高台部 か ら底部 にかけて の破 片。 底部外面へ ラ削 り， 内面 ナ デ。 砂粒 ・長石 ・石英 P 70 49　　　 2 0 ％

D　　 6．8

E　 1．1

高台 はやや 開 く。 高台貼 り付 け後 ナデ。 暗灰黄色

普通

北東部覆土中層

第528A号住居跡（第130・131図）

位置　調査7区中央部，Mlld7区。

重複関係　北部が第528B号住居跡に掘り込まれているが，床面までは達していない。

規模と平面形　長軸3．40m，短軸2．90mの長方形である。

長軸方向　N－920－E

壁　壁高は14～18cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　第528B号住居跡との重複部分以外は確認できた。規模は，上幅10cm，下幅4cm，深さ8cmほどで，断

面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中央部から南部が特に踏み固められている。

竃　東壁の中央から南寄りに砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで約95cm，両袖部幅約

80cmである。火床部は，床面を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は確認できなかった。

煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。北袖部からは，補強材として使用したと考えられる土師器整体部片

が出土している。また，竃内からは多量の土師器片が出土している。

竃土層解説
1　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・炭化物少量
3　暗　褐　色　ローム中ブロック・焼土粒子微量

4　暗　褐　色　焼土粒子中量

5　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，炭化物・炭化粒子少量，軟らかい

6　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム中ブロック微量，軟らかい
7　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量
8　赤　褐　色　焼土粒子多量

ピット　南西コーナー部にあるPlは径約40cmの円形で，深さ23cmである。性格は不明である。

覆土　9層からなり，堆積状況から人為堆積と考えられる。第1層はロームブロックが含まれず，自然堆積し

たものと考えられる。

土層解説
1褐　　　色　ローム粒子多量，焼土・炭化粒子微量
2　にぷい褐色　ローム小ブロック多量
3　褐　　　色　ローム大・中ブロック少量

4　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，やや軟らかい
5　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗　褐　色　ローム小ブロック多量，焼土粒子少量

7　暗　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，ローム大・中ブロック
少量

8　暗　褐　色　炭化粒子中量
9　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子中量

遺物　土師器片202点，須恵器片26点，礫6点が出土している。図示した土器はいずれも土師器である。第131

図1の杯，2と3の高台付杯は竃内から，4の高台付杯は西部の床面から出土している。5の賓は竃袖部の

補強材として使用されていた。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して9世紀前葉と考えられる。重複している第528B号住居跡より古い。
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第528A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の． 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第131図 j不

土　 師　 器

A ［15．0］ 体部か ら口緑部 にかけ ての破 片。 口緑部、体部 内 ・外面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 700 1　　 15 ％

1 B （3．3） 体部， 口緑 部 は外傾 して立 ち上

が る。

赤色粒子

にぷい橙色　 普通

竃 内

2

高 台 付 杯

土　 師　 器

B （3．1） 高台部か ら体部にかけて の破片 。 底部 回転 へ ラ削 り後 ， 高台貼 り 砂粒 ・雲母 ・石英 P 7002　　　 30 ％

D ［6．6］ 高台は短 く 「ハ」の字状 に開 く。 付 け。体 部外 面 下端 へ ラナデ ， にぷい赤褐色 竃 内

E　　 O．8 体部は内攣気 味に立ち上 がる。 内面丁寧 なへ ラ磨 き。 普通

3

高 台 付 杯

土　 師　 器

B （3．3） 高台部か ら体 部にかけて の破 片 。 底部回転 へ ラ削 り後 ， 高台貼 り 砂粒 ・雲母 ・長石 P 70 03　　　 20 ％

D　　 7．2 高台は 「ハ」 の字状 に開 く。 体 付け。体 部外 面下 端へ ラナデ ， にぷい赤褐色 竃 内

E　 l．3 部は内攣気 味に立 ち上が る。 内面丁寧なへ ラ磨 き。 普通

4

高 台 付 杯

土　 師　 器

B （1．7） 高台部か ら底 部にかけて の破 片。 底部回転 へ ラ削 り後， 高 台貼 り 砂粒 ・雲母 ・長石 P 70 04　　 15 ％

D ［6．4］

E　 l．1

高台は短 く 「ハ」 の字状 に開く。 付け。底部内面ナデ。 橙色

普通

西部床面

5

尭 B （21．4） 体部片 。 体部 は 内攣 して立 ち上 体部外 面 へ ラ削 り後へ ラナ デ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 70 05　　　 30 ％

土　 師　 器 がる。上位 に最大径 をもつ。 内面へラナデ。 橙色　 普通 P L 65　 竃袖部内

第528B号住居跡（第130・132図）

位置　調査7区中央部，Mlld7区。

重複関係　第528A号住居跡の北部，第710号住居跡の南部を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸［3．5］m，短軸［3．1］mの長方形と推定される。

長軸方向　N－1030－E

壁　東壁の一部が残存しており，壁高は15～20cmで，外債して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竃　東壁の中央に砂質粘土で構築されている。南袖部は撹乱を受けているため，確認できなかった。規模は，

焚口部から煙道部まで約95cmと推定される。火床部は，床面を約10cm掘りくぼめており，赤変硬化している。

天井部は撹乱を受けているため，確認できなかった。煙道は火床面から緩やかに立ち上がると推定される。

竃土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　　色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム中ブロック・焼土粒子微量

4　暗褐色　山砂多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化物・炭化粒子少量

遺物　土師器片19点が出土している。第132図1の土師器高台付杯と2の土師器杯は，竃内から出土している。

所見　本跡では，ピットは確認できなかった。壁が確認できなかった部分は，床質から規模と平面形を推定し

た。時期は，出土遣物から判断して9世紀中葉と考えられる。重複している第528A・710号住居跡より新し

い。

第528B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 132図 高 台 付 杯

土　 師　 器

B （2．0） 高台部か ら底部 にか けての破 片。 底 部外面へ ラ削 り，内面へラ磨 き。 砂 粒 ・雲 母 ・赤 色 P 70 06　　 15 ％

1 D ［6．6］

E　 1．2

高台 は短 く 「ハ」の字状 に開 く。 高台貼 り付 け後 ナデ。 甲子

にぷい橙色　 普通

竃内

2

杯

土　 師　 器

A ［13．6］ 底部か ら口緑部 にかけ ての破 片。 底部外面 回転へ ラ削 り，内面ナデ。 雲母 ・赤色粒子 P 700 7　　　 30 ％

B　　 4．9

C　　 8．0

平底。 体部 は内攣気 味 に立 ち上

が り，口緑部は外反する。

体部 内 ・外面横 ナデ。 にぷい橙色

普通

竃内
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第531号住居跡（第133図）

位置　調査7区西部，MlOe8区。

重複関係　北壁部分と南壁部分が第8号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸［2．7］m，短軸2．60mの方形と推定される。

長軸方向　N－300－E

壁　西壁の立ち上がりは確認できなかった。壁高は5～12cmで，外債して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部が特に踏み固められている。床面を精査したところ，ほぼ中央部に長さ約100cm，

幅20cm，深さ10C皿の溝が検出された。性格は不明である。

竃　北東壁のやや南寄りに砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで約100cm，両袖部幅約

80。皿である。火床部は床面を約7cm掘りくぼめており，赤変硬化している。天井部は崩落しており，第8層

は崩落土と考えられる。袖部は良好に遺存している。東袖部には，補強材として使用されたと考えられる土

師器片が貼り付けられた状態で出土している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。覆土から多量

の土師器片が出土している。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　　　　色　ロームブロック
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子微量

4　暗　褐　色　焼土粒子多量，ローム小ブロック微量，やや軟らかい
5　にぷい黄橙色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量
6　にぷい黄橙色　焼土中ブロック・焼土粒子中量
7　褐　　　色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

8　秒質粘土層
9　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量，やや軟らかい

覆土　2層からなり，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・炭化物微量

遺物　土師器片127点，須恵器片16点，礫3点が出土している。図示した土器はいずれも土師器である。第133

図1の高台付杯は逆位で北東コーナー部の床面から，2の高台付杯と3の聾は竃内から出土している。

所見　本跡では，ピットと壁溝は確認できなかった。壁が確認できなかった部分は，床質から規模を推定した。

時期は，出土遣物から判断して9世紀と考えられる。重複している第8号掘立柱建物跡より新しい。

第531号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第13 3図 高 台 付 杯 A　 14．5 高台は短 く 「ハ」 の字状 に開 く。 底部回転 へ ラ切 り後 ナ デ。．高 台 砂 粒 ・雲 母 ・赤 色 P 70 17　　　 8 0 ％

1 B　　 5．7 体部 は内攣 気味 に立 ち上 が り， 貼 り付 け後ナ デ。 体部 外面 下端 粒子 P L 65

土　 師　 器 D　　 7．2 口緑部 はやや外反す る。 ヘラ削 り， 上端 横 ナデ 。 内面へ にぷい橙色 （外面） 北東 コーナー部床

E　 l．2 ラ磨 き。 口緑 部外両 横 ナデ ， 内

面丁寧 なヘ ラ磨 き。 内面黒 色処

理。

普通 面

2

高 台 付 杯 A　 15．0 体部 か ら口緑部 一部 欠損 。高 台 底部回転 へ ラ切 り後 ， 高 台貼 り 小石 ・赤色粒子 P 70 18　　　 8 0 ％

B　　 5．5 は 「ハ」 の字状 に 開 く。 体部 は 付け。体 部外面 ロク ロナデ ，下 にぷい橙色 （外面） P L 65

土　 師　 器 D　　 7．8 内攣気 味 に立 ち上が り， 口緑 部 端へラナデ。口縁 部外 面横 ナ デ， 普通 竃内

E　 l．2 はやや外反す る。 内面丁寧 なヘ ラ磨 き。 内面 黒色

処理。

3

嚢 A ［18．0］ 体部 か ら口緑部一部欠損 。平 底。 底部へ ラナデ 。体 部 内 ・外 面へ 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 70 19　　　 7 0 ％

B　 15．2 体部 は内攣 気味 に立 ち上 が り， ラナデ。口緑 部内 ・外 面横 ナ デ。 赤色粒子 P L 65

土　 師　 器 C　 lO．7 上位 に最大 径 を もつ 。 口緑部 は

やや外 反す る。

橙色

普通

竃内
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第133図　第531号住居跡・出土遺物実測図

第532号住居跡（第134図）

位置　調査7区西部，MlOg8区。

重複関係　東壁際と南壁際を第12号掘立柱建物跡の柱穴に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．75m，短軸3．72mの方形である。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は25～30cmで，外債して立ち上がる。
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